




末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会

第166回 年次総大会報告

7996年4月6，7の 両Eヲ，

コタ朔ンル トレーク ・シティー，

テンフルスクウェブ勿 タバソークル仁おω乙開力物た

年：次総大劒 説教とその衡撮

覧一 ド ン ・B・ ヒ ン ク レ ー 大 管 長

ゴ
は，4月 の年次 総 大会 を閉 じる

に 当た り， 日曜 日午後 の部 会 で教 会 員

に次 の よ うに語 っ た。 「カー トラ ン ド

神 殿 の奉 献 の祈 り… … の 中 で 預言 者

〔ジ ョセ ブ ・ス ミス〕 は主 に次 の よ う

に請 い 求 め ま した。 『お お ，主 よ， あ

な たのすべ て の教 会員 を……思 い起 こ

して くだ さい。 それ に よって， あ なた

が人 手 に よ らず に設 け られ た王 国が ，

大 きな山 とな って全地 に満 ち ます よ う

に。 また， あ なたの教 会が 暗黒 の荒 れ

野 か ら出 て来 て ，月 の よ うに美 し く，

太 陽 の ように輝 き，旗 を立 て た軍勢 の1

ように恐 ろ しい もの とな り 〔ます よ う

に。〕』(教 義 と聖約109：72-73)

わた した ちは このす ば ら しい祈 りに
ま

対する答えを目の当たりにしていま

す。国の内外で，教会のほんとうの姿

に対する認識がますます高まっていま

す。……わたしたちは，永遠の真理で

飾った旗を掲げる軍勢が行進するよう

に，前進していきます。わたしたちに

は，真理と善のために戦うという大義

があります。……
み わざ

この御業においては，どこへ行つて

も，大変な活力を目にします。この御

業が組織されている所には，必ず情熱
あがな

があります。これは順い主の御業です。

福音，すなわち喜びのおとずれです。

わたしたちが幸せと喜びを得るための

ものです。」

日曜日午前の部会の説教でもヒンク

レー大管長は同様のテーマで次のよう

に語った。「忠実に信仰の道を歩んで

いらっしゃる一人一人の教会員に感謝

しています。わたしたち末日聖徒はこ

の点において，神の御子，世の瞭い主

であられる主への愛によって結ばれ，

皆一つです。わたしたちは，主の神聖
み な

な御 名 を 引 き受 け て い る 契約 の民 で

す。」

4月6日 土 曜 日，7日 日曜 日の2日

間 にわた った総 大会 の各部 会 は， ゴー

ドン ・B・ ヒンク レー大管 長， トー マ

ス ・S・ モ ンソ ン第一 副管 長， ジ ェー

ムズ ・E・ フ ァウス ト第二 副管 長の司

会 に よ り行 われ た。

今 大 会 で のお もな管 理 上 の決 定 は，

土曜 日午後 の部会 で行 われ た。新 た に

メ リル ・J・ ベ イ トマ ン， ダ ラ ス ・

N・ ア÷チ ボ ル ド， デ ィー ター ・F・

ウー ク ト ドル フ，ブ ルース ・C・ ヘ ー

フ ェ ンの4人 の各 長老 が七 十人 第一定

員 会 の会 員 として支持 され た。ベ イ ト

マ ン長老 は，昨年11月 に ブ リガ ム ・ヤ

ング大学 学 長 に就任 したの に伴 い，管

理 監督 を解任 とな り， 七十 人第一 定員

会 に召 され て いた。 アーチ ボル ド長 老，

ウーク ト ドル フ長老 の二 人は， これ ま

で七 十 人 第二 定員 会 に所 属 して いた 。

新 たに中央 幹部 となった ヘー フェ ン長

老 は，ユ タ州 オ レム出身 であ る。 さ ら

に，8人 の中央幹 部が新 たに七十 人 第

二定員 会 の会員 と して支持 され た。 ア

イ ダホ州 ポ カテロ 出身のL・ エ ドワー

ド ・ブ ラウ ン， ソ ル トレーク ・シテ ィ

ー 出 身 の シ ェ ル ドン ・F・ チ ャ イ ル

ド， カ リフ ォルニ ア州 ヒルズバ ラ出 身

.のクエ ンテ ィン ・L・ ク ック，ユ タ州

プ ロボ出身 の ウ ィリアム ・ロ ルフ ・カ

ー
， ネバ ダ州 ラ スベ ガ ス 出 身 の デ ニ

ス ・E・ シモ ンズ， メキ シ コのチ ワワ

にあ る コロニ ア ・デ ュブ ラ ン出 身の ジ

ェ ラル ド ・L・ テー ラー， スペ イ ンの

マ ドリッ ド出身 の フラ ンシス コ ・J・

ビー ナス，.ソル トレーク ・シ ティー 出

身の リチ ャー ド ・B・ ワース リ ンの各

長 老で あ る。

また，今 大会 で ヒ ンク レー大管 長 は，

テ ンプルス ク ウェ アの す ぐ北 側 に 「奉

献 され た礼拝 用 の建 物」 を建 設す る決

定 が 中央幹部 の 間で な され た， と発 表

した。

総大 会 の中継 が で きない教会 ユ ニ ッ

トには，大会 の模様 を収 録 した ビデ オ

が 送付 され た。 編 集部
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●1996年4月6日(土)午 前の部会

預言の声
第二副管長

ジェームズ ・E・ファウス ト

教会仁対する絶えざる啓示と指導ば教会の穴管長を通しτ与えられま跳

大管長力塑徒たちを誤った道仁導くことは決し乙ありまゼん，

する兄弟姉妹の皆 さん，歴史

愛 的な今大会の冒頭に当た り，

わたしが確信をもって申し上げられる
み こと ば

の は，大会 の どの場 面で も主 の御言 葉

が 聞け るであ ろ う とい う ことです。 末

日聖徒 イエス ・キ リス ト教会 は，1830

年4月6日 ，法律 に基づ いて組 織 され
き ょ う

て以来，今日で166年 目を迎えますが，

教会の諸事は神の導きを受けてきまし
み わざ

た。この比較的短い期間に御業の中で

起きた事柄は，一つの奇跡です。わた

七 は幼い時分に，大おじのウィリア

ム ・ウ ェ ッッェルが ， アメ リカの大 平

原 を家 族 とと もに ソル トレー ク盆地 ま

で歩 い て渡 った話 を して くれ たの を覚

えてい ます。 その 中の苦 労や犠 牲 や信

仰 の物 語 は，幼 い心 に忘 れ られ ない印

象 を残 しま した。
そう そ ふ

曾祖父の家族がこの盆地にたどり着

いたとき，ほとんどの教会員はデゼレ

ト準州で，規模の小さな，ほこりまみ

れの居留地に住んでいました。大海を

渡って合衆国に来た人々が大勢いま

す。彼らはアメリカの大平原や山岳地

域の酷暑，酷寒をくぐり抜け，荷車や

手車を駆って，平安を求め，神を礼拝

するために旅をしました。

当時の教会員たちは，徹底して嫌わ

れ，迫害され，追放されました。しか

しそれ以降，「今はわたしの教会が荒

れ野から立ち上がって出て来る始まり

であり，わたしの教会は，月のように

明るく，太陽のように美 し 〔い〕」1と

いう，主の御言葉が成就しました。教

会が土台とする根本的な預言的真理を

まったく知らずには，教会がなぜ，ま

たどのように 「暗黒から」2立ち上がり，

繁栄を迎えたのか，完全に知ることは

できないでしょう。

何年も前のことですが，わたしが初

めて中央幹部に指名されたとき，当時

大管長会の一員であったビュー ・B・

ブラウン長老に会いに行き，こう尋ね

たことがあります。「ブラウン副管長，

若くて未熟な中央幹部にどのようなア

ドバイスを持っていらっしゃいます
そうめい

か。」尊敬すべ き聡明なこの男性は，

簡明直さいな答えをくれました。「兄

弟たちに忠実でいなさい。」兄弟たち

とはだれでしょう。地上で神の王国の
かぎ

鍵 を携 えて いる人 々 を指 します 。 それ

は，全員 が預言 者 であ り，使徒 で あ る

大管 長会 と十 二使徒 定員 会 の方 々であ

り， さ らには七 十 人の方 々 であ り，実

務 に携 わる管理 監督会 の方 々です 。

教 会 がパ ルマ イ ラか らカー トラ ン ド

へ移 り， カー トラン ドか らノー ブーへ ，

ノー ブー か ら西 部へ と移 り，150か 国

以上 の世界 各 地へ と広 がっ てい ったの
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は，教会員たちがどこにあっても，中

央幹部である兄弟たちに忠実であった

からです。数知れぬ男女が神の預言者

たちに従ってきました。特に，教会の

回復期以来，預言の声に耳を傾けてき

たすべての忠実な女性たちに敬意を表
たまもの

したいと思います。女性の天来の賜物

と才能は神の御業にきわめて意義の大

きな欠くことのできない祝福になって

きました。

中央幹部のもとにとどまった人々は，

ジョセブ ・スミスが神の預言者であ

り，彼が天から受けた権威を持ってこ

の時代にイエス ・キリス トの教会を再
あかし

び設立した，という確固とした証を持

っています。大勢の忠実な会員たちが

示す忠誠 心・の土台にはそのような固い

信仰があります。教会歴史を通じ，彼

らは現実に絶えず啓示が与えられてい

るという確認の証を受けてきました。

そのような啓示は，必要な時々に，教

会のそれぞれの大管長，副管長，また

大管長の指示の下に働 く十二使徒定員

会から与えられます。

わたしたちが現在生きているこの神

権時代 には神の真理が回復 されてい

て，以前の神権時代と異なり，背教に

よって滅びることはありません。これ

はダニエルの次の預言を成就するもの

です。「天の神は一つの国を立てられ

ます。これはいつまでも滅びることが

なく……他の民にわたされず……。」3

ジョン・テーラー大管長も次のように

語って，これを確認しています。「一

つの非常に確かなことがある。……そ

れは，人がどのようなことを考え，ど

のような策略を思い巡らせても，この

王国がほかの人々の手に渡ることは決

してない。この王国は成長し，広がり，

増大するであろう。生存するどのよう

な人間も，その発展を妨げることはで

きない。」4

時の初めから，教会の内外を問わず，

地上で神の王国の鍵を持つ人の霊感を

受けた宣言に従わないよう，教会員を

説得しようとする一部の人々が存在し

ます。その中には，確立された教会の

秩序とは異なる方法で霊感や特殊な英

知を授かったと称して，迷わそうとす

る人々がいます。特別な権威を授かっ



たと主張する人々への警告として，主

は次のことを明らかにされました。

「だれか権能を持つ者によって聖任さ

れ，そして権能を持っていることと，

教会の長たちによって正式に聖任され

たことが教会員に知 られないかぎり，
の

だ れ もわた しの福 音 を宣べ伝 え るため

に出て行 くこ と， あるい はわ た しの教

会 を築 き上 げ る ことは許 され ない。」5

教会 の回復 の 当初 ，オ リバ ー ・カ ウ

ドリは教会 の 第二 の長老 に な り， ジ ョ

セブ と ともに回復 とい う驚 くべ き体 験

にあずか りま した。彼 は，1829年 ，神

権 が この地上 に回復 された とき，預 言
み つか

者 ジ ョセ ブ とともに天 の御使 いの 手 に

よって 聖任 を受 け ました。 オ リバ ー は

筆 記者 を務 め，預 言者 ジ ョセ ブの口か

ら流れ る ままに 『モル モ ン書 』 の翻訳

を書 き写 し ま した。 さ らに は1836年 ，

預 言者 ジ ョセ ブ とともに， カー トラン

ド神殿 で壮 大 な示 現 を受 け， モ ーセ ，
かぎ

エ ライアス ，エ リヤ よって鍵 が授 け ら

れた こ との証 人 とな りま した。

初期 の啓 示 の中 で，主 は オ リバ ー に

次の よ うに警告 され ま した。 「あ な た

は祝福 され てお り，何 ら罪 の宣告 を受

けて い ない。 しか し， あ なた は誘 惑 に

陥 るこ との ない ように，高慢 に気 をつ

け な さい 。」6オリバ ーは 豊か な知性 に

恵 まれ，驚 くべ き霊 的 な祝福 にあず か

りま した。 ところが ， しば ら くして主

の警告 を忘 れ，慢 心 しま した。 ブ リガ

ム ・ヤ ングは後 に彼 の高慢 に触 れ，次

の ように語 りま した。 「わた しは， こ

の王 国 に属 し自分 が い なけれ ば この王

国 に発 展 は ない と心 の底 か ら思 っ てい

る人 々 を，見 た ことがあ る。今 わ た し

は特 に ある人 を思 い出 してい るが， …

… その人 は非常 な 自立 心 と豊 かな才 能

に恵 まれてい た。 その人 は，預 言者 ジ

ョセ ブに さえ何 度 も， 自分 が この王 国

を去 れ ば， これ以上 の進歩 はない だろ

う と，言 わ んばか りで あった。 そ の人

とはオ リバ ー ・カウ ドリであ る。彼 は

王 国 を離 れ たが ，王 国 は発 展 し，今 な

お反対勢力 に打 ち勝 ち， 王 国に忠実 な

人 々 を守 り支 えて きた。」7

オ リバ ー ・カウ ドリは，教会 を去 っ

てか ら10年 後 の1848年10月 ， ア イオ ワ

州 にあ った教会 本 部 を訪 れ，バ プテス

マ を受 け て再 び教 会 に加 わ りた い と，

へ り くだ っ て 嘆願 し ま した 。 ジ ョー

ジ ・A・ ス ミスは この忘 れ られな い出

来事 に触 れ， オ リバ ー ・カ ウ ドリにつ

い て こ う記 しま した。 「彼 は とて も肯
あかし

定的 な言葉 遣 いで証 をし……人 々 に こ

う語 った。 正 しい道 に歩 み，教 会の 進

む方 向， す なわ ち主流 に従 い たい と思

うな ら， そ こには権能 が ある。」8

オ リバ ー は，最 後 の証 で， ア ロン神

権 の鍵 を携 えてバ プテス マの ヨハ ネが

来 た こ と， メル キゼデ ク神 権 の鍵 を携

えてペ テ ロ， ヤ コブ， ヨハ ネが 来 た こ

とを， 断言 しま1した。 さ らには こう述

べ ました。 「神権 はその権 能 とと もに，

末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教会 の 中 に

現在 存在 し， これ か ら も存 在 し続 け な

けれ ばな らない。 これ らの神権 を受 け

た 長老 は祝福 された人 であ り，最後 ま

で忠 実 であ る人 はその3倍 祝福 され た
きよ

聖い人である。」9

長年の問には，中央幹部である兄弟

たちに従わなかった分派，支流グルー

プが多くいます。これは今に始まった

現象ではありません。救い主が十字架

にかけられた後，ペテロと使徒たちは

敵意ある聴衆に教えを説きました。律

法の教養を積んだガマリエルは彼らが

説教する権利を擁護しました。彼は過

去の異なった二つのグループが人々を

連れ去った悲滲な結末を持ち出し，真

理を試す確実な方法を紹介しました。

すなわちそれが 「人間から出たものな

ら，自滅するだろう。

しかし，もし神から出たものなら，

あの人たちを滅ぼすことはできまい。

まかり違えば，諸君は神を敵にまわす

ことになるかも知れない。」10

救い主はあのすばらしい山上の垂訓

の中で，鋭い質問をしていらっしゃい
いばら

ます 。 「茨 か らぶ ど うを， あ ざみ か ら

い ち じ くを集 め る者 が あ ろ うか。」 そ

して こ う続 けて お られ ます 。 「良 い木

が悪 い実 をな らせ る ことはな い し，悪

い木 が良 い実 をな らせ るこ とはで きな

い。 …… この ように，あ なたが た はそ

の 実 に よっ て彼 らを見 わ け る の で あ
み わざ こんにち

る。」11この御 業 の良 い実 は ，今 日，世

界 中に知 られ る ようにな りま した。

主 は権 能 を持 つ人 々 を支 持す るた め
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に，次のようにも言われました。「す

べてのことは，大いなる祈 りと信仰に

よって，教会員の同意を得て行わなけ

ればならない。」12しかし，こうも言っ

ておられます。「すべての人が……救

い主の名によって語るため……。」13こ

れはどのように行われるのでしょう

か。救い主の教えに従って生活する教

会のすべての成人男性と若い男性は，

神権の聖任を受けます。しかしこの力～

の行使には制限が伴います。すべての

父親は自分の家族にとって族長であ

り，すべての母親もその親としての固

有の役割の中で同等の責任を負う女族

長です。会員は男女のいずれも，聖霊
たまもの

の賜物によって，自らの生活と責任の

範囲において霊感を受けることができ

ます。

地上で神の王国の巡 鍵を行使

できるのは，預言者である大管長だけ

であり，ほかにはだれもいません。こ

の時代にあって，それはゴー ドン・

B・ ヒンクレー大管長です。大管長と

副管長ならびに十二使徒定員会は，特

定の権能と責任をほかの中央幹部や地

元の神権指導者，補助組織の指導者に

それぞれ委任します。

教会が組織された当初，主は会員た

ちにこう言われました。「あなたはあ

なたの長であり，教会の長である者に

命じてはならない。」14

「自分の良心を他人に従わせるなん

て，わたしの誠意が許さない」と言う

人々がいます。明らかな良心は，それ

が聖霊によって導かれるなら，きわめ

て貴い天賦の霊的な能力です。最終的

には，道徳的な決断を自ら下す責任が

すべての人にあ ります。しかし，預言

者ジョセブ ・スミスは，こう述べてい

ます。「どのような教会員であれ，…
…自分より高位の権能を持つ人のため

に指示を受けるのは，神の摂理に反し

ている。」15

これ以外にも，すでに確立された教

会の神権の権能とかかわりなく，より

高い権能や賜物を授かったと主張する

人々もいます。彼 らは，福音の諸原則

や儀式を信 じ，教会の大管長をその合

法的な管理者として受け入れると言い

ながら，自分は大管長の受けていない



もっ と高度 な命 令 を授 か って い る， と

主張 します 。 これ は，教会 の教 義 にそ

ぐわな い行 動 を正 当化 す る と きに よ く

行 われ ます。 しか し高 度 な命 令 な ど，

あ るはず が ないの です。地 上 にお ける

神 の 王 国のすべ て の鍵 を保 持 し，行使

す る のは ，教 会 の大 管 長 だか らで す。

主 は教 会 の大管 長 につ いて， こ う言 わ

れ ま した。 「彼 に よ らず に， 〔戒 め や啓

示 を〕受 け るよ うに任 命 され る者 はほ

か にだれ もい ない。」16

預言者 ジ ョセ ブの 良 き同僚 に， トー

マス ・B・ マ ー シュ もい ま した。1984

年4月 の総 大会 で ， ヒ ンク レー大管 長

はこの壇上 か ら次 の よ うに指摘 しまし

た。 マ ー シュ兄 弟 は十二使 徒 定員会 の

会長 を務 め ていた とき，わず か な牛 乳

の こ とで 自分 の妻 と別 の女性 との 間 に

起 きた言 い争 い に関 し，大管 長会 やそ

の ほか の教 会指 導者 の決 定 を無視 しま

した。17
ほうとう

マ ー シュ兄 弟 は， さなが ら放 蕩 息子

の よ う に 「本 心 に 立 ち か え っ」18て，

かつ て十 二使徒 定 員会 の同僚 で あった

ビーバ ー ・C・ キ ンボ ール に，次 の よ

うな手 紙 を送 りま した。 「わた しは妻

を失 っ てか ら3年 間， 自分 の置か れた

状況 が分 か り始 め ま した。 …… わた し

は罪 を犯 しま した 。天 に対 して も，あ

なたの 目か ら見 て も， そ うです。兄 弟

たちの信頼 を裏 切 り，天 の家 族の 一員

とな る資格 を失 いま した。 ……教会 の

中で最 も低 い立 場 の会 員で いる資格 さ

えあ りませ ん。 しか しわた しは， 十二

使徒 な らび にわ た しが傷 つ けた教 会 と

和解 せず に， この ま ま長 く生 きる こと

はで きませ ん。」 そ して ，彼 は反抗 に

費 や した歳 月で学 んだ教 訓 を，次 の よ

うに述 べ て い ます 。 「わ た しが い な く

て も主 は大丈 夫で あ り，わ た しが かつ

ての地位 か ら脱 落 した か ら とい って何
1へr、

を失 われ た わ けで もあ りませ ん で し

た。 とこ ろが わ た しの失 った もの は，

何 と大 きか った こ とで しょう。全 世界 ，

あるい は この地球 の よ うな諸 惑星 さえ

も支 え切 れ ない ほ どの 大 きな富 を失 っ

たの です 。」 彼 は兄 弟 た ち に， 慰 め と

平安 と笑み を もって迎 えて くれ る よう

に懇願 しま した。19

トーマ ス は，再 度バ プテ スマ を受 け

た後 ， ソル トレー ク ・シ ティー にや っ

て 来て ，当時 は教会 の大 管長 で あっ た
ゆる

ブリガム ・ヤングに，赦しを求めまし

た。彼はヤング大管長から日曜日の集

会で話をするように要請され，聴衆に

向かって次のような忠告を残 しまし

た。「もしこの民の中に背教して，わ

たしがしたようなことを行っている人

がいるなら，そして自分が主に愛され

ている人間だと思うなら，背中を存分
むち

に鞭で打たれる覚悟を決めて くださ

い。しかしそれよりもわたしの忠告を

聞き入れる方を取るなら，権能を持つ

人々を支持してください。」20

預言者ジョセブは，1832年から翌年

の33年にわたる冬に，次のように説明

しました。「神のまことの天使が人を

聖任するためにやって来ることは二度

とないだろう。なぜなら，天使は神権

を確立するためにすでに一度遣わされ

て来て，わたしを聖任したからである。

……ほかの人を聖任する権能を伴うこ

の神権が地上に回復された今，天使が

再び訪れて，聖任という形でその権能

に再び介入することはあり得ない。…

…知っておいてほしいことがある。今

後，もし天使によって聖任されたと公

言する人が出てくるならば，その人は

うそつきか，あるいは天使を装った悪

魔に欺かれているかのいずれかであ

る。神権が教会から取り去 られること

は二度とないからである。」21

ここで教会について預言された，5

つの根本的な真理について述べてみた

いと思います。
かぎ

第1に ，神の鍵と権能は，神御自身

によってジョセブ ・ス ミスに授けら

れ，教会の大管長と呼ばれるその後継

者一人一人に授けられてきました。

第2に ，それらの鍵 と権能は決して

ほかの人に授けられることはなく，そ

の権能を持つ人は教会員に知られてい

ます。

第3に ，教会に対する絶えざる啓示

と指導は教会の大管長を通して与えら

れます。大管長が聖徒たちを誤った道

に導くことは決してありません。

第4に ，個々の教会員は，自分の召

しや責任範囲，また自分の家族につい

て啓示を受けることができます。しか
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テンプルスクウェアの東側にある教会本部ブロックに据えられた像 『喜びのとき』。
しぎょう

「見 よ ，子 供 たち は神 か ら賜 わ った 嗣 業 で あ ・・

が付 いて いる 。

し，自分より高い権能を持つ人のために

霊的な指示を受けることはありません。

第5に ，すでに確立された神権の秩

序または系統を無視して，教会のため

に神から直i接啓示を受けたと主張する

人は，誤ったところから導きを受けて

います。またそのような人に従う人々

にも，同じことが当てはまります。

もし自分がそうした立場にいると思

う人がいれば，どうかこのことを知っ

ていただきたいと思います。教会の神

一 る」(詩 篇127：3)と い う副題

権者や姉妹たちとの完全な交わりを取

り戻したいと願う人には，教会の扉は

常に開かれています。両手を広げて迎

え入れられるでしょう。

主イエス ・キリス トの代表者である

管理役員としての中央幹部の召しが神
あかし

からのものである，という証はわたし

の心の最も深い泉からわき出るもので

す。わたしは長年にわたり，神からも

たらされた絶えざる啓示が鍵や権能を

通じ，教会の大管長の指示の下に，与
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え られ る過程 を見 て きま した。1830年
み わざ

4月6日 以来，この御業が啓示の力に

よって導かれていることを証しますb

この確信はわたしの持つ最も大きな知

識の源になっています。現代の世に神
み こと ば

の御言葉を明らかにする，この教会の

終わりのない預言の声にすべての人々

が心を留めるようにお勧めし，またお

祈 りします。それらの声は現代の世に

神の御言葉を明らかにしています。こ 父

の証 を， イエス ・キ リス トの禽茗 に よ ㌧

り申 し上げ ます。 アー メ ン。

注

1.教 義 と 聖 約5：14

2， 教 義 と 聖 約1：30

3， ダニ エ ル2：44。 教 義 と 聖約138：

44も 参 照

4.Joum∂10rolsoα ∬sθ5『 説 教 集 』

25：348。14：367も 参 照

5.教 義 と聖 約42：11

6.教 義 と聖 約23：1

7， 『説 教 集 』11：252

8， ジ ョ ー ジ ・A・ ス ミ ス か ら オ ー ソ

ン ・プ ラ ッ トへ の1848年10月

20日 付 け 書 簡 。M1〃 θηη1θ1S亡 θr

「ミ レニ アル ・ス タ ー 』1849年1

月1日 付 け ，p.14

9.オ リバ ー ・カ ウ ドリ か らサ ミ ュ エ

ル ・W・ リチ ャ ー ズ へ の1849年

1月14日 付 け 書 簡 。0θ5θrθf

～ θWs『 デ ゼ レ ト ニ ュ ー ズ 』

1884年3月26日 付 け ，p.153

10.使 徒5：38-39

11， マ タ イ7：16-20

12， 教 義 と聖 約26：2

13， 教 義 と聖 約1：20

14.教 義 と聖 約28：6

15.τ θ∂oんmgsofオ わθProρ わθ亡

Joθ θρねSmノ 肋 『預 言 者 ジ ョ セ

フ ・ス ミ ス の 教 え 』 ジ ョ セ ブ ・フ

ィール デ ィ ン グ ・ス ミ ス編 ，p.2}。

教 義 と 聖約28：12も 参照

16.教 義 と 聖 約43：4

17。00ρ 伯rθη0θ 月θρor亡 『大 会 報 告 』

1984年4月 ，pp.110-111

18.ル カ15：17

19.ト ー マ ス ・B・ マ ー シ ュ か ら ヒー

バ ー ・C・ キ ン ボ ー ル へ の1857

年5月5日 付 け 書 簡 。 ブ リガム ・ヤ

ン グ ・コ レクシ ョン，教会歴 史部所蔵

20， 『説 教 集 』5：206

21.『 ミ レニ ア ル ・ス タ ー 』1846年

11月20日 付 け ，p.139



「あなたがたは

知るであろう」

管理監督会第二副監督

キース ・B・ マクマ リン

天父ばわたしたちがそれぞれの相達を乗り越えられる方法を，すなわち

匹わたしたち一凶一入力兜 るようになるノための痘法を億えτくださ'ωまし
あかし

た。それな望霊のカと確かな証を通しτr5たらされま玩

へ鯵 ㍗申灘 編嘉
あかし

いて証す るため に皆 さんの前 に立 っ て

い ます。 道 を備 える ため に先 立 って行

く者 の精神 を感 じて い ます。 この務 め

は主 か らもた らされ た もの です。 わ た

しの心か らの願 いは， 人が主 の再 臨 に

備 え，主 の み も とに住 まい ，主 のみが
たまもの

お与えになることのできる賜物と恵み

を享受できるよう助けることです。

この度の大会でも，主の御業 と天父
みこころ

の御 心 につ いて多 くの こ とが 語 られ る

こ とで しょう。 これ らは神 聖 な事柄 で

す。 そ の宣言 に 当た って，話 者が 単独

で語 っては いない こ とに留意 してい た

だ きた い と思 い ます 。彼 らの証 ととも

に，わ た しも もう一 人 の証 人 と して声

を上 げ たい と思 い ます 。 この ような過

程 は 「証人 の律法 」 と呼 ばれてい ます。

この律 法 は神 の子供 た ちの心 に真理

を紹介 し，確 認 し，結 び固め るため に

確 立 され ま した。世 に神 の御言葉 を携

え行 くに当た って， 人が独 りで遣 わさ

れ るこ とは決 して あ りませ ん。 モー セ

は預言 者 としてイス ラエ ルの民 を導 く

よう召 され ま したが ，彼 も独 りで はあ

りませ んで した。 主 はモ ーセ に，兄 ア

ロ ンを代弁 者 と して だけ でな く， アブ

ラハ ムの神 の御言 葉 につ いてモ ーセ と

ともに証す る者 と して遣 わ され たの で

す 。

この証 人の律 法 はキ リス トの誕 生 と

生 涯，使 命 の先駆 け とな りま した。聖

な る天 使，バ プテ スマ の ヨハ ネ，預言

者 ，使徒 ， 聖霊 ，救 い主御 自身 そ して

父 なる神 が こぞ って主 の神性 を宣 言 さ

れたの です。

この 同 じ方式 が ，末 日におけ る イエ

ス ・キ リス トの福 音 回復 の各 段 階 にお

いて も常 に見 られ ま した。信 頼 の置 け

る複数 の証 人が ，その 耳で 聞 き， 目で

見 ，心 で悟 った こ とを記 し，語 った の

です。 どの神 権時代 にあ って も， 二人

以 上の 証人 が声 を合 わせ てその よ うな

宣 言 を して きま した、 これ は天 の方式

で す 。 使 徒 パ ウ ロ は 言 っ て い ます 。

「す べ て の事 が らは， ふ た りか 三 人 の

証 人の 証言 に よって確 定す る。」(2コ

リン ト13：1)

わた しは，証 の本 質 につい て痛感 し

た ことがあ ります 。数年 前 ，あ る男 性
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に奥 さん と子供 た ちがバ プテ スマ を受

け る ことを承諾 して もらお う とした と

きの ことです。 それ まで宣 教師 た ちは

この家 族 をず っ と教 えて きま した。つ

ま り，キ リス トの神 性 や，1820年 に父

な る神 とその愛 子が預 言者 ジ ョセ ブ ・
みすがた

スミスに御姿を現されたこと，それに

続いて地上に真の教会が回復されたこ

とについてです。要所要所で宣教師た

ちは真剣に証し，聖霊が母親と子供た

ちにその真実性の確認を与えました。

彼らはバプテスマを受けたいと願いま

した。

しかし父親は懐疑的でした。彼には

奥さんたちのような霊的な確信があり

ませんでした、長年奉じてきた自分の

宗派への信仰と慣習が彼の心を疑念で

いっぱいにしていたのです。わたしは

ご主人と会って，彼の疑念について，

また，奥さんたちのバプテスマについ

て話し合いました。彼は，妻子の選択

の自由を奪いたくないものの，自分の

信仰と慣習，そして回復のメッセージ
かっとう

のはざまで大いに葛藤していました。

話が核心に迫ったとき，わたしは証を

述べました。宣教師が教えた事柄に対

するわたし自身の証です。この教会の

神聖さについて説明していると，『教

義と聖約』に記された主の御言葉が心

に浮かんできました。そこでこう証し
おもて

ま した。 「これ は全 地 の面 にあ る 唯一

ま こ との生 け る教 会 です。」(教 義 と聖

約1：30参 照)

彼 は驚 いた様 子 で した。 この宣 言が
ろうばい

彼を狼狽させたのでしょう。疑念を込

めて彼は言いました。「どうしてそん

なふうに主張できるんですか。うちの

教会にはあなたがたの教会よりはるか

に多くの会員がいます。教会の規模も

影響力 もうちの方がはるかに上です。

そのうえ，教会の歴史と伝統だって，

ジョセブ ・スミスの時代よりずっと昔

にさかのぼるんです。それなのにどう

して，お宅の教会が唯一まことの教会

だなんて主張できるんですか。」

彼の反応は，そのような証を初めて

耳にした人の多くが示す反応と類似 し

ています。この大会の説教を耳にする

人々の中にもそのような反応をされる

方がいるかもしれません。このような



過程で，その場にいる人々は，祈りや言

葉，音楽を通じ，自分たちが真実だと知
あかし

って いる事柄 につ いて証 を して い きま

す。彼 らの証 とは次 の よ うな もの です。

●神 の実在 ，神 の愛 子 の神性 ， そ し

てキ リス トの教 義 。

●預 言者 ，聖見 者 ，啓 示者 の神 聖 な

召 し。 時満 ち る神 権時代 の最 初 の預言

者 ジ ョセ ブ ・ス ミス と現代 の主 の預言

者 ゴー ドン ・B・ ヒ ンク レー大管 長 に

主が示 され た特別 な強調 点。

また これ らの証 に よ り以下 の こ とが

伝 え られ ます。

●啓 示 され た人生 の 目的 ，前世 と来

世 につい て。

●聖文 ， と りわ け イエス ・キ リス ト

につ い ての もう一つ の証 であ る 『モル

モ ン書 』 につい て。

人 に よっては ， これ らの 証が 自分 た

ちの考 えや信仰 と異 な るため ，戸 惑 い

ます。 そ して こ う尋 ね るので す 。「ど

う して そん なふ うに，主張 で きるので

す か。 ど う してそ んな こ とが分 か るの

です か」

そ の ような質 問 にわた しな らこう答

えます。 「反論 した り，心 を閉 じた り，

あ ら探 しを した りす る前 に， どうか霊

感 に満 ちた次 の言葉 につ い て よ く耳 を

傾 け ，熟 考 して くだ さい」 と。 「言 葉

が 意味 を伝 え るので はあ りませ ん。言

葉 は意 味 を生 ぜ しめ るので す。 わた し

は 自分 の経 験 した こ とに基 づ いて 語

り，皆 さん も自分 の経験 に基 づ いて 聞

きます 。 これが意 思疎 通の 難 しさの ゆ

えん です 。」(デ ビッ ド ・0・ マ ッケ イ。

ロ ー ウ ェ ル ・L・ ベ ニ オ ンに よ る引

用 ，血1P1ηvemen亡 伽 「イ ンプ ルー ブ

メ ン ト ・エ ラ』1968年4月 号，p.94)

これ は現世特 有 の現象 で あ り，疑 念

が起 こ る根本 原 因 となっ てい ます 。 し

か し，霊 的事 柄へ の異 な る見解 のた だ

中 にあ って，聖 文 には，す ば ら しい慰

め とな る約 束 が記 され て い ます。 「あ

な たがた は知 るであ ろ う」 と。 この世

での背 景 は違 い ます が， わた した ちは

皆 ， 同 じ天 父 の子供 です。 天父 はわ た

したちが それぞ れの相 違 を乗 り越 え ら

れ る方法 を，す な わち 「わた した ち一

人一 人が知 るよ うにな る」 た めの方法

を備 えて くだ さい ま した。 そ れは聖霊

の力 と確 かな証 を通 して もた らされ ま

す。

聖霊 は神会 の3番 目の御 方で ，すべ

て の必 要 な こ と を明 らか にす るた め，

神 よ り遣 わ され ま した6聖 霊 は神聖 な

力 に よ り明瞭 に説 き教 え，証 され ます 。

聖 霊 の証 に人 々は耳 を傾 け，聞 き従お

うと しない か も しれ ませ ん し，無 視 し

て拒 むか も しれ ませ ん。 しか し，聖霊

の証 は決 して誤解 され るこ とが あ りま

せ ん 。 「聖 霊 は 啓 示 者 な の で す 。」

(Teach加gsOf亡heProphe亡 ∫oSeph

Sm舳 『預 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス の

教 え』 ジ ョセ ブ ・ブ イー ルデ イ ング ・

ス ミス 編 ，p。328)聖 霊 に よって 受 け

た証 は， ほかの どんな方法 で受 け た ど 気

んな 印象 よ りも人 の心 に力 強 い影響 を

及 ぼ します。1，000年 の問，視覚 ，聴覚 ，

触 覚 ，味 覚 ，臭覚 ，そ して宇 宙 の どん

な力 を通 じて した経験 も，聖霊 の影響

力 の下 で得 られ るつ かの 間の ，壮 厳 で

完 全 な経験 に勝 る こ とはあ りませ ん。
ろうにゃく

聖霊は霊の御方です。聖霊は，老若
なんにょ

男 女す べ ての人 の心 に語 りか け る力 を

有 してい らっ しゃい ます。 聖霊 の メ ッ

セー ジ は絶 対 的な確信 を伴 って伝 え ら

れ ます 。 この啓 示 さ れた 知識 に よ り，

個人 的 な証 や真 理 に対 す る証 は築 かれ

るの です(ブ ルー ス ・R・ マ ッコ ンキ

ー
，DOC亡rfηa1NewTes亡ameη 亡

Comme沈ary『 新 約 聖 書 注 解 』1：

756参 照)。

主 は預 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミス を通 し

て言 われ ま した。
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くだ

「ま こ とに見 よ，あな た に降 ってあ ，

元た の"・の に と ど ま る聖 霊 に よ っ

て， わ た しは 元たの思 い とあ 幽

心 に 告 げ よう。

さて 見 よ， これ は啓 示 の霊 で あ る。」

(教義 と聖約8：2-3， 下線 付加)

何 と完全 で， た ぐい まれ な，す ば ら

しい約 束 で し ょうか。

生活 や背 景 は人そ れぞ れ に違 い ます
いか り

が，一人一人に同じ確かな錨，すなわ

ち神 よりの真理 がもたらされるので

す。それは絶対的で，無限であり，だ

れもが得られるものです。イエスは言

われました。

「主の言葉は真理であり，また真理

であるものはすべて光であり，光であ
み たま

る もの は すべ て御 霊 ， す な わ ち イ エ

ス ・キ リス トの御 霊 だか らであ る。

御 霊 は世 に来 るすべ ての 人 に光 を与

え， また御 霊 はそ の声 を聴 く全 世界 の

すべ て の 人 を照 らす 。」(教 義 と聖約

84：45-46)

主 は さ らに こ う説 いて い らっ しゃい

ます。 「真理 とは，現 在 あ るとお りの，

過 去 にあ った とお りの， また未 来 にあ

る とお りの ，物事 につ い ての知 識で あ

る。 … …真 理 の御 霊 は神 か ら出 て い

る。」(教 義 と聖約93：24，26)

そ して最 後 に こう勧 め てお られ ます 。

「求 め よ， そ うす れ ば， 与 え られ るで

あろ う。」(ジ ョセ ブ ・ス ミス訳 マ タイ

7：7)

こ こで，先 の話 に戻 りま しょ う。父

親 が こ う尋 ね た とこ ろ ま で話 しま し

た。 「ど う してそ ん なふ うに主 張 で き

るんで すか。 ど うして，お 宅 の教 会が

唯一 ま ことの教会 だ なんて 主張 で きる

んです か。」

そ の 答 え は， わ た しか らで は な く，

わた しを通 して与 え られ ま した。 わ た

しは こう告 げ ま した 。 「自分 の 考 え を

)主 張 してい るの ではあ りませ ん
。 た だ

引 用 してい るだ けです 。イ エス ・キ リ

ス トが そ う言 われ たの です。 わた しと

論 議 して も始 ま りませ ん。異 議 を唱 え

たい とお望 みな ら， この件 につ いて天

父 に祈 り，尋 ねて みて くだ さい。」

話 し合 いは そ こで終 わ り，彼 は妻子

のバ プ テス マ を許 可 して くれ ま した 。

こ うしてわ た した ちは別 れ ま した。

数週 間後 ，わ た しがス テー ク大会 の

会 場 か ら出 よ う、と してい る と，二人 の

男 性 が人 々 を押 し分 けて わた しの方 に

近づ いて 来 ま した。 一人 は先 日話 し合

っ た例 の 父親 で した。最初 に頭 をよ ぎ

っ たの は ， 「参 った な ， また言 い争 い

に なる」 とい う思 い で した。

彼 は近 づ いて 来て ，わ た しに手 を差

し出す と， こ う尋 ね ま した。 「わた し

を覚 えて い らっ しゃいます か。」

「もち ろんです よ。 そ して わた しは

あ なた に， この教 会 が依然 と して唯 一

ま こ との生 け る教 会 であ る と知 って い

ただ きた い と願 って います。」

さ らに話そ うとす る と，彼 は握 手 し

た手 を しっか りと握 り， こ う言 った の

です 。 「分 わか って い ます 。 あ なたが

言 わ れた よ うに祈 ってみ たので す。す

る と主 は， 聖霊 の力 に よって， それ ら

はすべ て真実 で あ る と告 げて くだ さい

ま したσ わた しは先週 末 にバ プテス マ

を受 け，祭 司 に聖任 され ま した。 そ し
き よう

て今日わたしはここにいる友人にバプ

テスマを施すのです。彼 もそれが真実

であると知っているからです。」

これこそ証人の目的であり，聖霊の

力であり，真理の揺るぎない錨と言え
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あかし

ま し ょう。大勢 の 人が これ まで証 して

きた こ とで あ り， これ か ら も証 してい

くこ とですが ， わた し もここで 自分 自

身 の 証 を付 け 加 え た い と思 い ます 。

「あ なたが た は知 る ように な」 ります。

神 は生 きてお られ ます。 わた した ちは

神 の子供 であ り，神 に愛 されて い ます。

イエ ス ・キ リス トは神 の愛 子 で あ り，
あがな

わたしたちの蹟い主にして世の救い主

です。御父と御子は預言者ジョセブ ・
みすがた

ス ミス に御 姿 を現 され， ジ ョセ ブの祈

りに こたえ，指 示 をお与 え にな りま し

た。 そ の後 ほかの天 の使 いた ちが ジ ョ

セ ブの も とを訪 れ ，失 われた もの を回

復 しま した。 そ の 中 には ， 『モ ルモ ン

書』 を世 に もた ら したモ ロナ イ， アロ

ン神 権 を回復 した バ プ テ ス マ の ヨハ

ネ ， 大神 権 と聖 な る使 徒 職 を ジ ョセ

ブ ・ス ミス とオ リバ ー ・カ ウ ドリに授

けたペ テロ， ヤ コブ， ヨハ ネ ，イス ラ
かぎ

エル の集合 の鍵 を持 つモ ーセ， ア ブラ

ハム の福 音 を持 つエ ラ イアス，両 親 と

子 供 た ちを永遠 の家族 と して結 び固 め

る権能 を有 す るエ リヤが い ます。 こう

して ，主 の福 音 は 回復 され ，主 の地上

での王 国が 再組織 され，そ れ は主 によ

って ，末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教会

と名 付 け られ ま し た(教 義 と 聖 約

115：3-4;3ニ ー フ ァイ27：7-

8参 照)。

もし皆 さんの 中に， これ らの こ とに

つい て， あるい は今大 会で語 られた何

らか の言葉 に疑念 を感 じた方が い らっ

しゃれ ば， どうぞ天父 に祈 りを通 して

尋 ね てみて くだ さい。

「た だ，疑 わ ないで ，信仰 を もって

願 い求 め 〔て くだ〕 さい。」(ヤ コブの

手 紙1：6)そ して ， 「も しキ リス ト

を信 じなが ら，誠 心 誠意 問 うな らば ，

神 は これが真 実 であ る ことを，聖霊 の

力 に よって あ なたが た に明 らか に して

くだ さ」 い ます。

「そ して聖霊 の力 に よっ て，.あ.なな

が た は すべ て の こ との真理 盤 で」

しょう(モ ロナ イ10：4-5， 下線 付

加)。

これが わた しの証 です 。 これ らはす

べ て真 実 です 。 イエ ス ・キ リス トの
み な

御 名 に よ り， ア ー メ ン。



安息日と日曜日の買い物

七十人

アール ・C・ テ ィンギ ー

安息日を守ることば わたしたち自身の改宗の深さと，被聖な聖約を進ん

∂守る気持ちを表す指標なのτ跳

弟姉妹の皆さん，おはようござ

兄い ます。 わ た しの テー マは安 息

日，特 に 日曜 日の買 い物 に関 す る もの

です。

時 の始め か ら預 言者 た ちは ，聖約 の

民 に安息 日を守 る ことを教 え るよ うに

神 か ら命 じ られ て きま した。1神御 自身

が7日 目 に創 造 の業 を休 まれ ま した。

この 日は聖 日と して祝 福 され ，聖別 さ

れたの です 。

モーセ に与 え られ た4番 目の戒 めは，

「安 息 日 を覚 え て ， こ れ を聖 とせ よ」

で した。2

ブルー ス ・R・ マ ッコ ンキ ー長老 は

次 の よう に教 え てい ます 。 「安息 臼を

守 る こ とは，古 代 イス ラエ ルの民 と神

との 間の しる しで あ り，そ れに よって

選 民 を識別 す る こ とが で きた。」3

末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 の会

員 は， 日曜 日を次 の よ うに理解 してい

ます。す な わち， この 日は キ リス トが

墓か らよみが え られ た事実 を記念 す る

安息 日で あ り，使 徒 たち はその後 ，週

の始 めの 日に集 会 を開 くようにな りま

した。4

1831年8月7日 の 日曜 日，主 は預言

者 ジ ョセ ブ ・ス ミス に次 の ように啓示

され ました。

「また， あな たは， 世の 汚れ に染 ま

らず に 自 らをさ らに十分 に清 く保つ た

め に，わ た しの聖 日に祈 りの家 に行 っ

て， 聖式 を ささげな けれ ばな らない。

まこ とに， この 日は， あ なたが たの

労苦 を解 かれ て休 み ，い と高 き方 に礼

拝 を ささげ る ように定め られ た 日だか

らで あ る。

そ れで も， あ なた の誓 言 は，毎 日，

また常 に，義 を もって ささげ なけれ ば

な らない。

しか し， この主 の 日に， あ なた はい

と高 き方 にあ なたの供 え物 と聖 式 を さ

さげ， また兄弟 た ち と主 の前 にあ なた

の罪 を告 白 しなけれ ば な らない こ とを

覚 えてお きな さい。

また， この 日には ，あ なた はほか に

何事 も しない ように しなけれ ば な らな

い。 ただ ，あ なたの食 物 を真心 を込 め

て準備 して， あ なたの断食 が完全 にな

る よ うに，言 い換 えれ ば，あ なた の喜

び が 満 た され る よ うに す る だ け で あ

る。」5

最 近 開か れた神権 指 導者 のた めの地

区訓 練集会 におい て， ゴー ドン ・B・

ヒ ンクレー大管 長 は，教会 員 の中 に世

の 中の方法 を取 り入 れ る傾 向が あ る こ

と を心 配 して ， こ う語 っ て い ます 。

「残念 な こ とに， わた した ち は世 の 中

の 方 法 をす ぐに で は あ りませ ん が ，

徐 々に取 り入 れてい ます。 安息 日を守
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るように教会全体を改宗する力がわ

たしにあればと思います。わたしたち

の民は，もし安息日を守って忠実に歩

むならば，さらに豊かに祝福を受ける

ことでしょう。」6

安息日を正しく守るうえで非常に大

切な一面は，日曜日の買い物に関する

ものです。残念なことに，多くの商店

や商業施設が日曜日に営業していま

す。世の人々は日曜日の買い物に何ら

異論はないようです。しかし，わたし

たち教会員は預言者たちから 「世の汚

れに染まら」ないように勧告され，教

えられてきました。7わたしたちは日曜

日に買い物をすべきではありません。

ヒンクレー大管長は続けて，神権指

導者に次のように指示しています。

「この教会には，日曜日に家具を買

わなければならない人は一人もいませ

ん。ほんとうにいません。日曜日に新

しい車を買わなければならない人も，

この教会には一人もいませんね。その

とおりです。十分な配慮と計画をしな

いために，日曜日に食料品を買わなけ

ればならない人も，この教会にはいま

せん。いないのです。……日曜日にア

イスクリームを買う必要はありませ

ん。……日曜日を買い物の日にする必

要はないのです。わたしは，安息日に

通常の商業施設を利用する必要がある

とは思いません。どうして店を開ける

のでしょうか。客がいるからです。だ

れが客でしょうか。それは教会外の人

ばかりではありません。皆さんもわた

しも，よく知っていることです。」8

『旧約聖書』のネヘミヤ書の中で，

主の民は安息日を守ることについて，

次のように教えられました。「またこ

の地の民らがたとい品物または穀物を

安息 日に携えて来て売ろうとしても，

われわれは安息日または聖日にはそれ

を買わない。」9

十二使徒定員会のダリン ・H・ オー

クス長老は，こう教えています。「現

代の預言者たちは，日曜日に買い物を

しないように勧めてきました。安息、日

に買い物をする人は，日曜日に営業す

ることを奨励している責任から逃れる

ことはできません。日曜日であっても，

どうしても提供されなければならない

榎



サー ビス もあ ります 。 しか し，安息、日

に行 われ る営業 は， 商人 や消 費者が き

っ ぱ りと決 心 して， 主の 日に営 業す る

の を避iける ように した ら，行 わな くて

済む ものが ほ とん どです。」10

兄 弟姉 妹 の皆 さん， 日曜 日の買 い物

をや め ま し ょう。 その ための一 つ の方

法 は，前 もって計画 す るこ とです。 土

曜 日に ガソ リ ンを入 れて くだ さい。 土

曜 日に2日 分 の食 料 品 を買 い ま し ょ

う。皆 さんが店 を利用 す る とい う理 由

で， だれ か を 日曜 日に働 かせ る よ うな

ことが あ って はな りません。 もちろん ，

日曜 日に働 か なけ れば な らない重要 な

仕 事 もあ ります。 救急機 関 ，医療 施設 ，

交通機 関， そ して消 防や警 察 の よ うに

人 々の生活 を守 る組織 が それ に当 た り

ます。 これ ら欠 くこ との で きない公共

施設 で働 いて， わ た した ち を守 り助 け

て くだ さる方 々 に心か ら感謝 します。

世界 の多 くの 国々や合 衆 国 の多 くの

州で は， 日曜 日の買 い物が 行 われ てい

ない か，法律 で 禁 じられ てい ます。 わ

た した ちは聖徒 の共 同体 として，市民

の人 々 に 日曜 日の買 い物 をや める よ う

に，積極 的 な方法 で働 きか け るべ きで

す。 まず，・わた した ち 自身か ら始 め ま

しょ う。 わた した ちが 日曜 日に買 い物

をす るの をやめ れ ば， その 日に営 業 し

て も利益 が ない ので，今 後 は店 を 開け

る理 由は な くな ります 。実 に簡単 なこ

とです 。

わた しは よ く日曜 日の午後 に，ス テ

ー ク大 会の 割 り当て を終 えて家 に帰 る

途 中， ユ タの小 さ な農村 を車 で走 りま

す 。 ほ とん どいつ も， トラク ターが放

置 され ，畑 には だれ もい ませ ん。 わ た
けんそん

しは謙遜な農家の人々の信仰に感謝し

ています。ところが町に入ると，日曜

日なのに多くの駐車場は車であふれて

います。わたしはそれを見て，主の律
.'㌔
)法 が破られていることに悲しみを感じ

ました。そのような店の所有者や経営

者が日曜日の営業を正当化するために

しばしば口にする理由は，競争に勝つ

ため，組合の規則に従うため，などで

す。

わたしは，かつてスペンサー ・W・

キンボール大管長が忠実な教会員と面

接したときの話をよく覚えています。

そ れは次 の ような面接 で した。

「『どの ような仕事 を してい ますか。』

『ガ ソ リンス タン ドを経 営 してい ま

す。』

『日曜 日に営業 してい ますか。』

『いい え， しませ ん。』

『で も， や ってい け ます か。 ほ とん

どのガ ソ リンス タ ン ドは， 日曜 日に開

け てい る ようで すが。』

『や っ てい けます。 主が 助 けて くだ

さいます か ら。』

「競 争相 手 はいな いのです か。』

『もち ろん， い ます 。通 りの反対側

に 日曜 日に営業 してい るス タ ン ドが あ

ります。』

『そ れで も， あ なたは店 を 開け ない

ので すか。』

「開け ません。 感謝 して いる んです。

主の 恵み があ って， 必要 な ものは十分

あ ります か ら。』」1丁

末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教会 の会

員 は， 聖 約 の民 です 。 わ た した ち は，

世 にあ って世 の もの とな らな い ように

教 え られ てい ます。 聖約 の民 であ った

古 代 イス ラエ ノk人の ように， わた した

ち は 日曜 日の買 い物 を避 け るこ とに よ

り，安 息 日を正 し く守 るこ とを奨励 す

べ きで す 。 これ を神 との しる しに し，

それ に よって人 々 に知 られる よ うに し

ま しょう。

こ れ は受 け継 が れ て きた もの です 。

この神 権 時代 におい て， わた した ちの

先 祖 の開拓 者 の時代 か ら，その ように

教 え られ て きま した 。数年 前の ヒンク

レー 大 管 長 の 話 が 思 い 出 され ま す 。

「今 か ら142年 前 に戻 りま し ょう。 も

ち ろん， タバ ナク ル も，神殿 も，テ ン

プル ス クウェ ア も存 在 しませ ん。1847

年7月24日 ， 開拓 者 の一行 が この盆地

に到 着 しま した。 先 頭 の グ ルー プ は，

1日 か2日 早 く着 い てい ま した。ブ リ

ガ ム ・ヤ ングが 着い たの は土曜 日で し

た。 その翌 日， 安息 日の礼 拝が午 前 と

午 後 に行 われ ま した。 集会 を開 くよ う

なホ ール はあ りませ ん。恐 ら く，7月

の 日曜 日の焼 けつ くような 日差 しの 中

で，聖徒 たち は荷 車 の長柄 に座 り，車

輪 に もた れて， 指導者 の話 を 聞いた こ

とで しょう。季 節 的 に遅 れ ていた ので，

翌 年 のた めに作物 を育 て るつ も りな ら
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ば，今 す ぐに大 がか りな作 業 を始 め な

けれ ば な りませ ん で した。 しか し，ヤ

ング大 管長 はそ の と きに， あ るい はそ

の後 も，安 息 日を破 らない よう聖 徒 た

ち に訴 えたのです 。」12

先 祖 の開拓 者 に とって，安 息、日を破

る とい う誘 惑が どれ ほ ど大 きな もので

あ ったか想像 で きるで し ょうか。 彼 ら

の命 は，育 てて刈 り入 れ る作 物 にかか

って い ま した。 しか し，指導者 た ちは，

主の約 束 を信 じて安息 日を守 る ように

勧 告 したの です。

日曜 日に買 い物 を しない で安息 日を

守 る人 は， 主か らどの ような約束 と祝

福 を受 け るで しょうか。教 義 と聖 約第

59章 と 『旧約聖書 』 の レビ記 第26章 に

は， 同 じよ うな約 束が 与 え られ てい ま

す。 「地 に満 ちて い る もの は …… あ な

たが たの もの とな り， 地 は雨 に恵 まれ

て収穫 は増 え， 国 に平和 が 与 え られ ，

神 は忠 実 な民 を顧 み て大 い な る者 と

し，彼 らと結 んだ聖約 を固め られる。」13

も う一 つの祝 福 あ るいは警 告 は， ジ

ョー ジ ・アルバ ー ト ・ス ミス大管 長の

次 の勧 告 に ある と思 い ます 。 「人類 の



受 け る多 くの悲 しみ と苦 悩 は，安 息 日

を聖 とす るよ うに とい う 〔神 の〕 訓戒

を無視 した こ とに端 を発す る。」14

要 す るに， この麗 しいイ ース ターの

季 節 にふ さわ し く，安 息 日を守 る こ と

は， わ た した ち 自身 の改 宗 の深 さ と，

神 聖 な聖約 を進 んで守 る気持 ちを表す

指標 なので す。 マー ク ・E・ ピー ター

セ ン長老 は こ う言 い ま した。 「安 息 日

を守 るか， 守 らない かは， 主御 自身 に

対す る， そ して ゲ ツセマ ネでの 主の苦

難 と十字架 上で の死 ，墓か らの復 活 に

対す る， わた した ちの態度 を間違 い な

く表 して いる。 それ はわ た したちが真

の 意 味 で ク リス チ ャ ンか ど うか を 表
あがな

し， 主の蹟 い の犠 牲 の記念 が無 意味 に

な るほ ど改 宗が 浅い か ど うか を表す し

る しであ る。」15

わ た しはへ りくだ って，安 息、日が聖 別

された 日であ り， 日曜 日に買 い物 を し
あかし

ないという決意が必要であることを証

します。それはわたしたちの信仰の一

部であり，永遠の原則に対する従順の

表 れです 。 また，神 と選 ばれ た民 との

間の しる しです。 そ して，神 の真 の律

法 であ り戒 めです 。 イエス ・キ リス ト
み な

の御 名 に よ り証 します。 アー メ ン。
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中央扶助協会第一副会長

チエコ ・N・ 岡崎

かこと瓶

神ぱわたしたち仁多くの才能，多様荏や個控を与えτくださωましたが

最i5大切な点ばわたしたちがお互ω仁つω乙初っ～『ωること，すなわちわ

たしたちば皆 袖の子供莇 るとωうことざ抗

親
愛 な る兄 弟姉 妹 の皆 さん ， アロ

ーハ。2月 に， ア メ リカ合 衆 国

以外 の地域 の会員 数が 国 内の会員 数 を

わず か に上 回 っ た とい う報 告 を 聞 い

て， わた しもうれ し く思 い ま した。 こ

のわず か な変化 は，教 会の 国際 性 を示

す重 要 な象徴 です 。パ ウロが ガラ テヤ

人へ 語 っ た 言 葉 を思 い 出 し ま した 。

「もはや ，ユ ダヤ 人 もギ リシ ヤ人 もな

く，奴隷：も 自由人 もな く，男 も女 もな

い。あ なた がた は皆， キ リス ト ・イエ

スに あって 一つ だか らで あ る。」(ガ ラ

テヤ3：28)今 週 ， わた しは54回 目の

バ プ テスマ記念 日を祝 い ます が， 改宗

者 であ るわ た しの ような人 々は， 次の

パ ウロの 約 束 を知 っ て い ます。 「なぜ
み たま

な ら， わた した ちは皆 ……一 つ の御 霊

に よって，一 つの か らだ となる よ うに

バ プ テスマ を受 け 〔た〕か らで あ る。」

(1コ リ ン ト12：13)

き ょ う

兄弟 姉妹 の皆 さん，今 日わ た しは福

音 を通 じて得 られ る美 しい一致 につ い

て お話 しした い と思 い ます。3週 間前 ，

わ た しはスー ザ ン ・ワーナー姉 妹 と一

緒 に指 導者 訓練 に参加 し， フ ィ リピ ン，

オ ース トラ リア， ニ ュー ジ ー ラ ン ド，

トンガ， フ ィジー の旅か ら帰 って来 ま

した。 さ らにその前 に は責 任 を受 けて

わ た しは， メキ シコ， ホ ンジ ュ ラス，

グ アテマ ラ， サモ ア，韓 国， 日本へ も

行 って きま した。

どこへ 行 って も， わた した ちは一 生

懸命 に長 時 間働 きま した。 「とて もお

疲 れ に なった で し ょう」 と言 われ ま し

たが ，疲 れ る どころか 「わ しの翼 に乗

せ る ように」 支 え られて い るのを感 じ

ま した(教 義 と聖約124：18)。 なぜ

な ら，福 音 の良 きお とず れに対 して シ

オ ンの 娘 た ちが ， 「目を覚 ま して地 か

ら立 ち上が り……美 しい衣 を着」 るの

を見 たか らで す(モ ロナ イ10：31)。

わた した ちは教 えて きま したが ，強調

した いの は， わた したち も学 んだ とい

うこ とです。

最 も大切 な教 訓 は， ほ ん とうにわ た

した ちは皆 ， キ リス ト ・イエス にあ っ

て一つ だ とい うこ とです。 わた した ち

は救 い 主へ の 愛 にお い て一 つ で あ り，
あかし

福音の証において，信仰 と希望と愛に

おいて，『モルモン書』が神から霊感
み こと ば

を受 けて書 かれ た御 言葉 で あ る とい う

確信 にお いて一つ です 。 また， ヒ ンク

レー大管 長 とそ のほ かの 中央 幹部 を支

持 し，愛 し合 うこ とにお いて一 つで す。

これ らのいず れ を取 って も， わた し

たち は完 全 で し ょうか。 い い え，完全

で はあ りませ ん。 学ぶべ きこ とが た く

聖徒の道/1996年7月 号

15

さんあ ります。 また， これ らのいず れ

におい て も， わ た した ちは 同 じで しょ

うか。 いい え， わた したち は皆 ，天 父

の み も とへ 戻 る道 の りのそれ ぞれ異 な

る地 点 にい るのです 。パ ウ ロは ガラテ

ヤ人 への書 簡 の 中で，ユ ダヤ人 や ギ リ

シ ャ人 にあ て て 手 紙 を書 い て い ます

が ，彼 らはバ プテ ス マ を受 けた と き，

ユ ダヤ人 やギ リシャ人 であ るこ とをや

め たで しょうか。男 の人 は男性 で ある

こ とを，女 の人 は女性 であ るこ とをや

め たで しょうか。 いい え，そ うで はあ

りませ ん 。 で も，彼 らは皆 ， 「キ リス

トに合 うバ プテスマ を受 けた」 ので あ

り， 「キ リス トを着 た」 の で す(ガ ラ

テヤ3：27)。

ニー フ ァイは この 同 じ原則 を，次 の

よ うに説 明 して い ます 。 「主 は， 御 自

分の もとに来 て主の慈 しみ にあずか る

ように，す べ ての人 を招 かれ る。 した

が って主 は，黒 人 も白人 も，束縛 され

た者 も自由 な者 も，男 も女 も， 主の も

とに来る者 を決 して拒 まれない。 … …

すべ ての人 が神 に とって等 しい存 在 な

ので ある。」(2ニ ー ファイ26：33)

神 は わた した ちに多 くの才 能 ，多様

性 や 個性 を与 えて くだ さい ま したが ，

最 も大 切 な点 はわた した ちがお互 い に

つい て知 ってい る こ と，す なわ ちわ た

した ちは皆 ，神 の子供 で ある とい うこ

とです 。教 会員 としての わた した ちの

チ ャ レンジは，皆 愛 し合い ， と もに成

長で きる よ うに，皆が 学 び合 うこ とで

す 。

福音 の教 義 は な くて は な らな い もの

です。教 義 は不可 欠 な もの ですが ，そ

れを どの よ うに応 用す るか はそ れぞれ

異 な ります 。教会 の教 義 とそれ ぞれの

文化 にお ける応用 の違 い を示 す簡 単 な

例 を挙 げ ま し ょう。 これ は，あ るユ タ

州 の主婦 が冬 の 間の家 族の食 糧 として

作 っ たユ タの 「桃 」 の瓶詰 めです 。 と

ころで ，ハ ワイ の主婦 は果物 を瓶 詰め

に はせず ，2，3日 分 の果物 を と り，

この よ うにか ごに入 れて家族 の ため に

保存 します。 このか ごに は，マ ンゴー

やバ ナナ，パ イ ナ ップルやパ パ イヤが

入 っ てい ます 。 これ らの果物 は ソル ト

レー ク ・シテ ィーのス ーパ ーマ ーケ ッ

トで買 った もの ですが ， も し業者 が採



取 しなか った ら，果物 が一 年 中な る気

候の 地で ポ リネ シアの主婦 が家族 に食

べ させ る た め に もい だ か も しれ ませ

ん。

か ご と瓶 は入 れ物 として は異 な りま

すが ， 中身 は同 じです。家 族 のた めの

果物 です。 瓶が 正 しく， か ごは間違y・

で し ょうか。 いい え，両方 と も正 しい

のです。 それ ぞれ の文化 と人 々の必 要

に合 った入 れ物 です 。 そ して，果物 を

入 れ る入 れ物 と して， どち らも適切 で

す 。

さて，果 物 とは何 で しょう。パ ウ ロ
み たま

は この よ うに述 べ て い ます 。 「御 霊 の

実 は，愛 ， 喜 び， 平和 ， 寛容 ，慈 愛 ，

善意 ，忠 実 ， 柔和 ， 自制 であ 〔る。〕」

(ガラテ ヤ5122-23)扶 助協 会 で姉

妹 た ち と交 わ る とき，神 権定 員会 で兄
けいけん

弟たちと交流するとき，また敬慶な気
せいさん

持ちでともに聖餐を受けるとき，御霊

の実はわたしたちを愛と喜び，平和の

きずなで結びます。扶助協会の場所が
タイペイ

台北 であ ろ うと トンガで あろ う と，神

権定 員会 の場所 がモ ンタナであ ろ う と

メキ シコであ ろ うと， また聖餐会 が フ

ィジーで行 われ よう とフ ィリピ ンで行

われ よう と， どこで も変 わ りあ りませ

ん。

世界 中で ，福 音 にお ける兄弟姉 妹 と

して， わた した ちは互 いに学 び， と も

に成 長 し，愛 を深 め る こ とがで きます 。

わた したち の一 致 は， わた した ちが 世

界 中で共 通 に持 ってい る もの か ら始 ま

ります。 それ は，福 音 の教 義 と儀式 で

あ り，救 い主 に対す る信仰 ，聖 文 に対
あかし

する証，生ける預言者から受ける導き

に対する感謝，聖徒になろうと努力す

る者としての自覚です。つまり，福音

の原則です。

不変の力強い福音の中心的な原則に

対 して心を向けましょう。それが最も

大切なものであることを理解しましょ

う。これらの原則の上に堅固な土台を

築きましょう。そうすれば，雨が降り，

洪水が押し寄せても，わたしたちの家

は 「岩を土台としている」ので(マ タ

イ7：25)， 倒れることはないのです。

次に，そのような堅固な土台の上に

家を建てたなら，互いに喜びを分かち，

互いに耳を傾け，学び，それぞれが置

かれた環境や文化，世代や住んでいる

場所が異なっていても，これらの原則

に添って生活するように助け合いまし

ょう。

これまで6年 間，わたしは教会の扶

助協会の姉妹たちの話に耳を傾けてき

ました。皆さんから学んできました。

独 りで苦労して子供を育てている，離

婚 した母親たちから学んできました。

結婚したいと望んでいながら結婚して

いない姉妹たち，子供を産みたいと望

んでいなが ら子供ができない姉妹た

ち，家庭で情緒的，肉体的な虐待の危

険にさらされている姉妹たちからも学

んできました。家で働 く姉妹，家の外

で働く姉妹，薬物依存や子供時代に受

けた性的な虐待，慢性病に耐える姉妹

たちからも学んできました。

これらの姉妹たちの多 くは，わたし

に贈り物をしているとは思わなかった

でしょう。彼女たちの大部分は，自分

が助けを求めていると思っていまし
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た。しかし，彼女たちの話に耳を傾け，

彼女たちから学ぶときに，どの姉妹た

ちもわたしに祝福を与えてくれていた

のです。

6年前のこの月に，中央扶助協会会

長会に召されたとき，ヒンクレー大管

長はわたしにこのような勧告を与えて

くれました。「あなたはこの会長会で

独特の個性を生かしてください。あな

たはアメリカ合衆国とカナダの国境を

越え，世界中に散らばる非常に多くの

国々の教会員を代表する者として認識

されるでしょう。あなたの姿は，教会

は一つであるということを身をもって

表すでしょう。」大管長は，人々に向

かって話すときわたしの舌が緩まるよ

うに祝福してくれました。

ヒンクレー大管長，わたしはあなた

とこの会衆の前で，あなたの勧告と祝

福が文字どおり成就されたことを，主

に証 したいと思います。

わたしは韓国語やスペイン語，トン

ガ語を話しませんが，これらの言語が

話される国へ行き，扶助協会の姉妹た

ちや神権指導者たちと働くように割り

当てを受けたとき，彼らの言葉で話し

たいという強い願いに満たされまし

た。ヒンクレー大管長の慰めの言葉と

祝福に力づけられ，また教会の翻訳部

や，何時間もかけてわたしを助けてく

れた優れたコーチのおかげで，スペイ

ンや韓国， トンガの人々に彼らの言葉

で話をする祝福にあずかりました。御

霊がわたしの言葉を彼らの心に届けて

くれたのだと思います。また，「御霊

の実」(ガ ラテヤ5：22)が 彼 らの愛

と喜び，信仰を，わたしの心に届けて

くれたと感じます。御霊がわたしたち

を一つに結びつけてくれたのです。

兄弟姉妹の皆さん，皆さんの持って

いる果物が，桃であろうとパパイヤで

あろうと，またそれを瓶詰めにしよう

と，かごに入れようと，愛の気持ちで

ささげてくださることを感謝していま

す。天のお父様，どうかわたしたちが
一つになり，あなたのものとなります

ように(教 義と聖約38：27参 照)，救
み な

い主 イエ ス ・キ リス トの御名 に よ りお

祈 りい た します 。 アー メ ン。



「あなたはわたしの

ほかに，なにものをも

神としてはならない」

十二使徒定員会会員

ラッセル ・M・ ネルソン

優先順位を決めるうえZ『規準となるのが 神の励めざ玩4でi5， ナ励の

中の第一の励めに対 しτどうωう態度をとるか創 ほかの励めに対するわ

たしたちの気持ちを決めτしまωま玩

■ワ圏の総 大会 で皆 さん と顔 を合 わせ

(一 ・る と き， わた しは 自分 にゆ だね

られてい る責任 の こ とを感 じます。 同

じよ うに皆 さん も， 中央幹 部 や ほかの

教会役 員 と顔 を合 わせ る と き，責任 を

感 じる こ とで しょう。 わ た した ち は皆 ，

教 え られ た真理 を実践 す る とい う責任

を負 って い るの です。

皆 さん と顔 を合 わせ て い ます と，昔

軍隊 にいた と きに聞い たわ た したちの

隊 の軍 曹 の声 を思 い 出 します 。 「気 を

つ け1」 「右 向 け ， 右1」 「左 向 け，

左1」 「回れ ，右1」 わ た した ち はそ

の命令 に素早 く正確 に応 じる ことを教

わ りました。 しか し思い返 してみ ます

と，「.Lを向 け1」 とい う命令 は受 け

た覚 えが あ りませ ん。 ところが 聖文 に

は， 「〔天 にお られ る〕神 に頼 って生 き

る よ うに しな さい」1と書 い てあ ります。
き ょ う

わた しの今 日のテ ーマ は，主 の十戒

の第 一の戒 め であ る 「あ なた はわ た し

の ほか に， なに もの を も神 と して はな

らない」2につ い てです 。 この戒 め は よ

く知 られ てい る割 にはあ ま り守 られ て

い ませ ん。 この戒 めに どれだ け忠実 に

従 ってい るか を試す 良い 方法 を見つ け

ま したの で ご紹 介 しま しょう。 難 しい

選択 に迫 られ た と きに， こう 自問す る

の です。 「どち らに顔 を向 けるのか 。」

神に頼らない入生

悲 しい こ とです が ，大勢 の人 が神 を

どこで見 い だすかが 分か らず に，神 を

締 め出 した生 活 を して い ます。 そ して

霊 的な問 題が 出て くる と，右 を見た り，

左 を見 た り， 同れ右 を した りす るだけ

です 。 しか し，同 じレベ ルの 人 を見 て

頼 った ところで，霊 的 な飢 えを満 たす

こ とは で きませ ん。 わ た したちの不 滅

の霊 が飢 え を覚 える と き，そ の飢 えは

そ れ を満 た して くれ る もの を求め続 け

ます 。 た とえ物 質 的 に成 功 した と して

も，そ こにふ さわ しい生 活 とい う もの

が なけ れば， 空虚 な痛 みが残 るだ けで
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す。霊性を奪うような豊かさの中に心

の安らぎは見いだせないのです。

主のみもとに来よとの招き

末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 の会

員は， すべ ての人 をキ リス トのみ もと

に来て ，キ リス トの福音 が もた らす霊

の糧 を味わ うように招 きます 。聖徒 た

ちは， 人生 を通 して 自分 た ちを支 えて

くれ る廿 美 な霊 の 食 物 を味 わ うの で
み な

す 。 この食物 は， 主の御 名 を身 に受 け

て主 の教 えに従 うとい う聖約 を交 わす

こ とに よって もた らされ ます 。そ して

霊 的 な強 さは，不 死不滅 と永 遠の 命 を
たまもの

受ける機会という主からの賜物につい

て認識し，感謝の気持ちを抱くときに

得られるのです。

忠実な市民

この賜物 はす べ ての 入に授 け られ ま

す 。現 在， 多 くの国 々の市民 が教 会の

会員 とな ってい ます。 国旗 や政治 形態

の違 い を問 わず ，彼 らは， 主に忠 実で

あ るこ とが忠 実 な市民 となる こ とを妨

げ る もの で は な い こ とを知 って い ま

す。神 への 忠誠心 はか えって愛 国心 を

植 え付 け， 人 々を さ らに良 い市民 に し

て くれる こ とで しょう。

教 会 員は それぞ れの 国の市 民で あ る

ばか りで な く，神 の王 国の市 民 で もあ

ります 。3しか し， 王国 に対す る気 持 ち

の強 さは人 に よって ま ちまちです 。多

くの 人は 「まず ，神 の王 国 を築 き，神

の義 を打 ち立 て る」4ことを求 め てい ま

すが ，中 には， 神 と神 の王 国へ の忠誠

心 を， この世 のほか の興味 の下 に置 き

去 りに してい る人 もい ます 。そ の よう

な人 は，顔 を どち らに向 け るべ きか ま

だ決 めて いない のです 。5

主を代表する者

わたしはそうした混乱を一人の新聞

記者の中に見て取りました。彼は教会

の指導者の一人に，どこそこの国の代

表であるあの人はいつあなたの教会の

幹部になるのですか，と聞いてきたの

です。その指導者が質問に答えている



間，わたしはアジァやヨーロッパ，北

米ならびに中南米，それに多 くの海の

島々に生を受けた愛する中央幹部の皆

さんのことを思い浮かべました。彼ら

はたくさんの国々から来ていろいろな

言語を話しますが，一人として国を代

表するために召されている人はいませ

ん。教会の管理定員会はそのような代

表者の集まりではないのです。それぞ

れの指導者は，主の代表者として民に

顔 を向けるために召されているので

す。国を代表するためではありません。

中央幹部は 「預言によって，また権
あんしゅ

能 を持つ者 による按手 に よっ て，神 か

ら召 され」6てい ます。彼 らは， 主 イエ
あかし

ス ・キ リス トにつ いて教 え，証 す るた

めに召 され た，7全世界 の人 々へ の 「特

別 な証人 」8なのです 。

主の戒めに従う

わたしたちはだれでも，どこに住ん

でいてどんな責任にあっても，どちら

の方向に顔を向けるかを決めなければ

なりません。その優先順位を決めるう

えで規準となるのが，神の戒めです。

中でも，十戒の中の第一の戒めに対し

てどういう態度をとるかが，ほかの戒

めに対するわたしたちの気持ちを決め
きよ

て しまい ます 。例 と して，安 息 日を聖

く守 る とい う戒 め につ い て考 えてみ ま

し ょう。9わた した ちが生 活 して い る現

代 は，大勢 の人 々が安 息、日に対す る忠

誠心 を礼拝 の場 か ら娯 楽 の場 に移 して

しまっ てい る時代 です 。 もう一 度尋 ね

ます。 「わた した ちは どち らに顔 を向

けてい るで し ょうか。」10

聖文 はわた した ちに，正 しい こ とを

行 う よう に勧 めて くれ ます 。 「わが 聖

日に あなた の楽 しみ をな さず ，安息 日
たっと

を喜 びの 日 と呼 び，主 の聖 日を尊 ぶべ

き日 ととなえ， これ を尊 ん で，お のが

道 を行 わず ，お のが楽 しみ を求 め……

ない な らば，

その時 あ なたは主 に よって喜 び を得

〔る。〕」11

自尊 心 も また ，貞潔 に関す る神 の律

法 に従 う こ とに よ り得 る こ とがで きま

す 。12しか し現代 にお い て ， こう した

戒 め は攻 撃 の対 象 とな り，人 々か ら軽

んじられています。適切な節制や抑制

による自己管理の倫理観は，今や 「不

健康，非人間的という言葉で片付けら

れるのが常」です。しかし真実は，

「自己の欲望だけで自らを定義するこ

との方がよほど非人問的」13なのです。

人は皆神の子です。神にかたどって，

生まれながらの欲望をコントロールで

きる存在として創造されたのです。

もし十戒の第一の戒めを破れば，罰

は避けられません。神への忠誠心より

も先にほかの人間や思想を置くような

ことがあれば，つらい結果を刈 り取る

ことになるでしょう。パウロは 「彼ら

の神はその腹(わ たしはこれにあらゆ

る肉体的欲求を含めたいと思います

が)」14である者は滅びることを予見し

ました。「創造者の代 りに被造物」15に

仕える方を選ぶ人はだれでも，霊的な

恵みを奪われてしまうのです。

このように，わたしたちの優先1頂位

が適切なものかどうかは，この十戒の

第一の戒めに従っているかを正直に吟

味して評価すべきです。方向転換が必

要であれば，自分で自分に 「回れ，右」

と命令してもよいでしょう。そうすれ

ば，「あなたがたは悔いて，あなたが

たの偶像を捨てよ。あなたがたの顔を，

そのすべての憎むべきものからそむけ

よ」16と言われた主に喜んでいただけ

ることでしょう。

木は生長の過程で光に向かって伸び

ていきます。わたしたちも天の両親の

息子，娘として，同じように光に向か

います。顔を上に向ければ，右や左に

向けるよりも高い見通 しが得 られま
きよ

す。聖 さを求め て仰 ぎ見 る ことに よ り，

わ た した ちは神 の弟 子 と しての力 と威

厳 を授 か るの です。17

家族に顔を向ける

天を仰ぎ見ることは，子供を上手に

育てるうえで不可欠なことです。家族

は天からの導きを受けるにふさわしい

存在です。親というものは，自分だけ

の経験や恐れ，同情18からだけでは十

分に子供を教えることはできません。

そうではなく，自分たちに命を授けて

くださった創造主がなさるように子供

に接すれば，自分の力を超えた知恵を

授かることでしょう。賢明な母親や父

親は子供たちに，神の律法19に基づい

て自分で判断する方法を教えます。彼

らは 「現世は人が神にお会いする用意

をする時期である」20ことを教えます。

また彼らは，善悪にかかわる判断や霊

的な判断は，神に対して責任を負うこ

となしに自由に選択21できるものでは

ないことを教えるでしょう。これらの

テンプルスクウェアの北訪問者センターにあるクリスタス像
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こ とを理解 す る両親 と子供 た ち は， 強

い人格 と心 の平 安， 喜 びを得 る と とも

に， 子孫 にあ って も喜 びを得 る こ とが

で きるの です。22

隣人に顔を向ける

同じように，「キリス トの純粋な愛」23

をもって隣人や友人，職場の仲間と接

するとき，彼 らとの関係が深まります。

わたしたちに主のようになろうという

気持ちがあれば，それは善に向けての

強力な動機づけになります。また，人

を思いやる気持ちがあれば，わたした

ちは黄金律24に基づいて行動するよう

になります。このようにしてわたした

ちは，貧しい人に食物を与え，裸でい

る人に衣服を着せ，価値ある奉仕の業

に携ることに喜びを見いだすことでし

ょう。

隣人への奉仕は，まず神を仰ぎ見る

ことによって新たな展開が得 られま

す。教会において神権指導者や補助組

織指導者が，主がなさるように一般の

会員や定員会，クラスの生徒に顔を向

けるならば，彼らは，大切なのは塑

地位で奉仕するかではなく，と・かに奉

仕するかであると悟るでしょう。教会

にあって人を高めるのは地位ではあり

ません。忠実さです。人から注目を浴
しもべ

びる地位に昇ることを求め，僕よりも

主人になることを望む人は，奉仕する
み わざ

人の士気を損なうのみならず，御業の

精神をも台なしにしてしまうのです。

時として，僕と主人について混乱が

起こります。『聖書』には弟子たちが
たがい

「だれ が一 ばん偉 い か と， 互 に論 じ合

ってい た」 とあ ります。 イエ ス は言 わ

れ ま した。 「だ れで も一 ば ん先 に な ろ

う と思 うな らば， 一 ば んあ とに な り，

み ん な に え る と な らね ば な ら な

い。」25

とい うこ とは，イエ ス は弟 子 たち に，

不特 定多 数の 人 々か らの様 々な要 求 に

すべ て応 じる ように，つ ま り食卓 を用

意 す る給仕26の よう になれ と言 わ れた

の で し ょうか 。違 い ます 。主 は，血

方 法 で 奉 仕 す る よ う に言 われ た の で

す 。弟子 た ちの主 人 は人 々では あ りま

せ ん。主 が彼 らの主 人 なのです 。

人々に奉仕するとき，わたしたちは

どちらに顔を向けるべきでしょうか。

左右に向けても引いたり押 したりしか

できません。人を引き上げるには自分

が高い所にいないとできないのです。

高い所に行 くには，横を見るのではな

く，わたしたちの主を仰ぎ見なければ

なりません。主に頼 り，主を仰ぎ見る

ことにより良い一 ように，

良い杢仕を処 にも主を仰ぎ見る必要

があるのです。

立派な弟子となるための態度

指導者としての地位に召された人は，

その地位にあってどのような行動を取

るかについて，救い主に対 して責任を

負います。そしてその行動はわたした

ちの態度によって形成され，態度は，
けんそん

謙遜な祈 りの中で頭を垂れることによ

り高められるのです。「み前にぬかず

き」という賛美歌の中にも同じような

歌詞があります。

「わがたま，、見守り

わがかせ，解きたまえ

救わるわが霊

み前に受けたまえ

再びみ前に
ゆ

進み行くときに

愛もて導き
お

身近 に居 りた まえ」27

祈りは，人生の試練に正面から立ち

向かえるように，わたしたちを助けて

くれます。また祈りは，わたしたちの

態度を最も大切なものに集中させてく

れます。祈 りによるこの集中を通して，

わたしたちは誘惑というわなの仕掛け

られた所でも，右往左往することはな

いでしょう。弟子というものは，災難
ふち

と隣 り合わせの切 り立ったがけの淵

で，その危険な状態をもてあそぶよう

なことはしません。経験豊かな登山家

は危険ながけから身を乗 り出すような

ことはせず，ロープやほかの安全具を

使って自分の体を信頼できる人の体に

つなぎ，より安全な方向へと移動して

いきます。わたしたちも同じです。難

問の山積 した人生 という山を登ると
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き， わた した ちは主 に身 を寄せ て主 に

つ なが らなけ れば な りませ ん。 そ して

福 音 の鉄 の棒 や 家族 ，信 頼 で きる友人

に しっか りとつ か まるのです 。

デ ビ ッ ド ・0・ マ ッケ イ大管 長 は，

そ のが け につ い て こ う教 えて い ます 。

「わ た した ち の多 くが その利 己心 の た

め に， 自然 の法則 に よ りす べ て を自己

中心 的 に行 うこ とを要求 され る，獣 の

ジ ャ ングル と隣 り合 わせ の所 を さま よ

っ てい る。」28

主 は言わ れ ま した。 「あ らゆ る思い の

中で わた しを仰 ぎ見 な さい。疑 って は

な らな い。恐 れ て はな らない。」29わた

しはその ような信仰 がわ た したち を解

放 す る力 を与 えて くれ る ことを知 りま

した。神 を仰 ぎ見 る ことに よ り，わ た

したち は まず何 を しない か を しっか り

と決 め ます。 そ してその後 は， 自分が

すべ きこ とを 自由 に追求 して い くの で

す。

最 近 ， ゴー ドン ・B・ ヒ ンク レー大

管 長が 次 の よ うに話 しま した。 「神 へ

の愛 は あ らゆ る徳， あ らゆ る善 ，あ ら

ゆ る人格 的 な強 さ， 正義 を守 り通そ う

とす る あ らゆる努力 の根本 です 。主 な

るあな たの神 を愛 し，そ の御子 を愛 し

て くだ さい。 そ して御 二 方の わた した

ちへ の愛 に心 か ら感 謝 して くだ さい。

た とえ ほかの愛 が消 えよ うと も，神 の

わ た したち一 人一人 への輝 け る，何 も

の を も貫 き通す ，永 遠 に続 く愛 と， わ

た した ちのた めに命 をさ さげ て くだ さ

っ た御 子 の 愛 は い つ まで も続 くの で

す。」30

兄 弟姉 妹 の皆 さん，人種 や 国籍，職

業， その ほか の事柄 は問題で はあ りま

せ ん。 だれで も主 を仰 ぎ見 る ことが で

きます。 だれ もが主 を人 生 におい て第

一 に置 くことがで きます 。そ の ように

して ， しか も忠 実 で あ り続 け る人 は，

主 の最 高 の約束31を 得 る こ とが で きる

の です 。 「自分 の罪 を捨 て， わ た しの

も とに来 て， わた しの名 を呼 び， わた

しの声 に従 い，わ た しの戒め を守 る者

は皆 ， わた しの顔 を見 て， わた しが い

る こと を知 るであ ろ う。」32この栄光 あ

る行 く末 が わた した ちの もの とな りま
み な

す ように。 イエス ・キ リス トの御名 に
あかし

よ り証 します。 ア ーメ ン。
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く最 後 の務 め の鍵 を持 ち ， 見 知 らぬ

国 で ， 円陣 を作 って立 っ て いる 。 彼
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しか し，この十二使徒が後 にその

働きを評価されたことは，預言者ジ

ョセフの記録をさ らに読み進める こ

とによって明らかになる。「そ してわ

た しは最後 に，この十 二使徒が 日の

栄えの王国で神とともにいるのを見
あがな

た。また ，わた しはシオンの購いや

言葉で は完全には表現 できない多 く

のことを目撃 した。」(『預言者ジ ョ

セフ ・スミスの教え』p.108)

18， 箴醤3：5参 照

19， 教義と聖約130：20-21参 照。こ

の聖句 は，神か らのすべての祝福は

その祝福 について定めた律法を守る

ことによって得 られることを教えて

いる。

20.ア ルマ34132参 照

21.教 義と聖約101：78参 照

22， ジ ョセフ ・スミス訳創世9：22に は

以下の見解が加えられている。「あな

たの子孫が真理を受 け入れて仰ぎ見

るとき，シオンは見下ろすであろう。

そ して ，諸天は歓喜 に揺れ動き ，地

は喜びで震えるであろう。」

23， モロナイ7：47

24.「 だから，何事でも人々か らしてほ し

いと望む ことは ，人 々にもそのとお

りにせよ。」(マタイ7：12)
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25.マ ル コ9：34-35， 下 線付力口。別 の

福 音 書 作 者 は ， この 真理 を類 似 した

表現 で紹 介 してい る 。 「あ なた が たの

う ち で いち ばん 偉 い 者 は ，仕 え る 人

で な け れ ば な ら な い 。」(マ タ イ
'
23：11)こ れ らの 聖 句 の 中の 「仕

える 者(入)」 とし、う言 葉 はギ リシ ャ

語 で はdlakonosと い う名 詞で ，「人 ，

特 に 主 人 か ら の 命 令 を 遂 行 す る 者 」

と い う意 味 にな る 。英 語 のdeaoon

(執 事)と い う 言 葉 の 語 源 は こ の

diakonosで ある 。

26， 使 徒6：2参 照

27， 『賛 美歌 』89番

28.1mρrovθmθ η亡εrθ 『イ ンプ ル ーブ

メ ン ト ・エ ラ 』1957年6月 号 ，p，

390。 ジ ェー ムズ ・E・ フ ァウ ス ト

副 管 長 が 次 の よ うな 厳粛 な警 告 を 発

して い る。 「際 ど く生 きる とい う言 葉
ふち

には，危険な 『底な し穴』の淵のす

ぐ近くにいる とい う意味もあるかも

しれません。……

皆 さんの中 には ，際どい生 き方に

よって，自分の強さや能力 を発見で

きると思 っている人がいるかも しれ

ません。……自分か らわざわ ざ求め

なくても，いつも 自然にたくさんの

危険がやって来るはずです。」(『聖徒

の道』1996年1月 号，p.51)

29.教 義と聖約6：36

30.リ ックスカ レッジ地区大会 ，1995

年10月29日 ，0わαroわ1Vθwθ 『チ

ャーチニ ューズ』1996年3月2日 付

け，P.2に掲載

31.主 はこのほかにもたくさんの約束を

しておられる。例えば次の ようなも

のである。

● 「あなたがたは……幸いである。

なぜなら，今わた しを見 て，わた し

がいることを知 っているように，あ

なたがたはわた しのもとに来て ，生

き 〔る。〕」(教義と 聖約45：46)

● 「わた しはあなたがたに先立 っ

て行 こう。わた しはあなたがたの右
み

におり，また左にいる。わた しの御
たま

霊 はあなたがたの心の中にある。ま

た ，わた しの天使たちはあなたがた

の周 囲にいて 、あなたがたを支える

であろう。」(教義と聖約84：88)

32.教 義と聖約93：1



知恵の言葉

その原則と約束

十二使徒定員会会長代理

ボイ ド ・K・ パ ツカ ー

知悪の言葉ば絶対の纈 を求めますが その報ωとし乙 鎧康や穴ωなる
しよぐさい

知識の宝，そしτ……初の〃岸 仁よっτもたらされた贋罪を約束しま跳

ワ の聖歌隊のすばらしい若人の皆

Lさ んは，わたしたちが世界中の

教会で出会う典型的な若者です。どん

なに皆さんを愛 していることでしょ

う。若人の皆さんにどんなに感謝 して

いることでしょう。子供たちや青少年

以上に虫重な 土は ません。わた

しはそのような若人の皆さんにお話し

したいと思います。数年前，わたしは

アフリカで，姿の見えないわにがいか

に危険か学びました。そして，若人の

皆さんを滅ぼそうと待ち受けている霊

のわにについて警告しました。

こうした目に見えない危険は，その

数を大いに増し，今や多くの種類に及

んでいます。

中には，皆さんが成長する過程で通

らなければならない草原に隠された地

雷 の よ うなもの もあ ります。 かつ て は

安全 だ った 隣近所 や学校 も， もはや安

心 で きませ ん。幸 い なこ とに，皆 さん

の中 には，地 雷探知 機 の よ うな霊 的 な

力 が あ ります 。 それ は 目に見 え ないわ

にや 地 雷 の存 在 を警 告 して くれ るの

で，そ の使 い方が分 か れ ば，問題 を避

ける こ とが で きます 。

教 会が組 織 され てか ら3年 後 に一つ

の啓 示 が与 え られ， わた したち の時代

につ い て預 言 の言 葉 が示 され ま した。

「見 よ， まこ と に，主 はあ なた が た に

この よ うに言 う。 終 わ りの 時 に陰謀 を

企 て る人 々の心 の中 に今 あ り， また将

来 もある悪 とも くろ みの ゆえ に，わ た

しはあ な たが た に警 告 を与 えてお り，

また ，啓 示 に よ りこの知恵 の言葉 を与

え るこ とに よって， あな たがた にあ ら

か じめ警告 す る もの であ る。」(教 義 と

聖約89：4)

知 恵 の言葉 は，教 会 の会員 に制 限 を
こんにち

加えています。今日では，これらの規

則はすべての会員と，教会に入ろうと

するすべての人に適用されます。それ

は非常に大切なので，まず守ることに

同意しなければ，だれもバプテスマを

受けて教会員になれません。それを受

け入れなければ，だれも教師や指導者

には召されません。神殿に入ろうとす

るとき，皆さんは知恵の言葉を守って

いるかどうか尋ねられます。もし守っ

ていなければ，完全にふさわしくなる

まで，主の宮に行くことはできないの

です。

若人は一般に制限されるのを嫌うも
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のです 。 ほん とうとは思 えない か も し

れ ませ ん が， わた したち もかつ ては若

者 で あ り，それ を覚 えてい るのです 。

人の行 動 を規 制 す る ものへ の反発 は，

ほ とん ど社 会全般 に見 られ ます 。社 会

全 体 の秩序 は ，人 々が責任 の伴 わ ない

自由に取 りつ かれ てい る とき， 自ら崩

壊 してい きます 。そ こで は，選択 が そ

の結果 か らど うい うわ けか切 り離 して

考 え られ てい ます 。

若人 の皆 さん ，知恵 の言葉 に よる制

限が正 当であ る こ とを示 す重要 な証拠

が ある こ とを理 解 しな ければ な りませ

ん。

この啓示 は最初 ， 「戒 めや強制 」 と し

て で は な く， 「あい さつ 」 と して もた

ら され ま した(教 義 と聖 約89：2)。

しか し， 教会 員 にこの啓示 の意 味 を教

える機 会 に，後 の大 管長 た ちは，そ れ

が戒 め であ る と宣言 しま した。 そ して

教会 で はその ように受 け入れ られ てい

ます 。

知恵 の言葉 は 「約 束 を伴 う原 則 とし

て与 え られ」 ま した(教 義 と聖約89：

3)。 この啓 示 の 中の 「原 則」 とい う

言葉 は，非常 に重 要です 。原則 は永 続

す る真理 ，律 法，規 則 であ り，決 断 を

す る際 の指針 となる ものです 。一般 に

原 則 は詳 し くは説 明 されて い ませ ん。

皆 さんが永続 す る真 理 や原則 をよ りど

ころ と して ， 自 ら道 を見い だす 自由が

あるの です。

会 員た ちか ら手紙 で， これ やあ れ は

知 恵の 言葉 に反 します か， と聞か れ る

こ とが あ ります。 よ く知 られてい る よ

うに， お茶 や コー ヒー ，酒 ，た ば こは

反 して い ます。 それ以 上詳 し くは説 明

され てい ませ ん。 む しろ， わた した ち

はそ の原則 を約束 された祝福 と ともに

教 えます。 人 々は肉体 と霊 を損 な う多

くの習慣 性 の ある もの を飲 んだ り，か

んだ り，吸 っ た り，注 射 した りします

が， それ らは啓示 の 中 に記 され てい ま

せ ん。

・有 害 な ものがすべ て列 挙 され てい る

の で はな い ので す。 例 え ば ヒ素 です 。

明 らか に有毒 ですが ，習慣 に なる はず

が あ りませ ん。 主が 言 わ れ る よ うに，

すべ ての こ とを命 じられ なけ れば な ら
しもべ

な い人 は 「怠惰 で あって ，賢 い僕 で は



ない」のです(教 義と聖約58：26)。

ある文化圏地方では，地元の飲み物

が啓示の中に明記されていないので害

はないと主張されています。しかし，

そのような飲み物があるために，会員

たち，特に男性は，家族から離れて，

明らかにこの原則に反するようなパ「

ティーに引き寄せられてしまうので

す。啓示の中でなされた約束は，不注

意な人や思慮分別を欠く人には及ばな

いのです。

勧告に従順であれば，人生の安全な

側にいることができます。

ある王様が馬車の御車を二人の中か

ら選ぶ話があります。彼は二人の候補

者にがけに沿って曲がりくねった急な

道を馬車で走るように命 じました。

最初の御車はゆっくりとがけから離

れて壁際を走らせました。2番 目の御

車は見事な腕前を披露しました。彼は

猛スピードでがけすれすれに下 り，時

には車輪の幅の半分ががけの方に出て

いました。

思慮深い王様は，最初の人を自分の

御車に選びました。何事においても安

全な側にいるのが一番なのです。

知恵の言葉は 「聖徒の中の弱い者お

よび最も弱い者の能力に適するもの」

です(教 義と聖約89：3)。 それはほ

かの聖句からも明らかです。次のよう

に教えられています。地の良きものは

「人の益 と利用のため……に造 られて

い る。 まこ とに，食物 の ため， また衣

服 の ため， 味の ため， また香 りの ため ，

体 を強 くす るため， また霊 を活気 づ け

るた め に造 られ てい る。 ……思慮 分別
どんよく

をもって ，度 を越 さず ，貧 欲 に取 るこ

とな く使 う よ うに造 られ た か らで あ

る。」(教 義 と聖 約59：18-20)

若 人 の皆 さん ，健康 ，栄養 ，特 に薬

の面 で，節 度 と常識 を用 い るよ うに し

て くだ さい。極端 な ことや狂 信 的 なこ

と， 一時 的 な流 行 を追い求 め る ことは.

避 けて くだ さい。

例 えば，知 恵 の言葉 は， 肉 を 「控 え

め に用 い 〔る〕」(教 義 と聖約89：12)

よう勧 告 して い ます。 極端 に走 る人が

ない ように，別 の啓示 の 中で は こう告

げ られ て い ます 。 「肉 を食べ て はな ら

ない として禁 じる者 は，神 か ら聖 任 さ

れて いな い。」(教 義 と聖約49：18)1

さらに聖文 に はこ うあ ります 。「怠惰

であ るの をやめ な さい。不純 で あ るの

をや めな さい。 ……必 要以 上 に長 く眠

るの をや めな さい。疲 れ る ことの ない

ように，早 く床 に就 きなさい。 あ なた

がた の体 と精神 が活気 づ け られ る よ う

に，早 起 きを しな さい。」(教 義 と聖約

88：124)

知 恵 の言葉 の原則 を遵 守す れ ば，約

束 され た祝 福 を受 け るで しょ う。 「こ

れ らの言 葉 を守 って 行 うこ と を覚 え，

数 々の戒 めに従川頁に歩 むすべ て の聖徒

た ちは，そ のへ そに健康 を受け ，そ の

聖徒の道/1996年7月 号

22

骨 に髄 を受 け ……走 って も疲 れる こ と

が な く，歩 い て も弱 る こ とは ない」 と

約 束 さ れ るの で す(教 義 と聖 約89：

18，20)。

知 恵 の言葉 は， 完全 な健康 を約束 し

てい るの では な く，皆 さんの持 っ て生

まれ た体 を最 も良 い状 態 に保 ち，皆 さ
み たま

んの心が御霊の微妙なささやきに反応

できるようにする方法を教えていま

す。

わたしは軍隊にいたときに受けた祝

福を忘れることができません。その祝

福にはすべての若人のためになる次の

ような助言が含まれていました。

「あなたは，内なる霊が働けるよう

に，均整の取れた健康な肉体を与えら

れています。これを大いなる受け継ぎ

として大切にしなさい。保護し，守り

なさい。体は神聖ですから，その組織

を損なうものは何であれ取ってはなり

ません。体はあなたの心を納める器で

あり，人格の基です。」この助言はわ

たしに大きな影響を与えました。

啓示された標準に従う人に与えられ

る健康の約束は，教会員だけに限定さ

れません。教会外の友人に知恵の言葉

について話し，それを守るように勧め

てください。

知恵の言葉にはさらに大いなる祝福

が約束されています。すなわち，「知

恵と，知識の大いなる宝，すなわち隠

された宝さえ見いだす」のです(教 義

と聖約89：19)。 これは個人的な啓示

であり，それによって，姿の見えない

わにや隠された地雷，そのほかの危険

なものを知ることができます。

皆さんは教会員に確認されたとき，
たまもの

聖霊 の賜 物 を授か りま した。 パ ウ ロは

こ う記 して い ます 。 「あ な たが た は知

らない のか。 自分 のか らだは… … 自分

の 内 に宿 っ てい る聖 霊 の 宮 で … … あ

る。」(1コ リン ト6：19)

主 は こ う言わ れ ま した。 「助 け主 ，す

なわち ，父が わた しの名 によ ってつか

わ され る聖霊 は， あ なたが たにすべ て

の ことを教 え， また わた しが 話 してお

い た こ とを， こと ごと く思 い起 させ る

で あろ う。」(ヨ ハ ネ14：26)

この啓 示 に は，最 後の約 束 が記 され

て い ます 。主 は従 う人 につ いて さ らに



こ う言 われ ま した 。 「一つ の 約束 を与

える。す な わち，滅 ぼす 天使 は イス ラ

エ ルの子 らを過 ぎ越 した ように彼 らを

過 ぎ越 して，彼 らを殺 す こ とはな い。」

(教義 と聖約89：21)こ れ はす ば ら し

い約 束 です。

理解 を深 め るため に は，モ ー セの時

代 に戻 らなけれ ばな りませ ん。 イス ラ

エ ルの民 は400年 間奴隷 の状 態 にあ り

ま した。 そ こ にモー セが解放 者 として

現 れ ま した。彼 はエ ジプ トに様 々な災

い を呼 び寄せ ました。パ ロ はその度 に，

イス ラエル の民が 出 て行 くの に同意 し

ますが ，す ぐに約 束 を翻 しま した。つ

い に ， 主 は モ ー セ に 言 わ れ ま した 。

「わ た しは ， なお 一つ の災 を， パ ロ と

エ ジプ トの上 に くだ し，そ の後 ，彼 は

あな たが たを ここか ら去 らせ るであ ろ

う。 ……エ ジ プ トの 国の うちの うい ご

は… …み な死 ぬ であ ろ う。」(出 エ ジプ

ト11：1，5)

モーセ は イス ラエ ルの民 に こ う告 げ

ま した。 「小 羊 を取 らなけ れ ば な らな

いQ… …小羊 は傷 の ない ……1歳 の雄

で … … そ の骨 を折 っ て は な らな い。」

(出エ ジ プ ト12：3，5，46。 ヨハ ネ

19：33も 参照)

主 はさ らに言 われ ま した 。主 の祭 り

の子 羊 を用 意 し， 「そ の血 を取 り・… ・・

家 の入 口 の二つ の柱 と， か もいにそ れ

を塗 らなけれ ばな らない。 … …その夜

わ た しはエ ジプ トの 国 を巡 って，エ ジ

プ トの国 にお る… …すべ ての うい ご を

打 〔つ〕 であ ろ う。 …… わた しはその

血 を見て ，あ なたが たの所 を過 ぎ越 す

で あろ う。… …災が 臨 んで， あ なたが

た を滅 ぼす こ とは ないで あ ろ う。 この

日は……代 々，永久 の定 め と して これ

を守 らなけれ ば な らない。」(出 エ ジプ

ト12：7，12-14)「 も し， あ なたが

た の子供 た ちが 「この儀 式 は どんな意

味 ですか 』 と問 うな らば，あ な たが た
すぎこし

は言 い な さい ，『これ は主 の 過越 の 犠

牲 であ る。』」(出 エ ジ プ ト12：26-27)

若 人の皆 さん，過越 にお ける預言 的

な象 徴が 分か る と思 い ます。 キ リス ト

は，傷 のな い初 子 ， 「神 の小 羊」 で し

た(ヨ ハ ネ1：29，36)。 兵士 た ちが

そ の場 にい た にもかか わ らず ，骨 を折

られ るこ とな く，殺 され ました。

しか し， これ らの戒 め に従 順 に歩 む

わた した ちが， その よ うな過 越 にお い

て免 れ るの は， 肉体 の死で は あ りませ

ん。す べて の人 はいつ か死ぬ か らです。

皆 さんが受 け る必 要が ないの は，霊 の

死 です 。 もし従順 で あ るな ら，霊 の死

は皆 さん を過 ぎ越 す で し ょう。啓 示が

教 えて い る よ うに， 「過 越 の小 羊 で あ

るキ リス トは， すで に ほふ られた」 か

らです(1コ リ ン ト5：7)。

知 恵 の言葉 は絶 対の従 順 を求 め ます

が， その報 い として，健康 や大 い なる
あがな

知識の宝，そしてわたしたちを賄うた

めにほふられた神の小羊によってもた
しよくざい

らされた順罪を約束します。

犠牲の律法は，十字架の死により成
せいさん

就されました。主はその代わりに聖餐

を定められました。それはわたしたち

が永遠に守るべき儀式です。若人の皆

さん，聖餐会に出席して，聖餐を取っ

てください。

確かに知恵の言葉は，皆さんの繊細

で敏感な霊的機能を正しく反応する状

態に保つために与えられました。心に

感じるものを 「聞く」ようにしてくだ

さい。そうすれば皆さんは導きや警告，

教え，祝福を受けるでしょう。

たとえ皆さんの生活がいつも不確か

なもので満ちていても，若人の皆さん，

将来を恐れてはなりません。

若人の夢は実現できるのです。肉体
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や感情の求めるふさわしい自然な望み
はんりょ

は， すべ て満 た され ます。 やが て伴侶

を見 つ けて，皆 さんは，常 用癖 や鎮静

剤，刺 激物 とは縁 の ない体 と，霊 的 な

導 きに敏感 な心 とを ささげ るこ とが で

きるで し ょう。

そ して， この世 か ら永遠 にわ たっ て

結 び固め られ ，命 と子供 ，家族 ，幸福

を もた らす 目的で， 互い の愛 を 自由に

表現 す るで し ょう。

も し道 を外 れ て さま よってい る人が

い る な ら，今 こそ戻 ると きです 。必ず

で きます 。若 人の皆 さん，信仰 をもっ

て進 み ま し ょう。 ニー フ ァイの ように

「前 もっ て 自分 の なすべ きこ とを知 ら
み

な い ま ま 」(1ニ ー フ ァ イ4：6)御
たま

霊に導かれて行くことでしょう。

知恵の言葉を守り，ふさわしい伴侶

を探してください。忠実に教会に出席

しましょう。毎日，祈りを通して助け

を求めるのを怠らないでください。わ

たしは約束します。この道は歩みやす

くなり，皆さんは平静な心と，人生や

将来に対する自信とを得るでしょう。

また，聖なる御霊のささやきを通して

危険に対する警告を受け，必要な導き

を受けるでしょう。

この啓示は，教会のすべての会員，

特に教会の青少年の皆さんが，非常に

多 くの問題や危険，疑いに直面すると
あかし

き，力 強い守 りにな るこ とを証 します 。

しか し，教会 の若 人 の皆 さん，信仰 を

持 って くだ さい 。主 は皆 さん と ともに

いて ，導 いて くだ さるで しょう。 わ た

しは主 とその犠牲 と順 罪 につい て証 し

ます。 また，主 が皆 さん を愛 してお ら
み な

れ るこ とをイエ ス ・キ リス トの御 名 に

よ り証 します 。 アー メ ン。

注

1. 18節 は次の19節 と関連 している。

「見よ ，野の獣 と空の鳥……は，食物

と して……人が使うように……定め

られているからである。」第49章 は，

キ リス ト再出現信者連合会(シ ェー

カー派)の 教徒に向けて ，彼 らの誤

った教義の幾つかを正すために与え

られた。彼 らの信条の一つ に，生肉

あるいは肉を食べないことがあった。
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●1996年4月6日(土)午 後の部会

教会役員の指示
第二副管長

ジェームズ ・E・ ファウス ト

愛
す る兄弟 姉妹 の皆 さん， ヒ ンク

レー 大管 長 か らの指 示 に よ り，

これ か ら中央 幹部 な らび に教 会 の中央

補 助組 織会 長会 の方 々の名前 を提 議 し

ます ので，皆 さんに賛 意の 表明 を して

いた だ きたい と預 言者 ，聖見 者 ，啓 示

者，末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教 会の

大管長 と して ゴー ドン ・ビ トナ ー ・ヒ

ンク レー を支持 して くだ さる よ う， ま

た，大 管長会 第一 副管 長 と して トーマ

ス ・スペ ンサー ・モ ンソンを，大 管長

会第二 副管 長 と して ジェー ムズ ・エス

ドラス ・フ ァウス トを支持 して くだ さ

る よ う提 議 いた します 。 この提議 に賛

成の方 はそ の意 を表 して くだ さい。反

対 の方 はそ の意 を表 して くだ さい。

十 二 使 徒 定 員 会 会 長 と し て トー マ

ス ・スペ ンサー ・モ ン ソンを，十 二使

徒 定員 会会長代 理 と してボ イ ド ・ケ ネ

ス ・パ ッカー を， また 十二使徒 定 員会

会 員 と して ボ イ ド ・K・ パ ッ カ ー ，

L・ トム ・ペ リー，デ ビッ ド ・B・ ヘ

イ ト， ニー ル ・A・ マ ックス ウ ェル ，

ラ ッセ ル ・M・ ネ ル ソ ン， ダ リ ン ・

H・ オ ー クス，M・ ラ ッセ ル ・バ ラー

ド， ジ ョセ ブ ・B・ ワース リ ン， リチ

ャ ー ド ・G・ ス コ ッ ト， ロバ ー ト ・

D・ ヘ イ ルズ ， ジェ フ リー ・R・ ホ ラ

ン ド， ヘ ン リー ・B・ アイ リ ングを支

持 して くだ さる よ う提 議 い た します。

この提議 に賛 成の方 はその意 を表 して

くだ さい。反対 の方 が いれ ば，そ の意

を表 して くだ さい。

大管 長会 の副 管長 ，十 二使徒 を預 言

者 ，聖見 者，啓 示者 と して支持 して く

だ さる よう提 議い た します。 この提 議

に賛 成 の 方 はそ の 意 を表 して くだ さ

い。 反対 の方 がい れ ば同 じよ うにその

意 を表 して くだ さい。

メ リル ・J・ ベ イ トマ ン監督 はブ リ

ガ ム ・ヤ ン グ大 学 学 長 に就任 した た

め ，管理 監督 の責任 か ら栄誉 の解任 を

し， これ に伴 い 副 監 督 を務 め て きた

H・ デ ビ ッ ド ・バ ー トン， リチ ャー

ド ・C・ エ ッジリー両副 監督 を 同様 に

そ の責任 か ら解 任す るよ う提議 い た し

ます 。 この感 謝 を表 明 して くだ さる方

はその意 を表 して くだ さい。

わ た したち はメ リル ・J・ ベ イ トマ

ン， ダラス ・N・ アーチ ボ ル ド， デ ィ

ー ター ・F・ ウー ク ト ドル フ
，そ して

ブルー ス ・C・ ヘ ー フェ ンを新 し く七

十 人第一 定員会 の会 員 として支 持 して

くだ さる よ う提 議 いた します 。 この提

議 に賛成 の方 はそ の意 を表 して くだ さ

い。 反対 の方 もそ の意 を表 して くだ さ

い。

またL・ エ ドワー ド ・ブ ラウ ン， シ

ェル ドン ・F・ チ ャイル ド，クエ ンテ

ィ ン ・L・ ク ック， ウ ィリァム ・ロル

フ ・カー， デニ ス ・E・ シモ ンズ ， ジ

ェラル ド ・L・ テー ラー， フ ラ ンシス

コ ・ビー ナ ス ， そ して リチ ャー ド ・

B・ ワース リンを新 しく七十 人第 二定

員会 の会 員 として指示 して くだ さる よ

う提 議 いた します 。 この提 議 に賛成 の

方 はそ の意 を表 して くだ さい。反対 の

方が あ れば 同 じよ うにその意 を表 して

くだ さい。

わ た した ち はH・ デ ビ ッ ド ・バ ー ト

ン を管 理 監 督 と して ， リチ ャー ド ・

C・ エ ッ ジ リー を第一 副 監督 として ，

キース ・B・ マ クマ リ ンを第 二副 監督

と して支持 して くだ さる よ う提 議 いた

します。 この提 議 に賛成 の方 はそ の意

を表 して くだ さい 。反対 の方 もそ の意

を表 して ください。

わた したち は，そ のほか の中央幹 部 ，

中央 補助組 織会 長会 を現状 の まま支持

して くだ さる よう提 議 いた します。 こ

の提 議 に賛成 の方 はそ の意 を表 して く

だ さい。 も し反 対 の方が いれ ば， その

意 を表 して くだ さい。

提 議 は全員 一致 で賛 意 の表 明が得 ら

れ た ようです。 そ れで は，新 し く召 さ

れ た七十 人の方 々を，壇上 の席 にお招

き した い と思 い ます。

兄弟姉 妹 の皆 さんが変 わ らぬ 愛 と祈

りを込 めて支持 して くだ さるこ とに感

謝 いた します。
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教会監査委員会報告
教会監査委員会

テッ ド ・E・ デー ビス提出

末8聖 徒イエス ・キリス ト教会大筥長会への蝦告

教
会監査委員会は，教会監査部を

含め，教会のあらゆる役員，職

員，業務 部署から独立しており，大

管長会に直接報告することになってい

ます。当委員会では，託された責任を

遂行するうえで必要なあらゆる記録

類，および教会職員からすべての情報

を入手しました。そしで，教会基金の

収支管理の方針と方法について，また，

教会とその管理下にある組織の資産管

理の方針と方法について検討いたしま

した。その中には，予算編成，会計，

報告および監査方式，また，それに関

連した1995年12月31日 現在の教会の年

次財政報告書が含まれています。

年度内の教会基金の支出は乳定めら
じゆうぶん

れた方針にのっとり，什分の一の配分

評議会で承認されました。同評議会は，

啓示によって規定されたとおり，大管

長会，十二使徒定員会および管理監督

会で構成されています。承認された予

算の管理は，予算承認委員会の管理の

下，教会予算部によって管理されてい

ます。

教会監査部は，教会監査委員会から

独立しており，教会とその関連会社の

1995年12月31日 までの財政監査を，

認可された専門の監査基準に従って管

理しています。また，教会の運営全般

にかかわる財政監査や運営監査，コン

ピューターを導入した情報システムの

監査を行っています。監査部職員は，

公認会計士などの資格ある会計監査役

員で構成されています。教会監査部は，

教会のほかのあらゆる運営と部門から

独立しており，監査結果を直接大管長

会に報告しています。教会が所有また

は管理する会社は，標準的な実務処理

方式に従って，個々に会計ならびに報

告の制度を設けています。そして，教

会監査部および独立した公認会計事務

所，あるいはそのいずれかから監査を

受けています。ブリガム ・ヤング大学

および教会運営のそのほかの高等教育

機関は独立した公認会計事務所から監

査を受けています。さらに教会監査部

は，地元の教会ユニットでの監査手続

きを定め，地元ユニットの監査結果と

支出状況を監督しています。

財務運営の方針ならびに方法，1995

年中に提出された監査報告書やそのほ

かの回答を検討した結果，教会監査委

，員会では1995年12月31日 現在の教会

基金の収支に関するすべての事柄は，

定められた教会の方針と手続きに従っ

て運営され，会計処理されているとい

う見解に達しました。

以上，謹んでご報告申し上げます。

教会監査 委 員会

テ ッ ド ・E・ デ ー ビス(委 員長)

ドナ ル ド ・D・ サルモ ン

ジ ェームズ ・B・ ヤ コブ ソ ン

犬会 前 の ひ とと きを 和 やか に語 り合 う大 管長 会 。左 か ら，

管長 ，ジ ェーム ズ ・E・ フ ァウス ト第二 副 管長 。

卜一 マ ス ・S・ モ ン ソ ン 第 一 副 管 長 ， ゴ ー ドン ・Bヒ ン ク レー 大
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1995年 度統計記録
大管長会秘書

F・ マイケル ・ワ トソン提 出

教
管長会は，教会員の参考のため

に，1995年12月31日 現在の教

会の成長と現況を示す以下のような統

計記録を発表しました。

教会ユニッ ト

ステーク数

地方部数

伝道部数

ワード数と支部数の合計

2，150

699

307

22，697

ワー ド/支部が組織されている

独立国，属領地159

教 会 員 数

総 会員 数934α898

1995年 にハ プテス マ を受 けた

記録 」一の子 供71，139

改宗 者304β30

宣教師数

専任宣教師 48，631

1995年4月 以 降 に 他 界 した 著 名 な

教会 員

ビク ター ・L・ ブ ラウ ン名誉 中央 幹

部 ， ドリス ・T・ シ ル姉 妹(ス ター リ

ンク ・W・ シル名誉 中央 幹 部の夫 人)，

ウェ ンテル ・J・ ア シュ トン元教会 広

報部 実務 デ ィレク ター， 元 デゼ レ ト日

曜 学 校 協会 中 央 幹 部 書 記 ， マ ー ク ・

B・ ガー フ元 教 会建 築 委 員 会委 員 長，

レ ノクス ・E・ リー 前ブ リガム ・ヤ ン

グ大学学 長， 元合衆 国訟 務長 官， ジ ョ

ー ジ ・W・ ロムニ ー元合 衆 国住宅 ・都

市 開発長 官。

*

聖徒 の道/1996年7月 号

26



み わ ざ

この御業は真実です

十二使徒定員会会員

デ ビッ ド ・B・ ヘイ ト

かつτ 〔ピーター ・示イットマーのク農家に葉まったスたちが 一 ・7830年

4月6日 以烹 あの〃は な組繊がビめよう仁発展しτきたかを右し彼らが

目に乙きたなら，きっと1た だ驚くノに遷ωな6で しょう。

教
会の発展状況を示すこれらの統

計報告を耳にした皆さんは，心

に感動と燃えるものを覚えられたと思
き ょう

い ます 。今 日は ， この 教 会が166年 前

ニ ュー ヨー ク州 フェ イエ ッ トの ピー タ

ー ・ホ イ ッ トマー の農家 で組織 された

記 念 日に当 た ります 。 そ の とき以 来，

どの ような こ とが起 こったか を しば し

考 えてい ただ きた い と思 い ます 。先 ほ

ど， 「主 イエス の愛 に」(「賛 美歌 』109

番)を 歌 いなが ら， わた しは あの農 家

に集 ま った人 たちの こ とを考 えてい ま

した。1830年4月6H以 来， あの小 さ

な組織 が どの よ うに発展 して きたか を

も し彼 らが 目に で きた な ら， きっ と

「ただ驚 く」 に違 い ないで しょう。(ま

た，世 の人 々 もこの教 会の発 展 を知 れ

ば 「た だ驚 く」 に違 い ないで しょう。)

開会 の 賛美歌 が 「夜 明 け だ，朝 明 け

だ」(『賛美 歌』1番)だ った ことを う

れ し く思 い ます 。 この 歌 詞 はパ ー リ

ー ・P・ プ ラ ッ トが書 いた もの で す
。

預 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミスか ら派遣 され

た宣 教 師の第 一陣 が イギ リスに到着 し

た と き に， リバ プー ル で 発 行 され た

『ミ レニ アル ・ス ター(㎜en掘a1S麹 う』

の創刊 号 に掲載 された ものです 。パ ー

リー ・P・ プ ラ ッ トは作 詞 に 当 た っ

て， 旧の 人 々が この 曲か ら自分 が何者

か を多少 な りとも理解 で きる よ うに と

の願 い を込 め て，慎重 に言 葉 を選び ま

した。 わ た したち は 「夜 明 けだ ，朝 明
かか

けだ シオンの旗掲げよ」と歌うとき
はたざお

に，風 に なび き，旗竿 に翻 る シオ ンの

旗 を心 に描 くこ とが で きます。 わた し

たち は この 白由 の旗が ，世界 中 の人 々

に福 音 の 回復 を宣 言 してい る よ うに思

われ てな らない のです。 教会 が紐織 さ

れ て この か た166年 の 問に ，世 界 中 に

福音 が どの よ うに広 まって行 っ たか を

考 えて み るの は，す ば らしいこ とだ と

思 い ます 。

第8世 代

F・ マ イケル ・ワ トソ ン兄弟が 先 ほ

ど統計 報告 を して くれ ま した。 わた し

はそ の報告 に付 け加 えた い ことがあ り

ます。30分 ばか り前 にわ た しに とっ て

ひ孫 に当 た る女 の子 が生 まれ ま した。

です か ら， マ イケル， 数 を一人 ，増や

して くだ さい。

リ グラ ン ド ・リチ ャーズ長老 が著 わ
く

した 『奇 しきみ わ ざ』 とい う書 物 は ，

これ まで世 界中 の宣 教 師が伝 道 に役 立

てて きま した。 この本 の中 に，ニ ュー

ヨー クの コーネ ル大 学 の元学 長で ，後
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に ドイ ツで アメ リカ大 使 を務め た ア ン

ドレ ・D・ ホ ワイ ト博 士が 経験 した一

つの 出来事 が書 かれ てい ます。 アメ リ

カ大 使 と して ドイッ にい た1892年 に，

博 士 は当時 ，同 じ く ドイツで ロシア大

使 を務 めて いた レオ ・トルス トイ伯 爵

とひ と と きを過 ごす 機 会 が あ りま し

た。 レオ ・トル ス トイは ロシアの政 治

家 ，歴 史家 ，作 家 ，外交 官 であ り，社

会 改 革者 で した。(特 に皆 さん に覚 え

ておい てい ただ きたい こ とは，社会改

革者 だ った とい うこ とです。 トル ス ト

イは帝政 ロ シァで育 ち， 国や民 衆が抑

圧 され る ことにつ いて， あ る程 度の知

識 を持 っ て い ま した。)話 し合い の 中

で， レオ ・トルス トイはホ ワイ ト博士

に 「ア メ リカの 宗教 につ いて話 して ほ

しい のです が」 と言 い ま した。 ホ ワイ

ト博士 はアメ リカ には多 くの宗教 があ

る こ とを説 明 しました。 これ に対 して

トル ス トイ伯 爵 は 「わた しが知 りたい

のは アメ リカの宗 教 につい てです 。…

・世 問で普通 モ ルモ ン教 会 と言 われて

い る教 会 につ いて … … 知 りた い の で

す 」 と言い ま した。す る と， ホ ワイ ト

博士 は 「そ の教会 につ いて はほ とん ど

何 も知 りませ ん」 と答 えたの です。 そ

れ に対 して， トル ス トイ伯 爵 は 「そ れ

は驚 きま した，ホ ワイ ト博 士。 … …モ

ルモ ンの人 たち は天 国 とその栄 光 を人

人 に教 えてい るだ けで な く，正 しい基

盤 の上 に互 い の社 会 的 な関係 や経 済 的

な 関係 を築 くには どの よ うに毎 日を送

っ た らよいか を教 えてい ます。 …… も

しモル モ ンの 教 えが 変 わ る こ とな く，

第3世 代 ， 第4世 代 まで続 くとすれ ば，

世 界が かつ て見 た こ ともない大 きな力

あ る存 在 となる で し ょう。」(「奇 しき

みわ ざ』pp.372-373参 照)

こ こに集 まって いる皆 さんに 申 し上

げたい のです が， 今 日わ た した ちの家

族 に生 まれ た ひ孫 は，正 し く真 実 であ

る と宣言 す る この福 音 を信 じ，受 け入

れ た我 が家 の先祖 か ら数 えて8世 代 目

に当た ります。

召しに伴う祝福

ほんの少し前ですが，わたしは家族

とともに孫娘の夫が赤ん坊のマークに
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祝福する親族の輪に加わりました。父

親は祝福の中で，マークがいつの日か

伝道に行き，そして帰還した後に若 く
はんりょ

て魅力的な伴侶を見つけて，神殿で結

び固められるように祈りました。これ

らの祝福が与えられているとき，わた

しは自分の人生にもたらされた幾つか

の霊的な祝福を，いつかマークと分か

ち合いたいと思いました。そしてマー

クの人生もまた霊的体験に満ちたもの

になるようにと願いました。わたしが
き ょう

26年 前 の今 日，十二 使徒 定員会 補助 に

召 され た ときに感 じた と同 じ ような祝

福 の喜 び を， マー ク に も感 じて ほ しい

と思い ま した。そ の同 じ日， ボ イ ド ・

K・ パ ッカー長老 が十二 使徒 定員 会 に

召 され ました。

わた しは 自分 が召 されたそ の と きの

こ とを よ く覚 えてい ます。 わた しは ジ

ョセブ ・フ ィールデ ィング ・ス ミス大

管 長の 事務 所 に 呼 ばれ ま した 。今 日，

わ た したちが ヒンク レー大 管長 を支持

した ように， その翌 日に新 しい大管 長

として また神 の預言 者 として ス ミス大

管 長の名 前が提 示 され， 支持 され る こ

とになって い ま した。ハ ロル ド ・B・

リーが 第一副 管長 に，N・ エ ル ドン ・

タナ ーが第二 副管 長 に支 持 され る こと

に なってい ました。3人 はわた しに少

しの問話 を した後 ， わた しを召 しま し

た。 そ して翌 日の朝 の大会 で わた しの

名 前 が 読 み 上 げ られ る と言 わ れ ま し

た 。 こ う して召 しを与 え られ て か ら，

あの教 会執 務 ビル のみか げ石 の階段 を

下 りて来 ま したが，心 は驚異 の念 で い

っ ぱいで した。 どう して この よ うなこ

とが ， どうして この召 しがわ た しな ど

に来た のだ ろ うか。歩 きなが ら， わた

しの人生 は これか らどの ように変 わる

の だ ろ うか と考 え ました。 どの よ うに

した らこの責任 にふ さわ しい働 きがで

きる だろ うか。世 界 に出て行 って この

偉 大 に して 栄 えあ る団体 を代 表す る に

は ど うすれ ば よいの だろ うか。心 は召

しの こ とで い っぱい で，歩 いて い る間

も，今 は知 って い る人 とは顔 を合 わせ

た くな い とい う気 持 ちで した。一 刻 も

早 く妻 のル ビー に会 って， 召 しの こ と

を話 したい と思 い ま した。 わ た しはホ

テル ・ユ タの9階 に足 を向 け ま した。

妻 がそ こで ある家族 と会 っ ていた か ら

です 。 ドア をノ ック してか ら，数 セ ン

チ だ け ドアを開 いて，外へ 出て来 る よ

うに妻 に手招 き した こ とを覚 え てい ま

す 。言 うまで もな く， 妻 はいぶか しげ

な顔 を して廊 下 に出て来 ま した。

わた しは妻 の手 を取 り，廊 下 を歩 い

たの ですが ，で きた こ と と言 えば妻 の

手 を ぎゅっ と強 く握 り締 め るこ とだけ

で した。 わた しは 自分 の 身 に起 こった

出来事 にす っか り圧倒 されて， 妻 に話

そ うに も言葉 が 出 て きませ んで した。

す る と妻 はつ い に足 を止 め て 「ね え，

何 か お っ し ゃった ら」 と言 い ま した。

そ こで わた しは妻 を じっ と見 て，両 腕

を妻 の肩 に回 し，何 が起 こったか を話

した のです 。す る と妻 は泣 きだ しま し

た。 わた した ちはそ こで抱 き合 って い

訪問者は，大会のメッセージを母国語で聞くことができる。大会の各説教は，34

か国語で同時通訳されている。
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ま した。廊 下 を行 き来 す る人 た ち は，

泣 きなが ら抱 き合 ってい る この二人 の

お ばか さんは一 体 だれ なんだ ろ うと思

っ たに違 い ない はず です 。 しか し周 り

の こ と は少 し も気 に な りませ ん で し

た。 なぜ な ら，二 人 に とっ て きわめて

大切 な こ とが起 こっ て いた か らで す。

わ た したちの 人生 は変 わった のです。

翌 日， それ は ち ょう ど今 日の よ うな

日で したが ，支持 を受 け るため にわ た

しの名前 が提 示 され ま した。そ して壇

上 に来 て赤 いい す に座 る ように言わ れ

ま した。 わた しは うろた えなが らも席

に着 きま した。 その 後で ， タバ ナ クル
きよ あがな

合 唱 団 が 「お お ， 聖 き蹟 い 主(O

DivineRedeemer)」 を歌 い ま した。 そ

の歌 詞の 中の 「おお 主 よ，わ が罪 を覚

えた もうな，覚 えた もうな」 とい う歌

詞 まで きた と き， まさにわ た しの気 持

ち を歌 って い るそ の嘆願 の言 葉 に，胸

が 張 り裂 け る思い で した。

あかし

証

いつの日かひ孫に当たるマークやそ

のほかのわたしの子孫が同じような霊

的体験をし，この福音の力や影響力を

その身に感じることができるようにと

願っています。神権に関する啓示をス

ペンサー ・W・キンボール大管長が受

けたときに神殿でわたしが恵まれたよ

うな霊的な体験の機会が，マークやそ

のほかの子孫に与えられるように願っ

ています。当時，わたしは十二使徒定

員会の末席に名を連ねていました。わ
み たま

た しは，御霊 が強 く注 が れたそ の部屋

にい たので す。注 が れた御霊 の力 が ほ

ん と うに強 か ったの で，啓示 を受 けた

後 ， わた した ちは だれ一 人 と して言葉

を出す こ とが で きず ，た だ静 かに退席

して，そ れぞ れの事務 室 に帰 った ので

す。 天 よ りの霊 的体験 を力 強 く受 けた

わ た したち はだれ一 人 として 言葉 を発

す る こ とが で きませ んで した。

記者 会見 が終 わ って数 時 間後 ， わた

しは ミシガ ン州 デ トロイ トのあ るステ

ーク大会 を訪 問す る割 り当 て を受 け ま

した 。 シ カ ゴ空港 の新 聞売 場 で， 『シ

カ ゴ ・ ト リ ビ ュ ー ン(Chfcag・o

Trめ ロne)』 紙 に 目が 留 ま りま した 。



「モ ルモ ン， 黒 人 に神 権 を付 与 す る」

と大 き く見 出 しに書 か れ てい ま した。

そ して 副題 には 「キ ンボ ール 大 管長 ，

啓 示 を受 けた と主張す る」 とあ りま し

た。 わた しはそ の新 聞 を買 い求 め ま し

たが， 副題 の中 の 「主 張」 とい う言葉

を じっ と見詰 め ま した。そ の言葉 だ け

が 赤 い蛍 光 イ ンクで 印刷 され て いて ，

飛 び出 して くるか の よ うで した。接 続

便 に乗 る通 路 を歩 き なが ら思 い ま し

た。わ た しは今， シカゴに いて人 々で

混 雑 した空港 を歩 い てい る。 しか し，

わ た しはこの啓 示 の証 人なの だ。 わた

しはその場 にいて啓 示が 与 え られ るの
ま

を日の 当た りに したの だ。 わ た しは確

か に天 よ りの力 を感 じた のだ。 わ た し

は啓示 を受 け たその グル ープ の一員 な

の だ。 あの新 聞の編集 者が 「……啓示

を受 け た と主張 す る」 と書 いた とき，

啓 示が真 実 であ る こ とを知 らなか った

し， また印刷 係 も，印刷 機 に イ ンクを

注 い だ人 も，あ るい は新 聞 を配達 した

人 も知 りませ んで した。 彼 らはそ れが

真 実，神 よ りの啓示 で あ った こと をほ

とん ど知 らないの です。 彼 らは， わた

しがそ の場 にいて知 っ てい た ことを知

らないの です。

神 は生 きてお られ ，わ た したち の御

父 です。 わた した ちは御 父の子 供 であ

り，神 はわた した ちを愛 して い らっ し

ゃい ます。 イエ ス はキ リス トで あ り，

肉 におけ る御 父 の独 り子 です。 そ して
あがな

わた した ちの救 い主 であ り，瞭 い主 で

す 。御 父 に対 す るわ た したち の仲保者

です。 そ してわ た したち のため に苦 し

み と大 きな屈 辱 と大 きな苦痛 とを受 け

て死 んで くだ さった のです。 福音 が 回

復 され た こ とは真 実 です 。 いつ の 日か

わた した ちは預言者 ジ ョセ ブ ・ス ミス
み わざ

の偉 大 さを知 るで しょ う。 この御業 は

すべ てが 真実 です。 皆 さん にわ た しの
あかし

愛 と証 をお伝 え します。 また ，全世 界

に希 望 と救 い の メ ッセ ー ジを携 えて行

くに当 たって ，必要 とされ る偉 大 な軍

勢 の一 員 に加 え られ る よ うな家族 を，

日々育て られ る ようお祈 りします。 わ

た しの愛 と証 を イ エ ス ・キ リス トの
み な

御 名 に よ り皆 さん にお伝 え します。 ア

ー メ ン。

人生に喜びを見いだす
十二使徒定員会会員

リチ ャー ド ・G・ ス コッ ト

主ば皆さんの個入的な進歩成長を望ん～『ωらっしゃωま跳 この進歩ぱ

皆さんか賑 のための経験を前にする度に，造ん乙主の導きを求めτ61く

ならωっそう速められるさしょう。

目 近，わたしは美 しい太平洋の

目：支 島の北岸にたたずみ，夜明け

の海に見入っていました。大波が絶え

間なく岸辺に打ちつける，規則性に魅

了されていたのです。それは主の計画

の不変性と，そこに付随する確固とし

た永遠の律法，不朽の正義による安心
あわ

感 ，憐 れみ に満 ちた優 しさを， わた し

に連 想 させ ます。 やが てわ た しは，一

つ一 つ の波が水 平線 の あち こちで波 頭

を立 て ，独 自の道 をた どっ て岸 に寄 せ

るこ とに気 づ きま した。波 に よって は，

岩 の.ヒに滝の ように覆 いかぶ さ り，白

い しぶ きを残 して い きます 。 ほか の波

も， それ ぞれが独 白のパ ター ンで，岸

に打 ちつ けて い ます。 波 は しぶ き とと

もに，ぬ れた砂 浜 に打 ち寄 せ ては渦 を

巻 き，引 いてい きます。

わた しは， 主が備 えて くだ さった尽

きるこ とのない様 々な可能性 につ い て

思 い をはせ ました。 わた した ちには た

くさんの 自由が あ り， 自分 の個性 や才
たまもの

能 ，賜物 を伸 ば してい く多 くの機 会が

与 え られて い ます 。 この よ うに雄大 な

海 を日にす る機会 は も うない と思 いつ

つ ，わ た しは輝 く太陽が しば ら く後 に

つ く り出す， 栄光 に満 ちた美 しい光 景
い けい

を想像 してみ ま した。畏 敬の 念 を込 め

て その壮 大 な景 観 を眺 めてい る と， 昇

る朝 日の きら きら した光 が， よ どんだ

空 の雲 間か ら差 し込 み，万物 に輝 き と

光彩 ，生 命 を吹 き込 んで い きます。 あ

たか も主 が さ らな る祝福 ，す なわ ち福

音 の光 を与 え， それ に触 れる万 人 に輝

きと希 望 を与 え よう と してい らっ しゃ

るか の ようです。 わ た したちの暮 らす

このす ば らしい世 界 ，天父が 万 人に惜

しみ な く与 え られた この た ぐい まれ な

美 しい 世界 を思 う と， わ た しの 目に涙

が 込み上 げて きま した。 まこ とに人生

とは美 しい ものです 。

皆 さん は毎 日時 間 を割 いて ，身 の回

りの美 に 目を向 けて い らっ しゃるで し

ょ うか。 最後 に 日没 の美 しさを見 てか

ら， どの く らいたつ で しょうか。薄 ら
くらやみ

ぐ光 は， 雲や 木 々，丘や 谷 を暗 闇の 中

に残 して消 えてい きます 。 日は，時 に

静か に， 時 に赤 々 とした夕焼 け を伴 っ

て， たそ がれ てい きます。 皆 さん は雲

一つ ない夜 の美 しさに見入
っ た ことが

あ るで しょうか 。主 が天 の神秘 の とば

りを取 り除か れ，わ た したち は まば た

く星 々や 月の光 を見 て，主 の偉大 さ と

栄 光 に思 いを はせ るのです 。肥 よ くな

十壌 に植 え られ た種 が 発芽 し，力 を結

集 してち っぽ けな芽 をは ぐくん でい く

さ まは，感動 的 です。 そ して少 しずつ
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生長 し，主 に授 か った遺伝 情報 に従 い，

本 来の 姿 に生 長 して い きます。大切 に

育 て てやれ ば，確 か にその本 来 の花 を

咲かせ ます 。 ゆ り， はっか ，桃 ，ア ボ

カ ド， それ ぞれが 美 し く見事 で ，か ぐ

わ しい花 を咲かせ ます 。小 さ なば らの

つ ぼみ が で きるの を，最 後 に見 たの は

いつ で し ょうか。 ば らは 日ご とに新 し

く，感 動 的な姿へ と生 長 し，華麗 な ば

らの花 を咲 かせ ます。皆 さん も神 の麗

しい被 造物 の一つ です 。主 は皆 さん の

人生が どの ような環境 に あって も，栄

光 に満 ち たす ば らしい者 とな るよ う望

んで い らっ しゃい ます 。皆 さん が感謝
み

で心を満たし，従順であれば，神の御
こころ

心にかなう人になれるでしょう。

悲 しみや失望，苦難は人生の中の

「事件」であって，人生そのものでは

ありません。わたしはこうした事件の

厳 しさを軽視するつ もりはあ りませ

ん。これらは長期間続 く場合もありま

すが，そのために人生そのものが縛ら

れてはなりません。主はリーハイに次

のような基本的な真理を説くよう，霊

感を与えられました。「人が存在する

のは喜びを得るためである。」1この喜

びは人がある条件に従うときに得られ

るものです。主はわたしたち一人一人

が喜びを得るよう願っていらっしゃい

ます。戒めに従い，主に信仰を持ち，

地上で喜びを得るために必要なことを

行ってください。

人生で喜びが得られるかどうかは皆

さんが天父と御子をどれだけ信頼して

いるかにかかっています。また，神の

幸福の計画が喜びをもたらすことを，

どれだけ確信 しているかにかかってい

ます。神の教えに思いを巡らすなら，

自然の美を楽 しみ，人々との関係をよ

り豊かにできるでしょう。天父への祈

りから生じる慰めに満ちた，力あふれ

る経験をし，神が与えてくださる答え

へと導かれるでしょう。

目の前の小石は巨大な障害物に思え

るものです。しかし大地に目をやれば，

ほんとうの姿をとらえることができま

す。同様に人生の問題や試練も，聖文

の教えに照らして永遠の見地で見る必

要があります。そうでないと，わたし

たちはその問題しか目に入らないよう

になり，そのことに力を出し尽 くして

しまい，主が地上でわたしたちに意図

されておられる喜びを感じられなくな

ってしまいます。問題という海の中に

投げ込まれた岩のような人々がいま

す。彼らは自ら問題の中に沈んでしま

います。コルクのようであってくださ

い。問題におぼれそうになったら，自

由を目指して浮き上がるまで戦い，再

び幸福な気持ちで奉仕できるようにな

ってください。

皆さんは神聖な目的のために地上に

来ています。際限なく楽しみ，飽 くこ

となく娯楽を追求するためではありま

せん。神が用意された，さらなる祝福

を受けられるよう，試され，自分自身

を証明するために存在 しているので

す。2忍耐力も要求されます。3この世で

与えられる祝福もあれば，来世でもた

らされる祝福もあるからです。主は皆

さんの個人的な進歩成長を望んでいら

っしゃいます。この進歩は，皆さんが

成長のための経験を前にする度に，最

初から好き嫌いを言わず，進んで主の

導きを求めていくならいっそう速めら

れるでしょう。主を信頼し，主の御心

に心と思いを進んで向け，御心を行え

み たま

るよう御霊の導きを求めるなら，皆さ

んは道を進みながら最大の幸福を得，

現世の生涯で最もすばらしい達成感を

味わえるでしょう。逆に，求められて

いることすべてに疑念を抱き，難しい

チャレンジをすべて拒んでいくなら，

主の祝福を自ら遠ざけることになりま

す。4

選択の自由，つまり選び取る権利は，

欲しいものを手に入れるために与えら

れているのではありません。この神聖
たまもの

な賜物は，天父が皆さんに望まれる事

柄を選べるようにするために与えられ

ています。それによって，皆さんは主

に導かれ，主の御心にかなった人物と

なれます。5この道が栄光に満ちた喜び

と幸福に皆さんを導いてくれます。

チャレンジを受け入れ，逆境にあっ

ても喜びをもって生活している立派な

人々から学んでください。ある美しい

若い女性が進行性の病気にかかって余

命いくばくもない状態でしたが，人生

に喜びを見いだしました。彼女は幸福

の計画を理解し，神殿の儀式を受け，

約束された祝福にふさわしくあろうと

最善を尽くしていました。彼女の日記
き よ つ

を紹 介 しま し ょう。 「今 日はす ば ら し
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い秋日和。郵便を取 りに行って，揺 り

いすに腰かけた。暖かいお日様，自然

や木々のすてきな香 りがとてもうれし

かった。この美しい地上にまだ生きて

いられることを心からうれしく思っ

た。……主はわたしにほんとうによく

してくださる。まだ生きていられるこ

と，こんなに気分がいいことを，主に

どう感謝したらいいかしら。うれしく

て，うれしくて，叫びたくなる。大き

な窓から降り注 ぐお日様を感 じなが

ら，家中を踊 り回りたい気分。わたし，

生きることが大好き。」

体力を奪う病気と果敢に闘っている

ある母親は，計 り知れないほどの時間

を費やした苦労の末，大きな刺 しゅう

を完成させました。それは試練に直面

している夫婦への贈 り物でした。その

夫婦にとってこの刺しゅうは貴重な宝

物になりました。それは逆境に直面し

ても負けない不屈の努力の結実であ

り，純粋な愛と献身の精神を伝える不

朽のメッセージでした。

子供たちは困難な状況の下でさえ喜

びを見いだすすべを知っています。子

供たちは，自分にないものにこだわっ

て落胆することがありません。彼らは

自分にあるものに喜びを見いだすから

です。わたしは，川辺で遊んでいたあ

る幼い男の子のことを覚えています。

この男の子は2本 のジュースの空缶

に，釣 り糸の両端をそれぞれくくりつ

け，一方の缶を放 り投げて木の枝の上

に通してから，その缶に川の水をいっ

ぱいに満たしました。次にもう一方の

缶をたぐり寄せ，手を離します。する

と，最初の缶の重みで二つ目の缶が引

っぱり上げられました。男の子は大喜

びで飛び跳ねていました。

わたしたちの周 りにはたやすく楽し

い気分にさせてくれる経験がたくさん

あります。こうした経験は緊張を解き

ほぐし，精神を活気づける安全弁の役

割を果たすときがあります。自分にな

いものや失ってしまったものにこだわ

らないようにしましょう。主は従順な

人には，主がお持ちのすべてのもめを

与えると約束されました。この世では
一峙的に何かに恵まれないかもしれま

せん。しかし忠実な生活により，ふさ

わしさを証明するなら，来世では完全

な恵みを受けられるでしょう。

主の知恵により，皆さんのとても必

要としているものを主が取 り上げられ

たときには，その代わりとして主がど

んな祝福を授けてくださったか考えて

みてください。視力や聴力を失った人

のために，主はほかの感覚を研ぎ澄ま

してくださいます。病にある人には忍

耐と思いや り，人の親切に感謝する心

を与えてくださいます。愛する人に先

立たれた人には，愛のきずなを強め，

豊かな思い出を授け，将来の再会に希

望の光をともしてくださいます。主の
みこころ

御心 を喜 ん で受 け入 れ， 主へ の信仰 を

行使 す るな ら， この ような補 うた め に

与 え られ た祝 福 に気づ くで し ょう。6

苦 しめ られて いた アル マの民 に主 は

こ う言 わ れ ま した 。 「『また わた しは，

あ なたが たの肩 に負 わ される荷 を軽 く

し… …あ なたが たの背 にその荷 が感 じ

られ ない ほ どに しよう。 わた しが この

ようにす るのは， あ なたがたが この後 ，

わた しの ため に証 人 になれ る ようにす

るため ， また主 なる神で あ るわた しが，

苦 難の 中 にい る自分 の民 を訪 れ る とい

う ことを， あなた がたが 確か に知 る こ

とが で きる よ うにす るた めであ る。』

そ こで， ……負 わ され た重荷 は軽 く

な った。 まこ とに， 主 は，彼 らが容易

に重荷 に耐 え られ る ように彼 らを強 く

され た。 そ こで彼 らは心楽 し く忍 耐 し

て， 主の御 心 にすべ て従 った。」(モ ー

サヤ24：14-15)

皆 さんの創造性 を発 揮 して くだ さい。

そ こには喜 びが あ ります。 カ ミラ ・キ

ンボ ール姉妹 ， アメ リア ・マ ッコ ンキ

ー 姉 妹
，ヘ レ ン ・リチ ャー ズ姉 妹 は ，

彼女 たちの高 潔 な夫 が天 に召 され てか

ら，油絵 を学 び ま した。彼 女 た ちは美

しい絵 を残 す だ けで はあ りませ ん。 日

没 の風 景 も人物 画 も，木 の絵 も描 く度

に違 うと らえ方 を します。 今，彼 女 た

ち は微 妙 な色合 いや形 状 を描 き，身 の

回 りの 美 に喜 びを見 い だ して い ます 。

音楽 ， ダ ンス，彫 刻 ，詩 な どに 目を向

けて くだ さい。創 造性 を発揮 す る こ と

で人生 は楽 し くな ります。感 謝 の心が

増 します 。 隠 れ た才 能が 引 き出 され ，

思 考力 や行動 力が 高 め られ ，人生 の 目
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的へ の理解 を深 め る こ とがで きます 。

また，孤独 や心 痛 は消 散 し，気分 転換

に な り，意 欲， 生 きがい ももた らされ

ます。

率 先 して人 に奉仕 す る こ とは， 永続
かぎ

する幸福を得る鍵です。キンボール大

管長は次のように言いました。「神は

わたしたちを心にかけ，わしたちを見

守っていらっしゃる。しかし普通の場

合，神は人を通してわたしたちの必要

にこたえられる。」7わた しの知人で，

喜びに輝 くばかりの幸福な女性がいま
き よ う

した。彼女 は毎 朝， 天父 に 「今 日， わ

た しが助 け られ る人 の も とに， わた し

を導 いて くだ さい」 と祈 り求 め ま した。

その心 か らの祈 りは繰 り返 しか な え ら

れ ま した。彼 女 のお かげで多 くの人の

重荷 が 軽 くされ ，生活 に輝 きを取 り戻

しま した。 この ように主 に導 か れた器

とな るこ とで，彼 女 は絶 えず 祝福 を受

けて きたのです 。

人生 で直 面す るすべ ての困 難は ，た

とえそ れが 自分 の不 注意 や背 きに よ り

もた らされ た もの で も， 主 によっ て成

長 のた めの経験 ，神 に近づ く階段 に変

える ことが で き ます。8わた しは背 きを，

成長 のス テ ップ と して推薦 してい るわ

けで は決 して あ りませ ん。 背 きは心痛

と困難 を伴 う， まった く必 要の ない も

のです 。正 しい道 を歩 む方 が はるか に

賢明 で容易 です。 しか し正 しい悔 い改

め と主 イエ ス ・キ リス トへ の信仰 ，戒

めへの従 川頁さを通 して，背 きの もた ら

す 落胆 か ら幸福 を取 り戻 す こ とが で き

るのです。

以下 の よ うな幸 福 を得 るた めの リス

トを作 ってみ て くだ さい。

●主 の幸福 の計 画 を理 解す るた めに，

聖文 につ いて深 く考 え る。

●イエス ・キ リス トを信 じる信 仰 を

もって祈 る。

●人 を愛 し，人 に仕 える。

●神殿 の儀 式 を受 け，死者 に祝福 を

もた らす。

●預言 者 の言葉 に耳 を傾 け，そ の勧

告 に従 う

●自分 に与 え られて い る もの に感 謝

す る。

●ほ ほえみ を絶 や さない。

この ような リス トは，満 足 と喜 び を



かぎ

もた らす 鍵 とな り，ます。

有 名 なブ ラジルの 歌 には， 大勢 の人

が信 じて いる次 の ような偽 りの歌 詞が

あ ります。 「悲 しみ は尽 きず ， 幸せ は

短 い。」 わ た しは救 い 主へ の信仰 を込
あかし

めて ， また主の教 えに照 らして証 しま

す。 「幸 福 は決 して尽 きず ，悲 しみ は

終 わ ります 。」

皆 さんや皆 さんの愛 す る人 々が どん

な困難 に遭 遇 して も，打 ち負 か され た

り， それ だけ に心 を奪 われ た りして は

な りませ ん。チ ャレ ンジは成長 につ な

が る経 験 です。苦 難 は幸福 な生 涯の 中

で一 過性 の ものにす ぎませ ん。 一つ の

こ とだけ で頭が い っぱい にな り， ほか

に何 も考 え られな くな った り， 自分 の

こ とも，頼 って くる人の こと もで きな

くな った りす る ようで は い け ませ ん。

ち ょう ど体 を治 す とき と同 じよ うに，

霊 的，情緒 的 な問題 を克服 す るに も時

間 が 必 要 な こ と を忘 れ な い で くだ さ

い。

主 は こう言 われ ました。「苦難 の中 で

忍耐 強 くあ りな さい。あ な たは多 くの

苦難 を受 け るか らであ る。 しか し， そ

れ に耐 えな さい。 見 よ，わ た しはあ な

たの生涯 の最 後 まで， あ なた とと もに

い る か ら で あ る。」9忍耐 強 くあ れ ば

「わ た しは あ なた と ともにい る」 とい
み こと ば

う御 言葉 の意 味が分 か る ように なるで

しょう。神 の愛 は平安 と喜 び をもた ら

します。

イエス ・キ リス トを信 じる信 仰 に よ

って人 生 に不 変 の意義 が生 じます 。皆

さん は永 遠 の命 を 目指す 旅路 にい る こ

とを覚 えて お く必要 が あ ります 。時折 ，

人 と比 べ て不 遇 な経験 をす るか もしれ

ませ ん。 しか しす べて の こ とには，主

の 目的があ ります 。1。

救 い 主 の証 人 と してお勧 め します。
ゆる

自分 を傷 つ けた 人 を赦 して くだ さい 。

自分 に背 きのあ る場 合 は，悔 い改 めて，
いや

主から癒しを受けてください。

天父と御子が幸福の計画とそれに基

づいた福音の原則を与えてくださった

ことに感謝しましょう。神と御子が備

えてくださった儀式と聖約に感謝 しま

しょう。御二方には人の生活に平安と

喜び，目的と意義を与える力を備えて

おられることを，わたしは厳粛に証い

た します 。悲 しみ と落胆 は一 時的 な も

の です。 しか し幸福 は イエ ス ・キ リス

トに よ り永遠 に続 きます 。主 が生 きて

お られ ，皆 さん を愛 し，助 けて くだ さ

るこ とを証 します。 イエス ・キ リス ト
み な

の御 名 に よ っ て ， ア ー メ ン。

注

1，2ニ ー フ ァイ2：25

2.ア プ ラ八 ム3：25参 照

3.モ ー サヤ3：19参 照

4，1ニ ー フ ァイ3：7参 照.

5， 教 義 と聖約58：26-32参 照

6.オ ー ソン ・F・ ホ イ ッ トニー(ス ペ ン

サ ー ・W・ キ ン ボ ー ル ，F∂1酌

ノ⊃rθoθ(yθs亡 わθ 八〃r∂01θ 『奇 星亦に

先駆 け る信仰 』p，98に 引 用)

7.「 人 生 に は 目 的 が あ る 」 『聖 徒 の 道 』

1975年8月 号 ，p.339

8.イ ザ ヤ40：31参 照

9， 教義 と聖 約24：8

10.ジ ョセ フF・ ス ミス 『福 音 の 教 義』

(第5版 ，1939年 ，英 文)p.177
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七十 人

F・ バ ー トン ・ハ ワ ー ド

決
富
思 、

わたしたちぱ主α)1をささげるまざぱ また，，約束を履行する態度を身に

付1プるま乙な)真 の平安を感じることなとできな6、のさすヨ

妻
とわ た しが結 婚 した当初 ，わ た

しの両 親 は よその州 に住 んで い

ま した。そ こで大 学の休 み を利用 して ，

夫婦 で両親 を訪 ねる こ とに しま した。

サ ン ドイ ッチ を作 り，荷物 を車 に詰

め ，後 部座 席 にはベ ッ ドを用 意 して，

幼い息子 が10時 問 の長旅 の間休 め る よ

うに しま した。車 内 での丸1日 が過 ぎ

る ころ には，妻 もわ た し もい らい ら し

始め てい ま した。学齢 前 の息子 が， 眠

る ど ころか一 日中騒 ぎ続 けて いたか ら

です。 ほ んの少 しで も目を閉 じて，静

か に して いて くれれ ば，彼 はす ぐに眠

りに落ち たこ とで し ょう。

日が暮 れ ，到着 まで あ と2時 間 くら

い とい う とき， わた した ち はあ るゲ ー

ム をす るこ とに しま した。 ゲ ームの 目

的 は，疲 れ切 った息子 を眠 らせ るこ と

に あ りま した。 その ゲー ム とは 「隠 れ

ん坊」 です 。車 の中 で隠 れん坊 を した

こ とがあ るで しょうか。 どうや った か

を説 明 しま し ょう。 まず ，後 ろの席 の

子 供 に 「隠れ ん坊 しようか」 と持 ちか

け ます 。息 子 は大 賛成 です 。そ う して

こう言 うの です 。 「じゃ， 目をつ ぶ っ

て ， 「もうい い よ』 と言 う まで 目 を開

け ちゃだ めだ よ。隠 れ るのに時 間が か

か るか らね 。」

こう して ゲー ム開始 です。 前 にい る

わ た した ちは， シー トの下 に しゃが ん

で1(砂 ほ どで 「も ういい よ」 と言 い ま

した。 息子 は シー トに身 を乗 り出 して，

「見 つ けた 」 と言 っ て きます 。 そ こで

こう言 い ます 。 「今 度 は もっ と上 手 に

隠れ るか らね， もう一 度 目をつ ぶ って

て お くれ。」 そ して ，1分 ほ ど過 ぎた

ところで 「もういい よ」 と言 う と， ま

た息子 が元 気 いっ ぱい にシー トか ら身

を乗 り出 し， わた した ちを見つ け るの

です 。 最後 に こ う言 い ま した。 「今 度

は す ご くい い場 所 を 見つ け た ん だ け

ど， ち ょっ と時 間が かか る。 目を閉 じ

て て。 ちゃん と合 図す るか ら。」

1分 ，2分 ，そ して5分 が過 ぎま し

た。 わた した ちは静 か に運転 を続 けま

した。 静寂 は何 とす ば ら しい こ とで し

ょう。20キ ロ ほ ど運 転 した と ころで ，

わ た した ち二人 は， この手 の込 んだ ゲ

ー ムの成功 を静 か に祝 い ま した
。 そ の

ときです。 後部座 席 か ら，打 ちひ しが

れ た息 予のすす り泣 く声 が 聞 こえて き

た ので す。 「合 図 をす る って言 っ た の

に して くれ なか った じゃ ないか。」

「す る と言 ったの に， して くれ なか

っ た。」 何 と厳 しい責 め 言葉 で し ょう

か。 あの ときの ことは生涯 忘 れ られ ま

せ ん。 わ た したち夫婦 は，そ の ような

ゲ ーム は二 度 と しては な らな い と思 っ

た ものです 。

聖徒 の道/1996年7月 号

33

教 会員 は，多 くの事柄 の実行 を決意

します 。互 い に仕 え，悲 しむ者 と とも

に悲 しみ，慰 め の要 る者 を慰 め るこ と

に同意 します。互 い に訪問 し合 うこ と

を約束 します。聖約 を交わ します 。福

音 を分 か ち合 い ，死 者 のた めに身代 わ

りの儀 式 を行 うこ とに も同意 します。

しか し，か つて の車 内での 出来事 の よ

うに， わた した ちは時折 ， 自分 で 同意

してお きなが ら，行 わない こ とが あ る

のです。

正 当化 は幾 らで もで きます 。 「後 です

るつ も りで す」 とか 「今 は もっ と大事

な こ とがあ るん です」 とか 「気 分 が悪

い」 「ふ さわ し くない気 がす る」 「狂信

的な 人に はな りた くな い」 な どです。

実 行 を先 延 ば しに しよ う とす る人に

つ い て考 える と，あ るステ ー ク大 会で

一 人 の男 性 か ら受 け た次の ような質問

を思 い 出 します 。 「ハ ワー ド兄弟 ， ど

う してわ た した ちが83パ ー セ ン ト以上

のホ ーム テ ィーチ ングを達成 で きない

かお 分 か りです か 。」 わ た しは 「いい

え， どう してです か」 と尋 ね返 しま し

た。 「ハ ロ ウ ィー ンと大 みそ か は， だ

れ もいつ もの月末 の訪 問 を したが りま

せ んか らね。」

気 分が優 れ ない ので奉仕 で きない と

い う言葉 を耳 にす る と，かつ て訪 問 し

た メ キ シ コ の ス テ ー ク を思 い 出 し ま

す 。 ステー ク会長 が奥 さん か ら学 んだ

教 訓 につい て話 して くれ ま した。 ステ

ー ク大会 の前 の週
，彼 は幾つ かの ホー

ムテ ィーチ ングを予 定 して いた のです

が ，仕事 か ら帰 った とき，気 分が優 れ

ませ んで した。奥 さんに 「病気 み たい

だか らホー ムテ ィーチ ングには行 か な

いでお こ う と思 うんだ」 と伝 え ました。

奥 さんの返事 は 「病 気 で も行 きな さい」

で した。 結 局，彼 は行 くこ とに しま し

た。

以 前， こう言 う人 と話 した ことがあ

ります。 「もう少 しや ろ う と思 え ばで

きるんだ け ど，狂信 的 な人 には な りた

くな い か らね。」彼 の 言 葉 を 聞 い て，

以 前 に耳 に した あ る定 義 を思 い 出 しま

した。 「狂 信 者 とは，状 況が 同 じな ら，

主 も同 じこ とをな されたで あろ うと思

い込 んで， 実行 す る人の こ とで あ る。」

しか し， ほん と うにす べて を御存 じの
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主は狂信 者 では あ りませ ん。 また，主

がほ ん とうにす る よう望 ん でお られ る

こ とを行 う人 も狂 信 者 で はあ りませ

ん。

自分 には しなけ れば な らない もっ と

大事 な ことがあ るん だ， と人が言 うの

を聞 くとき，そ んな こ とが あ り得 るだ

ろ うか と思 って しまい ます。 主 と交 わ

した約 束 を守 るこ と以 上 に大 切 な こ と

とは，一体何 なの で し ょうか。

各 地 の教 会 を訪 問す る度 に， わた し

はス テー ク会 長 に， 「今 どん な問題 を

抱 え てい ます か」 とか ， 「い ちば ん必

要 と感 じるの は どん な ことです か」 と

尋ね ます。 よ く返 っ て くる答 えは こ う

です 。 「皆 す ば ら しい人 々 です が ， さ

らなる決意 と献 身の必 要 な人が い る こ
み わざ

とで す。 もっ と，熱心 に御 業 に携 わる

必要 があ るのです 。」

教会 は多 くの必要 を抱 えて い ます が，

そ の一つ は，行 うと決 意 した こ とを確

実 に実行す る人 が必 要だ とい う ことで

す。 つ ま り，仕事 に着 手 し，休 まず取
か もく

り組 む人 です。 寡黙 に，辛抱 強 く，一

貫 して， 決意 した こ とを実 行す る 人で

す。 どれ だ け時 間が かか ろ う とも， や

り遂 げ るまで は手 を休 め ない人で す。

わ た しが英 雄視 す る人物 の中 に， ア
しもペ

ブラバ4の 僕が い ます。 イサ クの ため

に妻 を探 しに遣 わ され た人です 。 その

人の名 前 は 明 らか に され て い ませ ん。

彼 の生涯 につ いて も不 明ですが ， その

人格 につ い ては よ く分 か ります 。彼 は

アブ ラハ ム の財 産 のすべ て を任 されて

い ま した。信頼 に値 す る人物 で，実 際

に信 頼 されて い ま した。 やが て，す べ

て の うち最 も重 要 な事柄 ，つ ま り息 子

の昇 栄 にかか わ る事 柄 をア ブラハ ムが

この僕 の決断 にゆ だね る 日が訪 れ ま し

た。

アブ ラハ ム はイサ ク に， 自分 が主 と

交 わ した聖約 の継承 者 にな って ほ しい

と望 ん で い ま した 。 ア ブ ラハ ム は，

「この 聖約 の祝福 は， イサ クが神 を信

じる善 良でふ さわ しい女性 と結 婚 しな

いか ぎ り，成 就 しない」 と知 って い ま

した。 カナ ン人の女 性 には， イ スラエ

ルの母 親 とな る資格 はあ りませ んで し

た。そ こで ア ブラハ ムは僕 に，息子 を

カナ ン人 と結 婚 させ ない， と約束 させ

ま した。そ して，僕 を先 祖 の国 に遣 わ

し， イサ クのため に妻 を探 させ たので

す 。

僕 はそ の誓 い を受 け入 れ，旅 に出か

け ま した。長 い旅 で した。 きっ と数 々

の試 練 や 苦 難 に遭 遇 した こ とで し ょ

う。 よ うや く目的 地 に到 着 した彼 は ，

そ こ で多 くの若 い女 性 を 目に しま し

た。僕 は彼女 た ちの だれが イサ クの妻

と して予 任 され てい る か知 るため に ，

あ るテス トを考案 しま した。 こう して

信 仰 を行 使 し，彼 は リベ カ と出会 い ，

その家 族 の家 に到 着 し，彼 らと親 し く

な りま した。 彼 らは僕 を食事 に招 きま

した。砂 漠 での長 旅 を終 え，飢 え渇 い

てい た にもかか わ らず ， この忠実 な僕

は言 い ま した 。 「わ た しは用 向 きを話

す まで は食べ ませ ん。」(創 世24：33)

こ う して彼 は旅 の 目的 とアブ ラハ ム

との誓 い につ いて説 明 しま した。 次 の
けんそん

短 い言 葉が僕 の忠 実 さ と謙遜 さを物語

っ てい ます 。 「わた しはア ブ ラハ ム の

し もべ で す 。」(創 世24：34)親 族 は

10日 間の祝 宴 を願 い ま したが，僕 は答

え ま した。 「主 はわ た しの 道 に さい わ

い を与 え られ ま した か ら， わ た しを引

き とめず に，主 人の もとに帰 らせ て く

だ さい。」(創 世24：56)

この ような状 況 で は多 くの人 がそ こ

に とどまった こ とで し ょう。長旅 で疲

れ，飢 え渇 い てい るか ら とい うこ とで

少 し骨 休 めす る ことを正 当化 した こ と

で しょう。 堅物 と思 われ た くないが た

め に， しば ら く滞 在 した か も しれ ませ

ん。
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この用 向 きの大 切 さを理解 して いな

い人 な ら，嫁探 しにそ んな遠 くまで旅

す るな んて ばかげ てい る と言 って ，ア

ブラハ ムにそ の割 り当 て を取 り消 させ

よ うとす るか も しれ ませ ん。街 中 の若

い女性 の中か ら主 の選 ばれ た人 を捜 し

出す の に必要 な信仰 を持 ち合 わせ てい

ないか も しれ ませ ん。 しか し， この僕

はや り遂 げた のです。

彼 は 自分 の召 しを尊 んで大 い なる も

の とし，主人 との約 束 を達成 す る方法

を知 っ てい ま した。 とて も重 要 な真 理

をよ く理解 して いま した。約 束 は，単

な る美 辞 麗 句 で は ない とい う こ とで

す。 約束 に は永 遠 の行 く末が かか って

い るの です 。

わ た した ちは 聖約 の民 です 。 も し，

教会 の会 員 に極 立 った特 徴が あ る とす

れ ば， それ はわ た したちが聖 約 を交 わ

してい る とい うこ とで す。 わた した ち

は，聖約 を守 る民 と して も知 られ るよ

うに努 め なけれ ばな りませ ん。約 束 を

交 わす の は簡 単 ですが ，そ れ を守 り通

し，履行 してい くの は並 大抵 の こ とで

はあ りませ ん。 それ には，任 務 を遂行

す る力 と， たゆ まぬ努 力，確 固 とした

意志 が 必要 です。 疑念 や落胆 を感 じる

とき も， また成否 にか かわ らず，信 仰

を守 り，最後 まで忠実 でい る こ とが求

め られ ます。 そ れは全霊 を込め て主 に

近 づ くことで もあ ります。約 束 は何 で

あろ う と，全 力 を尽 くして 実行す るこ

とで もあ ります。 気分 が乗 らない と き

で もで す。

か つ てわ た しはM・ ラ ッセル ・バ ラ

ー ド長 老 と ともにあ る葬儀 に参列 しま

した。 そ こで彼 が 語 った弔辞 は今 で も，

わた しの心 に残 って い ます。 こ う言 っ

たの です 。 「末 日聖徒 に とっ ての 人生
あかし

は， その人 が燃 える よ うな証 を携 えて

安 らかな死 を迎 える まで は終 わ りとは

言 え ない。」 「安 らか な死 」，何 とチ ャ

レンジに満 ちた概 念 で し ょうか。 兄弟

姉 妹， わ た した ちは主 に心 をさ さげ る

まで は， また，約 束 を履行 す る態 度 を

身 に付 け る まで は，真 の平 安 を感 じる

ことな どで きな いのです 。

わた した ちがそ の とお り行 え ます よ
み な

うに，イエ ス ・キ リス トの御 名 に よ り

お祈 りします 。 アー メ ン。



一握りの粉と少 しの油

十二使徒定員会会員

ジェフリー ・R・ ホラン ド

わたしたち一凶一入仁ば何かができま玩 ……正当な理宙がある場合，ま

た困っτωる入がひる場合，わた したちばお盆かなければ時闘をささげる

ことかさきま玩 蒔間がまくなったら愛をささげることがさきま真

新
た に支 持 され た兄 弟の方 々 と奥

様 方 を， 中央幹 部 とそ の家族 の

輪 に歓 迎 したい と思い ます。

アハ ブ王 の ひ どい悪事 に対 して， 主

は 預 言 者 エ リヤ を通 して 天 を 閉 じ ら

れ， イス ラエ ル全土 に雨 どころか露 一

滴 さえ降 りな い ように され ま した。 そ
き きん

して，干 ばつ とそれ に続 く飢謹 は， 無

数 の人 々を苦 しめ ます が ，エ リヤ も例

外 ではあ りませ んで した。

確 か に， か らす がパ ンと肉 をエ リヤ

に運 んで くれ ま した。 で も，運 ん だ食

物が それ だけ だ と した ら，決 して満 足

で きる食事 で はなか った で しょう。 程

な くして ，彼が 隠れ てい た場所 の近 く

の，飲 み水 を得 て いたケ リテ川 も干 上

が り，3年 の年 月が経 過 します。

そ して，預 言者 エ リヤが アハ ブ王 と

の最後 の対 決 の準 備 がで きた とき，神

は彼 にザ レパ テの 町に行 くよ うに言 わ

れ ま した。 一 人のや もめ に彼の 世話 を

す る ように命 じてあ る とお っ しゃるの

です。

疲 れ た足取 りで町 に入 る と， エ リヤ

と同 じよ うにや つれ た女性 が彼 を迎 え

ま した。恐 ら く， このの どの渇 いた旅

人 は， 申 し訳 な さそ うに頼 ん だ ことで

し ょ う。 「器 に水 を少 し持 って きて ，

わ た しに飲 ませ て くだ さい。」 彼 女が

その 申 し出に こた え よう と背 を向 ける

と， エ リヤは それ に さらに こう付 け加

え ま した 。 「手 に一 口 のパ ンを持 っ て

きて くだ さい。」

エ リヤが 同情すべ き状 況 にあ った こ

とは明 らかです 。そ れ に，や もめの女

はそ う した 申 し出 に こた え られ る よ う

に， 主か ら備 え られ てい ま した。 しか

し， 自分 自身弱 り果 て，打 ちひ しが れ

た状態 の彼 女 に とって，エ リヤ の最後

の願 い は，幾 ら忠実 な女性 といえ ど も

忍耐 の限 界 を超 えて いた ので はない で

し ょうか。 飢 え と疲 れ と母 親 として の

苦悩 の中 で，彼 女 はその 見知 らぬ人 に

こ う叫 び ます 。 「あ な たの 神， 主 は生

きて お られ ます 。 わた しに はパ ンはあ

りませ ん。 た だ，か めに一握 りの粉 と，

び んに少 しの油 が あるだ けです 。今 わ

た しはた きぎ2，3本 を拾 い 〔この記

述 は，粉 が調理 にほんの わずか の火力

しか 必要 としない ほ どの量 で あった こ

とを物 語 って い ます 〕， うちへ 帰 って，

わ た しと子 供 の た め にそ れ を調理 し，

そ れ を 食 べ て死 の う と して い る の で

す。」

しか し， エ リヤに は主 の用向 きが あ

りま した。 このや もめ とや もめの息子

を含 めた イス ラエ ルの未 来が危 険 に さ

聖徒 の道/1996年7月 号

35

らされ てい るの です。 エ リヤの預言 者

としての義務 は，彼 の 人 間 として の意

志 にか かわ りな く，彼 を さ らに大胆 に

させ ます 。

「恐 れ る にはお よば ない。」 彼 は言 い

ます 。 「しか しまず ， そ れで わ た しの

ため に小 さなパ ンを， 一つ作 って持 っ

て きな さい。 その 後， あ なた と， あ な

たの子供 の ため に作 りな さい。

『主が 雨 を地 の お もてに降 らす 日ま

で，か めの粉 は尽 きず ， びんの油 は絶

え ない 』 とイス ラエ ルの神， 主が言 わ

れ るか らです 。」

そ して，や もめ の女 の信 仰 が控 えめ

に表現 され ます。 わた しは， これ らの

状 況の 下で の信仰 と して， これ ほ どの

偉 大 な姿 を聖 文 の中か ら見 いだす こと

が で き ませ ん。 「彼 女 は行 って ，エ リ

ヤが 言 っ た とお りに した。」 記録 に は

そ の よ う に簡 単 に記 して あ る だけ で

す 。 このや もめ は， 自分 の信 仰が 自分

と息子 に どの よう な結 果 を もた らすか

を知 らず に， まず 最初 に小 さ なパ ンを

エ リヤに差 し出 しま した。 これ は，た

とえ十 分 なパ ンが 残 らなか った と して

も，少 な くとも 自分 と息 子は純粋 な愛

の うちに死 ね る とい う信 仰 の現れ で し

た。幸 い この話 は，彼女 と息 子 に とっ

てハ ッピーエ ン ドで終 わって い ます。1

この女性 は， イエ スが 心か ら称賛 さ

れた もう一 人の女性 と似 てい ます 。 わ

ず か な金額 なが ら自分 の有 り金すべ て

であ る レプ タニつ を宮 の さい銭箱 に入

れた女性 です 。 イエ スは，彼 女 はその

日だれ よ りも多 くささげ た と言 われ ま

した。2

残念 なが ら， この二 人の女性 の 名前

は 「聖 書』 に は記 され て い ませ ん。で

も， もし来 世で彼 女 たち に会 う機 会が

あれ ば， わた しは彼女 た ちの足 もとに

ひ ざ まず き， 「あ りが と う」 と言 うで

しょ う。す ば ら しい生 き方 に，驚 くべ

き模範 に， そ して， あな たがた の心 の

中 にあ ってそ の ような 「清 い心 ……か

ら出て くる愛」3を生 み 出す敬 神の念 に

感 謝 します と。
き ょう

事 実 ，彼女 た ちのた め に，今 日，直

接 何 か してあ げ られ た ら と思 い ます 。
はんりよ

伴侶に先立たれた方々，父親不在の方

方，不利益と抑圧を余儀なくされてい
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る方々，飢えや凍えに苦 しみ，帰るべ

き家のない方々のために話ができれば

と願っています。主がいつも愛され，

特に差し迫った問題として語られた方

方のために話ができればと思います。4

わたしが話したいのは，貧しい人々に

ついてです。

「モルモン書』には一つのひどく恥

ずべき行為が記されています。高慢で

思いや りのないゾーラム人の話です。

彼らはラミァンプ トムという塔の上に

登 り，自分たちが神から特別待遇を受

けていることを宣言したすぐ後に，貧

しい人々を会堂から追い払いました。

その会堂は，貧しい人々が自分たちの

手で建てたものなのです。啓示による

と，貧しい人々はその貧しさだけのた

めに追い払われたとあります。生活に

必要なものを持ち合わせていない人々

の現実の痛みと苦しみを指摘してやま

ない，わたしたちの心を貫き通すよう

な聖句の中で，『モルモン書』はこう

語っています。「彼 らは……この世の
けんそん

ものに関 して貧 し く，・'・が 鯉 系で っ

た。」 事 実 ，彼 らは 「この の の に

して しい ため に心 が謙遜 にな って

い る」 人 々で した。5

この貧 しい人 々に ゾー ラム人 が示 し
ごうまん

た傲慢 で排 他 的な態 度 とは まった く対

照 的に， ア ミュ レクは イエス ・キ リス
しょくざい

トの照罪について人々の心を揺さぶる
たまもの

説 教 を し ま した 。 キ リス トの賜 物 は

「無 限 かつ 永遠 」 の もので あ り， この

世 に生 を受 けるあ らゆ る男 ，女 ，子供

に与 え られ る ことを教 えた ア ミュ レク

は，キ リス トが授 けて くだ さる賜物 の
あわ あかし

一 つで ある憐 れみ につ いて も証 してい

ます。彼 は，順 罪 の憐 れ み を受 け るた

めに どこで どの よ うに して祈 った らよ

いか を列 挙 しま した。 そ して 「あ なた

が た の幸 い と， あ なた が た の 周 りの

人 々の幸 い」 を思 って祈 るよ うに言 っ

てい ます 。6

しか し，蹟罪 に関す る この見 事 な説

教 はこれで終 わ りで はあ りませ んで し

た。 ア ミュ レクは この熱 烈 な祈 りにつ

い て非 常 に率 直 な言葉 で こ う述べ て い

ます 。 「これで すべ てで あ る と思 っ て

は な らない 。 これ らの ことをすべ て行

っ て も， も し乏 しい人 や着 る物 の ない

人 を追 い払 った り，病気 の人 や苦 しん

でい る人 を見 舞 わ なか った り， 自分 に

は持 ち物 が あ りなが ら，そ れ を必 要 と

して い る人 々 に分 け与 え なか った りす

るな らば， あ なたが たに言 うが ， も し

あ なたが たが これ らの ことの どれ も行

うこ とが なけれ ば，見 よ， あ なたが た

の祈 りはむな しく，何 の役 に も立 た な

い。 あ なたが たは信仰 を否 定す る偽善

者 と同 じであ る。」7

これ がそ れほ どまで に貧 しい人 々へ

の メ ッセー ジであ るな らば， わた した

ちは何 を しなけれ ばな らない で し ょう

か。

ア ミュ レク はこ こで，ベ ニ ヤ ミン王

が それ よ りも50年 前 に用 いた とまった

く同 じ神 学上 の 論理 を用 い てい ます 。

ゼ ラヘ ム ラの民 にア ダムの堕 落 とイエ

ス ・キ リス トの蹟罪 につ い て教 えた後

で ，ベ ニヤ ミン王 は民が 文字 どお り地

に伏 して しま うの を 目撃 しま した。 民

は 自分 たちが 恵み を必要 と してい る こ

と，ベ ニヤ ミン王 の言葉 の よ うに大 地

のち りよ りも劣 ってい る こ とに気 づい

たの です 。(こ の ゼ ラヘ ム ラの民 とラ

ミア ンプ トム を用 い た民 との違 いは歴

然 と してい ます 。)

「そ して彼 らは皆 ，声 を合 わせ て大

声 で 叫 ん だ。 『お お，憐 れ んで くだ さ
ゆる

い。わたしたちが罪の赦しを受けて心
あがな

が清 め られ る よ うに， キ リス トの照 い

の血 の効 力 を及 ぼ して くだ さい。』」8

この民 は容易 に主 の教 え を受 け入 れ，

謙遜 で憐 れ み深 く， だれ もが好 ま しい

言葉 を口 に しま した。 ベニ ヤ ミン王 は

主の順 罪 と罪の赦 しにつ いて次 の よ う

に述べ て い ます。

「さて， もし もあ なたが た を造 られ

た神 ，あ なたが たが 自分 の命 につ いて

も自分 の持 ち物 と能力 のす べ てにつ い

て も頼 ってい る神 が ……求 め る正 当な

もの を，何 で もすべ て与 えて くだ さる

とす れ ば， ま してあ な たが た は， 自分

た ちの持 って い るもの を互 い に分 かち

合 って 当然で は ないだ ろ うか 。」 「そ し

て また， あ な たが た は 自分 自身 で も，

助 け を必 要 と して い る人 を助 け，乏 し

い人 に 自分 の 持 ち 物 を与 え るで あ ろ

う。」 「見 よ， わた した ちは皆， 物乞 い

では ない だ ろ うか 。 …… 同一 の御 方 ，
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すなわち神に依存してはいないだろう

か。」

ベニヤミン王はこう結んでいます。

「日々罪の赦しを続けて受けるために，

自分の持っている分に応 じて，それぞ

れ持ち物を貧 しい人に分け与えるよう

にしてほしい。例えば，飢えている人

に食べさせ，着る物のない人に着せ，

病人を見舞い，各々の入り用に応 じて

霊的にも物質的にも助けを与えること

である。」9

わたしたちは，預言者が語り，イス

ラエルの詩人や祭司たちが示唆したシ

オンの状態にはまだ到達していないか

もしれません。しかし，わたしたちは

それを望み，努力を続けています。キ

リス トが来臨されるまでにそのような

社会が完全な形で実現するかどうかは

わたしには分かりませんが，主がニー

ファイ人のもとを訪れられたときは，

主の壮大な教えと人々を高めてやまな
み たま

い 主の御 霊が 民 を史上最 も幸福 な状 態

へ と導 きま した。 こ うあ ります 。 「彼

らの中 に はまっ た く争 いが な く，論 争

もな く，'皆，互 い に公正 に振 る舞 った。

また，彼 らはすべ て の もの を共有 した

の で，物 持 ち も貧 しい者 も， 束縛 され

た者 も 自由 な者 もな く，皆 自由であ り，

天 の賜 物 にあ ずか る者 とな った。」10思

うに こ うした祝福 された状況 で分 か っ

てい る もの は， ほか に一つ しか あ りま

せ ん。 エ ノクの町 です。 こうあ ります。

「彼 らが心 を一 つ に し， 思 い を一つ に

し，義 の うち に住 ん だか らであ る。 そ

して，彼 らの中 に貧 しい者 はい なか っ

た。」11

預 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミス も， わた し

た ちの可能性 につ い て壮 大 な ビジ ョン

を持 って い ま した。 それ は啓 示 を通 し

て神 か ら授 け られ た もの です 。彼 は，

ほ ん とうにわ た した ちが しな けれ ばな

らないの は もっ とキ リス トの よ うにな

る こ と，救 い主 が示 した ような思い や

りを示 し，主が愛 された ように人 々 を

愛 す る こ とで あ る と理解 して い ま し

た。 聖 典 に は こ うあ ります 。 「す べ て

の 者 は そ の 隣 人 の益 を図 る よ うに努

め ， また神 の栄 光 にひ たす ら 目を向け

てすべ ての こ とをなす よ うに しな けれ

ば な らない。」12



これ は まさに， 『モ ルモ ン書』 の 中で

ヤ コブが教 えた ことで した。 こ う書 か

れ て い ます 。 「キ リス トに望 み を抱 い

てか ら富 を求 め るな らば，富 は得 られ

るで あ ろ う。 しか し，富 を求 め る 目的

は，裸 で い る者 に着 せ，飢 えてい る者

に食物 を与 え，束縛 されてい る者 を 自

由に し，病 人 や苦 しん でい る者 を救 う

な ど，善 を行 う ことであ る。」13

わ た しは皆 さんすべ て に敬意 を表 し

たい と思 い ます 。皆 さんは多 くの こ と

をな し， 深 い思 い や りを示 し，「善 を

行 うとい う意 図」 の下 に働 いてお られ

ます 。惜 しみな く持 て る もの をさ さげ

て くだ さ ってい る方 が大 勢 い らっ しゃ

い ます。 中 には御 自分 の生活 もま まな

らな いに もかか わ らず ，何 か し ら分か

ち合 って くだ さって いる方 々 もお られ

ます。 しか し，ベ ニ ヤ ミン王が警 告 し

てい る ように， わた した ちは 自分 の力

以上 に速 く走 る ことは求 め られ てい ま

せ ん。何 事 も秩序 正 し く行 うよ うにす

べ きです 。14わた しは皆 さ ん を愛 して

い ます 。天 の御 父 も，力 のか ぎ り努力

して い らっ しゃる皆 さん を愛 してお ら

れ ます 。
まんえん

さ らに 申 し上 げ ます が， 人類 に蔓延

して きて い る何 世紀 に もわ たる世 の不

正 を，総大 会 の話が切 り崩 して進 む よ

うな ことは ない こ とを， わ た しは知 っ

て い ます 。 しか し，イエ ス ・キ リス ト

の福 音が ， この世が 直面 して きたす べ

て の社会 的， 政治 的，経 済 的問題 に対

して答 え を持 っ てい るこ とを知 ってい

ます。 わた した ち一 人一 人 には何 かが

で きます 。 どん なに小 さな行 い で もか
じゅうぶん

まいません。わたしたちは正直に什分

の一 を納 め るこ とが で きます し， わた

したちの状 況 に合 わせて 自由意 志 に よ

る 断食 献金 を さ さげ る こ とが で き ま

す。 また ほか に も， 人 を助 け るた めの

方法 を探 す こ とが で きます。正 当 な理

由が あ る場 合 ， また困 ってい る人が い

る場合 ， わた した ちはお 金が なけ れば

時 間 をさ さげる こ とが で きます。時 間

が な くなっ た ら愛 を ささげ る ことが で

きます。 わ た した ちの持 って い るパ ン

を人 と分 け， 瓶の油 が底 を突 か ない よ

うに主 に頼 るのです 。

「この よ うに して，彼 らは裕 福 な暮

らしの 中で ，着 る物 の ない者 や飢 え て

いる者 ，渇 いて い る者 ，病気 の者 ，栄

養 の足 りない者 を追い払 うこ とが なか

った。 また ，彼 らは富 に執着 す る こと

もなか った 。そ のため ，老 いた者 にも

若 い者 に も，束縛 され た者 に も 自由 な

者 に も，男 に も女 に も， また教会 員 で

あ る な しの 区別 な く，助 け の必 要 な

人 々 に つ い て は 人 を偏 り見 る こ とな

く， す べ て の 人 に物 を惜 しま なか っ

た。」15

ア ルマ 書 の最 初 の 章 の この 聖句 は，

ノーブー の人 々が示 した すば らしい態

度 と行 いを ほ うふつ とさせ ます 。そ の

祝 福 に満 ちた 時代 の こ とを，預 言者 ジ

ョセ ブ は こ う述 べ て い ます。 「人 に ど

れ だけ の もの を… …施す べ きか につ い

て ，… ∵・わ た した ちは何 も特 別 な指 示

は出 さない。 …… どこにで も助 ける必

要 のあ る人が い た ら， この教 会の会 員

で あ ろ うと，ほか の教会 の会 員で あ ろ

う と，教 会 に行 ってい ない人 で あろ う

と，飢 えて いる人 には食 べ させ，裸 で

いる人 に は衣 服 を与 え，や もめ の生活
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の面倒 を見 ，孤 児 の涙 をぬ ぐい，悩 ん
ヒ

で いる人 を慰め るの であ る。」16

『モ ルモ ン書 』が何 を教 え てい るか

を思 い起 こ して くだ さい。 物 質的 に貧

しい ことは， それ だけ で大 変 な こ とで

す。 しか し， それ よ りも大 きな苦痛 は，

心 の悩 みや絶望 ，夢 の破 た ん，親 とし

ての悩 み， そ して子 供 の希 望 がか なえ

られ ない こ と， これ らはほ とん ど例外

な く物 質的 に貧 しい家 を襲 うのです。

わ た しは食べ 物が底 を突 く物 語 で話

を始め ま した。 同 じよ うな話 で終 えた

い と思 い ます。 ミズ ー リ州 での ひ どい

敵 対行為 に よ り，預言 者 は リバ テ ィー

の監獄 に幽 閉 され，何 千人 もの聖徒 た

ちが 家 を追 わ れ ま した。 そ の さなか ，

ドラシ ラ ・ヘ ン ドリクス姉妹 と， クル

ック ト ・リバー の戦 いで教 会の敵 か ら

撃た れて不 自由な体 に なった夫 の ジェ

ー ムズが ，子供 た ちを伴 って イ リノイ

州 クイ ンシー に逃れ ，急場 しの ぎの穴

小 屋 を作 り，そ の忌 まわ しい年 の春 を

そ こで過 ご しま した。

しか し，2週 間 とたた ない うち にヘ

ン ドリクス家 の食糧 は底 を突 き，ス プ

ー ン1杯 の砂糖 と茶 わ ん1杯 の粉 を残

す のみ とな りま した。家族 全員 が ま さ
き が

に飢餓 状 態 を迎 えよ うと していた ので

す。 ドラ シラはその残 された粉 を練 り，

で きるだけ引 き伸 ば して， ジェー ムズ

と子 供 た ちのた めに調理 しま した。 そ

のわず か ばか りの食 事 を全員 が終 えた

後 ， ドラ シラは食器 を全 部洗 い， 穴小

屋 を きれい に して，死 が訪 れるの を待

ち ま した。

と ころが， それ か ら程 な くして，荷

車 の音 が 聞こ えて きま した。彼女 が立

ち上が っ て見 る と， そ こには隣 に住 ん

でい たル ビ ン ・オー ル レ ッ ドが立 っ て

い ま した。 ヘ ン ドリクス家 は も う食べ

る ものが ない ので はない か と思 い，町

に行 く途 中，穀物 をひい て粉 に した も

の を袋 に詰 め ，ヘ ン ドリクス家 に持 っ

て来 た， との こ とで した。

そ れ か らしば ら くす る と，今 度は ア

レクサ ン ダー ・ウィ リアムズが 穀物 を

二袋 肩 に担 い でや って来 ました。忙 し
み たま

く働 い ていた さなか，彼 は御霊 の さ さ

や きを受 けた のです 。 こう言い ま した。

「ヘ ン ドリクス兄 弟 の家 族 が食 べ る物



が な くて苦 しんでい る って御霊 が教 え

るんです。 です か ら仕 事 をそ の ままに

して 〔走 って〕や って来 ま した。」17

わ た した ちすべ て を慈 悲 の心 をもっ

て祝福 し，た くさんの人 々に豊 か な恵

み を下 さる主が ， も う一つ だ け祝 福 を

授 け て くだ さい ます よ うに。 つ ま り，

わ た したちが悲 しんでい る人や 悩 んで

い る人，心 を踏 み に じられた人 ，不 遇

な人，貧 しい 人の物 言わ ぬ嘆 きの声 を

聞 き届 け られ る人 となれ ます よ うに。

どの ような人 で も， また その人 が ど こ

にい よう とも，隣 り人が苦 しんでい る

と きはい つで も，仕事 をやめ てで も駆

けつ け る ことが で きます ように。貧 し

い 人々の 長で あ られ る主 イエ ス ・キ リ
み な

ス トの御 名 によ り申 し上 げ ます 。 アー

メ ン。
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先祖の信'仰

十二使徒定員会会員

ジョセ フ ・B・ ワース リン

わたしたちの先祖さある父たちの信仰と母たちの自El犠牲，すなわち闘拓

者乙あった聖徒たち力転 しτくれた従傾の摸範を決し乙忘れなωようにし

よう乙なありまゼんか

する兄弟姉妹 と友人の皆さん，

愛 こ の壇 上 に立 ち ， また 新 し く

中央幹 部の席 に着 かれ た兄弟 た ち を歓

迎 で きる こ とを，大変 光 栄に思 い ます 。

わた した ちは この 由緒 あ るタバ ナクル

で， さ らには世 界 の 各地 で ， 「人 の幸

い につ い て互 い に語 り合 うた め に」1，

また 「キ リス トの言葉 を よ く味わ う」2

ため に集 まってい ます 。
き ょ う

今 日， わた しは 開拓 者 であ った先 祖

の信 仰 につ いてお話 し した い と思 い ま

す 。現在 の教 会 とユ タ州 の 目覚 ま しい

発展 は，主 イエス ・キ リス トに対す る

先祖 た ちの信 仰 に負 う ところが多 くあ

ります 。 数 々 の障害 に もか か わ らず ，

信 じる ところを断 固 と して守 ろ う とし
い けい

た意志 の強 さに畏敬 の念 を禁 じ得 ませ

ん。

福音 の第 一 の原則 は， 主イエ ス ・キ

リス トに対す る信仰 です 。主 こそ福 音

の根 源 となる原則 で あ り， あ らゆる正

義 の基 です。 預言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス

は 「信仰 とは， ……見 え ない ものの存

在 を確信 す る こ とで あ る」3と言 って い

ます。 また聖 文 では，信 仰 とは 「望 ん

で い る事 が らを確信 し， まだ見 てい な

い事 実 を確認 す る こ とで あ る」4と定義

して います。
き ょ う

今 口， わた した ち は救 い主 に信仰 を

持 っ てい るこ とを喜 んでい ます。 わ た

した ちは，世 の 人々 に対 し 「キ リス ト

の 言葉 はあ なたが たが なすべ きこ とを
あかし

すべて告げる」5と証するものです。主

の教会の会員としてまた回復された主

の福音の忠実な擁護者としてわたした

ちは，神は生きておられ，イエスは真
あがな

にキ リス トで あ り，世 の救 い主，照 い

主 であ られ る と心 か ら宣 言 します。 明

日は復活 祭で す。天 の御 父 の長子 であ

るイエ ス ・キ リス トの使 命 につ いて深

く思 い をはせ る 日です。 御 自身の復 活

を含 む救 い主 の順 い を通 して，天 の御

父 のすべ ての子 供 た ちは不死不 滅 を受

け ， さ らに永遠 の命 を受 け る可 能性 を

得 てい ます。 これ らの祝福 に どれ ほ ど

感謝 すべ きで しょう。

わ た したち は聞 く 「耳 の あ る」6すべ

て の人 に，主 が 「地 に住 む者 に ドる災
しもぺ

い を知 ってい るの で，わ た しの僕 ジ ョ

セ ブ ・ス ミス ・ジュニ アを訪 れ，彼 に

天 か ら語 り，戒 め を与 え」，7いに しえ

の時代 の 聖徒 たち に与 え られ たその ま

まの，完全 な福 音 を回復 す る ようお 命

じにな った こ とを，喜 びを もって宣 言

い た します 。

また わた した ち は 「山 の頂 か ら」8，

ゴー ドン ・B・ ヒ ンクレー大管 長が ま
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こんにち

さしく今日，地上における神の預言者
あかし

であることを証いたします。末日聖徒

は預言者に対してこの信仰を持ってい

るので，使徒ペテロとともに次のよう

に宣言します。「こうしてわたしたち

は預言の言葉に対するいっそう確実な

知識を持つようになった。あなたがた

も，夜が明け，明星がのぼって，あな

たがたの心の中を照すまで，，この預言

の言葉を暗やみに輝 くともしびとし

て，それに目をとめているがよい。」9

神の啓示という光は生ける預言者より
やみ

放射され，闇と化している世界に光明

を与えています。

イエス ・キリス トの福音が回復され

た当初から，アメリカでは宗教の自由

が保証されていたために，教会は繁栄

してきました。従順 と犠牲という豊か

な土壌に深く根付いて，良い実を結ん

できました。何世代にもわたる忠実な

会員たちは堅固な土台を築いてきまし

た。そして，この力の源から 「あたか

も人手によらずに山から切 り出された

石が全地に満ちるまで転が り進むよう

に，そこから福音は地の果てまで転が

り進」みます♂。少年時代に大平原を

横断するという経験をし，また生涯を

通じて多くの逆境を乗 り越えたジョセ

ブ・F・ スミス大管長は次のように証

しています。「神の王国はこの国にあ

って大きくなり，やがて外国に広まり，

全地に根を張る。そして主自らの力と

言葉によって植えられた場所にとどま

り，決して滅びることも失せることも

なく，全能者の目的が果たされるまで，

すなわち世の初めより聖なる預言者の

ロより語られたあらゆる事柄が成就す

るまで，永続する。」}1

ヒンクレー大管長も 「教会はすばら

しく驚嘆すべき方法で発展しています
……まことに奇跡的な形で全地に広ま

りつつあります」と語っています。そ

してこの教会が発展する理由の一つは

「人々に要求する面を持つ宗教である

という点です。……すなわち教会員は

多 くを期待されており，さらに遵守す

べ き標準があります。これらが人々を

この教会に引き付ける理由の一つとな

っています。価値観が揺らいでいるこ
いかり

の世 に あって ，教 会 はそ の錨 とな って

い るのです。」12

教 会 が全世 界 におい て 目覚 ま しい勢

いで大 き くな って いる事実 か ら，わ た

したち は，預言 され てい る ように王 国

が輝 か しい未 来に 向か って進 んでい る

こと を実感 で きます。 しか し楽観 的 に

将来 を眺 め ると同時 に，立 ち止 まって，
けんそん

謙遜なつつましい開拓者であった先祖

の信仰を見直す必要があります。実は

彼らの信仰こそが，現在の教会の大発

展の基 となっているのです。

今年2月 にノーブーとアイオワ全域

の市民は，聖徒の大移動から150年 を

記念して祭典を催しました。1846年に

は，ミシシッピ川沿いに築かれたあの

繁栄した町から1万 人以上の人々が離

れました。預言者である指導者たちに

信仰を持って，これら初期の教会員は

「美 しい町」を後にして，アメリカ最

果ての地である荒野へと足を向けたの

です。聖徒たちはその行き先をはっき

りとは知りませんでした。どのくらい

の距離を行 くのかも，どれほどの期間

を旅するのかも，将来がどうなるかも

知りませんでした。しかし聖徒たちは
しもべ

主 と主 の僕 た ちに導 かれ てい る とい う

ことを って い ました。 その信仰 が彼

らを支 えたので す。彼 らは 「まだ見 て

い な い真 実 の こ と」13を待 ち望 ん だ の

です 。 いに しえの ニー フ ァイの ように

「前 もっ て 自分 の なすべ き こ とを知 ら
み たま

ない まま， 御 霊 に導 かれ て行 っ た」14

の です。

1844年6月27日 に預言者 ジ ョセ ブ と

兄ハ イ ラム の命 を奪 った暴 徒 の さ らな

る暴 走 を恐 れて， 当時 十二使徒 定員会

会 長 と して教 会 を導 い て い た ブ リガ

ム ・ヤ ングは1845年 の9月 に，翌年 の

春 に は聖徒 は ノーブ ーを離 れる と発 表

しま した。 ノー ブー に住 ん でい たほ と

ん どの人 々は ブ リガム ・ヤ ングが この

町 を捨 て なけれ ばな らない と発 表 した

とき，主が 望ん でい らっ しゃるこ とを

自分 たち は聞い てい るの だ と全面 的 に

信 じました。そ して信 仰 を もって，主

の指 図 に従 い ま した 。1845年 と1846

年の秋 か ら冬 の問，教 会員 は懸命 に旅

の準備 を しま した。

ニ ューエ ル ・ナイ トが妻 の リデ ィア

に， ノー ブー を離れ ， また移住 しな け

れ ばな らない と告 げた と き， リデ ィァ

が返 した言葉 に は彼 女の力 強 い信 仰が

表 れ てい ます 。 「反対 す る こ とは何 も

あ りませ ん。 わた した ちの住 むべ き所

は神 の王 国で すか ら。直 ち に出発の準

備 に取 りかか りま し ょう。」15多くの 聖

徒 た ちが ニ ュー ヨー クか らオ ハ イ オ

へ ， さ らに ミズ ー リとイ リノイへ と移

住 した よ う にナ イ ト兄 弟 は す で に 数

回，そ の家族 を移住 させ ていた のです。
みこころ

神の御心であると知っていることに，

献身的に従ったリディア ・ナイトのこ

の行為は，初期の聖徒たちの信仰を如

実に表しています。彼らの雄々しい信

仰を心に留めながら，次の賛美歌の歌

詞を味わうと，さらに深い意味を感 じ

ることができます。

いにしえの聖徒の その篤き信仰

われらを導く 苦しみの時も
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きよ

そ の聖 き信仰 われ らも従 わん16

暴 徒 がいつ 襲来 す るか知 れ ない とい

う恐怖 が高 ま り， さ らに政 府が介 入 し

て くる とい う うわ さが 広 ま る に及 ん

で， ヤ ング会長 は厳 しい寒 さの まった

だ 中に，聖徒 に脱 出の準備 をさせ る決

意 を しま した 。 そ して1846年2月4

日， ヤ ング会長 は第一 陣 の開拓者 の家

族 に ノー ブ ー を 出 る よ う指 示 しま し

た。彼 らは荷 物 を満載 した荷 車 隊 と家

畜 を連れ てパー リー通 りを進 んで渡 し

場へ行 きま した。 そ こか らいか だで ミ

シシ ッピ川 を渡 って ア イオ ワへ行 くの

です 。 このパー リー通 りは後 に 「涙 の

通 り」 と呼 ばれ る よ うに な りま した 。

ミシ シ ッ ピ川 の水 面 を流 れ る氷 塊 が ，

荷 車 を乗せ た渡 し舟 とは しけ の両 側 に

ぶつ か って，大 きな音 を立 て る中 を渡

るの です。 しか し数 週間後 に は， 気温

が さ らに下 が って水面 が氷結 して しま

った ため，荷 車 は氷 の橋 の上 を渡 るこ

とが で きる ようにな りま した。

今 年 の3月 上旬 に， わた しは妻 とと

もにノー ブー を訪 問 しま した。 ひ ど く

寒い 日で した。冷 た い風 に吹 かれ なが

ら， ミシシ ッピ川 の はるか か なたの対

岸 を見 詰め て立 ってい た と き，愛 す る

町 を後 に した聖徒 た ちに対す る思 いが

募 り，深 い感 謝の念 が わいて きま した。

一体 どの よ うに して生 き延 び るこ とが

で きたのだ ろ うか 。確実 な こ とは何 一

つな い将来 にすべ て を託 し， すべ て を

なげ うって 出立 した彼 らは何 と大 きな

犠 牲 を払 ったの だ ろうか。 「美 しい町」

を追 われて ，再 び帰 るあて もな く，パ

ー リー 通 りをが らが ら と音 を立て て荷

車 で進 んだ とき，多 くの開拓者 の 目に

涙 が浮 かん だ と して も不 思議 で はあ り

ません。

ミシ シ ッピ川 を渡 った後 ， 開拓 者 た

ち は西 部 の ロ ッキ ー 山 脈 に 向 か う前

に， シュガ ー ・ク リー クに一 時的 なキ

ャ ン プ を張 りま した 。 そ して 歴 史家

H・H・ バ ンク ロフ トが 言 う移 民 団 と

して 「世 界 の歴 史 に類 を見 な い」17旅

が 始 まったの です 。

1846年2月15日 ，ア イオ ワのキ ャ ン

プ：地で ブ リガム ・ヤ ング会 長が 開拓 者

団に合流 した とき，主 は近代 の 「イス

ラエ ルの陣営 」 の組織 を始 める よ うに，

啓 示 され ま した。そ して3月1日 ，先

発 隊 がア イオ ワを西へ 向か って前 進 を

始 め ま した。 寒 さ， 雪 ，雨 ， 泥， 病 ，

飢 え，死 な どの苦 難が これ らの頑健 な

開拓者 を襲 い，信 仰 を試 しま した。 し

か し彼 らはその指 導者 に従 うと固 く決

心 してい ま した。 いか な る犠 牲 を払 っ
みこころ

ても，自分たちが神の御心と信 じてい

ることを行うと決意していたのです。

彼らの信仰は試されました。特に過酷

な状態に遭遇 したときに信仰を揺るが

せた人々もいましたが，負けることは

ありませんでした。多くの人々は，ノ
ーブー神殿で執行された神殿の儀式を

通 して受けた確信に支えられたので

す。

多くの姉妹たちが耐えなければなら

なかったもっと大変なことは，過酷の

極限に迫る旅の途中での出産でした。

エライザ ・R・ スノーは 「開拓者が旅

を進めていくにつれ，母親たちは今ま

でに経験したことのない，ありとあら
あらし

ゆる状況下で子供を出産しました。嵐

や吹雪の最中に，テントや荷車の中で

出産しました」と記しています。スノ
ー姉妹はさらに続けて，・次のように記

しています。「出産する場所がないた

めに，地面に立てた棒に毛布を巻きつ

けて両側の壁とし，その上に木の皮を

かぶせて屋根にしました。雨の滴るむ

き出しの粗末な小屋で出産した人もい

ると聞いています。そして心優しい姉

妹たちが立って，滴る雨を皿で受け…
…こうして，まさにこの人間社会を始

めようとする赤ん坊と母親を降りしき

る雨から守ったのでした。」18

これらの善良な姉妹たちは何 と大き

な犠牲を払ったことでしょう。出産の

際に自分の命を失った母親 もいまし

た。生まれてもすぐに命を落とした新

生児も大勢いました。わたしの妻の祖

母であるエリザベス ・ライターも嵐の
ほろ

中のウィンタークォーターズで，幌付

きの荷車の中で生まれました。幸いに

も，母子ともに生き延びることができ

ました。命を授けてくれた母親に大い

なる愛を込めて，エリザベスは出産の

際に幌から漏れる雨が母親に当たらな

いように姉妹たちがかざしてくれた傘
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の話 を， よ く聞か せて くれ ま した。

わた した ちの先祖 で あ る父 た ちの信

仰 と母 た ちの 自己犠牲 ，す な わち開拓

者 で あった 聖徒 た ちが 示 して くれた従

順 の模 範 を決 して忘 れ ない ように しよ

うで は あ りませ ん か。 わ た した ち は

「キ リス トの も とに来 る よ うにすべ て

の人 を招 〔き〕」19，「キ リス トに よっ

て完全 にな る 〔よ う〕」20にす る業 に携
み わざ

わって い ます 。 この御業 におい て雄 々
しもべ

しく励む僕になろうと努力するとき

に，開拓者であったこれらの先祖を忘

れないようにしようではあ りません

か。

今を去る44年 ほど前，わたしの父は

この壇上から，わたしたちの受け継ぎ

に対して感謝する気持ちがどれほど王

国での奉仕の業に力と活気を与える

か，ということを話しました。開拓者

であった実の祖父母に触れ，次のよう

に言っています。「わたしの先祖であ

るこれらの人たちの信仰のゆえに，今

わたしはここにあり，大いなる山々に

囲まれた，この平和な盆地で生活して

いるのです。とりわけ，末日の預言者

たちの声が届くこの場所で生きている

のです。ですから，わたしは先祖に大

きな恩義を受けていると言わなければ

なりません。……どんなに感謝しても

感謝し切れないほど，恩を受けている

のです。……この恩に報いる最も良い

方法は，この大いなる大義に向かって

奉仕の業に専念することです。」21

さて，この王国は世界中に大きく広

がり，この美しい山々の懐に抱かれた

ユタ盆地に住む教会員の割合は，ます

ます小さ くなっています。しかし，
こんにち

今日，世界中の聖徒たちは，近代の情

報伝達技術のおかげで，「末 日の預言

者の声を居ながらにして聞く」ことが

できます。わたしの父がそうであった

と同じように，わたしたちすべてが預

言者の声の届 く範囲にいるのです。こ

の回復された完全な福音を知る恩恵に

浴しているわたしたちは，先駆者とな

った人々に恩義を受けています。彼ら

は今日の奇跡とも言える状態にまで，

世界中に王国を築き上げるために多 く

のものをささげてくれました。わたし

たちが先祖に対する 「この恩に報いる



最 も良い 方法 は， この大 い なる大義 に

向 か っ て 奉仕 の 業 に専 念 す る こ とで

す。」

わ た した ちが だれ であ ろ うと，そ の

才能 ，能力 ，経 済力 ，教育 ， あ るい は

経験 にか かわ りな く，すべ て の人 は王
けんそん

国で奉 仕す る こ とが で きーます。 謙遜 と

祈 りと勤勉 と信仰 とを もって召 され た

業 に奉 仕す る な らば，わ た したち を召

す御方 が その資格 を与 え て くだ さい ま

す。恐 ら く， 自分 は未 熟 だ と感 じるか

もしれ ませ ん。 主 に ささげ られ る もの

とい って も，だ れ も気 がつ か ないほ ど

わず か しか ない ため ， 自信 が持 てな い

か も しれ ませ ん。 しか し主 はそ の よう

な人 間 的 な力 の 限界 を よ く御 存 じで

す 。 わ た した ちの 弱 点 も御 存 じで す 。

毎 日の生 活 が大変 で ある こ とも よ く理

解 してい らっ しゃい ます。 わた した ち

が この世 的 な欲望 や情 熱の誘 惑 を受 け

てい るこ と もよ く御 存 じで ，深 い思 い

や りを持 ってい らっ しゃい ます。 使徒

パ ウ ロはヘ ブル人へ の 書簡 の中 で，救

い主 は 「わ た したちの弱 さを思 いや る

こ と の で き な い よ う な か た で は な

い」， なぜ な ら 「わた した ち と同 じよ

う に試錬 に会 われ た ので あ る」 か ら，

と記 してい ます 。22

トー マ ス ・S・ モ ン ソ ン副 管 長 は ，

この偉大 な大義 の ため に喜 び進 んで奉

仕す るこ との重 要性 を，次 の ように教
み たま

えてい ます。 「御霊 に波 長 を合 わせ て，

主 に名 を呼 ばれた ときに，サ ムエ ルの

よ うにそれ を聞 き， 『こ こにお ります』

と答 える ことがで きるで し ょうか。 皆

さん は どの よ うな召 しを受 けて も，勇

気 と固 い決心 を もって奉仕 す る，不屈

の精 神 と信 仰 を持 って い る で し ょ う

か 。そ れが あれ ば，主 はわ た した ち を

通 して力 強 い奇跡 を起 こす こ とが おで

きに なるので す。」23

ジェー ムズ ・E・ フ ァウス ト副管 長

は，主 はわ た した ちの能 力 にかか わ り

な く，忠 実 な働 きを受 け入れ て くだ さ

るだけ でな く，主 の祝 福 を さ らに豊 か

に受 け る資格 を与 えて くだ さる， と語

りま した。 そ れは生 活 を豊か に し， 生

活 を発展 させ る祝 福 です 。 また 「この

教会 は必ず しも偉 大 な人 々 を魅 了す る

わ けで はな く，む しろ平凡 な人々 を偉

大 な人 にす るのです」 とも語 りま した。

「この教会 が ，設立 当初 の小 さな状
こんにち

態から今日の力を得るまでに発展 した

のは，謙遜で忠実な数百万の人々の忠

誠心と献身があったからです。彼 らは

自分の5つ のパンと小さな2匹 の魚を
み わざ

主の御 業 に ささげ ま した。 また 自分 自

身の こ とはほ とん ど捨 て去 り， そ うす

る こ と によ って ， 『人知 で は とうて い

測 り知 る こ と の で き な い神 の 平 安 』

(ピリピ4：7)を 見 いだ したのです 。」24

主 が わた した ちを力づ けて くだ さる

の で， 「わ た した ち はす で に多 くの こ

とを堪 え忍 んで きてお り， またす べ て

の こ とを堪 え忍べ るよ うに と望 んで い

る」25のです 。 また救 い主 は わ た した

ち に 「善 を行 うこ とに疲 れ果 て ては な

らない。あ なたが た は一つ の大 いな る

業 の基 を据 えつつ あ るか らであ る。そ

して，小 さな こ とか ら大 い な るこ とが

生 じるの で あ る」26と励 ま して くだ さ

ってい ます。 王 国にあ って， どの よう

な召 しを受 けて いて も，そ の務 め を忠

実 に果 たせ ます よ うに。 「小 さなこ と」

に よ く注 意 を払い まし ょう。 それが 大

きな差 を生 じるの です。 戒め を忠実 に

守 りま しょ う。戒 め を守 るとい う神 聖

な聖約 をわ た した ちは交 わ してい るか

らです。 これ まで の受 け継 ぎと現在 の

成 長が如 実 に語 ってい る ように， わた

したち は確 か に 「大 い な る業 の基 を据

えつ つ あ」 ります。

能力 の 限 りを尽 くして 主の御 業 に献

身 しよ うで はあ りませ んか。 この偉 大

な大 義 にあ って，忠 実 に働 くことに よ

って先祖 の信仰 をたた え，敬 うこ とが

で きます よ うに。 「預 言者 に従 う」27こ

とが で きます ように，そ うす る こ とに
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よって 「キ リス トの もとに来 て神 の慈

しみ に あず か る」28ことが で き ます よ

うに，へ り くだって イエ ス ・キ リス ト
み な

の御名 に よ りお祈 りいた します。 ア ー

メ ン。
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「もし命に入 りたいと

思 うな ら，

いましめを守 りなさい」

十二使徒定員会会員

ロバ ー ト ・D・ ヘイルズ

わたしば主の磁めをのから愛 しτωます』競めばわた したちを導ぎ守り，

天父のみr5とに戻れるようにしτくれま玩

救
い 主 はお っ しゃ い ま した。 「も

し命 に入 りた い と思 うな ら， い

ま しめ を守 りな さい。」(マ タイ19：17)

これか ら兄弟 の皆 さん に， ア ビナ ダイ

とい う人物の 実際 にあ った話 を したい

と思 い ます 。 ア ビナ ダ イは預 言 者 で，

邪 悪 な民 と王 に悔 い 改 め を説 き ま し

た。 その言葉 の ゆえ に， 自 らの生命 を

危 険 に さ らす ことに なる と知 っ てい な

が らも，大胆 にそ して勇 敢 に教 えを説

きま した。

邪 悪 な ノア王 は怒 りに任 せ て，祭 司

た ちにア ビナ ダイ を殺す よ う命 じま し

た 「この男 を連 れ出 して，殺 して しま

え。 …… この男 は気 が狂 っ てい る」 と。

しか し，祭 司 た ちが アビナ ダイ に手

をかけ よ うと した ところ， ア ビナ ダ イ

は彼 らを防 いで 言 い ま した。 「わた し

に触 れ るな。 わた しに手 をか けれ ば，

神 が あ なた が た を打 たれ る であ ろ う。

わた しは，主 がわ た しを遣 わ して告 げ

させ よ うとされた ことを まだ伝 え終 え

てい ない。 …… わた しは神か ら受 け た

命令 を果 た さなけ れば な らな い。」

ノア王 の民 はア ビナ ダイ に触 れ る こ
み たま

とを恐 れ ま した。 主の御 霊が ア ビナ ダ

イ と と もにあ っ たか らです 。 「彼 の顔

は非常 な輝 きを放 って い」 ま した。そ

して彼 は， 「神 か ら受 け た力 と権 能 を

もって」 語 りま した 。 ア ビナ ダ イは ，

神 が 自分 を遣 わ して告 げ させ よう とさ

れた メ ッセ ー ジを最後 まで伝 える と宣

言 しま した。そ の後で な ら， ノァ王 と

民 が 自分 に何 を しよう とか まわない と

言 い ま した(モ ーサ ヤ13：1-9参

照)。

ア ビナ ダイが メ ッセ ー ジを伝 え終 わ

る と， ノア王 は彼 にその語 っ た言 葉 を

取 り消 す よ うに命 じました。 さ もない

と，殺 す とい うのです 。 しか し， アビ

ナ ダイ は拒 否 しま した、

ア ビナ ダイの信 仰の 堅 固 さは，聖 文

中 の胸 を刺 す よ うな記 述 か ら うかが え

ます。 「ア ビナ ダ イは これ らの言 葉 を

述べ 終 える と，倒 れて焼 け死 んだ。 ま

こ とに，姉 は の命Aを'と しな

かったために殺され，自分の言葉が真
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実 であ る こ とを死 に よって確 か な もの

とした ので あ る。」(モ ーサ ヤ17：6-

20参 照 ，下線 付加)

神権 者 の兄弟 た ち， ア ビナダ イはわ

た したちすべ て に とって何 と力強 い模

範 で しょうか。彼 は主 の命令 に勇気 を

もっ て従 い ました。命 を犠牲 に して ま

で もで す。す べ ての神権 時代 の預 言者

たち は，進 んで命 を危 険 に さら し，勇
みこころ み こと ば

敢 に神 の御心 を行 い ，神の御 言葉 を宣

言 して きま した。

預 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミス は 「ほふ り

場 に引 かれ て行 く小羊 の よ うに」 行 き

ま した(教 義 と聖 約135：4)。 主の命

じられた こ とを果たす に当た って，決

して お じけつ い た りは しませ ん で し

た。

救 い主 の模 範 を考 え てみ ま し ょう。

主 は御 自身が生 き られ た ように生 きる

方法 を説 かれ ま した。主が 奇跡 を起 こ

し， 貧 しい人 ，悩め る人 を恵 まれ た と

きの深い 哀れ み につ い て考 えて くだ さ

い。 主 はへ りくだ り，御 父の戒 め に従

順 であ るこ とを選 ばれ ま した。 そ して ，

終 わ りまで堪 え忍 び，神 聖 な使 命 を果
あがな

た し，全 人類 の ため に贈 い の犠 牲 を払

われたの です。

兄弟 た ち，神 の神 権 を持つ 者 と して，

主 イエ ス ・キ リス トと過去 か ら現在 に

至 る預言 者 たちの模 範 に倣お うで はあ

りませ んか。 わ た した ちは， 多 くの預

言者 が そ うであ った よ うに殉教 者 と し

て命 をさ さげる よ うには，求 め られて

い ませ ん。求 め られ てい るのは，神 の

戒 めへ の従順 さであ り，主 と交 わ した

聖約 に対 す る忠 実 さ なのです。

少 しの 間， ア ロ ン神 権 者 の若 い男性

に直接 お話 ししたい と思い ます。 ア ロ

ン神 権 は備 えの神権 であ り，大神 権で

あ るメル キゼデ ク神 権 に皆 さん を備 え

て くれ ます 。 アロ ン神権 を有 す る者 と

して ，皆 さん は主 の戒 め に従 うこ とを

学 ば なけれ ばな りませ ん。両親 を敬 い，
きよ

安 息 日を聖 く保 ち，主 の御 名 をみだ り

に唱 えず，女 性 を尊 び，清 くあ り，偽

りを口にせ ず， む さぼる こ とな く，知
じゅうぶん

恵の言葉に従い，正直に什分の一を納

め，惜しみなく断食献金を納めてくだ

さい。これらをはじめとする様々な戒

めに従うなら，豊かに祝福されること



で し ょう。

若 い執事 ，教 師 ，祭司 の皆 さん，皆
せいさん

さんは聖餐を準備し，配り，祝福する

業に携わるふさわしさを身に付けてい

るでしょうか。これらは神聖な責任で

す。パンと水は救い主の肉体と血の象
あがな

徴 であ り，主 の蹟 い の犠 牲 を意 味 して

い るの です。

少 しの 問， この こ とにつ いて考 え て

み て くだ さい。皆 さんが毎週 携 って い

る聖餐 は， イエス ・キ リス トの蹟 い の
たまもの

記念です。このすばらしい順いの賜物

は無条件に肉体の死を克服 してくれ

る，無限の賜物です。なぜなら，これ

まで地上に生を受けた人，これから生

を受ける人すべてのために備えられて

いるからです。順いを通してアダムの

堕落から賄われ，復活することができ

ます。'

しかし，蹟いの効力を生活に及ぼし，

その完全な祝福を享受し，天父のみも

とに帰るには，罪を悔い改め，神の戒

めに忠実に従わなければなりません。
ゆる

このように，悔い改めと赦 しという賄

罪の祝福は順いの業の重要な要素です

が，それを得られるかどうかは，神の

戒めと儀式に従う忠実さにかかってい

るのです。

聖餐を祝福し，忠実な教会員たちに

配るふさわしいアロン神権者たちを，

主は心に留め，祝福 してくださいます。

そして，ふさわしい状態で聖餐にあず

かる人々も祝福してくださいます。皆

さんが聖餐の儀式に携わるふさわしさ

を身に付けていれば，適切な時期にメ

ルキゼデク神権を受け，神殿に参入 し，

主と聖約を交わすふさわしさも身に付

けられるでしょう。

若人の皆さん，宣教師として奉仕す

る備えをしてください。伝道に出るこ

とは，皆さんに奉献の律法に従うこと

を教えてくれます。それは，皆さんの

生涯のうちですべての時間と才能と財

産を主にささげることのできる唯一の

時期かもしれません。その報いとして，
み たま

主 は御霊 に よ り皆 さんを祝 福 し， そば

にあ って，強 めて くだ さい ます。

将 来 自立 し， 家族 を養 え る よう，教

育 を受 け，技術 を身 に付 け るため に努

め励 んで くだ さい。皆 さん を主の道 か

らそれ させ ようと しない，良 い友達 を

作 って くだ さい。皆 さん 自身 も， そば

にい るだけ でほか の人 を戒 めに従 いや

す くしてあ げ られ る よ うな友 人 になっ

て くだ さい。

さて， ア ロン神 権 な らび にメル キゼ

デ ク神 権 を有す る兄 弟 の皆 さん にお話

しします 。 ご承 知 の よ うに， 主の戒 め

に従 うこ とは生 涯 を通 じて行 って い く

べ き事柄 です。 主 の戒 めに従 うに当た

り， 忠実 で勇気 あ る者 とな ろ うで はあ

りませ んか。 わた した ちはそ うす る と

い う聖約 を交 わ したのです か ら。

救 い主 はこ う宣 言 され ま した。 「もし

命 に入 りたい と思 うな ら，い ま しめを

守 りな さい 。」(マ タイ19：17)「 も し

あ な たが たが わ た しを愛 す る な らば，

わ た しのい ま しめ を守 るべ きであ る。」

(ヨハ ネ14：15)

「主 は ど うして戒 め をお与 えに なる

の だろ うか」 と尋 ねる人が い るか も し

れ ませ ん 。天 上 の会 議 に おい て神 は，
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霊の子供であるわたしたちが戒めを与

えられ，それによって現世の生涯を生

きることをお定めになりました。天父

の最初の霊の子供であるエホバはおっ
くだ

し ゃい ま した。 「わ た したち は 降っ て

行 こ う。 そ して… … これ らの者 〔神 の

霊 の子供 たち〕 が住 む地 を造 ろ う。

そ して， わた した ちは これ に よっ て

彼 らを試 し，何 で あろ う と，主 な る彼

らの神 が命 じられ るすべ ての こ とを彼

らが なす か どうか を見 よう。

第一 の位 を守 る者 は付 け加 え られ る

で あろ う。」(ア ブラハ ム3：24-26)

これ らの戒 め は，現世 で のわ た した

ち の 肉体 的 ・霊 的安 寧 と幸 福 の た め

に， 父 なる神 に よって用意 され た，愛

に満 ちた指示 なので す。戒 めの おか げ

で， わた した ちの永遠 の進 歩 に関す る

神 の思 い と望 み を知 る こ とが で き ま

す。 そ して，戒 め に よっ てわた した ち
みこころ

は， 主の御心 に対 す る従 順 の度合 い を

試 される のです。

戒 め は重荷 で も足 かせ で もあ りませ

ん。 主の戒 め はすべ て， わた したちの

進 歩成 長 のた めに与 え られ てい るので

す 。預 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミス は教 えて

い ます 。 「神 はわ た したち に幸福 を得

させ よ う とされ た。 ……神 は，御 自身

が 意 図 された人 の幸福 に至 らない よう

な儀式 を定 めた り， その よ うな戒 め を

御 自分 の民 に与 えた りは な さ らない。」

(Teac舳gsof亡heProphe亡 ∫oseph

Sm勧 『預 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミス の教

え』 ジ ョセブ ・フ ィールデ ィング ・ス

ミス編 ，p.256)

わた しは主 の戒 め を心 か ら愛 してい

ます 。戒 めは わ た した ち を導 き守 り，

天 父 のみ も とに戻 れ る ように して くれ

ます。 も しわた した ちが忠実 に戒 め に

従 うな ら，永 遠 の命 とい う祝福 が約 束

され て い ます 。永 遠 の命 とは ，「神 の

あ らゆ る賜 物 の 中で 最 も大 い な る も

の」 で あ り(教 義 と聖約14：7)， 昇

栄 して，天父 と御 子 イエス ・キ リス ト

とともに永遠 にわた って住 ま うこ とで

す 。神 は心 か ら，わ た した ちにみ もと

に戻 って ほ しい と願 ってい らっ しゃい

ます。

しか しなが ら，多 くの約 束 され た祝

福 を受 け るの に，来世 まで待 つ必要 は



あ りませ ん。 この世 で も，従 順 を通 し

て 心 の平安 と幸福 を得 ， 「聖霊 にお け

る喜 び 」 を享 受 で き る こ とで し ょ う

(ローマ14：17)。

戒 め に従 うこ とによ り，神 との調和

が もた らされ ます。 目的 にお いて御 父

と御子 と一つ に なれ るのです 。神 と一

つ にな って い る と き， わた した ちは ，

霊 的 な光の 中 を歩 んで い ます 。戒 め に

勤 勉 に従 うな ら， 聖霊 が わた したち の

内 に宿 ります 。個 人の啓 示 の賜物 が与

え られ ます。 これ は霊 的な光 とな って，

わ た した ち を守 り，か が り火 の ように

正 しい道へ とわた したち を導 いて くれ
くらやみ

ます 。 この光 は，敵 対す る者 の暗闇 を

払 いの けて くれ ます。 この光 は非常 に

強力 で あ り， わた した ちが罪 の深 みに

陥 って ，あ ま りの暗 さに霊的 な光が 届

くはず もな い と思 え るよ うな ときで さ

え，わ た した ち を照 らして くれ ます。

子供 の こ ろ，暗 闇を恐 れた ことを覚

えてい るで しょうか。 そ して何 か に驚

くと， きっ と家 中の明 か りや ろうそ く

をつ けて回 った こ と と思い ます。 両親

はそ の晩遅 く帰 って来 る と， こう尋ね

た こ とで しょ う。 「どう して家 中 の明

か りがつ いてい るの?」 こ うして，親

か ら家 計や 電気代 につ い て説教 され た

ので は ないで し ょうか。

しか し，皆 さんは，電気 をつ け た り，

ろ うそ くに火 を とも した りす る こ とに

よって暗 闇が な くな り，恐 れ が消 える

こ とを学 ん だこ とで し ょう。皆 さんが

学 んだ この簡潔 な自然 の法 則 は，霊 的

な法 則 で もあ ります。光 と闇 は同時 に

同 じ空 間 を占め るこ とはで きない ので

す 。サ タン と彼 に従 う者 た ちは，福 音

とい う霊 的 な光 に耐 える こ とがで きな

いの で，た ち まち退散 す るのです 。サ

タン は皆 さん に何 も強要 で きませ ん 。

逆 に皆 さんは，神 権 を使 って，サ タン

に自分 の思 いや行 いか ら出て行 くよう

命 じる ことがで きます。

戒 め に従 って生 活す る と き， わた し

た ち の顔 は福 音 の光 で輝 きを放 ち ま

す。 この霊 的 な光が あれ ば， わた した

ちは もう，敵対 す る者 が設 け た見知 ら

ぬ暗 闇の道 をさ まよい，落 胆 し，恐 れ

を抱 くこ とな どあ りませ ん。福 音 の光

の中 を歩 む な ら，永 遠 の ゴー ル を見 失

うこ とはない で し ょう。

兄弟 た ち，戒 め に従 った生活 を送 る

な ら，罪 の拘 束か ら逃 れ，真 の幸福 を

経験 す る こ とがで きます 。罪 に喜 び な

どあ りませ ん。預 言者 アル マが息子 に

説 い た よ うに ， 「悪 事 は決 して幸 福 を

生 じた こ とが な い」 ので す(ア ルマ

41：10)Q

戒 め を守 るに は勇 気が 必要 です 。周

囲の プ レ ッシャーゆ えに戒 め を破 って

しまうの は， 人に対す る恐 れが あ るか

らで す。つ ま り 「神 が 自分 を どうお思

い に な るか」 よ り，「人 が 自分 を ど う

思 うか」 の方 を恐 れ てい るの です。 人
みこころ

人が どう して神 の御心 よ り他人 の意見

を気 にす るの か， わた しには ま った く

理解 で き ませ ん。

戒 め につ いて知 り， それ に従 うには，

救 い主 と神の預 言者 につ いて知 り，彼

らに従 わ なけれ ばな りませ ん。 わた し

たち は恵 まれ て，最 近 ，現代 の預言 者

か ら 「家 族 一世界へ の宣 言」 とい う重

要 なメ ッセ ー ジ を頂 きま した(『 聖 徒

の道 』1996年1月 号 ，pp.113-114

参 照)。 この宣言 は，家 族や 地域社 会 ，

国家 にあ って，家 族 とい う単 位 を強 め

ない な ら， どんな こ とが起 きるか につ

いて警 告 して います。全 神権 者 な らび

に全 国民 は，注意 深 くこの宣言 を研 究
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す る必 要が あ ります。

預 言者 は， 神の律 法 に違背 した場合

の結果 につ い て頻繁 に警告 しなけれ ば

な りませ ん。世 に あって ，人受 けす る

こ とを説 いた りは しませ ん。 エズ ラ ・

タ フ ト ・ベ ンソ ン大管 長 は ，「人気 は

真 理 を測 る物差 しでは ない」 と教 えて

い ます("FourteenFundamentalsin

FoUowingthePropheゼ1980De》o畠o刀a1

5ρeechesof血ey6ar「 預言 者 に従 う

た めの14の 原則 」 『1980年 ，年度 講話 』

P.29)

ど うして預言 者 は人 に好 まれ ない戒

め を宣言 し，戒 め を拒 ん だ り曲解 した

り無視 した りす る世 の人 々に悔 い改 め

を叫ぶ ので し ょうか。 そ の理 由は とて
ひとたび

も簡潔です。一度啓示を受けたら，預

言者に選択の余地はなく，ただ，神が

世に告げるようお与えになった言葉を

宣言し，改めて強調するしかないので

す。預言者は，それによって払うこと

になる代価を十分承知のうえで宣言し

ています。戒めに従わない方を選択し

た人は，あらゆる手を尽 くして，預言

者の人格を中傷し，その徳と評判をお

としめようとします。これに対し預言
ほお

者は，沈黙を保ち，ただほかの頬をも

向けてやるのです。世はこれを弱さと

見なすかもしれませんが，それは人が

持ち得る最 も大いなる力の現れであ

り，自分が真実であると知っている事

柄への忠実で揺るぎない確信の現れな

のです。また，どんな結果になろうと

喜んで受け入れる姿勢を物語っていま

す。

戒めを受け入れるか拒むかは各自の

自由です。しかし，だれも自分の好み

に合わせて，戒めを変更することはで

きません。神権指導者には，啓示され

た原則と戒めを世の評判を得るために

変更する権利はありません。ふさわし

く生きる決意のできない弱い人々のた

めに神の戒めを受け入れやすいものに

変える権能は預言者にもないのです。

かつて，ある教会の指導者は，「教会

から宗紀上の処置を受けたかたくなな

子供にも適応できるよう，神の戒めの

基準を和 らげてほしい」と，悩める父

親からせがまれました。やがて，自分

の子が教会員としての完全な祝福にあ



ず か るの を拒 まれ，悲 しみ に沈 んだ父

親 はそ の指導 者 に 「そ れで もク リス チ

ャ ンです か」 と言 い ま した。

指導 者 は この両親 と子 供 の悲 しみ に

深 い思 いや りを示 し ま した 。 しか し，

主 の 戒 め へ の 忠 実 さ は保 ち ま した 。

「そ れで もク リス チ ャ ンです か 」 とい

う責め の言葉 に対 し，指 導者 は答 えま

した。 「も しわ た しが そ の戒 め を変 え

よ うとすれ ば，そ の瞬 間か らわ た しは

キ リス トの教 えに従 わな い者 となっ て

しまうのです 。」

背 きに も適応 で きる よ う神 は戒 め を

変 えるべ きであ る との正 当化 は，霊 的
くらやみ

な暗闇へ とつ なが って い ます 。そ して

この暗 闇 を払 い のけ る ことが で きるの
かんいん

は，福音 の光 だ けです。 姦淫 を犯 した

女 性 に対 し， キ リス トは， 「姦 淫 して

はい けない」 とい う戒 め を和 らげた り

はな さい ませ んで した。 そ うでは な く，

彼 女 に 「も う罪 を犯 さない ように」 と

勧 告 され ま した(ヨ ハ ネ8：11)。 主

はわた した ちすべ て に悔 い改 め を通 じ
ゆる

て赦 しを約束 してお られ ます 。変 わ ら

なけれ ばな らない のは，戒 め では な く，

わた したちの 方 なのです。

愛す る神権 者 の皆 さん， わた した ち

には片 時た りとも忘 れ て はな らない こ

とがあ ります 。戒 め を守 る とい う 自分

たちの交 わ した聖約 ，す なわ ち天 父 と

主 と交 わ した約束 は， 人生 で最 も重 要

な決意 で もあ るとい う ことです。 聖文

につい て研究 し， 思い巡 ら し，生 け る

預 言者 の勧 告 に耳 を傾 け ま し ょう。家
み たま

庭でもそのほかの場所でも御霊に導か
あかし

れ る ま まに戒 めの真 実性 を説 き， 証 し

ま し ょう。戒 め に従 順 であ り，現 世 と

来 世の両 方 で約束 され た祝福 にあずか

る ことに よ り，主へ の愛 を 日々の 生活

に反 映 させ ま し ょう。 「も し命 に入 り

たい と思 うな ら， い ま しめ を守 り」 ま

しょう(マ タイ19：17)。

神 が生 きてお られ る ことを証 します。

イエス はキ リス トであ られ ます。 わ た

した ちが 自分 は何 者で あ るのか を よ く

心 に留 め，そ れにふ さわ しい行 動 を し，

自分 自身 と家 族， 友人 に永遠 の恵 み を

もた らす こ とがで きます よ うに。 イエ
み な

ス ・キ リス トの御名 に よって 申 し上 げ

ます。 アー メ ン。

霊的な羊飼い
七十人会長会

W・ ユ ージ ン ・ハンセン

善と悪の間にφ立の立場はありません。右し悪魔の領域にωるなら，さぎ

るだ1プ早くそこから出τくださω。

する兄弟の皆さん，わたしは今

愛晩 ，教会 の神 権者 にお話 しす る

とい う大 管 長 会 か らの割 り当て に こた

えるに当た り，重 い責任 を感 じています。

こ こタバ ナ クルで は ，神 の神 権者 の
み

特質であり象徴である心を熱くする御
たま

霊 と愛 と兄 弟の きず なを感 じる こ とが

で きます 。 また世 界 中の奉 献 され た建

物 に集 ま ってい る皆 さん も，1司じ御 霊

と兄弟愛 を感 じて いる こ とで しょう。

わ た した ちは偉 大 な時代 に生 を受 け

てい ます 。 それ は時満 ち る神権 時代 で

す(エ ペ ソ1：10;教 義 と聖 約27：13

参照)。
けんそん

謙遜な少年の祈りによってこの時代

が始まり，御父と御子が預言者ジョセ

ブに現れて，この特別な時代の幕開け

を助けるという神聖な使命を授けられ

ました。
しもべ

神の僕である'占代の預言者たちが地
かぎ

上を訪れて，貴重な神権の鍵，すなわ

ち過去の時代に彼らが主から与えられ

た権能と責任の鍵を回復しました(教

義と聖約27章参照)。

この教会は回復されたキリストの教

会です。わたしたちの救い主，神の独
かしら

り子 が この教 会の頭 で あ られ ます。 主

は この教 会 を2，000年 近 く前 に設 立 さ

れ ま した。

大会 の神権 部 会で ，いつ もわた しの

心 に残 るの は， アロ ン神権 の年 代の大

勢 の若 い男性 の皆 さんで す。 その多 く

は父 親 とともに， また ある人 は祖父 や

神権 指導 者 と ともに， この場 に集 って

い ます。 若い男性 の皆 さん は，青年 時

代 に特 有 の熱 意 と活 気 に満 ちた特別 な

ス ピリ ッ トを もた らして くれ ます。 そ

こで，少 しの 時間若 人 の皆 さんにお話

を した い と思 い ます 。

最初 に ，わ た しが 少年 時代 に大切 な

教訓 を得 た経験 を紹 介 しま しょう。 そ

れ はわ た しが まだ若 い ころ，具 体的 に

は10歳 かll歳 の少 年 の ころで した。 わ

た しはユ タ北 部の 山間で 羊の群 れ をイ

ー ス ト ・ガー ラン ドの東へ 導 いて い ま

した。祖 父か ら信頼 を受 け，夏 の 間放

牧す る山へ羊 た ちを移動 させ てい たの

です 。 わた しは小川 の ほ と りで羊 たち

に水 を飲 ませ ，少 しの 問そ こで休 ませ

ま した。

その 間 に， わた しは先 の地形 を調べ

て道 筋 をチ ェ ック しに行 きま した。 渓

谷 を200メ ー トルほ ど登 っ た と き，背

筋 が 凍 りつ くよ う な音 が 聞 こえ ま し

た。猛 毒 を持つ ガ ラガ ラ蛇 の出す音 は，

一 度 聞 い た ら忘 れ る こ とは で き ませ

ん。

わ た しは用 心 しなが ら音 のす る方へ

近 づ い て行 きま した。 驚 い た こ とに，
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わずか数メー トル先に3匹 のガラガラ

蛇がいたのです。岩の上にとぐろを巻

いて，春の日差しを浴びていました。

一度に数匹を見ることなどめったにな

いので，その3匹 の蛇に目を奪われな

がらも，ここを通らなければならない

羊たちのことが心配になりました。

間もなく羊たちは起き上がって渓谷

を登り始めました。羊が近づいて来る

と，蛇は侵入者に気づいたようで，小

川の方に向かってわずかにかま首をも

たげました。

危険を感じたわたしは，す ぐに羊た

ちを丘の方に向かわせ，蛇の進路から

遠ざけようとしました。初めは成功し

たのですが，やがて2頭 の羊が群れか

ら離れて行きました。すると，群れ全

体がその2頭 の年老いた雌の羊に従い

始め，もうだれにも止められなくなり

ました。皆さんは 「羊の群れのように

従う」という言葉を聞いたことがある

かもしれません。まさにそれが起こっ

たのです。さらに悪いことに，羊たち

は蛇のいる場所に向かって進んでいま

した。

わたしは，羊が本能的に安全な距離

を保ってくれるように願いました。し

かし群れの何頭かは，まっすぐに蛇に

向かって突き進んでいます。もはや不

運な羊にとって，平安を乱された蛇の
一撃から逃れるすべはありませんでし

た。

悲しみに沈んだ若い羊飼いは，大切

な雌の羊を2頭 失ったことを祖父に報

告しました。わたしはその日の経験に

よって，羊飼いを無視する羊がどうな

るかをはっきりと心に刻みつけたので

す。

わたしは羊飼いとしてそこにいまし

た。危険を察知して，羊を守るために

最善を尽 くしました。しかし，数頭が

誤った方向に進み始め，ほかの羊がそ

れに従ったのです。失われた羊はわず

かに2頭 でしたが，失われる必要のな

いものでした。

残念なことに，人生の中でだれもが

頻繁に目にすることですが，そのとき

には気づかない障害や危険を避けるよ

うに導いてくれる霊的な羊飼いを無視

した人々が，その報いを受けています。

両親や監督，祖父母，スカウト隊長，

アドバイザー，真の友人は，しばしば

霊的な羊飼いとしての導きを与えてく

れます。真の友人を霊的な羊飼いに数

えていることに注目してください。ま

た普通の仲間は，羊飼いの中に入って

いません。場合によっては，そのよう

な仲聞が羊飼いとして良い影響を与え

ることができますし，実際に与えてい

る例があります。

真の友人は，人々に心からの関心を

寄せ，その人が弱っているときに励ま

しや力を与えて，重大な誤ちをしない

ようにしばしば助けてくれます。そう

することによって，罪にほとんどいつ

も付きまとう悲しみや困惑，自尊心の

喪失などを防いでくれるのです。しか

し残念なことに，実に多くの場合，仲

間というものは明らかに悪影響を及ぼ

しています。

多 くの調査やインタビューから見聞

きするように，青少年たちは，仲間か

らの影響やプレッシャーによって不道

徳や愚かな行いに走ったと打ち明けて

います。サタンは，これを知っていま

す。人を欺 く専門家です。サタンは十

分な経験を積んでいると思います。そ

して仲間というグループが個人に及ぼ

す強大な影響力に気づいているので

す。

人にはグループに所属したいという

抵 抗 し難 い願 望が あ ります。 も しだ れ

か一人 で も影響 を受 けて，理 由は ど う

で あれ悪 い道 を選 ぶ な ら，サ タ ンの勝

ちです 。最 も単純 で簡 単 な誘惑 は次 の

よ うな もの です 。 「だ れで もや って い

るよ」 「か っ こいい よ」 「やっ てみ も し

な いで， どう して悪 い って分 かる んだ

い?」

だ ま されて はい けませ ん。 この よ う

な誘 い に乗 らない で くだ さい 。標準 を

高 く保 って くだ さい。正 しい ことを行

って くだ さい。皆 さん は正 しい原則 を

教 え られて い ます 。そ れ らか ら離 れ な

い で くだ さい。

善 と悪 の間 に中立 の立場 はあ りませ

ん。 も し悪魔 の領域 にい るな ら， で き

るだ け早 くそ こか ら出て くだ さい。 ニ

ー フ ァイの よ うに強 くな りま し ょう。
けんそん

わた しは彼 の謙遜 な祈 りを忘 れ る こ と

が で き ませ ん。 「お お， 主 よ…… わ た

しが罪 の兆 しに震 えおの の くよ うに し

て くだ さい 。」(2ニ ー フ ァイ4：31)

あ る人は 自分 の間違 っ た行 い を 自覚

しなが ら，愚 かに もこう言 ってそ れを

正 当化 し よ うと します 。 「小 さな罪 だ

か ら， ど うって こ とない よ。」 確 か に

そ の行 いは重大 な罪 で はない か も しれ

ませ んが ， その 罪以 上 に危 険 なの は，

今 歩 い て い る 道 で す 。 「小 さ な過 ち」

は 「よ り重 大 な過 ち」 へ と通 じる道 に

なる と思 われ るのです 。
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ア メ リカ の 聖職 者 ハ リー ・エ マ ソ

ン ・フォスデ ィックは，次 の よ うに教

え てい ます 。 「人生 の悲劇 的 な罪悪 は，

一般 に
，初 めか ら意 図 された もので は

ない。 わ た したち は最 初 か らそ の よ う

に貧弱 で安 っ ぽい 目標 を立 て たので は

な い。 そ うした 目的 は心 に なか っ た。

…… 自分 の歩ん でい る道 に 目を向け な

さい。棒 の 一方 の端 を拾 う人 は，他方

の端 も拾 うので ある。 始め に道 を選ぶ

ときに，そ の行 き着 く場 所 も選 んで い

るの であ る。」(〃vfηg砺derTen舗on

『緊 迫 した生活 』pp。110-111)

さて，若 い兄 弟の皆 さん は，何 が正

しいか知 ってい ます 。 十分 に教 え られ

てい ます 。 また聖霊 を受 けて い ます。

皆 さんへ のチ ャ レンジは，強 く忠 実で

ある こ とです。 心 と体 を清 く神 聖 に保

って くだ さい。 早 くか ら正 しい道 を選

んで ，そ こか ら離 れ ない で くだ さい。

天父 は皆 さんを愛 し，信頼 し，幸福 に

なってほ しい と願 い ，従 うべ き 「規範」

を与 えて くだ さい ま した(教 義 と聖約

52：14参 照)。 その 「規範 」 とは イエ

ス ・キ リス トの福 音 です。

この神 権時代 の最 大 の祝 福 の一つ は，

導 き と指示 を与 え る生 ける預言 者が存

在す る こ とです 。 ゴー ドン ・B・ ピ ン
こんにら

クレー大管長は，今日の愛する預言者

です。大管長は皆さんを愛しています。

大管長の次の勧告に聞き従ってくださ

い 。

「仲 間の誘惑 が あ って も きっぱ りと

断っ て，皆 さん の力 と独立 心 を示 して

くだ さい。 その勇 気が 弱い 人 々の力 と

な るで し ょう。 その模 範が周 囲 の人 々
けいけん

に決 意 を促 す で し ょう。」(「敬慶 さ と

道 徳 心 」 「聖 徒 の 道 』1987年7月 号 ，

P.52)

「皆 さんが10代 で行 う ことに よって，

30代40代 で どの よ う な生活 をす るか

を決 め る こ とが で き ます 。」(『聖徒 の

道』1996年4月 号，p.10に 引用)

皆 さんが真 の幸 福 を もた らす決 断 を

す る こ とが で き る よ う に祈 って い ま

す。

この教 会 は イエ ス ・キ リス トの真 の
み わざ

教会です。これは主の御業です。す
み な

べ て を イエ ス ・キ リス トの 御 名 に よ
あかし

り証 しま す 。 ア ー メ ン。

伝道に出る前に息子に

知ってほしいこと

第二副管長

ジ ェームズ ・E・ ファウス ト

自己を捨ττ伝適に打ち退むなら，言葉に尽くせな6唇 乙肋特 っζωま疏

愛
す る 兄 弟 の 皆 さん ， こ の よ う

に神 権 者 の皆 さん の 前 で お 話

しす る機会 を頂 き， その責任 の大 きさ

を感 じて い ます。 皆 さんの一 員 に数 え

られ る ことを誇 りに思 い ます 。神 の神

権 を持 つ こ とは大 きな祝 福 です。 これ

か らの話 を信 仰 と祈 りを込 めて 聞い て

くだ さる ようお願 い します。

今 晩， すば らしい若 い男性 の皆 さん

に10の 事柄 につ い てお話 し した い と思

い ます。 そ れは伝 道 に先 立 ち， わた し

の 息子 や孫 の心 に留 め てほ しい こ とな

の です。

1.皆 さ ん の 伝 道 の 召 しは 主 イ エ

ス ・キ リス トか ら与 えられ ます 。主 や

監督 ， ステー ク会長 ， 中央幹 部そ して

ヒ ンク レー大管 長 か ら信 頼 を受 け，伝

道 の召 しとい う栄誉 を授 か るの は何 と

す ば ら しい こ とで しょう。皆 さん は生

しもべ

け る神 の僕 ，教 会の大 使 とな ります。

この 教会 の宣教 師 は，年 も若 く社会

経験 も乏 しい人 が ほ とん どです。 に も

かか わ らず 主 は この ように言 われて い

ます 。 「神 か ら聖 任 され ， 遣 わ され る

者 は，最 も小 さい者 であ ってすべ て の

者の僕 で あ るに もか かわ らず，最 も大

い なる者 となる ように任命 され てい る

ので ある。」1

わた した ちに弱 点が あ り，未熟 であ

って も，聖 文の次 の言 葉 を思い起 こす
み わざ

必要があります。主の御業に仕えるよ

う皆さんを召された神は 「すべてのも

のの所有者である。天においても地上

においても，すべてのものが彼に従う
みこころ

か らであ る。父 の御心 に よってそ の子

イエ ス ・キ リス トを通 じて 送 られ る ，
み たま

命も光も，御霊も力もそうである。

しかし，だれもすべての罪から清め

られてきれいにされなければ，すべて

のものの所有者ではない、」2

2.皆 さんの伝道部長は主の代理入

です。公私にかかわらず伝道部長を非

難したり，その品位を傷つけたりして

はなりません。伝道部長としての権威
けんそん

を敬 い ，従 順 であ って ，謙遜 な態度 を

取 り，素 直 にな り，伝 道 部の ルー ルに

従 うな ら，宣教 師 として成 功 す るで し

ょう。例 え ば最 も従 い に くい ルー ルの

…つ に伝 道部長 か ら指示 され た時 間に

毎朝 起 きる こ とが挙 げ られ ます。多 く

の若 い人 た ちに とって朝 ほ ど眠 りたい

時 間 もほか にない で し ょう。 わた しは

従順 な先輩 同僚 だ った ウ ィリアム ・グ

ラ ン ト ・バ ンガー ター長老 に感 謝 して

い ます。彼 は早起 きす るよ う決 まって
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目覚 し時計 の 時 間 を合 わせ て い ま し

た。朝 ，時 計が 鳴 る とよ く驚い た もの

です 。冬 に なる と朝 は まだ暗 く湿 って

いて，風 呂や シ ャワー に使 う温 水 さえ
あ りさま

ない有様でした。それでも，彼は喜ん

でいつもその冷たい水でシャワーを浴

びました。一方わたしはといえば彼の

後にシャワーを浴びるのかと思うだけ

で体が震えました。彼の模範に従う以

外になかったのですが，歯がガチガチ

に震えていたことから考えると，喜ん

でいないところも少々あったと告白し

なければなりません。

3.熱 心な働きは知性に勝 ります。
み こと ば

『教義 と聖約』にある主の御言葉を思

い起こしてください。「それゆえ，わ
み たま

た しは， わた しの御霊 の力 によって も

ろ もろの 国民 を打 って え り分 け るた め

に，世の弱 い者 た ち，無学 で見 下 され

て い る者 たち を呼ぶ。

そ して，彼 らの腕 はわ た しの腕 とな

る。 わた しは彼 らの盾 とな り，彼 らの

小盾 となろ う。 わた しは彼 らの腰 に帯

を締 め よう。 そ して，彼 らはわた しの

ため に勇敢 に戦 うであ ろ う。」3

エ ズ ラ ・タフ ト ・ベ ン ソン大 管長 は

この よ うに語 りま した。 「伝 道 を成 功
ひ けつ

に導 く最 大 の秘訣 の一つ は，働 二 とい

うこ とです。 働 く宣教 師 は御 霊 を受 け

る こ とが で きます。御霊 を受 ける宣教

師 は御 霊 に よって教 え ます 。そ して御

霊 に よって教 える宣教 師 は，相 手の心

の琴 線 に触 れ， 自ら も喜 びを得 る こ と

が で きるのです 。時 間，能 力， 関心 の

すべ て を伝 道 に注 ぐのです か ら，ホ ー

ム シ ッ ク も家 族 へ の心 配 もあ りませ

ん。働 い て， 働 い て ，働 く これ

が秘 訣 です。特 に伝 道 に関 しては， こ

れ に代 わ り得 る もの はあ りませ ん。」4
あかしかい

あ る中央幹 部 が，宣教 師の証 会 に出

席 した ときの経験 を報告 して くれ ま し

た。一 人の若 い宣教 師が ，あ ま り話 す

時間 もなか った ため， こ う述べ た とい

い ます。 「わた しは伝 道 を楽 しんで い

ます 。 それ しか ない と思 うか らで す。

して もい ない ことは楽 しめ ませ ん。」

N・ エ ル ドン ・タナ ー副管 長が ，何

年 も前 に西 ヨー ロ ッパ伝 道部 を管 理 し

て いた ころ， 「楽 し くしな さ い」 とい

うスロー ガ ンを掲 げ てい ま した。あ る

日 ドイ ツ で働 く宣 教 師の グ ル ー プ に

「皆 さ ん一 人一 人 に， 楽 し く過 ご して

いた だ きたい と思 い ます」 と語 りま し

た。 ところが集会 の後 ，宣教 師 の一 人

が タナー長 老 の もとに来 て， こ う反論

し ま した。 「タナー伝 道 部 長 ， こ こで

楽 しく しな さいな んて宣教 師へ の言葉

と して は どうか と思 い ます 。長 老や姉

妹 が楽 しくで きるのは働 くと きだ けで

す か ら。」 そ れ に対 し タナー副 管 長 は

こ う答 え ま した 。 「そ の とお りで す 。

で す か ら ど うぞ 楽 しん で きて くだ さ

い。」5

4.自 己を忘 れて 主に仕 えて くだ さ

い 。 主 は こ の よ う に 言 わ れ ま した 。

「自分 の命 を得 て い る者 はそ れ を失い ，

わた しのた め に自分の命 を失 ってい る

者 は， そ れ を得 る であ ろ う。」6自己 を

捨 て て伝 道 に打 ち込 むな ら，言葉 に尽

くせ ない喜 びが待 ってい ます。宣 教 師

として大切 な メ ッセ ー ジを伝 える うえ

で，皆 さんの服 ，髪 の長 さ，態度 ，故

郷 のガー ル フ レン ドが 妨 げ となっ ては

な りませ ん。何 もす て きな若 い男 性 と

美 しい若 い女性 との間 に起 こる 自然 な

恋愛 感情 に まで，心 を鈍 らせ てほ しい

とい うわけで はあ りませ ん。 しか しか

りに，離 れ た地で待 っ ていた はず のガ

ー ル フ レン ドか ら，心変 わ りした手 紙

を宣教 師が受 け取 った と します。 実際 ，

その よ うな手 紙 は 「デ ィア ・ジ ョンの

手 紙」 と呼 ばれ， もら う羽 目になった

人 も中 には います。 その ような人 には，

数 年前 に リグ ラ ン ド ・リチ ャーズ 長老

が与 えた適切 な勧 告 に心 を留 め る よう

お勧 め します。 リチ ャーズ長 老 の言葉

は こ うで した 。 「年 ご と に新 しい女 の

子 が何 人 も現れ る じゃない です か。彼

女た ち は今 まで の女 の子 に比 べ て も少

しも劣 りませ ん。」

この不 安定 な世 の 中にあ って ， まだ

若い皆 さんが これか ら何 を し，だれ と

結 婚 す る か悩 む の も無 理 は あ り ませ

ん。 しか し主 の専任代 理者 と して召 さ

れ たか らに は，皆 さん は 「終 わ りの 日

に神 の前 に罪 の ない状 態 で立 て る よう

に，あ なたが たの心 と，勢 力 と，思 い

と，力 を尽 くして神 に仕 え」7なくては

な りませ ん。

5.同 僚 との 問で争 って な りませ ん。
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皆さんの同僚宣教師の中には生涯最良

の友となる人もいます。一緒にいたい

と思うような同僚に皆さん自身がなっ

てください。同僚に対しては利己心を

捨ててください。それがだれの落ち度

であろうと，主の御霊は争いのある所

から退きます。

人によって能力も才能も異なり，ま

ったく同じ人などどこを捜 してもいま

せん。またそれぞれが弱点を持ち合わ

せています。同僚として一致すれば互

いの弱さを相手の強さで補い合うチー

ムワークができます。少年のころ，わ

たしは複数の馬に荷馬車を引かせるす

べを学びました。片方の馬が遅いか立

ち止まるようだと，もう一方の馬だけ

では荷馬車を引くことはできません。

同様に，同僚関係においても互いに負

担を分け合わなければなりません。

6.身 体を常に清潔にし，健康を保

ち，住居をいつもきれいにしてくださ

い。健康を保つには適度な食事と睡眠

を取ることがとても重要です。もし病

気になれば自分が働けなくなるだけで

な く同僚にも負担をかけてしまいま

す。また身体を清潔に保ち，住居をき

れいに整えておくなら御霊を受けやす

くなる，ということを忘れないでくだ

さい。

主の代理人として，皆さん一人一人

の身なりはとても大切です。皆さん自

身や教会，伝えるメッセージから受け

る印象は，皆さんが清潔できちんとし

た身なりをするか否かによっても幾分

違ってきます。もしそのような身なり

をしていなければ福音を聞く人々は皆

さんを家に招待 したが らないでしょ

う。

7.と もに働く人々を愛し，彼らに

仕えることを学んでください。人々に

仕えるときに主が皆さんを愛で満たし

てくださるよう毎日祈るべきです。彼

らを愛さなければ福音を伝えることは

難しくなるでしょう。

あるペルシャ人の孤独な学生がミュ

ンヘンに住んでいました。終戦後のヨ

ーロッパで人生の意味について熱心に

知ろうとしていました。そんなある日

玄関の ドアをたたく音が聞こえ，開け

ると二人のモルモンの宣教師が立って



いま した。彼 は宗教 に はほ とん ど関心

が あ りませ んで した。 その二 人 に抱 い

た関心 はた だ一 つ ，彼 らの なま りで し

た。4つ の言語 に精 通 して いた彼 です

が ，英語 は まだで した。

彼 は中 に入 る ように勧 め は しま した

が ，宣教 師が レ ッス ンを始 め よう とす

る と， こ う忠告 し ま した 。 「神 が どう

であ る とか，君 た ちの宗教 の起 こ りが

こ うだ とか 聞 きたいわ け じゃない。 ぼ

くが聞 きた い ことは一つ だ け。君 たち

の宗 教 を信 じてい る人 は，相 手の ため

に互 い に何 を して いる んですか。」

長老 た ちが見 交 わ してい る問，彼 は

待 って い ま した。結 局 ，長老 の一 人が

穏 や か な ロ調 で こ う言 っ た の で す 。

「わ た した ち は お 互 い に 愛 して い ま

す。」

宣教 師 のロか ら出る言葉 の 中で この

簡 潔 な言葉 ほ ど霊 的 に満 た され る言葉

はなか った で し ょう。 なぜ な ら聖 霊が
しもべ

すぐに，この宣教師たちは真の主の僕
あかし

であ る と証 され たか らです。 程 な くし

て彼 はバ プテスマ を受 け，教 会 に入 り

ま した。8

8.聖 文 ， 特 に 「モ ル モ ン書 』 と

「新 約 聖書 』 を学 び， 深 く考 え，教 え

て くだ さい。 は っ き りと伝 え られ るよ

う，真 理 に精 通 して くだ さ い。B・

H・ ロバ ー ツ は こ の よ う に記 しま し
の

た。 「真 理 を知 らせ る には ，宣 べ伝 え

なけ れば な らない。 よ り明確 に よ り完
み

全に伝えることができれば，聖なる御
たま み わざ

霊 が 人の心 に この御業 の真 実性 を証 さ

れ るの に ，い っそ う好都 合 で あ る。」9

自分 自身が 改宗せ ず に人 々 を改宗 させ

る こ とは で きませ ん。 『モ ル モ ン書 』

は， それ に対 す る皆 さんの証 があ れば，

人 々を改宗 に導 く強力 な手段 とな りま

す。

七 十 人のF・ バ ー トン ・ハ ワー ド長

老 は， あ る姉 妹 の経 験 か ら， 『モ ル モ

ン書 』が人 を改宗 に導 く力 を持 つ こ と

につ いて ，力強 く証 しま した。 プエ ル

トリ コの サ ン ・フア ン伝道 部 に住 むセ

リア ・クルズ ・アヤ ラ姉妹 の経 験談 で

す。彼 女 は 『モ ルモ ン書』 を友 人 に渡

す と決 心 し， きれ い な包 装 紙 で包 み ，

手渡 すた め に出かけ ま した。

しか し友 人の家 に行 く途 中，暴 漢 に

襲 われ，財 布 と 「モ ルモ ン書』 を盗 ま

れ て しまい ま した。 しか しその数 日後，

次 の ような手紙 が届 きました。

「クルズ 様
ゆる

どうかお赦 し くだ さい。 どうかお願

い します 。あ なた を襲 った こ とをどれ

ほ ど後悔 して いるか ， ご理 解 いただ け

ないで しょう。 で もこの事 件 のおか げ

で わた しの人生 は変 わ りました。 これ

か らも変 わ り続 け てい くで し ょう。 こ

の本 〔「モ ルモ ン書』〕 は わた しの人生

を救 っ て くれ ました。神 の人が 見た夢

につ い て読ん でか ら， わた しの心 は揺

れ動 い てい ます。 ……盗 んだ5ペ ソは

とて も使 え ないの でお返 しします。 知

ってい ただ きたい のは， わた しが あな

た か ら輝 きを感 じた こ とです。 その輝

きのた め にあ なた に危害 を加 え るこ と

が で きず ， わた しはその場 か ら逃 げ出

しました。

いず れ またお会 いす る と思 い ます が，

そ の と きにはわた しだ と気 づ かれ ない

で しょ う。そ の ころ にはあ なたの兄 弟

にな ってい るか らです。 …… わた しの

住 ん で い る この場所 で主 を見 い だ し，

あ なた の集 ってい る教会 に行 か な くて

はな りません。

あなたが 本 の中 に書 い た メ ッセー ジ

を読 ん で， 涙が 込 み上 げ て きま した。

水 曜 日の夜 か らとい う もの， この本 を

読 み続 けず には い られ ませ ん。神 が赦

して くだ さる よう，そ して あなたが赦

して くだ さ る よ う祈 り求 め る毎 日で

す 。… …最初 ，包装 紙 に包 まれた プ レ

ゼ ン トは金 にな る と思 い ま した。 それ

が 今で は このおか げで ，今 まです さん

だ生活 をして きた分， 人生 を よ りいっ

そ う良 い ものに したい と思 うようにな
ゆる

った のです。 ど うか わた しを赦 して く

だ さい 。お願 い します。

あなた の影の友 よ り。」10

「モ ルモ ン書 』 には人 々 を ここまで

改 宗 させ る力 があ ります 。

さて， ここで若 い皆 さん にお勧 め し

たい こ とが あ ります。伝 道 に出 るには

奥 義 を忘れ て くだ さい。奥義 につ いて

は， あ る人 の こ とを思 い出 します。 彼

は 立 ち上 が っ て ， こ う言 い ま した 。

「さて これ か ら， 主が まだ啓 示 す る時

期 で はな い とお考 えの事 柄 につ いて ，

説 き明 か しま し ょう。」 奥義 には推 量

の域 を出 ない ものが 含 まれ て い ます。

そ れ らは まだ啓 示 さ れ てい ない もの

や， わた した ちに は理 解で きない事 柄
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です 。 しか し人 を改宗 に導 くの は，主
けんそん しもべ あかし「 み たま

の謙遜 な僕 が証 す る ときに伴 う，御 霊

によって確認 された簡 潔で 分か りやす

い真理 な のです。

9.ル シフェルが 皆 さんの働 きを妨

害す るので， 妨害 に備 えな くて はな り

ませ ん。驚 いて はい け ませ ん。 ル シフ

ェル は皆 さ ん を 陥れ よ う と してい ま

す。 落胆 させ るこ とは悪 魔 が用 い る一

つ のや り口です 。勇気 を胸 に前進 して

ください。 時の初 め か ら，福 音 を説 く

には幾 らか苦 痛 や悲 しみが伴 って きた

こ とに留意 して くだ さい。 それ以外 の

経験 を期待 す るこ とはで きませ ん。 ウ

イルフ ォー ド ・ウ ッ ドラフ大 管長 は初

期 の伝 道活動 の 困難 につい て紹介 して

い ます。

「初期 の伝 道で， わた しは南部 諸州 ，

つ ま りア ー カ ンソー 州 ， テネ シ ー州 ，

ケ ンタッキー州 な どで働 きま した。そ

の ころわ た しは沼 地 や川 を幾 つ も歩 い

て渡 り，食事 も取 らず に100キ ロ以 上

も歩 く日々で した。 当時， わた した ち

は一 人で も末 日聖徒 のい る所 へ行 けれ

ば祝福 だ と考 えてい ま した。 一 人の教

会員 と会 うた め，250キ ロ近 くの道 の

りを歩 きま した。 しか しそ こに着 くと，

相 手 はす でに信仰 を捨 てて お り，わた

しを殺 そ うと しま した。 そ こで食事 抜

きで さ らに115キ ロ歩 き， や っ との こ

とで腰 を下 ろ して食 事 を取 った と き一

緒 にい た相 手 が，以 前 ミズー リで聖 徒

を迫害 した暴徒 の 一味 だった 人で ，食

事 中いつ もわた しを非難 し，悪 態 をつ

きま した。 ……そ の ころわた した ちは

何 キ ロ も歩 いた と思 い ますが ，一人 の

末 日聖徒 も見 いだせ ませ んで した。」11

10.伝 道 にお ける最 も強力 な武器 は，

皆 さんの個 入 的な証 です。

わた しは よ くブ ラジル での初期 の伝

道 経験 につ い てお話 しして きま した。

今 で は50万 人以上 の会員 数 を擁iするこ

の国 も，当初 はポ ル トガル語 に翻訳 さ

れた 「モル モ ン書 』や 「教 義 と聖約 』

す らな く， あ るの は 『聖書 』，幾 つ か

のパ ンフ レ ッ ト， それ に回復 され た福

音 ， ジ ョセ ブ ・ス ミスの経 験 ，生 ける

預 言者 に対 す る 自分 た ちの証 だけ で し

た。改宗者 は多 い とは言 え ませ ん で し

た 。 しか しそ の中 には，今 や3世 代 に

わ たっ て信 仰 を保 って いる人 々 もいる

の で す 。 なぜ な らほ ぼ60年 前 の 謙 遜

な宣教 師た ちの力 強い証 に触 れたか ら
こんにち

です。今日では，求道者が皆さんの証

を受け入れバプテスマを受けるかどう

か，皆さんが責任を問われることはな

いでしょう。成功するにはバプテスマ

の具体的な数の割り当てを受ける必要

があるとは考えないでください。古い

ことわざに，1個 のりんごにある種の

数は数えられても，1粒 の種から将来

幾つのりんごが採れるかは数えられな

い，とあります。刈り入れは主による
かま

ものです。 皆 さん の責 任 は鎌 を入 れ る

こ とで す。 『教 義 と聖約 』 に はバ プ テ

ス マの水 に入 る人 々に何 が求 め られ て

い るか， はっ き りと記 され てい ます 。

「神 の前 にへ り くだ っ て，バ プテ ス

マ を受 けたい と願 い ，打 ち砕 か れた心

と悔 い る霊 をもっ て進 み 出て， 自分 の

す べ て の罪 を心 か ら悔 い改 め た こ と

と，最 後 まで イエス ・キ リス トに仕 え

る決心 を して進 んで イエ ス ・キ リス ト

の名 を受 け るこ ととを教 会 員の前 に証

明 し， また 自分 の罪 の赦 しを得 る よう

に キ リス トの御霊 を受 け た ことをそ の

行 いに よって ま ことに明 らか にす る人

は皆 ，バ プテス マ によっ てキ リス トの

教 会 に受 け入 れ られ る。」12

聖 なる御霊 が皆 さん の うえに と どま
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り，御 霊 の力 に よって聖 文 に記 され て
み こと ば

いる主の御言葉や生ける預言者によっ

て語 られる言葉を皆さんが語るなら，

神はメッセージを聞く人々の心の中に

その言葉が真実であると証してくださ

います。

愛する若人の皆さん，伝道はたやす

くありません。むしろ非常に困難なと

きもあります。しかし主ほど大きな報

いを与えてくださる御方はほかにいら

っしゃいません。献身的な伝道活動は

人生で最も実 りある経験の一つです。

その最も大きな理由は，人々の生活を

祝福するために謙遜で従順な僕に主が

豊かに注いでくださる天与の力を経験

するからです。わたしは無数の人々の

生活にその力が注がれ，わたし自身の

生活でも体験して，それが真実である

ことを知っています。

神の神権を持つ皆さんが，いかなる

召 しにもこたえられる備えとふさわし

さを身に付けられますよう，イエス ・
み な

キ リス トの御名 に よって お祈 りいた し

ます。 ア ーメ ン。
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召しの義務

第一副管長

卜一マス ・S・ モ ンソン

み わざ

この業ぱ皆さんやわたしだけのものさばありまゼん。主の観業なのざ銃

わたしたちば主の用陶きをもっZ働 くときにぱ 主の助けを受ける特権が

ありまヲら

△ 晩 ，何 と多 くの 人 々が この神 権

フ 部 会 に 集 。 て い る こ とで し ょ

う。使徒 パ ウ ロは皆 さん のこ とを適切

に描 い て い ます。 「あ なた が た は，選

ばれ た種 族 ，王 国の神権 者 ，聖 な る国

民 ，神 につ け る民 で ある。 それ に よっ

て，暗 やみ か ら驚 くべ きみ 光 に招 き入

れて 下 さったか たの みわ ざを， あな た

が たが語 り伝 え るためで あ る。」1

青 少年 の ころ， 日曜学 校 で次 の賛美

歌 をよ く歌 い ま した。

「戦 い止.むまで募 らる

われ らは楽 しき

つ わ もの冠 を見 よや

われ らそれ を受 け ん

危険は迫るとも

指導者，主は近 し

主はわれらを守らん

喜 び進 まん， わが家 に」2

兄弟 の皆 さん， わた した ちの住 んで

いるす ば ら しい世界 に思 い をはせ ，そ

して 自分 を悩 ます 騒然 とした時代 につ

いて理解 す る と き，指導 者 イエス をい

つ も近 くに感 じるの は ま さ に喜 び で

す 。現代 は浪 費 の時代 です。 あ ま りに

多 くの 資源が 浪 費 され てい ます。 また

現代 は欠乏 の時代 です。 ぜ いた くを尽

くして い る人が い る一方 で，飢 えに直

面 して い る人が い ます 。 食糧 ， 住居 ，
いや

衣服 ，愛 に恵 まれ ない 人が い ます。 癒

され ない苦 しみや 無用 の病気 ，早 す ぎ

る死が 多 くの人 を襲 ってい ます。 また

現 代 は戦 争 の時代 です。 政治 に基 づ く

争 い もあれ ば，経 済 を理 由 とす る争 い

もあ ります。 しか し最大 の戦 い は，人

類 の救 いの ための戦 いで す。

わた した ちの司令 官， 主 イエス ・キ

リス トは こう宣言 され ま した。

「人 の価 値 が神 の 目に大い な る もの

であ る ことを覚 えてお きな さい。 … …

あな たがた は この民 に悔 い改 め を叫

ぶ こ とに生涯 力 を尽 くし，一 人で もわ

た しの もとに導 くな らば， わた しの父

の王 国で彼 とと もに受 け るあ なたがた

の喜 びはい かに大 きい こ とか。

さて， あ なたが たが わた しの も とに

導 い てわた しの父 の王 国 に入 れ る よう

に した，一 人の人 とと もに受 けるあ な

たが たの喜 びが大 きいな らば， もし多

くの 人 をわた しの も とに導 くとす れ ば

その喜 び はいか に大 きいこ とか。」3

イエ スは ガ リラヤの漁 師 に，網 を捨

ててつ いて 来 る ように呼 びか け， こう

言 わ れ ま した 。 「あ なた が た を， 人 間
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を とる漁 師 に して あ げ よ う。」4そして

言葉 どお りに され ま した。 主 は輝 か し

い福 音 を宣 べ伝 え るため に愛す る使徒

た ちを全 世 界 に送 られ ま した。 そ して，

わ た した ち一 人一人 を 「来 た りて隊 に

入れ 」5と召 してお られ ます 。主 は戦略

を立 て，次 の よ うに訓戒 してお られ ま

す。 「それ ゆ え， 今 や 人 は皆 ， 白分の

義務 を学 び，任 命 されて い る職務 をま

っ た く勤 勉 に 遂行 す る よ うに しな さ

い。」6わた しは 「義務 」 とい う高 潔 な

言葉 が好 きで，大切 に して い ます。

ジ ョン ・テー ラー大 管長 は警告 して

い ます 。 「も し最 善 を尽 くして召 しを

果 た さない な らば，務 め を果 た して い

れ ば救 えたか も しれ ない 人 に対 して，

あ なた は 神 か ら責 任 を 問 わ れ る だ ろ

う。」7

別 の大 管 長 ， ジ ョー ジ ・ア ルバ ー

ト ・ス ミス もこ う言 い ま した。 「あ な

た の義務 は， まず第 一 に，主が 望ん で

お られ る ことを学 び，そ れか ら，神権

の力 と権 能 によっ て，人 々の前 であ な

た の召 し を尊 んで大 い な る もの と し，

人 々が喜 んで あ なたに従 うようにす る

こ とです。」B

どうす れ ば：召 しを尊 んで 大い な る も

の とで きるで しょうか。簡単 に言 えば，

召 しに伴 う奉仕 を行 うことです。

わ た したち は召 しを受 け入れ ，聖任

され，神権 を授 け られてい ます。

ス テ イー ブ ン ・L・ リチ ャー ズ長老

は神 権者 に向 か って度 々語 り， 神権 に

関す る彼 の考 え方 を次の ように強調 し

ま した。 「普 通 ，神権 は単 純 に 「人 に

託 された神 の権 能』 と定義 され てい る。

この定義 は正 しい と思 うが， わた しは

実際 的 な 目的 か ら，神 権 を奉仕 の観点

か ら定義 す るのが好 きなので， よ く神

権 を 「奉 仕の完 全 な計 画』 と呼 んで い

る。」9

皆 さん は こう尋 ね るか も しれ ませ ん、

「義 務 とい う道 は ど こに あ るので し ょ

う。」 兄 弟の皆 さん， わた しは心か ら，

この道 を示す 二つ の道標 が ある と信 じ

て い ます 。 そ れ は 「備 え る義務 」 と

「仕 え る義務 」で す。

この二つ の道標 につい て説 明 しま し

ょう。

第1に 「備 え る義務 」 です。 主 は こ



う勧 告 され ま した、 「最 良の書 物 か ら

知 恵の言葉 を探 し求 め，研 究 に よって ，

また信仰 によって学 問を求 めなさい。」10

人 生 の様 々な機会 や責任 に備 える こ

とが ，今 ほ ど重要 視 された こ とはあ り

ませ ん。現代 は変 化す る時代 です 。激

しい競 争 は人生 の一部 です。 夫，父 親，

祖父 ，扶養 者，守 り手 としての役割 は，

1世 代前 と大 き く異 な ってい ます。備

えは ，「で きれ ば」 とか 「た ぶ ん」 と

い う問題 で はあ りませ ん。 急務 なので

す。古 くか ら言 わ れ る 「無知 の幸 せ 」

な ど， いつ まで も見 込 みの ない こ とで

す。備 えが実績 に先 立つ のです 。

神 権 を持 つ わた した ちは皆 ，今 あ る

い は将来 におい て間違 い な く，真 理 の

教 師に な ります 。主 は次の ように助言

され ました。

「熱心 に教 え な さい。 そ うす れ ば，

わた しの恵みが あ なたが た に伴 うで あ

ろ う。 それ は，理論 にお いて ，原則 に

おい て，教義 にお いて，福 音 の律法 に

おい て，あ なたが たが理解 す る必要 の

あ る神 の王 国 に関す るす べ ての こ とに

おい て， あなた がたが さ らに完全 に教

え られ るためで ある。 ……

それ は， わた しが再 びあ なたが た を

遣 わす と きに， あ なたが たが， わた し

が あな たがた を召 したそ の召 しと， あ

なたが た を任命 したその使 命 とを尊 ん

で大い な るもの とす るよ うに，あ らゆ

る点で備 えられる ためで ある。」11

第2に 「仕 える義務」 です 。

1914年2月 ， ジ ョセ ブ ・F・ ス ミ

ス， ア ンソ ン ・H・ ラ ン ド， チ ャー ル

ズ ・W・ ペ ンローズ か ら成 る大管 長会

は，次 の よ うに宣 言 し ま した。 「神 権

は人に栄誉 や威厳 を添 えるため に与 え

られてい るの では ない。 この神 聖 な権

能 を委任 され た人が ，召 しを受 けて奉

仕 の働 きを行 うた めに与 え られる ので

ある。」12

さて，皆 さんの 中に は，生 まれつ き

内気 だ とか ， 自分 はそ の召 しを確 固 と

して果 たす だけの 力が ない と考 えてい

る人 もい るで し ょう。忘 れ ないで くだ
み わざ

さい， この御 業 は皆 さんや わた しだ け

の もので はあ りませ ん。主 の御業 なの

です 。 わた したち は主 の用 向 きを もっ

て働 くときには，主 の助 け を受 け る特

権 が あ ります 。主 か ら召 され る 人 は，

主 に よって適格 な者 とされる こ とを忘

れ ないで くだ さい。

主 は時 々， この真理 を人々 に理解 さ

せ るた め に少 しの助 け を必要 とされ ま

す 。わ た しが 教会 の伝 道 管理 委員会 の

委 員 長 を務 め てい た と きの ことで す。

ユ タ州 プ ロボの宣 教師訓 練 セ ンターの

副 所長 か ら電話 を受 け ま した。彼 の話

に よれば ，スペ イ ン語 圏 にあ る伝 道部

に召 され たあ る長老 が，語学 の勉 強 に

つ い てい けず ， 「スペ イ ン語 な どで き

っこな い」 と言 っ てい る との こ とで し

た 。そ の指導者 は 「どう した らよい で

しょうか」 と聞いて きま した。

わた しは しば ら く考 えてか ら， こ う

提 案 しま した。 「明 日，彼 を 日本 語 の

勉 強で 苦労 して い る宣教 師 の クラス に

連 れ て行 き，彼が どの ような反応 を示

す か知 らせ て くだ さい。」

それか ら24時 間 も しな い うちに次 の

よう な報告 が あ りま した。 「その 宣教

師 は 日本語 の ク ラ ス に半 日い た だ け

で ，わ た しに電 話 を して興 奮 ぎみ に言

い ま した。 「わ た しをスペ イ ン語 の ク

ラス に戻 して くだ さい。 自分 に学べ る

こ とが分 か った んです 。』」 そ して言 葉

どお りにな りました。

正 規 の教 室 で 行 われ る レ ッス ンは ，

あ ま り楽 しくない こ ともあ るか もしれ

ませ ん。最 も効果 的 な レ ッス ンの幾つ

か は，礼拝 堂や教 室の外 で行 われ ます。

皆 さんの多 くは， ア ロン神 権 を受 け

てい ます。 そ して宣教 師 に なる備 えを

してい ます。青 少年 の今 か ら，主 の御

業 に仕 える喜 び を味わ う ように して く

だ さい。 そ の ような奉 仕 の例 を紹介 し

ま し ょう。

数年 前 の感謝 祭 の後， わ た しは，以

前 に管 理 してい たス テー クに住 む，夫

に先立 たれ た女性 か ら手紙 を受 け取 り

ました。彼 女 は監 督 の主催 した 夕食会

か ら帰 っ たばか りで した。 その手 紙 に

は，彼 女 の感 じた平安 と心 にあ ふれ る

感謝 の気持 ちが表 れ てい ま した。

「親 愛 なるモ ンソ ン長老 ， わた しは

今バ ウ ンテ ィフ ルに住 んでい ます。前

のス テー クの会 員 の皆 さんが懐 か しい
き よ う

です。今 日は，す ば ら しい経 験 につい

てお話 し したい と思 い ます 。11月 の初
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めにすべ て の老 人，そ して 夫 を亡 く し
ばんさん

た女性 た ちが，す て きな晩餐 会へ の招

待 を受 け ま した 。交通 手段 の心 配は要

らない と言 われ ました。 ワー ドの年上

の青 少年が 送 り迎 え をして くれ るか ら

です 。

約 束 の時 間 に， とて も立 派 な青少 年

がベ ル を鳴 らし， わた しとも う…人 の

姉妹 をステー クセ ンター まで送 って く

れ ました。車 が着 くと別 の二 人 の若 い

男 性 が 建 物 まで 付 き添 って くれ ま し

た。

中 に入 る と，テ ーブル まで案 内 され，

各 々の席 のわ きに は若 い男性 か 若い女

性 が つい てい ま した。そ して感 謝祭 の

ごちそ うが 出 され， その後 で選 り抜 き

の プロ グラムが行 わ れ ま した。

そ れか ら若 い男 性 が家 まで送 って く

れ ま した。 ほん と うにす て きな夜 で し

た。 青少 年か ら受 けた尊 敬 と愛 に，ほ

とん どの人が 喜 び と幸せ の涙 を流 しま

した。

モ ンソ ン長老 ， この よ うに人 と接 す

る若人 を見 る と き， わた しは教 会が主

の御手 にあ る と感 じます 。」

ヤ コブの手 紙の 言葉 が心 に浮 かん で

きま した。 「父 な る神 の み まえ に清 く

汚 れの ない信心 とは，困 って いる孤児

や ，や もめ を見 舞 い， 自 らは世 の汚 れ

に染 まず に， 身 を清 く保 つ こ とにほか

な らな い。」13



わ た し も称 賛 の言 葉 を付 け加 えま し

ょう。孤 独 な人 々に喜 び と心 の平安 を

もらた した指 導者 や若 い男性 ，若 い女

性 の う え に神 の 祝 福 が あ ります よ う

に。彼 らは 自らの経験 を通 して奉仕 の

意 味 を学 び， 主 を身近 に感 じたので す。

1962年 ，わ た しは教 会 のカ ナダ伝 道

部 の管 理 を終 えて帰還 した と き，マ リ

オ ン ・G・ ロムニー長 老 か ら電 話 を受

け ま した。 そ して，大 管長 か ら教 会 の

成人 コー リレー シ ョン委 員会 のメ ンバ

ー に指 名 され た こ と を伝 え られ ま し

た。 この委 員会 の具体 的 な役 割 は，新

しい概 念 であ るホ ーム テ ィー チ ングの

準備 をす る こ とで した。 こう して わた

しに とって最 も興味 深 く実 りあ る経 験

が始 ま りま した。 わた したちの仕 事 は，

各段 階 を終 える ご とに， 大管 長会 と十

二 使徒 評 議会 か ら評価 を受 け ま した。

1963年 の春 ，準 備 が 完 了 し， わ た し

た ちの 多 くは新 し く組 織 され た委 員

会 ，す なわ ち神 権 ホー ム テ ィーチ ング

委 員会 の一 員 と して召 され ま した。 そ

して教会 の ス テー クを回 って， この プ

ロ グラム につい て教 え，実行 を促 す よ

うに割 り当 て られ ました。

デ ビ ッ ド ・O・ マ ッケ イ大管 長 は，

すべ ての 中央幹部 と委 員会 の代表 者 を

集 め て ， 次 の よ う に勧 告 し ま した 。

「ホ ー ム テ ィーチ ング は， 天父 の 子供

た ちを養 い，鼓 舞 し，助言 し，指導 す

るため に，最 も差 し迫 った報 いの大 き

い プ ログラ ムの一つ で ある。 …… それ

は神 聖 な奉 仕 の機会 で あ り， 天 よ りの

召 しで ある。 ホー ムテ ィーチ ャー とし

て天か らの霊 感 をあ らゆる家庭 に，人

人 の心 の中 に もた らす務 め は， わた し

たちの義務 で あ る。」

1987年 にエズ ラ ・タ フ ト ・ベ ンソン

大 管長 は，神 権部 会 に集 まった兄 弟 た

ち に こ う助 言 してい ます 。 「ホー ム テ

ィー チ ング を軽 く考 え て は な りませ

ん。 ホー ムテ ィーチ ングの召 しは，主

イエ ス ・キ リス トが 自ら親 し く皆 さん

を召 され たかの ように受 け入 れる必要

が あ ります 。」14それ か ら，ベ ンソ ン大

管 長 は 『教 義 と聖 約 』 の 第20章 か ら

よ く知 られた箇 所 を引用 しま した。 主

は その 中で神権 者 に次 の ように告 げて

お られ ます 。 「常 に教 会 員 を見 守 り，

彼 らとと もにいて彼 らを強 め… …

教会 の 中に罪悪 が ない ように… …

また，教 会員 が しば しば会合 す る よ

うに取 り計 らい， またすべ ての会 員が

自分 の義 務 を果 たす よう に取 り計 ら」

いな さい。15

「また各 会員 の家 を訪 れ て，彼 らが

声 に 出 して祈 り，ひそ か に も祈 る よう

に， また家庭 におけ るすべ ての義 務 を

果たす ように勧 め」 なさい。16

最 近 ，わ た しの孫た ち は成 績表 を も

らい ました。そ して それ を満足 げ に両

親や わた した ち に見 せ て くれ ま した。

今晩 わた しは， すべ ての神 権者 に ホー

ム テ ィー チ ングの成績 をつ け て もらい

た い と思 い ます 。用 意 は い いです か。

「はい」 か 「い い え」 で答 えて くだ さ

い0

1.あ なた はホー ム テ ィーチ ャー と

して割 り当て られて い ます か。

2.ホ ーム テ ィー チ ャー は，少 な く

と も月 に1度 ， あなた の家 を訪問 しま

す か。

3.ホ ー ムテ ィーチ ャー は，福音 の

メ ッセー ジを準備 して，伝 えて くれ ま

す か。

4.ホ ー ムテ イーチ ャー は，学校 や

伝 道 で家 を離れ てい る子供 を含 め，家

族 全員 に 関心 を払 って い ます か。

5.先 月 ，ホ ーム テ ィー チ ャーは あ

なた の家 で どの ような レ ッス ンをしま

したか。

6， ホー ムテ ィー チ ャーは， 訪問 し

た ときに家 族 と一緒 に祈 りますか 。

7.あ なた は先 月 ，ホ ーム テ ィー チ

ング に行 きま したか。

質 問は まだ続 け られ ます が ，心の 中

で 反省 し，結 果 の改 善 を促 す に は， こ

れ で十分 だ と思 い ます。

中央本 部 は，神権 者の 数が非 常 に少

ない地域 で は， ホー ムテ ィーチ ング に

変 更 を加 え る こ とを承 認 して い ます。

同僚 とな る神 権 者 が ほか にい ない 場

合 ，奥 さん を同僚 にす る こ とも許 され

てい ます。 しか しこ うした例 外 は，あ

まで 【 で って 正 の ので は

.あ墨 。わたしたちが勧めるのは，

活発なメルキゼデク神権者が次の聖句

に従って，教師や祭司，長老見込み会

貝を同僚として割り当てられることで

聖徒の道/1996年7月 号

53

す。 「あ なたが た の 中で御 霊 にお いて

強い 者が いれ ば，そ の人 は弱い者 を伴

っ て行 きな さい。そ れは， 弱い者 がで

きるか ぎ り柔和 に教化 されて，彼 ら も

強 くな る ためで あ る。」17これが ，一般

に機 能す る神権 ホ ーム テ ィーチ ングで

す。

も し割 り当て を重荷 に思 っ た り， 時

間 を無駄 に してい る と感 じた りす る人

が い るな ら， わた しは皆 さん に， 当時

の東 ドイ ツの忠実 な ホーム テ ィーチ ャ

ー とそ の同僚 が経験 した ことを紹介 し

たい と思 い ます。

ヨハ ン ・デ ン ドー フ ァー兄弟 は， ド

イ ッで教 会 に改宗 し， 第二次 大戦後 に

故 国 のハ ンガ リーの デブ レッ ェン とい

う町 で看 守 を してい ま した。 彼 は どん

な に神殿 に参 入 しか たっ たこ とで し ょ

う。霊 的 な祝 福 を どんな に受 けたか っ

た こ とで しょう。 再 三再 四，ス イス神

殿 へ の 旅行 を申 請 し ま したが 却 下 さ

れ ， ほ とん ど望 み を失 っ て い ま した 。

そ こに ホー ムテ ィーチ ャーが訪 れ ま し

た。 ウォル ター ・クラ ウゼ兄弟 は ドイ

ッ北 東部 か らわ ざわ ざハ ンガ リー まで

や って来 たの です。 彼 はホー ムテ ィー

チ ング の同僚 に こ う言 い ま した 。 「今

週 ，一緒 にホー ムテ ィーチ ング に行 き

ません か。」

同僚 は 「い つ出発 しますか」 と尋 ね

ま した 。

「明 日です。」

「いつ戻 って来 ます か。」

「1週 間か ， も う少 しか か るか もし

れ ませ ん。」

こう して二 人 は， はる ばるデ ン ドー

ファー兄弟 を訪 れ たのです 。彼 は戦争

前 か らず っ とホー ムテ ィーチ ング を受

け た こ とが あ りませ んで した。 さて ，

主 の僕 たち を見 た とき，彼 は胸 がい っ

ぱい にな りま した。 そ して，二 人 と握

手 もせず に寝 室 に入 る と，秘密 の 隠 し
じゅうぶん

場 所 か ら什 分 の一 を取 り出 しま した。

それ は，教 会 員 にな ってハ ンガ リーに

戻 っ た 日か らた めて きた什分 の一 で し

た。彼 はホ ーム テ ィー チ ャー に什分 の

一 を渡 して こう言 い ま した。 「これで ，
しもべ

わた しは主 に認 め られ ます。 主 の僕 と

握 手 をす る の にふ さ わ し くな りま し

た。」



クラウゼ兄 弟 が， ス イス神 殿 に入 る

望 み につ い て尋 ね る と， デ ン ドー フ ァ

ー兄弟 は言 い ま した。 「無 駄 です ，何

度 も何度 もや って み ま した。政 府 はわ

た しのい ちばん大切 な宝 で ある教会 の

書 物 まで没収 して しまい ま した。」

祝福 師 であ る クラ ウゼ兄 弟 は， デ ン

ドー フ ァー兄 弟 に祝 福 師の祝福 を授 け

ました。そ の祝福 の最 後で ， こ う告 げ

ま した。 「ス イス に行 くこ とを も う一

度政 府 に 申請 しな さい。」 デ ン ドー フ

ァー兄 弟 は再度 ， 申請 書 を提 出 しま し

た。 す る と許可 が下 りた のです。 デ ン

ドー ファー兄弟 は大喜 び でス イス神殿

へ行 き， そ こ に1か 月滞 在 しま した。

そ の 間 に 自身 の エ ン ダウ メ ン トを受

け，亡 くな った奥 さん との結 び固 め を

受 け，数 百人 の先祖 のた め に儀 式 を行

う ことが で き ました。そ して肉体 も霊

も再新 されて家 に戻 った のです。

ヨハ ン ・デ ン ドー ファー兄弟 に対 し

て， この歴史 的で霊 感 され た訪問 を行

った ホー ムテ ィーチ ャー は， どう した

で しょうか。

わた しはこの人 生 の ドラマ にかか わ

っ た一 人一 人 を よ く知 っ てい る ので ，

この こ と を聞 い て も少 し も驚 きませ

ん。 二人 はハ ンガ リーの デブ レツ ェ ン

か ら東 ドイ ッへ 帰 る途 中，大 きな声 で

こ う歌 って いた の です 。 「危 険 は迫 る

と も，指 導者 主 は近 し， 主 はわれ らを

守 らん ，喜 び進 まん，わが家 に」18

神権 者 の皆 さん， すべ ての 人が 「備

え る義務 」 と 「仕 え る義 務」 を心 に覚
しもへ

えて， 主か ら 「良 い忠実 な僕 よ， よ く

や った 」19と称 賛 され る者 とな れ ます
み な

ように， イエス ・キ リス トの御 名 に よ

り祈 ります。 アー メ ン。
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「わた しは清 く，

汚れがありません」

大管長

ゴー ドン ・B・ ヒンク レー

主ば……その房仁 世の罪から清くあるよう望んさおられま玩

み たま

ばらしい集会でした。主の御霊

すが わた した ち と ともにあ りま し

た。 これ まで聞 いたお話 を通 じて，一

人一 人が豊 か に教 訓 を得 られ た ことで

し ょう。

わた した ちは祝福 された民 です 。今

晩 わた したちが こ こに と もに集 って い

る よ うに，聖 なる神権 の職 に聖任 され

て いる人 たちが ，年齢 を問わず ，集 っ

て いる場所 は ，世界 中の どこを探 して

もないで し ょう。 この集 いは ，偉大 な

兄弟 愛で 結 ばれた何 千，何 万 ，いや何

百万 とい う人々の集 い なので す。 これ

は実 に驚 くべ き，す ば ら しい こ とです 。

わた しは， わた した ち一 人一 人が今 与

え られ てい る機会 を大切 に して くだ さ

る よう願 って い ます 。

ち ょう ど1週 間前 の夜の ことですが ，
そうめい

このタバナクルが美しい聡明な若い女

性 た ちでい っぱい にな りま した。年 次

で 開か れ る教 会の 若い女 性大 会が 開か

れたか らです 。 わた しはそ こで要請 を

受 けて ，お話 を しました。そ の大会 に

出席 した多 くの 人 々か ら， と りわけ ，

少 女 の皆 さん か らこ う言 わ れ ま した。

「男 の子 た ち に もぜ ひ同 じ話 を して ほ
き ょう

しい と思い ます。 今 口の話 は，男 の子

た ち も知 る必 要が あ るか らです 。」 さ

て，今 晩 は， まった く同 じことをお話

しす るつ も りはあ りませ ん。 も しそ の

内容 につ い て知 りた けれ ば， 『エ ンサ

イ ン』5月 号(日 本 で は 「聖徒 の道 』

7月 号)に 掲載 される こ とになって い

ます ので ，そ れをお読 み くだ さい 。

今晩 のお話 を始 め る に当た って， ま

ず ， ジ ョセ ブ ・F・ ス ミス大管 長が ま

だ青 年 だっ たこ ろに見 た夢の話 を読 ん

で みた い と思 い ます。御 存 じの方 もい

らっ しゃる と思い ますが ， ジ ョセ ブ ・

F・ ス ミス大 管長 は教 会の6代 目の大

管 長 で ，1901年 か ら1918年 まで17年

間，そ の職 にあ りました。

ス ミス大 管 長 は，預言 者 ジ ョセ ブ ・

ス ミスの兄 であ ったハ イ ラム ・ス ミス

の息子 で もあ ります 。大管 長 は，1838

年11月13日 に ミズ ー リ州 フ ァー ウ ェス

トで生 まれ ま した。聖 徒 たちが ミズ ー

リ州 か ら追 放 され ていた ころ で，幼 い

大管 長 も，や むな くイ リ ノイ州 に移住

させ られ ま した。預 言者 ジ ョセ ブが カ

ー セー ジの監獄 で殺 害 された とき
， 父

親 のハ イ ラム も と もに殺 され ま した。

6歳 に もな らない男 の子 は， ノー ブー

にあ った母親 の家 で， 窓 をノ ックす る

音 を聞 きま した。 訪ね て来 たの は，そ
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の 日の午後 ，夫 が カーセ ー ジで殺 害 さ

れ た ことを母親 に知 らせ る早馬 の使者

で した。 まだ幼 か ったス ミス少年 に と

って，実 に冷酷 でつ らい経 験 であ った

こ とで しょう。

11歳 の と き， この父 親の い ない若者

は，牛 の引 く荷 車 を操 って母 親 と とも

に大 平 原 を横切 り， この盆地 にや って

来 ま した。 そ して，15歳 の と きに，ハ

ワ イへ の伝 道 に召 され ま した。 そ こで ，

まずサ ンフラ ンシス コ まで行 き， そ こ

の屋 根板 工場 で働 い て，ハ ワイ諸 島へ

渡 るための旅 費 を稼 ぎま した。

当時 のハ ワイ は今の ような観光地 で

はあ りませ んで した。住 民 も大半 は現

地のハ ワイ人で した、 大部分 の 人々が

貧 しい暮 らしを して いた ものの ， 自分

の持 って い る もの につ い ては，実 に物

惜 しみ しませ んで した。彼 はやが て現

地 の言葉 が話せ るよ うにな り， また 人

人を愛す る よ うにな りま した。大 管長

は終 生，ハ ワイの 人々 に対 す る愛 を抱

き続 け， また，ハ ワ イの人 々 も大管長

を愛 し続 け ま した。 わ た しが まず この

話 を したの は， この若 き青 年が ハ ワイ

で伝 道 した ときに見た夢 の話 の背景 を

知 っ てお い て ほ しい と思 った か らで

す 。 では，大 管長 の言葉 か ら引用 して

み ま しょう。

「わた しは 〔自分 の〕伝 道 中 に，非

常 に苦 しい思い を した ことがあ る。貧

し く，文化 の遅 れた 人々以外 に友 もな

く， 孤独 感 に襲 われ た 時期 が あ った。

わた しは ，貧 しさと知 恵 と知識 のない

状態 に非常 な惨 め さを味 わい， …… 人

と顔 を合せ る こ とが で きなかった。

そ う した状 態 にある と きに， 〔ある晩〕

わ た しは旅 を して い る夢 を見 た。遅 れ

ない よう に全力 で急 いで い た。急 ぎな

が らもわた しは，ハ ンカチで包 んだ何

か を手 に して い る こ とに気が つ い た。

そ れが何 かが 分か らない まま道 を急 い

で い たが，や が てす ば らしい邸 宅 に着

いた。 …… 〔わ た しは〕 そ こが 目的地

であ る こ とを知 って いた。急 いで 中へ

入 る と， 『浴 室 』 とい う表示 が 目に留

ま った。 そ して わた しは浴 室 に入 る と

体 を洗 った。そ して手 に してい た包 み

を開 くと， まっ白 な衣 が 出て きた。 こ

の地 方の 人々 は衣類 を きれい にす るこ



L.

とにあ ま り注 意 を払 わない ため，長 い

間 目に したこ とのな い きれ いな衣 だ っ

た。 わた しの衣類 は清潔 だ ったが ，わ

た しはそれ を身 に着 けた。 そ して，大

きな入 り口の ような所 に急 いだ。 ドア

を ノ ック して開 ける と， そ こに預言 者

ジ ョセブ ・ス ミスが立 って いた。彼 は

しか る ような 目で わた しを見 る と， こ

う言 った。 「ジ ョセブ，遅 か った。』 し

か し， わた しは 自信 を もって言 った。

『はい ，で もわた しは清 く， 汚れ が

あ りませ ん。』

彼 はわ た しの手 をつ か む と中に引 き

入 れ， ドア を閉 じた。彼 の手 は この世

の 人の手 と同 じように，実 感す るこ と

が で きた。わ た しは預 言者 ジ ョセ ブ ・

ス ミス を以前 に知 ってい た。そ して 中

へ入 ると，壇上 にわ た しの父， ブ リガ

ム 〔・ヤ ング〕， ヒーバ ー 〔・C・ キ

ンボ ール 〕， ウ ィ ラー ド 〔・リチ ャー

ズ〕， その ほ かわ た しの 知 って い る立

派 な人 々が座 ってい た。そ こは， この

谷 の ように見 えた。 そ して大 群衆 が集

まってい た。だ が壇 上 にい る人 々はす

べ て わた しの 知 って い る人 々 だ った。

わ た しの母 もそ こに いた。 そ してひ ざ

に幼子 を抱 いて いた。 そ こに座 ってい

た人 々は選 ばれ て昇 栄 を受 けた人 々の

ようだっ た。わ た しはそれ らの人 々の

名前 を思 い 出せ るか ぎ り呼 ん だ。 … …

〔わ た しが この夢 を見 た とき，〕 わた

しは遠 いハ ワイの 山 の中 で た だ一 人，

敷 き物 の上 で眠 ってい たの だが， この

示 現 の中で わた しは預言者 に手 を押 し

つけ，彼 の ほほえむ の を見 た。 ……

そ の朝， わた しは 目を覚 ます と，年

齢 で はまだ子供 だ ったが ，一人 前の大

人 にな って いた 。 〔そ の示 現 の後 〕世

の中 に恐 れ る もの は な くな って い た。

自分 があ らゆる点で大 人 であ る とい う

自信 を持 って， あ らゆ る男 女，子 供 と

面 と向か って会 うこ とがで きる ように

なってい た。そ の と き見 た示 現 ，示 し
あかし

と証 が わ た しを現 在 の わ た しに した 。

わた しに 良い とこ ろが あ る と した ら，

主 の前 に清 い と した ら，そ の示現 を契

機 に身に付 けたの であ る。 そ の経験 は，

あ らゆる試練 と困難 に遭遇 した ときに

わ た しの支 え とな った。」(「福 音 の教

義』pp.516-517)

蝦

畷1　

'
この意 味深 い夢 の話の最 も大 切 な点

は ， ジ ョセ ブ ・ス ミス が 若 き ジ ョセ

ブ ・F・ ス ミス を責 め た場 面 にあ りま

す 。預言 者 ジ ョセ ブは 「ジ ョセ ブ， 遅

か った」 と言 って います。

この言葉 に対す るジ ョセ ブ ・F・ ス

ミス の答 え は こ うで した。 「は い， で

もわた しは清 く，汚 れが あ りませ ん。」

この夢 の結 果 ，一 人の子供 が 一人 の

大 人へ と成 長 し ま した。 ジ ョセ ブ ・

F・ ス ミスは 「わ た しは清 く， 汚れ が

あ りませ ん」 と言 えたが ため に， どん

な人 に も どん な状 況 に も対応 で きる確

信 と勇 気 を得 ま した。 この強 さは汚 れ

の ない 良心 か ら もた ら され た もので ，

しか もそ れは預言 者 ジ ョセブか ら認 め

られ た ことで強 さが倍加 しま した。

この話 に は，今 晩 この場 に集 ってい

る大勢 の男性 の皆 さんに も， 年齢 を問

わず，学 べ る ところがあ ります 。

皆 さん は疑 いや恐 れ に悩 ん で はい な

いで しょうか 。失意 の ため に，気持 ち

が 落 ち込ん でい る人 はいない で し ょう

か 。人生 で前 進す るた めに， もっ と知

恵 や強 さ を必 要 と して いる人 はい ない

で しょうか。

わ た しは， テニ ソ ンの アーサ ー王物

語 に登場 す るギ ャラバ ッ ド卿 の言葉 を

思 い出 してい ます。彼 はこ う言 って い

ます。 「わた しの強 さは十 人力 。 そ れ

は心 に汚 れが ないか らだ 。」(ア ル フ レ

ッ ド ・テ ニ ソ ン，&rθalahad「 ギ ャ

ラバ ッ ド卿』)
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清 さのあ る ところ では，何 もか も良

く見 え ます 。 ジ ョセ ブ ・F・ ス ミスは，

その夢 の 中で， 預言者 ジ ョセ ブの 目を

しっか りと見 て ， 「わ た しは清 く，汚

れが あ りませ ん」 と言 うこ とが で きま
きょ う

した。今 日集 っ てい る兄弟 の皆 さん も，

一 人一 人 が そ う言 い切 れ る で し ょう

か。か つ て よ く耳 に した こ とわ ざに こ

うい う もの が あ ります。 「清 さは神 を

敬 うこ とに通 じる。」

わ た しが この ソル トレー ク ・シテ ィ

ーに住 んで いた幼 い ころ
， ほ とん どの

家 で は石 炭 ス トーブ を使 って暖房 を し

て い ま した。 どの煙 突 を見 て も，黒 い

煙が も くも くと出てい ま した。 冬 が終

わ る ころに なる と， 町 中の家 とい う家

が， 内側 も外側 も， すす や汚 れで真 っ

黒で した。 そ のた め，毎年 ど うして も

しなけれ ば な らない年 中行 事 の ような

ものがあ りま した。 そ れは， どう考 え

て も，そ れ ほ ど楽 しい行事 で はあ りま

せ んで した。家 族総 出で取 り組 むそ の

行事 は，春 の大掃 除 と呼 ばれ る もの で

した。 長 い冬が終 わ り，暖 か くな って

くる と，'1週 間ほ どが清掃 期 間に指定

され ます。 普通 は，休 日を挟 ん で土曜

日が2回 含 まれ る期 間が指 定 され ま し

た。 この一大 イベ ン トの総指 揮官 は母

で した。家 中の カー テ ンを外 し， 洗濯

を しま した。 そ れに入念 にアイ ロ ンを

かけ ます。 窓 とい う窓 の内側 と外側 も

磨 き上 げ ます 。 あの大 きな2階 建 ての

家 で は，そ れが実 に骨 の折 れる仕事 で

した。 さ らに，壁 に はこ とご と く壁 紙

が は られてお り， 時期 にな る と父親 が

壁紙 クリー ナーの缶 を大量 に持 ち帰 り

ます 。 この ク リー ナー とい うのは， ち

ょう どパ ン生 地 の よ うな もの で した

が， 缶 を開 ける と，色 は きれ いな ピ ン

クで した。 どこか不思 議 な香 りが しま

したが，快 適で さわやか な香 りで もあ

りま した。 家族総 出で作業 に取 りかか

りま した。 一人 一人が この パ ン生 地 の

ような クリーナ ー を手 の 中で少 しずつ

練 り上 げ， は しご を上 って ， まず 高い

天 井か ら始 め，後 は少 しずつ 壁 を きれ

いに しなが ら下 りて来 るの で した。 こ

の ク リーナ ーは ，壁 紙 に付着 してい る

汚 れ を吸収 してす ぐに真 っ黒 にな りま

した。 この仕 事 はつ らい作業 で，大 変



疲 れ も しま した が ，終 わ っ てみ れ ば，

そ の 成 果 は まる で魔 法 の よ うに一 目
りようぜん

瞭然 で した。 わた した ちは，離 れ た所

に立 って は，汚 れて い る部分 ときれ い

に なった部 分 とを比べ た もの です。 き

れ いに なった壁 は，驚 くほ ど見 栄 えが

良 くな りま した。

じゅ うた ん も全 部引 きはが し，裏庭

まで引 きず って行 って，1枚 ず つ物干

し用 の ロープ にかけ ま した。 そ こで わ

た したち男 の子 は， じゅうたん たた き

とい う もの を持 た され ま した。 これ は

軽 い金属 製 の棒 の ような もので ，木製

の取 っ手 が付 い てい ま した。 これで じ

ゅうた ん をたた くとほこ りが 飛 んで い

くわ けです。 わた したちの仕事 はほ こ

りが出 な くなる まで たた き続 け る こと

で した。 皆 この作 業が 大 嫌 いで した。

しか し，作 業 をこ とご と く終 え て，あ

らゆ る物 を元 あ った場所 に戻 す と，そ

の成 果 は歴 然 としてい ま した。 家 は き

れ い に な り，気持 ち も一新 しま した。

何 もか も，見 違 え る ようで した。

わ た したちの 中 には， 自分 の生活 を

この ように磨 き上 げ る必要 の あ る人 が

い るので は ないで しょうか。 イザヤ は

次 の ように言 ってい ます。

「あなたが た は身 を洗 って，清 くな

り， わた しの 目の前 か らあな たがた の

悪 い行 い を除 き，悪 を行 うこ とをや め ，

善 を行 うこ とをな ら 〔え〕 ……
たカい

主 は言 われ る， さあ， われわ れは互

に論 じよ う。た とい あな たが たの罪 は
ひ

緋 の よ うであ って も，雪 の ように 白 く
くれない

な るのだ。紅 の よ うに赤 くて も，羊 の

毛 の よ うに な る の だ。」(イ ザ ヤ1：

16-18)

「主の器 を担 う者 た ち よ，清 くあ り

な さい。」(教 義 と聖 約133：5)主 は

近代 の啓 示 の中 で， わた したち に こう

言 わ れ ま した。 肉体 も，心 も清 くあ っ

て くだ さい。 言葉遣 いに も清 くあって

くだ さい。服 装や態 度 の面 で も清 くあ

って くだ さい。

わた しは，特 にまだ若 い人 た ちに向

か っ て話 を します が，大 人 の方 々 もぜ

ひ耳 を傾 け て よ く聞い てい ただ きたい

と思 ってい ます。 わた した ちは皆 ，絶

えず思 い起 こ してい る必 要が あ るか ら

で す。 わた した ちの肉体 は神聖 な もの

です。肉体は神の姿形にかたどって創

造されました。肉体は実によくできて

おり，神の創造されたものの中でも傑

作中の傑作です。例えば，いかなるカ

メラをもってしても，人間の目の精巧

さには及びません。また，いかなるポ

ンプといえども，人間の心臓ほど長期

間にわたって機能するものも，あれほ

どの酷使に耐えるものもありません。

目や脳はまさに奇跡です。さらに，音

波を捕らえ，それを言語に転換する機

能は，ほとんど想像を絶しています。

指を見て，そのすばらしい機能につい

て深 く考えてみてください。世の賢者

たちがこれに匹敵するものを作ろうと

努力していますが，完全な意味で成功

した人は一人もいません。こうした器

官は，体のほかの部分や器官と同様，

わたしたちの永遠の御父である神の神

聖で無限の能力 を表したものなので

す。ですから，そういうことを知 りな

がら，その肉体を傷つけたいと思う人

のいることが，わたしには理解できま

せん。しかも，そういうことがわたし

たちの周囲で日常茶飯事となっている

のです。アルコール性飲料を飲む人や，

違法な薬物に手を出す人がいます。こ

れは大きな問題です。ほんのつかの間

の気晴らしのつもりでそうしたものを

肉体に取り入れた人は，やがて自制心

を失い，それが習慣となります。金遣

いも荒くなり，薬物のとりことなって，

善を行うこともなくなります。

わたしは今，ある若者のことを考え

ています。その若者は最近，酒酔い運

転をして，罪もない犠牲者を殺 してし

まい，殺人罪で刑に服しています。彼

は偉大な可能性を持った若者でした。

あのような事件がなければ将来どのよ

うな人物になっていたのか予測もつき

ませんが，しかし今その青年は刑務所

の中にいて，自分の置かれている境遇
かしゃく

を嘆 き， さ らに また，良 心の 呵責 に苦

しんで いる のです。 天 の御 父 は， わた

したち を愛 してお られ るが ゆえ に， ア

ル コー ルや薬物 に潜 む邪 悪 さを絶 えず

思 い起 こ させ ，決 してか かわ る こ との

ない よう警 告 してお られ るのです 。

兄弟 の皆 さん， アル コールか ら遠 ざ

か って くだ さい。 ビー ル ・パ ーテ ィー
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の ような集 ま りに決 して加 わ らないで

くだ さい。違 法 な薬 物 に決 して手 を出

しては な りませ ん。 皆 さん を破 滅 させ

るだけ です。 そ う した もの に一 度手 を

染 めた1ら，そ の と りこにな り， もっ と

欲 し くなって ，そ の欲望 を満足 させ る

た めに さ らに多 量 の麻 薬 を買 い求め る

よ うに な り， やが て金銭 的に も泥沼 に

は ま り込 んで いって しまうのです。

皆 さん は神 の神権 を有 す る，特 別 な

人 です。神 か ら神聖 な権能 を授 か って

い る皆 さんが ，ア ル コー ルや法律 で禁

じ られて い る薬 物 に手 を出すの は，明

らか に間違 って い ます。

思 いの 面 で も清 くあ って くだ さい。

そ うすれ ば， 肉体 の コン トロー ル もは

るか に容易 に なる はず です 。昔 の言葉

に も， 「ひ と とな りはそ の心 に思 うそ

の ま ま で あ るか らだ 」(欽 定 訳 箴 言

23：7)と あ ります 。汚 れ た思 いはや

が て汚 れ た行 いへ と移行 してい くので

す 。

何 年 も前 の こ とですが ，重大 な罪 を

犯 して しまった ある宣教 師 を弁護す る

ため に，マ ッケ イ大管長 の も とへ 出か

けて行 った こ とが あ ります。 わた しが

マ ッケイ大管 長 に 「これは一 時的 な衝

動 に駆 られ て犯 した罪 です」 と申 し上

げた とこ ろ， 大管長 はわた しに こうお

っ しゃ い ま した。 「彼 は， 罪 を犯 す前

に，す で に心 の 申にそ う した もの を取

り入 れ ていた のです 。そ うした思い が

そ の行 い を生 み出 しま した。 もし以前

か ら自分 の思 い をコ ン トロー ルす る こ

とが で きてい た ら， その ような衝 動 に

駆 られ るこ と もなか った はず です 。」

主 は 自 らの指 を もって，石 版 に こ う
かんいん

書 か れ ま した。 「あ な た は姦淫 して は

な らな い。」(出 エ ジ プ ト20：14)わ

た しは，婚 前交 渉 も この姦 淫の 中 に含

まれ る と考 えて い ます 。

もちろん皆 さんは様 々 な面 で誘 惑 を

受 けてい ます。 まるで世 の中全体 が性

的 な事柄 に取 りつか れて い るの では な

いか と思 うこ とす らあ ります。 いか に

も巧妙 に，いか に も魅 力的 に，皆 さん

に取 りつ こ う と絶 えず ね らっ て い ま

す。皆 さんは， テ レ ビ，雑誌 ，本 ， ビ

デオ ，そ して音楽 で も，そ うした誘惑

に さ らされ てい ます。 その ような もの
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に背 を向 けて くだ さい。遠 ざか って く

だ さい。 それが 「言 うは易 く行 うは難

し」 であ る こ とは，百 も承 知です 。 し

か し，一度 実行 して しまえば， 次 は も

っ と容 易 に実 行 す る こ とが で きます 。

いつ か， 主の御 前 に立 って 「わた しは

清 く，汚 れが あ りませ ん」 と言 え る と

した ら， それ は何 とす ば ら しい ことで

しょうか。

主 は この時代 に一つ の戒 め を与 え ら

れ ま したが， それ はわ た したち一 人一

人に も当て は まる戒 め です。主 はこ う

言 われ ま した。 「絶 えず徳 で あ な たの

思い を飾 るよ うに しな さい 。」 そ して，

それ に伴 って主 は一 つ の約束 を授 け ら

れ ま した。 「そ うす る と きに，神 の前

にお いて あなた の 自信 は増 〔す〕 ……

で あろ う。」(教 義 と聖約121：45)わ

た しは，主 の言 われ た この言 葉 は， も

しわた したちが心 も体 も清 けれ ば， ジ

ョセ ブ ・F・ ス ミスが 預言者 ジ ョセ ブ

の前 に立 って 「わた しは清 く，汚 れが

あ りませ ん」 と言 った ように， いつか
み まえ

わたしたちも主の御前に自信をもって

立 ち， 同様 の言葉 を言 え る時 が来 るで

あろ う， とい う意味 だ と信 じてい ます 。

そ の と きには，心 に 自信 を感 じる とと

もに，皆 さんのふ さわ しさを認 める ほ

ほ えみ に会 えるで しょう。

皆 さんは神権 を持 つ者 と して，不 道

徳 な行 い とい う邪 悪 なわ なに足 を踏み

入 れ る ことはで きませ ん し，踏 み入れ

て はな りませ ん。 もち ろ ん皆 さ んは ，

若 い女性 と交 際す る必要 はあ ります 。

デー トを し，様 々 な方 法 で健 全 な楽 し

み を享 受す る こ ともで きます。 しか し，

決 して越 えて はな らない一線 が あ りま

す。 それ が，個 人の清 さ と罪 とを区別

す る線 で す。 その線 が どこに あるか と

い うことにつ いて は，詳細 に説 明す る

まで もないで しょう。皆 さん は知 って

い るはず です。何 度 も何 度 も繰 り返 し

教 え られて きたか らです 。皆 さんの心

の 中に は良心 があ ります 。主 の側 に と

ど まっ ていて くだ さい。

言葉 遣 いの面 で も清 くあっ て くだ さ
ごんにち

い。今 日， あ ま りに も汚 れた くだ らな

い言葉遣 いが は び こっ てい ます。 これ
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については，若い女性にも話をしまし

た。皆さんにもお話しします。そのよ

うな言葉遣いをすることは，自分の気

持ちを表現するのに 「言葉の下水」に

まで降 りていかなければならないほ
　こ い

ど，語彙 が極端 に貧 困 だ とい うこ とを

表 して いる にす ぎ ませ ん。汚 い言葉 を

使 うこ とは， 年齢 を問 わず，神 権 を持

つ 人々 にはふ さわ しくないの です 。

さ らに神 権者 で ある皆 さんは，主 の
み な

御 名 をみだ りに用 い る こと も慎 まなけ

れ ば な りませ ん。 エ ホバ は イス ラエル

の 民 に こう言 わ れ ま した。 「あ なた は，

あなた の神 ，主 の名 をみだ りに唱 えて

はな らない。 主 は，み 名 をみだ りに唱

える もの を，罰 しないで は置 か ないで

あろ う。」(出 エ ジ プ ト20：7)

主 の指 に よって刻 まれ た この戒め は，

最 初 に与 え られ た民 と同様 に， わた し

た ちに も適 用 され る戒 めで す。 主 は近

代 の啓 示 の中で 次 の ように言 われ てい

ます 。 「上 か ら来 る もの は神 聖 であ り，
み たま

それ につ いて は注意 して，御霊 の促 し

によっ て語 るよ うに しなけれ ばな らな

い こ とを覚 えてお きな さい。」(教 義 と

聖約63：64)

心が 汚れ てい れ ば，汚 れた不敬 な言

葉 を 自然 と使 うよ うにな ります。 しか

し，心が清 けれ ば，言葉遣 い の面 では

前 向 きで心 を高め る言葉 を用 い る よう

にな り，行 動面 で も，心 に幸福 を もた

らす よ う な行 い をす る よ う にな りま

す。

服装 や態 度 の面 で も清 くあって くだ

さい。 四六時 中， 宣教 師の ような服 装

を してい る ように， と言 うつ も りはあ

りませ ん。 しか し， わた したち の宣教

師の清 潔で控 えめな服装 や 身だ しなみ

は，宣教 師 たちが 世界 中 ど こへ派 遣 さ

れ よ うとも，名誉 の象徴 と して認 識 さ

れ る ようにな ってい る ことは言 ってお

きた い と思 い ます 。 わた したち の生活

して いる この時代 は， 服装 の面 で も態

度の面 で も，だ らしない時代 にな って

きま した。 わた しは皆 さんが何 を着 る

か とい うこ とにはそ れ ほ ど関心 が あ り

ませ ん。 しか し，そ れが清 潔か どうか

とい うこ とに対 して は，大 い に関心 を

持 ってい ます。 ジ ョセ ブ ・F・ ス ミス

の夢 を思 い 出 して くだ さい。彼 は， あ



の邸 宅 に 向か っ て急 い で い る と きに，

ハ ンカチ に包ん だ小 さ な包 み を持 って

い ま した。 そ して入浴 を済 ませ て，そ

の包 みを 開けた とき， そ こには清 潔 な

衣 服 が 入 っ て い た ので す 。 皆 さ んが
せいさん

聖 餐 を祝 福 した り，パ ス した りす ると

きに は，で きる だけ立 派 な身な りを し

て ください。 自分 が清 く汚 れて いない

こ とを，いつ も確 認 して くだ さい。

皆 さんが態 度 の面 で も清 くあ る よう，

強 く願 って い ます 。 また寛大 で，礼儀

正 し く，正 直 で，年 齢 を問 わず に高潔

な人物 にな るよ う，努 め て ください。

寛大 さが もた らす恩 恵 は計 り知 れ ま

せ ん。一方 ，寛 大 さに欠 け る と悲劇 を

もた らす こ とにな ります。 わ た したち

の住 む町 で車 を運転 して い る と，そ れ

を毎 日の よ うに実感 させ られ ます。 ほ

んの少 しの時 間 を割 いて， 人 に道 を譲

れば ，譲 って も らった人 もうれ し くな

ります し， 譲 ってあ げた方 も心 が和み

ます。 わた した ちが人 に対 して寛 大 に

な り，礼 儀正 し くしてい る と，心 の 中

に何 か変 化 が起 こ ります 。 これ は皆 ，

わた したちが 洗練 され てい くた めの過

程 であ って ，そ うい う ことを続 けてい

くと， わた した ちの人格 も磨 かれ てい

くのです。

一方
，車 の運転 中に ささい な こ とで

怒 り， のの しりの言 葉 を使 った りして

い る と， その人 自身 の人格 を損 な うだ

けで な く， そ うされ た人の心 も傷 つ き

ます。 ほ とん ど毎 日の ように起 きてい

る ささい なこ とに対 して 自分 の怒 りの

感 情 を コン トロー ルで きるよ う， いわ

ば 自己 訓練 を重ね る こ とは，感 情面 で

の 清 さ の一 つ の 表 れ と言 える で し ょ

う。

次 は正 直 とい うこ とにつ いて です 。

この 資 質 は 貴 重 な宝石 の よ うな もの

で ， これ もまた，心 や行 いが清 い こ と

の一 つの 表れ です。保 険 の調査 員 に よ

れ ば，非常 に多 くの 人 々が，本 来受 け

取 る ことので きな いはず の補償 金 を不

正 直 な方法 で受 け取 ろ う と画策 し，虚

偽 の 申告 を して 来るそ うです。 さ らに，

学 校 で はカ ンニ ングが 日常 的 に行 わ れ

て い ます。 「あ なた は盗 ん で は な らな

い。 …… あなた は隣人 の家 をむ さぼ っ

て はな らない。」(出 エ ジプ ト20：15，

17)こ の命令 もまた ，主の 指 に よって

石 版 に書 か れた戒 め の中 にあ る もので

す 。 わた しは， この教会 の会員 の中 に，

不正 直 な手段 によっ て他 人 の財 産 を奪

お うとす る詐 欺 事件 に関係 した者が い

た ， な どとい う新 聞記 事 を読 む度 に，

い つ も心 を痛 め てい ます 。 これ は， ま

さにむ さぼ りその ものです 。

主 は こう言 われ ま した。 「すべ て の こ

とが わ た しの前 に清 く行 われ る ように

しな さ い。」(教 義 と聖 約42：41)わ

た しは， この戒 め には， いか な る形 で

あ れ不 正 直 な行 為 にかか わ っては な ら

な い とい う意味 も含 まれ てい る と信 じ

て い ます。

兄 弟 の皆 さん ，わ た しは強 く言 いす

ぎたで し ょうか 。そ うで ない こ とを望

んで い ます 。 しか し， も しそ うだ と し

た ら，そ れは， 主か らわ た した ちに託

され た義務 につ いて， わ た しが心 に強

く感ず る ものが あ るか らなのだ と理解

して いた だ きた い と思 い ます 。主 はそ

の民 に，世 の罪 か ら清 くあ る よ う望 ん

でお られ るのです。
き よう

も し今 日この話 を聞 いて いる人 々の

中に，今 話 した よ うな罪 に陥っ てい る

人 がい れば ， どうか直 ち に悔 い改 めて

くだ さい。主 に告 白 して くだ さい。 ま

た， その 罪 が重 大 な もの で あ るな ら，

監督 に告 白 して くだ さい。監督 は きっ

聖徒の道/1996年7月 号

59

と助 け て くれ ます。悔 い改 め のあ る と
ゆる

ころ には，必ず 赦 しがあ ります。 主 は

こ う言 わ れ ま した。 「見 よ， あ なたが

たの罪 は赦 されてお り， あな たが た は

わ た しの前 に清 い。 それ ゆえ，頭 を上

げ て喜 び な さい。」(教 義 と聖約110：

5)

「オ リー ブの葉」 と呼ば れ る啓示 の

中で， 主 はこ うお っ しゃって い ます。

「また， わた しは この最後 の王 国に

おけ る最初 の働 き人で あ るあ なたがた

に，一 つの戒 め を与 える。 あなた がた

は集 まって ， 自 らを組織 し， 自らを備
きよ

え， また 自 らを聖 めな さい。 まこ とに，

あなた がた の心 を清 くし， またわ た し

の前 に手 と足 を清 め な さい 。そ れ は，

わた しがあ なたが た を清 くす るた めで

あ り，

また， あな たがたが この邪悪 な時代

の血 か ら清 め られ てい るこ とを， わた

しがあ なたが たの父， あ なたがた の神 ，
あかし

わ た しの神 に証 す るため であ り， さ ら

にわた しが この約束 ，す なわ ち，わ た

しが あ なたが たに与 えた この大 い なる

最後 の約束 を，わ た しが望 む と きに果

た す た め で あ る。」(教 義 と聖 約88：

74-75)

最 後 に， 冒頭 にお話 しした一人 の貧

しい若 者 の夢 の話 に戻 りま し ょう。 こ

の若者 は， 山の 中で一 人で 眠 ってい る

ときに， 自分 が あ る邸 宅 に向か って急

いで いる夢 を見 ま した。そ の邸宅 の中

に入 る前 に，若者 は立 ち止 まって ， 自

らを清 め，清 潔 な衣服 に身 を包み まし

た。若者 は遅 れ た ことを責 め られ は し

ま したが ， しか し， こう答 え ま した。

「はい ， で もわ た しは清 く， 汚 れが あ

りませ ん。」 そ の答 えに預 言者 ジ ョセ

ブはほ ほえみ ま した。若 い宣教 師 であ

った ジ ョセ ブ ・F・ ス ミス 自身が， や

が て， その預 言者 の職， す なわち大管

長 の 職 を継 承 す る こ とに な っ た の で

す。 この こと 自体が す ば らしい証で は

ないで しょうか。神 が わた したち を祝

福 して くだ さ り， わた したちが 清い手

と汚 れの ない心 で歩 み，神 に認 め られ

て ほほ えんで いた だ くにふ さわ しい者

と なれ ます よ う，へ り くだ り， イエ
み な

ス ・キ リス トの御 名 に よっ て願 い ま

す。 アー メ ン。
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られま跳

主
のユ ダヤで の務 めが終 わ りに近

づ い た ころ， 「あ る律 法学 者 が

現 れ， イエ ス を試 み よ うと して言 った，

『先生 ，何 を した ら永 遠 の生 命 が受 け

られ ま しょ うか。』

彼 に言 われ た， 「律法 にはな ん と書 い

てあ るか。 あなた は どう読 むか。』

彼 は答 え て言 っ た ， 「「心 をつ く し，

精 神 をつ くし，力 をつ くし，思 い をつ

くして，主 な るあ なたの神 を愛せ よ。」

また ， 「白分 を愛す る よ うに， あ なた

の隣 り人 を愛せ よ」 とあ ります 。』
こたえ

彼 に言 われた ，『あ なたの答 は正 しい。

その とお り行 い な さい。 そ うす れ ば ，

いの ちが得 られ る。』

す る と彼 は 自分 の立場 を弁 護 しよう

と思 って ， イエ ス に言 った ， 「で は ，

わ た しの 隣…り人 と はだ れ の こ とで す

か 。』

イエスが 答 えて言 われた ，『あ る人が

エ ルサ レムか らエ リコに下 って行 く途

中， 強盗 どもが彼 を襲い， その着 物 を

は ぎ取 り，傷 を負 わせ ，半 殺 しに した

まま，逃 げ去 った。

す る とた また ま， ひ と りの祭 司が そ

の道 を下 って きたが， この 人を見 る と，

向 こう側 を通 って行 った。

同様 に， レビ人 もこの場所 に さ しか

か って きたが，彼 を見 る と向 こ う側 を

通 って行 った。

ところが， あ るサマ リヤ 人が旅 を し

て この人 の ところ を通 りか か り，彼 を

見て気 の毒 に思 い，

近 寄 って きてそ の傷 にオ リブ油 とぶ

ど う酒 とを注 い で ほ うた い を して や

り， 自分 の家 畜 に乗せ ，宿屋 に連 れて

行 っ て介 抱 した。

翌 日， デナ リ2つ を取 り出 して宿屋

の主 人 に手 渡 し， 『この 人 を見 てや っ

て くだ さい。 費用 が よけい にかか った

ら，帰 りが けに， わた しが支払 い ます 』

と言 った。

この3人 の うち， だれ が強盗 に襲 わ

れ た 人の隣 り人 になった と思 うか。』

彼 が言 った， 「その 人に慈悲 深 い行 い

を した 人で す。』 そ こで イエ ス は言 わ

れ た ， 『あ なた も行 って 同 じよ うに し

な さい。』」1

時代 は変 わ り，歳 月 は過 ぎ去 り， わ

た したち を取 り巻 く環境 も変 わ ってい

ます。 しか し，律法 学者へ の主 の勧 告

はわた した ちに もその ま ま当て はま り

ます 。 あたか もこの復活 祭 の朝 ， わた
み こえ

したちに語られる主の御声を直接耳に

しているかのようです。
こんにら

今 日わ た したちは， 「主 な るあ なたの

神 を愛せ よ」 とい う神聖 な第一 の戒 め

を どれ ほ ど忠実 に守 ってい るで し ょう

か、
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主 は言 われ ま した。「わ た しの い まし

め を心 にいだい て これ を守 る者 は，わ

た しを愛す る者 で あ る。」2「わ た しに

従 って きな さい 。」3「わ た しは あ なた

が た の た め に模 範 を示 した。」4「あ な

たがた の掲 げる光 とは， わた しであ る。

す な わち， わた しが行 うの をあ なたが

たが 見 た ，そ の行 いで あ る。」5では，

実 際 に主 は どの よ うな行 い を され たの

で し ょうか。

主 は，馬 屋 でお生 まれ に な り，か い

ばお けに寝 か され ま した。 こ うして遠

い昔か らの預 言 を成就 され ま した。 羊

飼 い たちは，急 い で主 をあが め に訪 れ

ま した。 東方 か らは博 士 た ちが宝物 を

携 えて やっ て来 ま した。 こう して時 の

中間が始 まったの です 。
おさなご

ベ ツ レヘ ム での この幼子 の誕 生 に よ

り，「一つ の大 い なるエ ンダウ メン ト」

が世 に もた らされ ました。そ れは どん

な武器 に も勝 る力 であ り， カ イザ ルの

金貨 よ りも永続 す る富で す。 この幼子

こそ，王 の王 ，主 の主，約 束 の メシヤ

となる御方 ，つ ま りイエ ス ・キ リス ト，

神 の御 子 だ ったのです 。

聖文 に よる と 「イエ スは ます ます知

恵 が加 わ り，背 た け も伸 び， そ して神

と人か ら愛 され」6ました。 ヨハ ネか ら

バ プテ スマ をお受 け にな り，7「よい働

きをされ なが ら……巡 回 され ま した。」8

ナ イ ンの町で は，や もめ の息子 を蘇生

させ ，母 親 にお渡 しにな りました。9ベ

テ ス ダで は，約 束 の池 に入 る望 み を失

ってい た体 の不 自由な人 を哀 れ まれ ま

した。 主 は手 を差 し伸 べ て彼 を立 ち一ヒ
いや

が らせ ， この 人の病 をお癒 しにな った

のです 。1ロ

やが て， ゲ ツセマ ネの 園での非 常 な

苦 しみの 時が訪 れ ま した。 主 はす べ て

の人 の罪 を御 自身 の身 に引 き受 け，偉
あがな

大 な順 い の働 きをされ ま した。 わた し

た ちが 自分 で は行 えない こ とを，わ た

したち に代 わ って行 われた のです。

続 い て， ゴル ゴ タで の残酷 な十 字架

の時 を迎 え ます 。現世 で の最 後 の数時

問，主 は悪 人 に慰 め の言葉 を語 られ ま

した。 「あ な た は き ょう， わ た し と一

緒 にパ ラ ダイ スに いる であ ろ う。」11さ

らに主 は母 マ リヤ を思 い起 こ し， そ の

深 い愛 が伝 わ って くる ような，感 動的
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な言 葉 を語 られ ま した 。 「イエ ス は，

そ の母 とまな弟 子 とがそ ば に立 ってい

るの をご らん にな って，母 にい われ た。

『婦 人 よ， ご らん な さい。 これ はあ な

たの 子 です 。』 そ れか らこの弟 子 に言

われ た， 『ご らん な さい。 これ はあ な

たの 母 です 。』 そ の と き以 来 ， この 弟

子 は イエス の母 を 自分 の家 に引 き取 っ
あがな

た。」12こうして偉大 な順 い 主 な る主 は

亡 くな られ ま した。

今 ， わた した ち一 人一 人の耳 に，遠

い昔 に語 られた二 つ の質問 が，稲妻 の

よ うに響 き渡 ります。 「あ なた が た は

キ リス トを どう思 うか」Bと 「イエス を

わ た した ち は， ど う した ら よい か」14

とい う質 問です。 ここで， 次の3つ の

提 案 を したい と思 い ます 。

豆.主 につ いて学ぶ 。 「わた しに学 び

な さい」 と主 は言 われ ま した 。 「わ た

しは柔和 で心 のへ りくだ った者 であ る

か ら…… あな たがた の魂 に休 み が与 え

られるで あろ う。」15

2.主 を信 じる。箴言 の作 者 は こ う

勧 め てい ます 。 「心 をつ くして主 に信

頼せ よ， 自分 の知識 にた よって は な ら

ない。すべ て の道で 主 を認 め よ，そ う

す れば， 主 はあなた の道 を まっす ぐに
み な

される。」16主の御名 は天 の下 にあ って，

わた した ち を救 い得 る唯一 の名 です 。

3.主 に従 う。主 は 「哀 れみ」 とい

う言 葉 を行 い で 表 して くだ さい ま し

た。愛 を伝 える方法 を示 し， わた した

ちが 従 うべ き道 を明 らか に され ま し

た。無私 の奉仕 は主 の生涯 を特徴 づ け

る もので した。

主 につ いて学 び，主 を信 じ， 主 に従

う ことに よ り，主 の ように なる力が得

られ ます 。顔 の表情 が変 わ り，心が和

らぎ，成 長が 速め られ，視 野が 広が り

ます。生 活 は，本 来あ るべ き状 態 に高

め られ ます。 変化 は時 として ， 目に見

え ない もの です。 しか し，確実 に起 き

ます。

救 い主 の働 きは終 始， 隣人愛 を具 現

した もので した。 け げんそ うな律法 学

者 に与 え られ た こ の 第2の 教 え は，
たっと

「きわめて 尊い律 法」17と呼 ば れて い ま

す。
いや

目の見 え ない人 は癒 され， ヤ イロの

娘 は生 き返 り，ハ ンセ ン病 の人 は癒 さ

れ ま した。彼 らは皆， イエ ス に とって

隣人 で した。井戸 の そば にい た女性 も

隣…人で した。 完全 な御 方 であ る主 は，

罪 を告 白 した罪 人の前 に立 ち，手 を差

し伸べ られ ま した。 この場合 ，彼 女 が

「傷 を負 った旅 人 」 で， 主 が 「よ きサ

マ リヤ人」 だ ったわ けです。 こう して，

主 か ら親切 といた わ りを受 け た人 々の

数 は増 えてい きま した。

で は，時 と場所 を今 の わた した ちに

移 して み ま しょう。 隣人 たち は， わた

したち の愛 と親切 ，助 けを必要 と して

いない で し ょうか。

数年 前 ， ロイ ター 通信 社 の 記事 で ，

アラス カ航 空 の ア ンカ レジ とシァ トル

を結ぶ 乗客150人 の ノ ンス トップ便 の

話 を読 み ま した。 同機 は，重傷 を負 っ

た男 の子 を救助 す るた め，進路 をそ ら

して，遠 隔地 まで 「救 急 飛行」 したの

で す。2歳 にな るエル トン ・ウ ィ リア

ムズ君 は， ア ンカ レ ッジの南 方720キ

ロにあ るヤ ク ター トの 自宅近 くで遊 ん

でいて ，ガ ラスの破 片 の上 に落 ち，腕

の動脈 を切 断 して しまい ま した。現 場

に駆 けつけ た医師 た ちは，航 空会社 に

男 の子 の救助 を要 請 しま した。 これ を

受 け て， ア ンカ レジ ・シア トル便 が進

路 を変 更 してヤ ク ター トへ 向か ったの

です。

医師 たち は，男 の子 の出血 が ひ どい

ので， シア トル まで飛 んで いた ら命 が

もた ないだ ろ う と言い ました。そ こで

飛 行 機 は， 病 院 のあ る最 寄 りの都市 ，

ジ ュノ ー までの320キ ロ を飛 ぶ こ とに

しま した。 その後 ，飛行 機 は シア トル

に向 かい ま した。 乗客 は2時 間 も遅れ

た うえ， ほ とん どの人 が乗 り継 ぎの飛

行 機 に乗れ ませ んで した。 しか し，だ

れ も苦 情 を訴 えませ ん。そ れ どころか

全 員が 本 を読ん だ り，男 の子 と家 族の

ため に募金 を始 めた りしたの です。

やが て，飛 行機 が シア トル に着 陸 し

よう とい うころ ， 「エ ル トン君 ，快 方

に向 か う」 とい う無線 連絡 があ った 旨

を，パ イロ ッ トか ら聞 き，乗 客全 員が

大喜 び しま した。 この話 には，確 か に

隣…人愛 が見 られ ます。

あ る男 性 は， 「あ なたの 隣人 は どなた

です か」 と尋 ね られ ま した。

こう答 えたそ うです。 「名 前 は知 りま
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せ んが ，お子 さんた ちは うちの芝 生 を

駆 け 回 り， そ この犬 は，夜 ご とわた し

を起 こ して くれ ます よ。」

しか し，別 の男性 は，前者 とは違 っ

た気持 ち を込め て， ある夜 の 日記 に静

か に こ う した た めて い ます 。 「通 りを

隔て た， 向かい の家 は，昨 日まで空家

だ と思 っ ていた 。 しか し， ドアにか け

られ た黒 い喪 中の印が ，そ こに人が住

んで いた こ とを教 えて くれ た。」

機 会 を永遠 に逸 して しま うこ との悲

しさを， ある詩 人 は こうつ づ ってい ま

す。

「果 て しない この大 きな町に も，

角 を曲が ったす ぐそ こに友達 がい る。

日は過 ぎ， 月は走 り去 る。

知 らぬ 間 に1年 が 過 ぎ，

旧友 の顔 も今 はない。

人生 は恐 ろ し く速 く，矢 の よ うに過

ぎて行 く。

昔 と変 わ らずわ た しは彼 が好 きだ。

彼 もそ の こ とを知 っ て い る はず だ。

子供 の ころ， わた しは よ く彼 の家 に遊

び に行 らた。

彼 もよ くわた しの家 の呼 び鈴 を鳴 ら

した。

で も今 や 二人 は忙 しさに追 われ，足

取 りも重 い。

愚か なゲ ーム に疲 れ，

名 を立て る努力 に疲 れた二 人。

明 日こそ ジム を訪ね よう，

わ た しの心 にはい つ も彼 が い るこ と

を知 らせ るた め に。

しか し明 日が 来 て， またそ の 日が 過

ぎてい く。

二 人 を隔 て る溝 は ます ます広 が る。

曲が り角 のす ぐそ ば なの に， まるで

遠 くの人 の よ うだ。

そ こへ1通 の電 報が舞 い込 んだ。

「ジム死 す」 と。

これが二 人の最 後 に得 た もの。

曲が り角 の 向 こうのあ の友達 は， も

う二度 と戻 って こない。」18

何年も前，わたしはポールという名

の幼い少年と電話交換手との間の隣人

愛を描いた物語に感動を覚えました。

二人は一度も顔を合わすことがありま

せんでした。それは，多 くの人が懐か



し く思 い 出す で あ ろ う時 代 の 話 で す

が ，若 い世代 には無 縁 の話か も しれ ま

せ ん。

ポー ルは こう物 語 ってい ます。 「わた

しがず っ と若 か った ころ，父 は近所 で

真 っ先 に家 に電話 を引 いた人 た ちの一

人 だっ た。輝 く受話 器が箱 型電 話 の側

面 にか け られ てい たの を よ く覚 えてい

る。 わ た しは小 さか った ので電 話 に手

が届 か なか ったが， よ く母 が受 話器 に

向か って話 す の をうっ と りして見 てい

た ものだ。 やが て わた しは， その きれ

い な装 置 の中 の どこか に，珍 しい人物

が住 ん で い る の だ と思 う よ うに な っ

た。彼 女 の名前 は， 「交換手 さん』 で，

彼 女 は何 で も知 っ てい るの だ 。 『交 換

手 さん』 はだれ の電話番 号 で も知 っ て

いて ，正 確 な時刻 まで教 え て くれ る。

や がて わた しは，いす の上 に立 て ば

電 話 に手 が届 くこ とに気づ い た。以 来，

事 あ るご とに 「交換 手 さん』 に電話 を

か け た。 わ た しは彼 女 に 「地理 を教 え

て』 と言 い，彼 女 は フ ィラデル フ ィア

が どこにあ るか教 えて くれ た。 算数 の

勉 強 も手伝 って くれ た。

そ ん な あ る 日， ペ ノ トの カナ リア，

『ペ テ ィー』 が死 んで しま った。 わた

しは 『交換 手 さん』 に電話 して， この

悲 しい 出来事 を伝 えた。彼 女 はわ た し

の話 を聞い た後 ，大 人が子 供 をな だめ

るのに よ く言 うような言葉 をかけ て く

れ た。 しか し， わ た しの心 は沈 ん だま

まだ った 。 『どう して鳥 はあ ん なに き

れい な声 で歌 って，家 族み ん なを喜 ば

せて くれ るの に，最後 にはか ごの中 で

死 ん じゃうの?』 そ う尋 ね た。

きっ と彼 女 は わた しの深 い悲 しみ を

察 したの だろ う。 静か な 口調 で こ う答

えて くれ た。 『ポ ー ル，歌 を歌 え る世

界 が ほか に もあ る って こと，いつ まで

も忘 れ な いで ね。』 それ で幾 らか わた

しの心 は明 る くなった。

これ らはすべ て シア トル近 くの小 さ

な町で の出来 事 だった。 後 にわた した

ち家族 は大 陸を横 断 してボス トンに引

っ越 した。 わた しは友 達が い な くな り，

寂 し くてた ま らなか った 。 「交換 手 さ

ん 』が ，前 の家 の あの古 い木箱 に住 ん

で い る気 が してい たの だ。そ して， ど

うい うわけか 「彼 女 に電話 してみ よう』

とい う考 え にはな らなか った。 しか し，

子供 時代 にそ の ような会話 を してい た

記 憶 は， いつ も心 に残 っ ていた。疑 念

や困惑 の ときには， よ く， かつ て 自分

が 味 わっ たあの安 らかな気持 ち を思 い

起 こ した ものだ。今 や ，彼女 が幼 い少

年 の ため に時間 を割 いて くれて いたそ

の忍 耐 と思 いや り，親切 に心 か ら感 謝

す る よ うになって いたの だ。

時 は流 れ， わた しは西部 の大 学 に行

くことに な り， わた しの乗 った飛行機

は シ ア トル に到 着 した 。 『番 号 案 内 』

に電 話 してみ る と，実 に驚 いた こ とに，

あ の懐 か しい声 を聞 くこ とが で きた。

わ た しは彼 女 に言 っ た。 「当時 の わ た

しに とって， あ なたが どれ ほ ど大切 な

人 だった かお分 か りですか。』

す る と彼女 はこ う言 って くれた。 「こ

ち らこそ ，あ なたか らの電 話が わた し

に とって どん なに有 意義 な もの だっ た

ことで し ょう。 わた しに は子供が い な

いか ら， あな たの電話 を待 ち焦が れ た

もの なの よ。』 わ た しは， この何 年 か

の問 ， 自分 が どんな に よ く彼 女 に思い

をはせ て いたか を告 げた。 そ して， シ

ア トル に 来 た らま た電 話 して もい い

か，尋 ねて みた。

『ぜ ひ，お願 いす るわ。』彼 女 は言 っ
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た。 『「サ リーを」 と言 って くれれ ばい

いか ら。』

わず か3か 月後 ，わ た しは再 び シア

トルを訪 れた。電 話す ると，違 う声 が

返 って きた。 「番号 案 内で す』 と。 『サ

リー さん をお 願 い します』 と言 うと，

『ご友 人です か』 と尋 ね て きた。

『はい， とて も古 くか らの友 人で す』

と答 えた。

「そ うで すか ， 申 し上 げに くい んで

す が，サ リーは病気 の ため にこ こ数 年

間は，パ ー トタイムで働 いて いた んで

す 。そ して5週 間ほ ど前 に亡 くなった

ので す。』 わた しが 電話 を切 ろ うとす

る と彼女 が 言 った 。 『ち ょっ と待 って

くだ さい。 あな た，ポ ール さん と言 い

ま した よね。』

「は い，そ うですが 』

『実 はサ リーか らあ なた あての メ ッ

セー ジ を預 か ってい るんで す。彼 女が

書 いた ものです。 手 もとにあ るので読

み ます ね。 「歌 を歌 え る世界 はほ か に

もあ るって， わた しが 今で も言 って い

た と，ポ ール に伝 えて くだ さい。 わ た

しの言い たい こ と，彼 には分か る はず

です 。」』

わた しは礼 を言 うと，電話 を切 った。

わた しにはサ リー の言葉 の意味 が よ く

分 か った。」

電話 交換 手の サ リー と，かつ ての 少

年 で今 は大人 となった ポー ルは，互 い

に ま さに良いサ マ リヤ人 と言 え るで し

ょう。

確 か に，歌 を歌 える世界 は ほか に も

あ ります 。主 な る救 い主 は， この真 理

を現 実 の もの としてわ た したち に もた

らして くだ さい ま した。悲 しむマ ル タ

を主 は こ う慰 め られ ま した。 「わた し

はは よみが え りであ り，命 であ る。 わ

た しを信 じる者 は，た とい死 んで も生

きる。

また， 生 きてい て， わた しを信 じる

者 は，いつ まで も死 なない。」19

主 な る救 い主 を心 か ら求 め る な ら，

わ た した ちは確 か に主 を見 いだす で し

ょう。主 は，湖 の ほ と りで主 を知 らな

か った人 々の所 へお いで にな った よ う

に，名前 も分 か らない見知 らぬ 人 と し

て わた した ちの ところへ 来 られ るか も

しれ ませ ん。 そ して，当 時 と同 じよ う

に，「わた しに従 って きな さい」20と言

わ れ，主 が この時代 に成就 しな ければ

な らな い務め にわ た したちが取 りかか

れ る よ う導か れ るのです 。主 は戒 め を

与 え られ，賢 い者 であ ろ うとなか ろ う

と，主 に従 う者 には， この世 で経験 す
かっとう

る労苦 や葛藤 ，苦悩 の ときに御 自身 を

現 して ， と もに歩 ん で.くだ さい ます。

こ う して， わた した ちは主が どの よう

な御方 で あるか を 自分 自身 の経験 を通

して学 ぶの です。

この復 活祭 の安息 日， わた した ちは，

この世 を去 っ た愛 す る人 々に思 い をは

せ ます 。幸福 な 日々の大 切 な思い 出が，

孤 独 な夜 ，長 い歳 月 にわ たる哀愁 の後

によみが え り，わ た した ちの心 を主 の

約 束 に向 け させ て くれ ます 。 「わた し

は平安 をあ なたが たに残 して行 く。 わ

た しの平 安 をあな たがた に与 える。 わ

た しが与 え るのは ，世が与 える ような

もの とは異 なる。 あな たがた は心 を騒

が せ るな， またお じける な。」21「わた

しの父 の家 には，す まいがた くさんあ

る。 も しなか った な らば， わた しはそ

う言 ってお いたで あ ろ う。 あなたが た

のた めに，場 所 を用 意 しに行 くの だか

ら。 ……わ た しのお る所 にあなた がた

もお らせ るためで ある。」22

主 は， 心 と精 神 ，力 と思 い を尽 くし

て主 な る神 を愛 し， 自分 自身 を愛 す る

ように隣 り人 を愛 す る ように， とお教
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え にな りま した。 主 は真 理の教 師 です。
まった

しか し教師 以上 の御方 です 。全 き生活

の模範 です 。 しか し模 範以 上 の御 方 で

す。偉 大 な医 師です。 しか し，医師以

上 の御 方 です。 文字 どお り，世 の救 い

主 ，神 の御 子 ，平和 の君 ， イス ラエ ル

の聖 者， よみ が え られ た主で あ られ ま

す 。 主 は 自 ら こ う宣 言 され ま した 。

「見 よ， わた しは イエ ス ・キ リス トで
あかし

あ り，世 に来 る と預 言者 た ちが証 した

者 であ る。 …… わた しは世 の光で あ り

命 で あ る。」23「わた しは最 初 で あ り，

最 後で あ る。 わ た しは生 きてい る者 で

あ り，殺 された者 で ある。 わた しは父

に対す るあなたがたの弁護者 である。」24

この復活 祭 の朝 ，わ た しは主 の証人

として，主 が生 きてお られ ，主 のおか

げで わ た した ち も生 きて い る こ とを，
み な

イエ ス ・キ リス トの御 名 に よ り証 い た

します 。 アー メ ン。

注

1.ル カ10：25-37

2.ヨ 八 ネ14：21

3.ノ レガ18：22

4.3ニ ー フ ァ イ18：16

5.3ニ ー フ ァ イ18：24

6.ル カ2：52

7， マ タ イ3：13-16参 照

8， 使 徒10：38

9， ル カ7：11-15参 照

10， ヨハ ネ5：2-9参 照

11、 ル カ23：43

12， ヨ 八 ネ19：26-27

13， マ タ イ22：42

14.マ タ イ27：22

15， マ タ イ11：29

16， 箴 言3：5-6

17.ヤ コ プ の 手 紙2：8

18.チ ャ ー ル ズ ・ハ ン ソ ン ・ タ ウ ン

"AroundtheCOrner"ノ ⊃oθms

茄 θ亡 乙1四Forθ レθr「 曲 が り 角 の 向

こ う に 」 『不 朽 の 詩 』 ヘ イ ゼ ル ・フ ェ

ル マ ン 選 ，p.128

19.ヨ 八 ネ11：25-26

20.ヨ 八 ネ21：22

21.ヨ 八 ネ14：27

22， ヨ 八 ネ14：2-3

23.3ニ ー フ ァ イ11：10-11

24.教 義 と 聖 約110：4



し ゅ ば ん さ ん せ い さ ん

主の晩餐の聖餐

十二使徒定員会会員

L・ トム ・ペ リー

聖餐によっ乙 わたしたちば繰り返 し，遍常ぱ毎廻，救61の甜画とその責

務や祝福に対する忠誠を蜜雷するのだ跳

95年 には，第二 次世界 大 戦終結

19 50周 年を記念 して，多 くの式

典が催されました。わたしを含め，こ

の恐ろしい戦争にかかわった退役軍人

にとって，これらの式典は，感慨深い

機会でした。興味深いことに，このよ

うな歴史的な出来事が起きてから長い

年月が過ぎても，記憶はうせたりしま

せん。例えば，テレビで戦争の記録番

組を見ていたとき，突然，古い緑色の

小型 トランクが頭に浮かんできまし

た。この トランクにまつわる，忘れら

れない思い出を紹介しましょう。

わたしは伝道地に赴任したとき，非

常にすばらしい先輩同僚に恵まれまし

た。わたしたちは，転任の日を迎える

までほぼ1年 間，ともに働 く特権にあ

ずかりました。やがて第二次世界大戦

が猛威を奮う中，任期を終えようとし

ていたわたしたちは，自分も間もなく

召集されると感じていました。そこで，

帰国したら二人して海軍に入隊し，願

わくば任地で再会しようと約束を交わ

しました。非常に驚いたことに，海軍

で迎えた最初の安息日，わたしたちは

教会の礼拝行事で顔を合わせました。

二人とも約束 どおり海軍を志願してい

たのです。

基礎教練を終えると，二人とも第2

師団に配属となり，それから3年 間，

同僚として軍務を果たす機会に恵まれ

ました。任地となった島での戦闘が一

段落すると，礼拝行事用にテントがあ

てがわれました。材木を入手して，ベ
ロせいさん

ンチや説教壇，聖餐のテーブルをこし

らえました。聖餐のテーブルの下には

いつも，特別な緑色のトランクを置き

ました。わたしたちはそれを第2師 団

が移動する度に，島から島へ持ち運び

ました。その中身は，木製の皿と木製

の聖餐 トレイ，聖餐の祈 りのカー ド，

聖餐の紙カップの箱でした。戦闘が終

わり島が守られると，師団の多くの古

参兵は軍務交替で帰国して行 きまし

た。わたしたちの教会の指導者も帰り

ました。そして伝道時代からのわたし

の同僚がグループリーダーに召 され，

わたしは彼の第一補佐になりました。

緑の トランクの中身は，わたしたち

が大切にしているすべてのものを象徴

していました。毎週主の日に集まる度

に，トランクを開けて中身を取り出し，

聖餐を準備し，祝福し，パスしました。

それは信仰を新たにする霊的高揚の場

で，明日への希望を与えてくれました。

毎週集まる特別な時間により，日々の

試練や苦難が取 り除かれたのです。

その島はずっと安全だったのですが，

空襲が続 くようになりました。問もな
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くテントの礼拝堂は，爆弾の破片にや

られて穴だらけになりました。頻繁に

降る熱帯雨のため，穴だらけのテント

の中に座るのは気持ちのよいものでは

ありません。そこで集会をもう少しよ

い施設に移すことにしました。陸軍，

海軍，空軍，海兵隊の教会員の努力に

よって，わたしたちは十分な資材を調

達し，島に自分たちの礼拝堂を建てる

ことができました。今や緑の トランク

は，会員が集まって礼拝する奉献され

た建物のテーブルの下に置かれまし

た。

島での任務が終了すると，わたした

ちは船に乗り込み，次の任地へ向かい

ました。緑のトランクは，後の人たち

のために残してきました。その後どう

なったかは知 りませんが，わたしは緑

のトランクをいつも懐かしく思い出す

ことでしょう。

天父は，神の子供たちが律法への従

順を条件に与えられた約束を思い起こ

す必要があるのを御存じでした。その

ような聖約を交わす場合，神は特定の

戒めへの従順と引き換えに祝福を与え

てくださいます。時の始めから，わた

したちのために計画が備えられまし

た。救いの計画の中心となるのは，わ

たしたちの救い主イエス ・キリス トで
あがな

す。全人類のための蹟いの犠牲は，こ

の地上における天父の子供たちの歴史

上重大な出来事です。神の計画を受け

入れる人は，救い主の使命を受け入れ，

わたしたちのために定められた計画の

律法を守ると聖約します。霊と行いに

おいて主を受け入れるなら，救いを勝

ち得ることができます。聖文にはこう

記されています。「したがって，あな
み な

たが行うすべてのことを御子の御名に

よって行いなさい。また，悔い改めて，

いつまでも御子の御名によって神に呼

び求めなさい。」(モーセ5：8)

これは少しも驚くに当たりませんが，

主は時の始めから，この地上の神の子

供たちの心に主の計画が深 く刻まれる

よう願ってこられました。アダムとエ

バに与えられた律法の中で，犠牲の律

法は時の中間に起こる偉大な出来事を

思い起こすために定められました。

「主は彼らに，主なる彼らの神を礼



拝 し，主へ の さ さげ物 と して群 れ の初

子 を ささげ る よ うに と戒 め を与 え た。

アダム は主 の戒 め に従 順で あっ た。

多 くの 日の後 ，主 の天使 が ア ダムに

現 れ て言 った。 「あな た は なぜ 主 に犠

牲 を ささげ るの か 。』 そ こで ， ア ダム

は彼 に答 えた。 『わた しに は分 か りま

せ ん。 ただ ，主 が わた しに命 じ られた

のです。』

す る と，天使 は語 って言 った。 『これ

は，御父 の ，恵み と真理 に満 ちて い る

独 り子 の 犠 牲 の ひ な が た で あ る 。』」

(モーセ5：5-7)

この と きか ら救い 主が地 上 に来 られ

る まで，神権 が存在 す る ときはいつ も，

犠 牲が ささげ られ ま した。 それ は人 の

子が地上 に来て全 人類 のた め に至 高 の

犠牲 を ささげ るこ とを思い 出 させ る も

のです。
あがな

わたしたちの救い主の蹟いの祝福は，

すべての人が不死不滅の特権にあずか

ることです。主は十字架につけられる

前にエルサレムの2階 の部屋で，選ば
ばんさん

れ た十二使徒 と ともに最後 の晩餐 の席

に着 かれ ま した 。マ タイ に よる福 音書

に は， この特別 な最後 の晩餐 で行 わ れ

た こ とが記 され てい ます 。

「一 同が食 事 を してい る とき，イエ

ス はパ ンを取 り，祝 福 して これ をさ き，

弟子 たち に与 えて言 わ れ た， 『取 っ て

食 べ よ， これ は わ た しの か らだ で あ

る。』
さカずき

また杯 を取 り，感謝 して彼 らに与 え

て言 われ た， 『み な， この杯か ら飲 め。

これは，罪 の ゆ る しを得 させ る よ う

に と，多 くの人 の ため に流 す わた しの

契約 の血 であ る。

あ なたが た に言 っ てお く。 わた しの

父 の国で あ なたが た と共 に，新 し く飲

むその 日まで は，わ た しは今 後決 して ，

ぶ どうの実か ら造 った もの を飲 む こ と

を しない。』」(マ タイ26：26-29)ジ
せいさん

ヨセ ブ ・F・ ス ミス大管 長 は，聖餐 の

制 定 につ い て 次 の よ うに 述 べ て い ま

す 。 「この主 の 晩餐 はア ダ ムに与 え ら

れた犠牲 の律法 に代 わ って救 い主が 制

定 され た もの で ある。犠牲 の律 法 はキ

リス トの時代 まで ア ダムの子孫 の 間 に

続 い た。 しか しキ リス トの死 を もって

成 就 した。 とい うの はキ リス ト御 自身

が罪 のた めの大 きな犠 牲 だっ たか らで

あ る。 アダム に与 え られ た律 法 に盛 り

込 まれて い る犠 牲 は，キ リス トの犠牲

を ひ なが た と した もの で あ っ た 。」

(『福 音 の教義 』p.195)

ジ ョセ ブ ・ス ミス とオ リバ ー ・カウ

ドリは ，1829年 に 天 の使 いか ら神 権

を受 け たす ぐ後 に，啓 示 の中 で地上 に

再 び教 会 を組織 す る方法 と時期 を示 さ

れ ま した。 『教義 と聖約 』 の第20章 に，

具体 的 な 日付 の理 由が説 明 されて い ま

す 。 「この終 わ りの 時 にお け る キ リス

トの教 会 の起 こ り。 それ は， わた した

しの主 であ り救 い主 で ある イエス ・キ

リ ス トが 肉 体 を取 っ て 来 られ て か ら

1830年 で あ っ て， 第4の 月，4月 と
みこころ

呼 ばれ る月 の第6日 に，神 の御心 と命

令 に よ り， わが国 の法律 にか な って正

式 に組織 ，設 立 された 。」(教 義 と聖 約

20：1)

ピー ター ・ホイ ッ トマ ー ・ジ ュニ ア

は，1830年4月6日 火 曜 日に予 定 さ

れ た教会 組織 の ため に 自分 の家 を提 供

しました。定 め られた時 間 にお よそ60

人 の人 々が集 ま り， イエス ・キ リス ト

の教 会 が正式 に組織 され る場 に立 ち会

い ました。

集会 は簡 潔 な もの で した。24歳 の ジ

ョセ ブ ・ス ミス は開会 を宣言 し， 次 の

5人 を順 に指 名 しま した。 オ リバ ー ・

カ ウ ドリ，ハ イラム ・ス ミス， ピー タ

ー ・ホイ ッ トマ ー ・ジュ ニア
，サ ミュ

エ ル ・H・ ス ミス，デ ビッ ド ・ホイ ッ

トマ ー。彼 らは宗教 法 人設立 に関す る

ニ ュー ヨー ク州 の法律 の条件 を満 たす

た め に， ジ ョセ ブ と名 を連 ね ま した 。

ひ ざ まず い て厳 粛 な祈 りを さ さ げ た

後 ， ジ ョセ ブは出席者 に，教 師お よび

霊 的助 言者 として 自分 とオ リバ ー を喜

ん で受 け入 れ る か ど うか尋 ね ま した 。

全 員が 賛成 の挙手 を しま した。二 人 は

以前 にメ ルキゼ デ ク神権 を受 けてい ま

したが ， ジ ョセブ とオ リバ ー は互 い を

長老 の職 に聖任 しま した。 そ うす るこ

とに よって，二 人が新 し く組 織 され た

教 会 の 長老 で あ る こ とを示 した の で

す。次 に， 主 の晩餐 であ る聖餐が 行 わ

れ ま した。福 音 の 回復 によ り，聖 餐 の

意義 と方法 が 明 らか に され ま した。 そ

れ らは背教 の暗 黒時代 を通 してね じ曲
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げ られて いたの です。 教会 員 は啓 示 に

よって こ う告 げ られ ま した。 「教 会員

は，主 イエ スの 記念 としてパ ン とぶ ど

う酒 を受 け るため に， しば しば集 まる

ことが必要 で ある。」(教 義 と聖約20：

75)

わた した ちは聖 餐 を取 る ときに， イ

エス をわ た したちの救 い主 と して受 け

入 れ ，聖約 によ って主 の戒 め を守 る と

い う義 務 を 自 ら負 い ます。 これ に よ り，

聖餐 を取 る こ とが， バ プテスマ の と き

に交 わ した聖約 を新 た にす るこ とにな

るの です。 す なわ ち聖餐 に よって ，わ

た した ちは繰 り返 し，通常 は毎 週 ，救

いの計 画 とそ の責務 や祝福 に対 す る忠

誠 を宣 言す るの です。

聖 餐会 に出席 す る とき，わ た したち

はふ さわ しい状 態 で聖餐 を取 る よ う自

らを備 えな けれ ばな りませ ん。 パ ウ ロ

は次 の よ うに勧 告 してい ます。

「だれ で もまず 自分 を吟味 し， それ

か らパ ン を食べ杯 を飲 むべ きで あ る。

主 のか らだ をわ きまえない で飲 み食

いす る者 は ，そ の飲 み食 い に よって 自

分 に さば きを招 くか らで ある。」(1コ

リ ン ト11：28-29)

ブ リガム ・ヤ ング大管 長 は，聖餐 に

つ い て こ う述 べ て い ます 。 「聖餐 を守

る ことは， 人々 を聖別 す るため に定め

られ たほか の儀 式 や戒 め と同様 に，わ

た し た ち の 救 い に 不 可 欠 で あ る。」

(D続0ロ 聡esofBが 帥amYbα η9『ブ リ

ガム ・ヤ ング説 教集 』p，171)

わ た した ちは教会 員 として，聖 餐 に

あずか る特権 を喜 び， それ に よって わ

た したちの救 い主へ の信 仰 とイ エス ・

キ リス トの教 会へ の忠誠 を確 か な もの

に します。 さ らに主 は，聖約 を守 る人
み たま

には主 の御霊 が常 に ともにあ る と約束

して お られ ます。 デ ビ ッ ド ・0・ マ ッ

ケイ大管 長 は，毎 週聖 餐 にあず かる備

え をす る責任 につ い て次の ように話 し

てい ます 。

「兄弟姉 妹 の皆 さ ん，わ た したち は

いつ も，聖餐 にあず かる聖 な る安 息 日

につ いて考 えて い るで し ょうか。 そ の

日には互 いの前 で， また神 の前 で，一
あかし

定の 事柄 を行 うこ とを証 し， 約束 し，

自ら責任 を負 い ます。 それ らに注 目 し

て くだ さい 。
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第1に 「進ん で御子 の御名 を受 け る。』

それ に よって イエ ス をわ た したちの指

導 者 として， また理想 と して受 け入 れ

ます。 主 はあ らゆ る世 に あっ て唯一 の

完全 な特 質 を備 えた御方 なの です。

第2に 「いつ も御子 を覚 える。』 日曜

日だ けで な く，月曜 日に も 〔平 日に も〕，

日常の行 い に も， また 自制 におい て も，

御 子 を覚 えます。 …・・

第3に 「御子 が与 えて くだ さった戒
しゆつかん

め を守 る。』 これ に は什 分 の一 ， 断食
ゆる

献 金， 知恵 の言葉 ，親切 ，赦 し，愛 な

どが あ ります。 イエ ス ・キ リス ト教会

の会員 の義務 は大 変 ですが ，栄 光あ る

もの です。 なぜ な ら， これ らの原則 に

従 えば，命 す なわ ち永 遠 の命 が 与 え ら

れ るか らです 。
けいけん

秩 序 ，敬慶 ，神 聖 な約 束 ，す なわ ち

主 の群 れ に入 るこ と， キ リス トの福 音

にあ る徳 を身 に付 け る こと，聖約 を覚

え る こ と，真 心 か ら主 を愛 す る こ と，
はりかり

同胞のために自らを犠牲にしても働く
せいさん

こと，これ らは皆 ，聖餐 を取 る こ とと関

連の ある約束 な のです。 ともに集 って，

聖 なる聖餐 に よ り神 との聖約 を新 た に

す るのは，す ば らしい こ とです 。」((認

pe1招ea五s『福音 の理想 』pp146-147)

古 い緑色 の トラ ンクは， いつ もわ た

しの心 の片 隅 にあ るで し ょう。 なぜ な

ら， 人生 で最 も困難 な時期 に， わた し
ばんさん

は主の晩餐である聖餐を取ったとき，

それに続く日々のために霊的な再生を

受けることができたからです。

それから何年もの問，わたしは聖餐

会に出席する特権にあずかってきまし

た。平和のときや戦争のとき，喜びの

ときや悲しみのとき，安らぎのときや

苦悩のとき，わたしはいかなるときも

聖餐を取る際に，主が与えてくださっ

た祝福に思いをはせ，主の律法と福音

により近 く生活することを聖約しまし

た。

聖餐会に忠実に出席するようにお勧

めします。主が約束されたように，ふ

さわしい状態で聖餐を取るなら，皆さ

んの心に平安が もたらされるでしょ

う。これは自分が神の計画に携わって

いるという確信からもたらされるもの

です。わたしも約束しますが，皆さん

は自分の忠実さに応じて，主がこの世

と永遠の世で約束された特別な祝福を

受けるでしょう。これらのことを主な

る救い主イエス ・キリス トの御名によ
あかし

り証 し ます 。 アー メ ン。
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真理の道に

踏みとどまる

七十人会長会

カ ーロス ・E・ エイシー

被からの光に目を向けることによっτ……自分が今，どめ位置仁ωるか分

かりま凱 また，そうしなくτはなりません。

昨
日， わ た した ち七十 人の仲 間入

りを した9人 の方 々 を心 か ら歓

迎 した い と思 い ます。 また， これか ら

の歳 月，皆 さん を支持 し続 け る こ とを
しんぼく

約 束す る とと もに， 親睦 を深 めて い き

たい と思 い ます。

美 し く清 らか な復活 祭 の朝 を迎 える

と，人 々は キ リス トに心 を向 け，主 の
あがな

賠 い につ い て語 り， 「もっ と良い 世 界

を……望 む」よ うです(エ テル12：4)。
あわ

しか し 「聖 なる メ シヤ の功徳 と憐 れみ

と恵み」 につ いて ただ心 に思 い， 口に

す るだ けで はそれ らをわた した ちの生

活 に反 映 させ る こ とは で きませ ん。 そ

れ らは揺 ら ぐことな く絶 えず 良 き業 に

励 む者へ の報 い と して与 え られ るので

す(2ニ ー フ ァイ2：8)。

そ こで わた しは， 永遠 の命 に至 る真

理 の道 に踏み とどま るうえで ，必須 の

事 柄 につ い て お 話 し した い と思 い ま

す。 真理 の道 に踏 み と どまるに は，以

下 の3つ の連動 す る努力 が求 め られ ま

す。(1)目 標 を再確 認 し，(2)現 在

の霊性 を評価 し，(3)必 要 と され る

軌 道修 正 の努 力 に着手 す る こ とで す。

この よ うな一 連 の努 力 は， キ リス トの

復活 を通 してわ た したちの生 活 を一新

させ て くれ ます 。 また この努力 に よ り，

冬 の悲 しみ が春 の陽光 で溶 か されてい

くこの季 節 にあ って，再 出発 す る こと

が で きます。

この努力 は，使徒 パ ウ ロの次の勧 告

に もか な ってい ます。 「あ なたが た は，

はた して信仰 が あるか どうか， 自分 を

… … 吟味 す るが よ い。」(2コ リ ン ト

13：5)健 康診 断 を毎年 ，歯科 検 診 を

2年 に1度 の割合 で受 け る人は た くさ

んい ます。 また 日ごろの食生 活 に注意

を払 い，毎 日適 度な運 動や休 息を取 る

人 もい ます 。 この よ うにす るの は，寿

命 を延 ば し，充実 した人生 を送 るた め

です。

しか し， わた した ちは霊 的な側 面 に

も十 分 関心 を払 っ てい る で しょうか 。

「霊 的 な健康 診 断 」 を頻 繁 に実 施 す る
み まえ

ことに よ り，神 の御前 に あって 自分が

今 どの よ うな状 態 に あ る か 自 己評 価

し， また永 遠 の命 に至 る道 を歩 んで い

るか 吟味 して いるで しょ うか。 アル マ

は こ の よ うに問 いか け ま した 。 「あ な

たが た は，罪 のない状 態 で神の御 前 を

歩 んで きたか。 あ なたが たは， もし今

死ぬ ように召 された として，心 の中 で
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自分 は十分 にへ り くだ ってい る と言 え

るで あろ うか。」(ア ルマ5：27)ほ か

の質 問 も含 め， ア ルマの 問いか け は霊

的 な意 味 で 「体温 と脈 拍」 を計 るの に

役 立つ ことで しょう。

目標の再確認

思 慮分 別 のあ る人 な らだれ で も， 現

世 で は幸福 を求 め， 死 と復 活 に続 いて

「決 して終 わ りの ない幸 福 な状 態 で神

と ともに住 」 む こ とを最 終 目標 とす る

はず で す(モ ーサ ヤ2：41)、 預 言 者

ジ ョセ ブ ・ス ミス は こ う教 え て い ま

す。 「幸 福 を得 る こ とが わた した ちの

存在 す る 目的 であ り， 目標 で あ る。 も

し幸福 につ なが る道 を歩 む な ら， そ こ

に到達 で きる こ とだ ろ う。 そ の道 は ，

徳 ，高潔 ，清 い こ と， そ して神 の あ ら

ゆ る戒 め を守 る こ とで あ る。」(Tea-

c毎ηgsof亡heProphe亡 ∫osephsm1亡h

「預 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミスの 教 え』 ジ

ョセ ブ ・フ ィー ルデ ィ ング ・ス ミス

編 ，pp.255-256)

「悪 事 は決 して幸福 を生 じた こ とが

ない」 こ とを覚 えてお か な くて はな り

ません。 悪事 を行 い なが ら幸福 を求 め

る人 は 「神 の性 質 に反 し」，「幸 福 の本

質 に反す る」 もの を求 めて い るの です

(アルマ41：10-11)。

『聖書 』 の中で ，海 の上 を歩か れ た

イエ スを見 てペ テ ロが 自分 も渡 りた い

と願 った場面 を読 む と，永遠 の 目標 に

目を向 け続 け るこ とが いか に大切 か分

か ります。ペ テロは キ リス トを見 て い

た と きに は水 の上 を歩 け ま したが ，視

線 を主 か らそ ら し，恐 れや疑 い の気持

ち を抱 い た途端 ，沈 み始 め た の です 。

ペ テ ロの よ うにイエ ス と永遠 の行 く末

に 目を向 け続 ける な ら， わた したち も

「押 し寄 せ る不 信仰 とい う高 波 の上 や

疑 い とい う強風 の中 を意気揚 々 と歩 ん

で行 け る」 ことで しょう(フ レデ リ ッ

ク ・W・ フ ァ ー ラー ，TheL漉of

αぬb亡「キ リス トの生 涯』p.313。 マ タ

イ14：24-31も 参照)。

この世 の もの に気 を取 られて永 遠 の

目的地 か ら視 線 をそ らした り， また こ

の世 の声 に惑 わ され て道 を踏み外 した

りして は な りませ ん。 そ うで は な く，



「キ リス トの 栄光 と永遠 の命 とを願 う

望 みが， とこ しえに… …心の 中 に とど

まる」(モ ロナ イ9125参 照)よ うに し

なけれ ばな りませ ん。 最 も価 値が あ り，

「信 仰 の 目をもって実 を期 待 しなが ら」

近づ い て行 くべ き 目標 を再確 認 しなけ

れ ばな らない のです(ア ルマ32：40)。

現状を評価する

目標 を再確 認 し， 目と心 をそ こに向

け た ら，次 に自分が今 どの位 置 にいる

か評価 しな くては な りませ ん。 合衆 国

史上 ， とて も危 機 的な時期 を迎 えた と

きの こ とです。 議会 で は歴 史 に名 を残

す討 論が繰 り広 げ られ， ダニ エル ・ウ

ェブ ス ター(1782-1852。 ア メ リ カ

の政 治家)は こ う述べ ま した。

「大統 領 に 申 し上 げ ます 。船乗 りは

不案 内 な海 上 で悪天候 が何 日 も続 いた
あらし

場合，嵐が収まり日が差し込むとすか

さず現在の緯度を測り，嵐で本来の航

路からどれだけそれているか調べるも

のです。わたしたちも彼らの賢明な行
なら

動 に倣 お うで はあ りませ んか。 そ うす

れ ば，過 ぎて しまった事柄 に対 す る議

論 に終 始す る前 に，少 な くと もわ た し

た ちが今置 か れて いる立場 が はっ き り

分か るで しょう。」(α 〕㎡ …re刀ceRepα≠

『大 会報 告』1961年10月 ，p.78に 引用)

かつ て船乗 りは，六 分儀 とい う道 具

を用 いて方 角 を知 りま した。 この道 具

に よって太 陽 や星が 地平線 か らどの角

轟;　
、

擁iii
「P

ぺ轡驚1/

度 に位置 して い るか を測 る こ とで， 現

在 の船 の位 置 が分 か るのです。 船乗 り

の 中 には， この作業 や必 要 な軌 道修 正

を怠 ったため に深 い海 の底 へ と消 えて

い く人 々がい ました。一 方，六 分儀 を

用 い，天 か らの光 に よって軌道 を修 正

してい く賢明 な船乗 りは，常 に安全 な

港 にた ど り着 くことがで きま した。

人生 の嵐 は絶 えず わた した ち に吹 き

寄せ ます 。だ か らこそ，折 に触 れ て 自

らの霊性 を吟 味 し，嵐の 影響 で本来 の

進路 か らどれ だ けそれ てい るか見定 め

な くて はな りません。

1916年 にジ ョセ ブ ・F・ ス ミス大 管

長 は この よ うに述べ ま した。 「この 世

は嵐 の 中を漂流 して い ます 。… …20年

前 には決 して 許 され なか っ たに もかか

わ らず今 は容認 されて いる事柄 が数 多

くあ ります。 わた しの青 年期 に は想像

もつ か なか った よ うな新 た な問題が 次

次 と起 こ り，対応 を迫 っ て きて い ます 。

(『大会報 告』1916年10月 ，p.71)

80年 を経 た今 も，伝 統 的 なキ リス ト

教 の価 値観 とこの世 の価値 観 とのず れ
こんにら

は続いています。今日では，道徳の標

準が福音の標準からそれていることが

懸念されています。結婚を卑下し，離

婚を奨励し，無情な関係を助長する人
おしえ

の話 を耳 に し ます。 また 「様 々 な教 の

風 に吹 きまわ され た り， もてあそ ばれ

た りす る」 人 も 目に し ます(エ ペ ソ

4：14)。 これ らの風 潮 は，律 法 を緩

め， 戒め に対す る妥協 を求め て はいな

い で し ょうか。 も しそ うであ れば， そ

れ は 自分 自身 や子供 た ちに， また周 囲

の人 々に どん な影響 を及 ぼ してい るで

し ょうか。

あ る洞察 に富 んだ人 の言葉 です。 「風

呂 のお湯 が15分 に1度 ず つ熱 くなった

と した ら，湯船 につ か ってい る人 は助

け を求め て叫 ぶべ き時 を どの ように知

り得 るだろ うか。」(マ ー シ ャル ・マ ク
みこころ

ルーハン)律 法や聖約，主の御心に対

する確固とした姿勢や態度を崩すな

ら，わたしたちが危険な水域へと徐々

に押し流され，その中を漂うようにな

るのは目に見えています。そして周囲

の 「邪悪」という水の温度上昇に慣ら

されていくうち，ついにはわたしたち

皆が，とりわけ子供たちが，焼け死ん
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で しまうのです。

わた した ち は，大衆 受 けす る意 見 と

い う海 におぼ れた り，不道 徳 とい う波

に さ らわれた りす る必 要 はあ りませ ん

し，その ような こ とがあ って はな りま

せ ん。 神 はわ た した ち とと もにお られ，

霊 の緯 度 を測 れる貴 い六分儀 に当た る

もの を幾つ か備 えて くだ さい ました。

一 つ 目の 六分 儀 に つ い て は
， ボ イ

ド ・K・ パ ッカー長老 が次 の よ うな言

葉 で話 して い ます。 「わた したち は そ

れ ぞれの心 の 中 に， どん な船乗 りが持

っ てい る もの に も勝 って 実 に正確 で精

密 な六分儀 を持 っ てい ます。 これ も船

乗 りが用 い るの と同様 に，天か らの光

を受 け て作 用 します。 心 の六分儀 を儀

式 と聖 約 の言 葉 とい う方角 に合 わせ ，

位 置 を確か め るな ら， 光 に導 かれ ます。

つ ま り， ど う軌 道修 正 す れ ば よいか ，

これか らどの進 路 を取 れ ば よいかが分

か る の で す 。」(地 区 代 表 セ ミナ ー ，

1987年4月3日)

二つ 目の六 分儀 につ い ては， アル マ

が語 って い ます 。 アルマ はわ た した ち
み こと ば

の 思 い と心 を キ リス トの御 言 葉 に留

め， それ か ら神 を仰 ぎ見 る必要 があ る

と言 い ま した。 それ に よって単 に正確

な緯 度 を知 るに と どま らず 「はるか に

良 い約 束 の地 」， さ らに は永 遠 の命 へ

と続 く進路 を進 む こ とが で きるのです

(アルマ37：44-47参 照)。

3つ 目の六 分儀 は愛 に満 ち た天 父 か

ら，生 ける預言 者 を通 して与 え られ ま

した。 預言 者 は警告 を発 し，真理 を宣

言 し， 人 々 に大胆 に悔 い改 め を叫 び，

すべ ての 人 にキ リス トの福 音 に さ らに

従 った生活 をす る よう勧 めます。

預言者 はこの よ うに警 告 してい ます 。
しもべ

「主 の声 もそ の僕 た ち の声 も聞 こ う と

せず ，マ壽 たちやZた ちの量 も

一 者たちが，民の

中から絶たれる日が来る。」(教義と聖

約1：14， 下線付加)

個人的な啓示，聖文，生ける預言者

の言葉を通 して神からもたらされる光

に目を向けることによって，わたした

ちは永遠の命という最終的なゴールに

対 し，自分が今どの位置にいるか知る

ことができます。また，そうしなくて

はなりません。



詩篇の作 者 は この ように語 りま した。

「わた し は， あ な た の 道 を 思 う と き，

足 をか え して， …… 向か い ます 。」(詩
ほうとう

篇119：59)ま た放蕩 息子 の た とえ話

に は次 の よ うに記 され てい ます 。 「彼

は 本 心 に 立 ち か え っ 〔た。〕」(ル カ

15：17)同 様 に， わ た した ち も自分 の

歩 んでい る道 を思 い，本心 に立ち返 り，

目標 であ る神 の方 に足 を返 して向か わ

なければ な りませ ん。

進路の修正に着手する

現在の位置を確認し，もし永遠の命

への正しい進路から少 しでもそれてい

たり，信仰の本流から少しでもわきに

押し流されていた りすると分かった

ら，直ちに進路を修正 しなくてはなり

ません。

苦痛のただ中で，ある人はこう叫び

ました。

「どこか にな いだ ろうか，

「再 出発 』 とい う名 の地が。

そ こに行 けば， わた したちの過 ち も，

心 痛 も，

利 己心が招 い た悲 哀 も，

す べ てが 着古 した コー トの よ うに ，

戸 ロ に脱 ぎ捨 て られる。

わた したち は，二 度 とそれ を身 に ま

とわ な くて よ くなるのだ。」

(ルイザ ・フレ ッチ ャー"TheLandof

Begin血gAgain"Bes亡 五〇祀dR)α ηs

of出eAmeガcaηPeρ ρ1e「『再 出発 』 と

い う名 の 地 」 『ア メ リ カ名 詩 選 』p.101)

「再 出発 」 とい う名 の地 は確 か に存

在 します 。 それ はイエ ス ・キ リス トの

福 音です 。 キ リス トの み も とに来 て悔

い改 める人 々は皆 ，進路 を修正 し，罪
ゆる

の赦しの道を歩むことができます。し

かしそれには信仰と勇気，そして断固

とした決意が必要です。

現世の生涯は，豪華客船で巡る快適

な船旅ではなく，波風に揺り動かされ

る苦難と試練の伴う航海です。ジェー

ムズ ・A・ ミッチェナーはこのように

記しています。「人と同様，船という

ものは風にわずかに逆らいながらも，

帆をいっぱいに張って進路を保って進

むのが理想である。一方，船も人と同

様，真後ろから風が吹 くと蛇行してし

まう。その風が水しぶきを立てて船を
かじ

押 す ので舵 取 りや操縦 に 関心 を払 う必

要 はな く，進路 に向 かっ て風 が 吹 くの

で好都合 に思 えるの だが， 実際 は， 緊

張 を緩 ませ 操縦 も緩慢 に な るの で，逆

に害 を受 けて しまうのだ。 必要 なの は

船 にわず かに逆 らう風 で あ る。 それ に

よって緊張 感が 続 き，心が 高揚 し，必

要 な考 えが浮か ぶた め，船 も人 と同様

に 試 練 に 立 ち 向 か う こ とが で きる。」

(Chesapeake『 チ ェサ ピー ク湾 』p.445。

教義 と聖約123：16も 参照)
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だれであろうと，どこに住んでいよ

うと，また何をしていようとも試練は

訪れます。今は試しの時期だからです。

しかし現世で幸福を得，来世でも安全

な港に到着したいと望むなら，正しい

進路からそれずに踏みとどまらなくて

はなりません。正しい進路から少しも

それずに進むのです。出発時に緯度が

1度 それると，到着するころには目的

地から大きく外れてしまいます。
あらし

「非 常 に大 きな船 も， 嵐の ときに は

ご く小 さな舵 に……助 け られ，風 と波

に対 して進路 を保 つ こ とが で き」 ます

(教義 と聖 約123：16)。 同様 に， わ た

した ち もしっか りと舵 を取 る こ とに よ

って，助 け を受 け，悪 の風 に立 ち向か

い，永遠 の命 とい うだれ もが望 む港 に

向か っ て進 路 を保 つ こ とが で きます 。

その ため に も， ゴー ル を再確 認 し，今

い る位 置 を確 か め，必 要 に応 じて進路

修 正 を行 うこ とが大 切 です。

今 わ た したち は，新 た な誕 生 と始 ま

りの季 節 を迎 えてい ます。 十字架 にか

け られた キ リス トの死 を思 っ て流 した
あがな

わた しだ ちの涙 が，全 人類 の順 い主 の

復 活 に対す る確 か な知 識 に よってぬ ぐ

い去 られ る時 です 。 そ して 「キ リス ト

の こ とを話 し， キ リス トの こ とを喜

び，」 「最 善匙 後 ，神 の恵 み に

よって救 われ る」 こ とを思 い起 こす 時

です(2ニ ー フ ァイ25：23，26， 下

線 付加)。

「立 ち上が って行 動 を起 こ し」(ア ル

マ60：24)， 家 族 の 一員 と して， 教会

の会員 と して ， 自 らを クリスチ ャン と

公 言す る者 と して， 自分 自身 を誠 実 に

評価 してみ て くだ さい。生 け るキ リス

トは， わた したちが み も とに来 て さ ら

に御 自身 に似 た者 とな るよ う招 い てお

られ ます。 これ こそ神 聖 な蹟 いの 目的

で あ り真 髄 で はないで しょ うか。

神 を仰 ぎ見 て， 大 いな る決意 と断 固

とした姿勢 で永遠 の幸福 に至 る まっす

ぐな道 を歩 み ま し ょう。 そ れ に よ り，

霊 とま こ ととを もって主 を礼拝 し， 主

が罪 と死 に勝利 を収 め られた こ とを と

もに祝 お うで はあ りませ んか。

これ らの こ とを イエ ス ・キ リス トの
み な

御 名 に よっ てお 話 し し， お祈 ります 。

ア ーメ ン。



あ か し

証という受け継ぎ

十二使徒定員会会員

ヘン リー ・B・ アイ リング

真理につ6、乙の証を家族に受1プ渡すため'こン宏実に努力すれば㌧…・そのカば

増し勿えられ，1時を越えτ伝完られるさしょう。

年 の 秋， わた した ち はヒ ンク レ

昨一大管長から家族に関する宣言

を聞いて，心に感動を覚えました。家

族に神が何を望んでおられるか知りた

いと思っていたからです。これで愛と

義の中で生活できるでしょう。しかし，

深く考えていくと，助けが必要になる

ことが分かります。わたしたちのいな

いときに家族が導かれ，予測できない

霊的な危険に立ち向かえるように，天

の力を招 くことが必要になるでしょ

う。

わたしたちの家族は，神が行うよう

に望んでおられることを知るために，

また行動へと促される方法でそれを学
たまもの

ぶ ため に，一つ の賜 物 を授 か る こ とが

で きます 。神 はそ の ような導 き手 を備

え られ ま した。 そ れは聖霊 です 。 わた
はんりょ

したちは，聖霊を伴侶として家族に与

えることはできませんが，家族自らそ

れを得ることはできます。聖霊を絶え

ず伴侶 とするには，忠実に生活し，正

しい権能を持つ人からバプテスマの儀
あん しゅ

式と按手を受けなければなりません。

しかしバプテスマの前でも，子供 も大

人も神聖な真理について，聖霊によ
あかし

る証 を心 に受 け るこ とが で きます。彼

らは受 けた証 に忠実 に生活 しなけれ ば

な りませ んが ，そ れに よって善 に導 か

れ ，聖約 を受 け入 れて守 れ る ように助

け られ るのです。そ の聖約 に よって，や

が ては聖霊 を伴侶 とす るこ とが で きる

の です 。わた した ちは，もしで きる な ら，

何 世代 も通 して伝 え られ る証 とい う受

け継 ぎを家 族 に残 す とよいで し ょう。

この 受け継 ぎを築 いて伝 え るため に

で きる こ とは，証が どの ように してわ

た した ちの心 に浸透 してい くか を理解

す る こ とか ら始 ま ります 。神聖 な真 理

につ い て証 して くだ さるの は聖霊 です

か ら，家族 に とっ てそ う した経験 を よ

り確 か な もの とす るため に，少 な くと

も3つ の事 柄 を行 うこ とが で き ます 。

最初 に，神 聖 な真 理 を教 え るこ とが で

きます。 そ して，教 え たこ とが真 実 で

あ る と証 で きます。 さ らに，証 を聞 い

た 人が わた したち の行 いを見 て，そ れ

が正 しい と分 か る ように行 動 しな けれ

ば な りませ ん。そ うすれ ば， わた した

ちの話 した こ とや ，真 理 であ る と証 し

た こ とについ て，聖霊 が確 認 を与 えて

くだ さるで し ょう。

これ は，証 とい う受 け継 ぎを家 族 の

中 で築 き，保 ち，伝 えて い く方法 です。

簡単 で はあ りませ んが， 普通 の人 は行

って き ま した 。 皆 さん の 中 の 多 くの

人 々 と同 じよ うに，わ た しに もそ の よ
そ うそ ふ

うな先 祖 がい ます。曾 祖 父の ジ ョン ・

ベ ニオ ンがそ の一 人です 。世 の中 は変
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わ ったので ，彼 の した ことをそ のま ま

まね る こ とはで きませ んが ，そ こか ら

学 ぶ こ とはで きます 。

曾祖 父 は ウェー ルズ 出身 の改 宗者 で

した。彼 は妻 子 を連 れて，初期 の開拓

者 の一 人 と して ソル トレー ク盆地 にや

って来 ま した。彼 の生 涯 につ い て幾 ら

か知 る こ とがで きる のは， その ときか

らほ とん ど毎 日，短 い 日記 をつ けてい

たか らで す。1855年 か ら1877年 まで

の 日記 が あ ります。そ れ らは1冊 の本

に ま とめ て出版 され ま した。彼 の子 孫

が証 とい う受 け継 ぎを残 したい と思 っ

たか らです 。わ た しの母 はその一 人で

す。母 の この世 での最 後の仕事 は，曾

祖 父 の 日記 を出版 用 の原稿用 紙 に書 き

写 す こ とで した。

曾祖 父 は短 い記録 の 中で ，多 くの こ

とは教 え てはい ませ ん。 ブ リガ ム ・ヤ

ングが預 言者 で あ る とは証 して い ませ

ん。彼 は この よ うに記録 してい るだ け

です。 す なわ ち，預言者 か ら伝 道 に召

され る度 に 「はい」 と答 え， ジ ョー ダ

ンリバ ー を越 えて当時 マ ッデ ィー伝 道

部 と呼 ばれ てい た地域 まで行 き， その

後 ，故郷 のウ ェールズ で も伝 道 しまし

た。 さ らに， ジ ョンソ ン大佐 の軍 隊 を

追跡す る ため に馬 で深 い峡谷 に乗 り入

れ る とい う召 しに こたえ， 軍隊が 谷 に

侵 入 した ときには家族 を南 部 に連 れて

行 く召 しに こたえ ま した。 ブ リガム ・

ヤ ングが埋 葬 されて か らす ぐに曾 祖父

が亡 くな ったの は， こ こで も預言 者 に

従 うため だった ， とい う伝説 が我 が家

には残 っ てい ます。

毎 日記 録 を残 した こ とか ら明 らか な

ように，曾 祖父 は 自分 の 日常生活 が歴

史的 な もので ある こ とを知 って い ま し

た。末 日に シオ ンを築 く業 に携 わっ て

いた か らです。彼 が残 したわず かな証

は，子 供 を亡 くした ときに記録 した よ

うで す。 その証 は試練 の さなか に書か

れた もの なので ，わ た しにはい っそ う

力 強 く感 じられ ます。

これ はそ の と きの記録 です 。彼 の腕

の中 で娘 のエ リザベ ツが息 を引 き取 り

ま した。彼 は娘 の埋 葬 と墓 の場所 につ

いて 数行書 い てい ます 。 そ して翌 日の

1863年11月4日 に， 次の ように記 しま

した。



「水 曜 日。馬 小 屋 を直 して い る と，

子 供 た ちが周 りで は しゃ ぐ。 しか し，

愛す る リズ ィー は帰 らない。 わた しは

主 に助 け を祈 り求 めた。生 涯 の終 わ り

の 日まで主 の業 に忠 実 でい られ るよ う

に，そ して わた しの子供 た ちを家族 の

輪 に再 び迎 える にふ さわ し くなれ る よ

うに。幼 くして キ リス トの もとに召 さ

れた子供 た ち， ア ン， モロ ナイ， エス

テル ・エ レン，エ リザベ ツ， イエ ス ・

キ リス トの順 いの ゆ えに祝 福 され幸 せ

な子 供 たち。」

こ こにす べ ての要素 が あ ります。 彼

は真 理 を教 え ま した。 それが真 実 であ
あかし

ると証しました。そして証に忠実に生

活し，愛する家族と再び一つになるま

で忠実に堪え忍べるよう祈りました。
そうそ ふ

わた しは曾祖 父 の愛 を感 じ， 自分 もそ

の輪 に加 わ りたい と思い ま した。

わた した ちは証 とい う受 け継 ぎを残

すた めに，別 の方法 を 自ら見 つ けなけ

れば な りませ ん。 しか し，教 え，証 し，

真 理 に従 って生活す る とい う過程 は同

じです。

聖 文や生 ける預言者 ，あ るい はわた

した ちの持 つ思慮分 別 は， それが どこ

か ら始 まるか教 えてい ます。両 親 とし

て 自分 自身か ら始 め る必 要 が あ りま

す。 いか なる家族 の プロ グラム も伝 統

も，雨 親が 自分 で持 ってい ない証 を受

け渡す ことはで きませ ん。 アルマ が述

べ て いる とこ ろか ら始 めて ，彼 の証 と

同 じ基盤 に立 ってい るこ とを子孫 に伝

え る ようにす るのです 。 『モ ルモ ン書』

に アルマの 言葉が 次の ように記 されて

い ます 。そ れは わた した ちが 自分 の も

の と して語 るべ き言 葉 です 。

「そ して これだ けで はな い。 あなた

がた は， わた しが 自分 で これ らの こと

につ いて知 って いる こ とに気 づか ない

のか。見 よ，わ た しは， 自分 が語 って

きた これ らの こ とが真 実で あ るこ とを

知 ってい る。あ なたが た は，わ た しが

どの ように して これ らの こ とが確 かで

あ るのを知 った と思 うか。

見 よ， わ た しは あ なた が た に言 う。
み たま

これ らの こ とは，神 の 聖 なる御 霊 に よ

っ て わ た しに知 らされ てい るの で あ

る。見 よ， わた しは 自分 で これ らの こ

とを知 る こ とが で きる ように，幾 日も

の 問，断食 を して祈 って きた。そ して，

これ らの こ とが真 実 であ るの を， わた

しは今 ， 自分 自身で 知 ってい る。主 な

る神 が神 の聖 なる御霊 に よっ て これ ら

の こ とをわた しに明 らか に されたか ら

で ある。 わた しの 内にあ る啓 示 の霊 に

よって知 らされた ので ある。」(ア ル マ

5：45-46)

この確 信 が得 られ る と，家 族 とと も

に過 ごす ほ とん どの状 況 が，証 とい う

受 け継 ぎ を築 く絶好 の機 会 に な り ま

す。最 善 の方法 の 中に は，す でに よ く

知 られ た もの が幾つ かあ ります 。そ う

した共通 の状況 を作 り出 し，そ の中 で

の経験 を通 して家 族 が証 を得 られ る よ

うにす る方法 を挙 げ てみ ま しょう。

第1に ， 毎週 家 族 の集 い を計 画 し，

証 を述べ る場 に します。 イエ ス ・キ リ

ス トの福音 の真 理 を，子供 で も理解 で

きる ように，簡 単 に分か りやす く教 え

て くだ さい。子供 はその教 えを理解 す

るこ とが で きる ものです 。わ た したち

が その よ うな方 法 で教 える な らば， 子

供 は最 後 に証 を述べ よう とす るか もし

れ ませ ん。内気 な子供 に とって，大勢

の前 で証 す るのは簡 単 にはで きな い こ

とで し ょうが ，家 庭 の 中な ら安 心 して

で きるか も しれ ませ ん。 そ して，証 を

す る子供 やそ れ を聞 く人 々 に，聖霊 が

さ らに証 され るで しょう。

第2に ，家 族 と一緒 に声 を出 して聖

文 を読み ます。 そ のため の時 間 と場所

を見 つ ける には，並外 れ た決意 と霊 感

が必 要か も しれ ませ ん。 しか し，聖 典

か ら命 の 言葉 を読 む ときや 聞 くと き，

そ れ らの真 理 を証 され る聖霊 を招 き寄

せ る こ とがで きます 。救 い主 は こう言

わ れ ま した。 「あ なたが たは ，聖 書 の

中 に永 遠 の命 があ る と思 って調 べ てい

るが， この聖書 は ，わ た しにつ い てあ

か しをす る もので あ る。」(ヨ ハ ネ5：

39)

何 年 か前 に この説教壇 か ら， マ リオ

ン ・G・ ロ ムニ ー副 管 長 が ，『モル モ

ン書 』 を読 んだ と きの経験 を話 して く

れ ま した。彼 は2段 ベ ッ ドの下 に座 り，

上 の段 に座 った 息子 と交互 に， 「モ ル

モ ン書』 を読 んで い ま した。彼 は息 子

が風 邪 を引い たか と思 い ました。後 で

分 かっ たので すが， 息子 は この書物 が
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真実であるという証を感じて涙を流し

ていたのです。二人は一緒に読んだの

で，ともに祝福を受けました。

第3に ，家族でともにひざまずいて
けんそん

謙遜な祈りをささげ，一人一人に祈る

機会を与えます。祈りが機械的になっ

たり，祈っていない子供がそわそわし

たりすることがあるかもしれません。

しかし，家族のだれかが信仰をもって

ほんとうに必要なものを願い求め，皆

が聖霊の証を心に感じるとき，それは

きわめて貴重な瞬間になるでしょう。

わたしは母の教えをあまり思い出せま

せんが，母の祈りはよく覚えています。

わたしは母の愛を感じ，母が天父と救

い主を愛し，母の祈 りがこたえられる

ことを，御霊を通して確信することが

できました。母はわたしたちに祝福を

もたらし，母の祈 りは今もわたしたち

の心に生きています。

第4に ，自ら断食し，子供たちにも
せいさん

月に1回 断食をさせて，主の聖餐を取

る会に出席し，ほかの人々の証を聞く

ようにします。子供たちは自ら証する

よう心に感じるかもしれません。食欲

に打ち勝つという選びが貧 しい人々を

助ける手段になることを知れば，霊的

な祝福は子供たちにとってさらに大き

なものになるでしょう。そのためには，

断食献金を喜んで，また惜しみなく納

めなければなりません。また子供たち

がイエス ・キリス トの真実の教会につ

いて御霊の証を受ける可能性を高める

には，まず救い主が貧しい人や困って

いる人の世話をするために常に弟子た

ちを組織されることを教え，証するこ

とです。

聖なる御霊の確認を受けるために行

う事柄は，もっと挙げることができま

す。例えば，ホームティーチングを受

けるときの温かい気持ちや信頼感は，
しもべ

彼 らが神の僕であるという確信を子供

たちに与えるでしょう。子供が入学す

るときや家を離れるときに神権の祝福

を与えるなら，心からへりくだって御

霊のささやきを受ける備えができたと

きに，御霊がもたらされるでしょう。

証という受け継ぎを築いて伝える最

も大切な機会には，前もって計画でき

ないものがあります。悲劇や損失，苦



痛はしばしば予期しないときにやって

来ます。思いがけない事態にどう対

処するかによって，わたしたちの教え
あかし

や証が心に深 く根付いているかどうか

が，家族に示されます。ほとんどの人

は，わたしたちに降りかかるものが何

であれ，それを乗 り越えられるように

助ける救い主の力について子供たちに

教えているで しょう。『モルモン書』

には次のように記されています。「ま

た神の御子は，御自分の民を束縛して

いる死の縄目を解 くために，御自身に

死を受けられる。また神の御子は，肉
あわ

にお いて御 自分 の心 が 隣れ みで満 た さ

れ るよ うに， また御 自分の民 を彼 らの

弱 さに応 じて どの よ うに救 うか を肉 に

おい て知 るこ とがで きる よ うに，彼 ら

の弱 さ を御 自分 に受 け られ る。」(ア ル

マ7：12)

悲 劇が起 こる と き， また起 こ りそ う

な と き，子供 た ちは わた した ちの心 を

のぞ き込 んで， わた した ちが知 って い

る と言 っ た こと をほ ん と うに知 って い

るの か ど うか 知 る機 会 を得 るの です 。

子 供 たち は，わ た したちが 教 えた とお
み たま

りに生活したことを実際に見て，御霊

による証を感じ，心に覚え，世代を越

えてその話を受け継いでいくのです。

わたしもそのような話を受け継いで

います。わたしの祖母のアイリングは，
い がん

病院 で 胃癌 の末期 だ と医者 か ら告げ ら

れ ま した。 長 男 で あ るわ た しの 父 は，

車 で病 院 まで の送 り迎 え を しま した。

父の話 に よれ ば，家 に帰 る途 中，祖母

は こ う言 った そ うです 。 「さあ， ヘ ン

リー ，元気 を出 して 。賛美 歌 を歌 い ま

し ょ う。」 二 人 は 「高 き に栄 え て 」

(『賛美歌 』180番)と 「恐 れず 来 たれ，

聖徒」(「賛美歌 』17番)を 歌 い ま した。

最 後 の節 の 歌 い 出 しは こ う で した 。

「旅 を終 わ らず死す も すべ ては善 し…

…。」

わた しはその場 にい ませ んで したが，

想像 で き ます。 二人 は，非 常 に美 しい

声 では ない に して も，大 きな声 で， 涙

な しに，信 仰 を もって歌 っ た ことで し

ょう。祖 母 は最 後 の数か 月，長 女 の家

で過 ご しました。お ばの カ ミラ はわた

しに言 い ま した。 「お ば あ ち ゃん はた

だ一 度 だけ，不 平 を言 った わ。 ほん と

う の不 平 で は な い けれ ど こ う言 った

の 。 「痛 むわ』 って。」

さて，死 に直 面 して も，明 る く元 気

に過 ご した人 が た くさんい ます。 しか

し， そ の人 が ，救 い 主 の力 につ い て ，

復 活 につい て， また永遠 の命 への希 望

につい て教 え，証 す るな ら， それ は さ

らに意 義深 い ものに な ります 。 これ は

御 霊が わた しに告 げて くださ った こと

ですが ，祖母 の平 安 と勇 気 は彼女 の証

が 真 実 で あ る こ と を示 す しる しで し

た。そ れ に よって 「すべ ては善 し」 と

なった か らです。

悲 しい こ とに， た とえ真理 につ い て

教 え， 証 し，そ の証 に忠 実 に生活 して

も，そ れが受 け継 がれ な いこ とが あ り

ます。 善良 です ば ら しい両親 がす べ て

の こ とを行 って も，家族 が証 を拒 む こ

とが あ るの です。 しか しわた したち に

は，大 きな希 望 と楽観 的 な思 い を持つ

理 由が あ ります。 そ の希 望 を もた らす

もの は何 で し ょうか。 まず ，天父 の性

質 に関す るわ た した ちの証 です。 天父

は わた した ちの家 族 を愛 して お られ ，

わた した ちだ けで な く，子供 たちの天

の御 父 で もあ られ るか らで す 。 また ，

イエ ス ・キ リス トの使 命 につ いての証
あがな

です。主は彼らを順うために，犠牲を
かぎ

払われたからです。そして，神権の鍵

の回復についての証です。神 と聖約を

交わす力が地上に再びもたらされ，神

御自身が守られる聖約により家族が永

遠に結び固められるからです。

これが絶望しない理由です。証とい

う受け継ぎを家族に伝えるとき，それ

を受け入れない子供がいるかもしれま

せん。子孫にまったく影響を与えない

ように思えるかもしれません。しかし，

神は再三再四，それが受け継がれるよ

う手を差し伸べてくださいます。真理

についての証を家族に受け渡すために

忠実に努力すれば，わたしたちの思い

もつかない方法で，その力は増し加え

られ，時を越えて伝えられるでしょう。

その証拠は，だれもが知っている家

族の中に見ることができます。わたし

は南アメリカの宣教師たちの表情にそ

れを見ました。何百人もの宣教師がわ

たしと握手をし，ひとみの奥をのぞき

込みました。わたしは圧倒される思い
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で した。 父祖 リーハ イ とサ ライアの子
み わざ

孫が 主の御 業 のた めに， そ こにい ま し

た。 天父 が約束 された こ とを守 られ た

か らです 。 リーハ イは死 ぬ 間際 に，子

供 たち に教 え と証 を伝 え，祝福 を授 け

よう と しました。彼 の子孫 は， リーハ

イや ほか の預言 者 たち の証 を拒 み，聖

文 を拒 んだ と きに， ひ どい悲劇 に見舞

われ ま した。 しか し， わた しは宣教 師

たちの ひ とみ や表情 か ら，神が 約束 を

守 って リーハ イの聖 約 の子 らに手 を差

し伸 べ られ た こと と， わた したち の子

孫 に も手 を差 し伸べ て くだ さる こ とを

確信 しま した。

天 の父 な る神 が生 きてお られ， わた

した ち一 人一 人 を愛 して，知 って お ら

れる こ とを証 します 。 イエス ・キ リス

トが生 きてお られ， 主の犠牲 の ゆ えに，

わた したち は復 活 し，清 め られ るこ と

を証 します。 聖霊 の力 に よって真理 を

知 る こ とが で きます 。神 の最 も大 いな
たまもの

る賜物である永遠の命を得て，家族と
一緒に永遠に住むことができます。わ

たしたちが愛するすべての人々のため

に真心から，真理の証を家族に受け渡

すことができるよう，イエス ・キリス
み な

トの御名 によって祈 ります 。 アー メ ン。



栄えある

イースターの朝 に

大管長

ゴー ドン ・B・ ヒンウ レー

キリス1・ぱ生ぎτωらっしゃωます。まことに生きZ『ωらっしゃωます。

栄%に 満ちた，驚嘆すべき生ける神の生ける御子ざ玩 この喜びめ臼，空

になった墓の奇跡を祝 うこのイースターの朝鶴 わた したちぱこれらのこ
あかし

とを厳粛に証しま跳

弟姉妹の皆さん，少しお話しさ

兄せ て い ただ きた い と思 い ます 。

まず 最初 に， この復 活祭 の朝 に タバ ナ

クル に集 われ た皆 さんの お顔 を拝見 で

きてほ ん とうに うれ し く思 っ てい る こ

とをお伝 え したい と思い ます。 実 にす

ば らしい光景 です。 また ，世界 各地 の

3，000以 上 の集 会場 に， これ よ りも さ

らに多 くの 方 々が 集 っ て お られ る の

は，考 えるだ けで もす ば らしい ことで

す 。

残念 なが ら，今 朝 この タバ ナ クル に

入 りた い と思 いなが ら， それが で きな

い 方 々が た くさん い らっ しゃい ます 。

タバ ナ クルの周 囲 の構 内 には非 常 に多

くの方が い らっ しゃい ます。主 を礼拝

す るため に先祖 の開拓 者 に よって建設

され た この独 特 なす ば ら しい建物 には

約6，000の 快 適 な座 席 が しつ らえ て あ

ります 。2時 問 にわ たって この 固い座

席 に座 っ てお られ る皆 さんの 中 に は，

「快 適 」 とい う言葉 に異 議 を唱 え る方

がい らっ しゃるか もしれ ませ ん。

わた しは心 の中 で， この タバ ナ クル

に入 りた い と思 いなが ら， それが で き

な い で い る方 々 の こ とを考 え て い ま

す 。1年 ほ ど前 にわ た しは中央幹 部の

皆 さんに，次 の よ うな提 案 を しま した。

す な わち も う一つ ， この建物 の3，4

倍 の収 容力 を持 つ ， よ り大 きな規模 の，

礼 拝施 設 を建 設 で きるか ど うか検 討す

べ き時 がや って 来たか も しれ ない とい

うことです。

もち ろん，成 長 を続 ける この教 会の

全 会員 を収 容で きるほ どの 大 きなホ ー

ルの建 築が不 可能 な こ とは承 知 してい

ます。 コ ミュニ ケー シ ョン手 段 はほか

に もた くさんあ ります 。衛星 放送 に よ

って大 会の模 様が 世界 中の何 百万 もの

人々 にお伝 えで きる よ うになっ てい ま

す 。

しか し，話者 や その ほか の参加 者の

姿 が直接 見 え る席 に座 って みた い とい

う人 は まだ まだ数 多 くい ます 。 わた し

たちが 考 えてい るの はスポ ーツの競技

用 の施 設 の よ うな建 物 で は あ りませ

ん。そ れ は固定式 の座席 と優 れた音 響

設備 のあ る大 きなホー ル になるで し ょ

う。 また，奉 献 された礼 拝用 の建物 に
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な るこ とで し ょう。 それが その建物 の

主 目的に なるで し ょう。必要 に応 じて

あ ると きはホー ルの一 部 だけ， あ るい

は全体 を使 うこ とが で きる様 式 にす る

予 定で す。宗 教行事 だけで な く，聖劇

や そ れ に類 す る よ うな催 しの上 演 な

ど，教 会の その ほか の 目的 のた めに も

用 い るつ も りです 。 さ らには， 目的が

ふ さわ しい もの であ れば，地 域社 会 の

文化 的 な催 しを行 う場 と して提供 す る

こ とも考 えてい ます。

建築 や工 事 な ど技 術 的 な面 で の検 討

は， まだ詳細 な発 表 をす る まで には至

って い ませ ん が， これ まで の ところ ，

前 向 きな進展 を見せ て い ます。

ここで少 し個 人 的 な事柄 につ いてお

話 しさせ て いただ きた い と思 い ます 。

1年 前 ， この 大 会 の聖 会 に お いて ，

皆 さんは わた しを この重大 かつ神 聖 な

召 しに就 く者 と して支 持 の挙 手 を して

くだ さい ま した。 わ た しの心 は，皆 さ

んが示 して くださ る信 頼へ の感謝 の思

いでい っ ぱいです 。皆 さんの優 しい言

葉 そ して忠実 さ， 愛 に触 れ ，へ り くだ

り，圧 倒 され る思 い です。 少 な くと も

あ る程 度 は， この責任 の重大 さを理解
みこころ

して い るつ も りです 。主 の御心 をなす

こ との ほか に， わた しの望み は あ りま
しもべ

せん。わたしは主の僕であり，主の民

に仕えるために召されました。この教

会は主の教会であり，わたしたちは主

に属するものを管理しているにすぎま

せん。

副管長としてわたしを補佐する，徳

と能力を備えた二人の方に心から感謝

しています。十二使徒定員会の兄弟た

ちに感謝しています。主を愛し，主の

御心を熱心に求める，これほど献身的

で有能な人々をほかに見いだすことは

できません。七十人定員会と管理監督

会の皆さんにも感謝しています。そし

て，地域幹部，ステーク会長，監督，

定員会を管理する責任にある方々，息

実な伝道部長，神殿長の皆さんにも感

謝の意を表したいと思います。補助組

織の皆さん，扶助協会，若い女性，日

曜学校，初等協会の組織を管理する立

場の皆さんが示 してくださる能力，才

能，献身に感謝しています。忠実に信

仰の道を歩んでいらっしゃる一人一人



アッセンプリホールに入場するため 列に並ぶ大会出席者たち。例年この建物は

タバナクルに入れなかった出席者を収容するのに使用されている。

の教会員に感謝しています。わたした

ち末日聖徒はこの点において，神の御
あカな

子 ，世 の蹟 い主で あ られ るキへ の愛 に

よっ て結 ば れ，皆 一つ です。 わ た した
み な

ちは， 主の神 聖 な御名 を引 き受 けて い

る契約 の民 です。

教会 は会 員 一人一 人 の信仰 と行 いの

強弱 に よ っ て強 ま りも弱 ま りも しま

す 。

わた しは この1年 問様 々 な所 を旅 し

て きま した 。わ た しは 自分 の力 の及ぶ

か ぎ り，国 の内外 を問わず ，人 々 を訪

ね て， 感 謝 の 言 葉 を述 べ ，励 ま しを

与 え，信仰 を築 き，教 え， そ して人 々
あカし

の証 に 自分 の証 を加 え，そ れ と同時 に

その 人 々か ら力 を 頂 くつ も りです 。 こ

の こ とにお いて ，助 け を して くだ さる

すべ ての方 々に感 謝 してい ます。

わた しは 自分 にで きるか ぎ り，頑 張

って前進 し統 け るつ もりです 。愛す る

人々 と交 わ りた い と願 って い ます。 最

近 わ た しは教 会 の多 くの若 人 と会 って

まい りま した。 それ は非 常 に心 の安 ら

ぐ経 験で した。主 を愛 し，正 しい こと

を しよ う と望 み ，大 いな る徳 を基 と し

た人生 を築 きた い と考 えて い るそれ ら

の若 い男女 の 日を見，鼓 舞激励 され ま

した。彼 らは 自分 自身 と， これ か ら彼

ら自身がそ の一部 となるで あ ろ う社 会

の役 に立 てる よ う， それぞ れの技術 を

伸 は そ う と頑 張 って い ます 。かつ て な

い多 くの若 人か宣 教 師 と して奉仕 して

い ます 。彼 らは汚 れが な く，賢 く，有

能 で ，幸 福 な若者 た ちです 。主 はそ の

教 会 で学 び，奉仕 す る この 選 び抜 か れ

た世代 の若 人 を確 か に愛 してい らっ し
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やい ます。 わ た しは彼 らを愛 してい ま

す。 そ して， その こ とを彼 らに知 っ て

ほ しい と望 んで い ます。 彼 らに とって，

人生 は決 して容 易 な もの では あ りませ

ん。 人の生 活 を食 い物 に して まで冨 を

肥 や そ う とす る邪 悪 な企 み を持つ 人 々

の悪か ， これ ほ ど人 々の心 を引 きつ け，

欺 く形 で横 行 してい る時代 はかつ て な

か ったの では ないで し ょうか。悪 い も

の に手 を伸 ば して， 自分 の人生 を壊 さ

れ， 台 な しにされ，悲 劇 的な状況 に陥

っ てい る人 々か い ます 。

お互 い に忠 実 で， しか もその子 らを

愛 と信 仰 の うちに育 てて い る父 親 と母

親 の皆 さん をほめ たた えたい と思 い ま

す。 昨年 の10月 に発表 した家 族 に関す

る声 明 文 は大 きな反 響 を呼 び ま した 。

どうぞ何 回 も何 回 も繰 り返 し読 んで く

だ さい。
み わさ

この御 業 の全 出界で の発展 はす ば ら

し く，驚異 的 な ものです。 主が 国 々の

扉 を開 き，人 々の心 の琴線 に触 れて く

だ さっ てい ます 。毎年 シオ ンのス テー

クが100も 新 設 で きる ほ どの 人 々が教

会 に加 わって い ます 。 しか しこの成長

が 大 きなチ ャレ ンジ も もた ら し ます 。

す でに多 くの 人々 に知 られて いる こ と

です か，現 在，合 衆 国外 の教 会員数 が，

合 衆 国 内 の 教 会 員 数 をL回 っ て い ま

す。

兄弟姉 妹 の皆 さんが 正 しい生活 を し

て くだ さっ てい るこ とを感 謝 し ます 。

主 の教 会の高 い標準 にか な った生活 を

しよ う と努 力 して くだ さ りあ りか とう

ござい ます 。 これ は主 の教 会 です。皆

さんの信仰 に感謝 して い ます。 皆様 の

心 か らの支持 と挙 丁の 手に， そ してそ

の祈 りに感 謝 して います。

ここ に集 わ れた皆 さん がすべ て御 存

じの よ うに， わた した ちか召 され てい

る 目的 はた った 一つです 。そ れは天 父

御 自身 が 宣 言 され た 御 業 の 進 展 を助

け，天父 の息 子娘 た ちの不死不 滅 と永

遠 の 命 を もた らす こ とで す(モ ー セ

139参 照)。

神か 定 め られた この遠 大 な計 画 の中
カき

には，一 つ の重大 な鍵が あ ります。 そ

れ は， キ イエ ス ・キ リス トに よる人類
あかな

の蹟 い です。 それ に関 して今 か ら少 し

お 話 し した い と思 い ます 。



き よ う

今朝は復活祭の朝です。今日は主の

日であり，わたしたちは歴史上最大の

勝利，すなわち死への勝利を祝います。

イエスを憎んでいた人たちは，その
くぎ

震 え る肉体 に容 赦 な く釘 を打 ち込 み ，

カ ルバ リの丘 にその十字 架 を立 てた と

き，彼 を永遠 に葬 り去 っ た と考 え ま し

た。 しか しその御方 は神 の御子 で あ り，

その力 は彼 らの考 えを超 えた もので し

た。 イエ スの死 に よ り復 活 が もた ら さ

れ，永 遠 の命 が確 実 な もの とな りま し

た。 ゲ ッセマ ネで祈 られ た主の苦 しみ

を完全 に理 解で きる人は だれ もい ませ

ん。 また その後 で，二 人 の盗人 た ちの

間 で十 字架 につ け られ ， 「他 人 を救 っ

たが ， 自分 自身 を救 う ことが で きな い」

(マ タイ27：42;マ ル コ15：31)と ，
ちょうしょう

人々に嘲笑された恥辱を完全に理解で

きる人はだれもいません。

主を愛した人々は，言い表すことの

できない悲しみとともに，傷ついたイ
い がい

エスの遺骸をアリマタヤのヨセブの新

しい墓に横たえました。主の愛と教え

を受けていた弟子たちの生活の中から

は，望みが消えうせていました。彼ら

が主また師として仰いでいた御方は，

十字架につけられ，その体は封印され

た墓の中に横たえられていました。主

は生前，彼らに御自分がやがて死ぬこ

とと復活とについて教えられました。

しかし彼らには理解することができな

かったのです。彼らは絶望し，失意の
ふち

淵 に沈 んで い ま した。墓 を封 じるため

に大 きな岩が 置か れた とき，彼 らは涙

を流 し，困惑 した こ とで しょ う。

ユ ダヤ 人の安 息 日が過 ぎ，新 しい 日

がや って来 ま した。そ れ は，それ 以後

主の 日となった新 しい 日で した。 悲 し

みの 中にマ グ ダラのマ リヤ とそ のほ か

の女 たちが墓 にや って 来 ま した。 岩 は

元あ った場所 にはあ りませ ん。 どう し

たの か と彼女 らは中 をのぞ いて み ま し

た。驚 いた こ とに墓 の 中は空 です。

混 乱 と恐 れ の う ち にマ リ ヤ は シ モ

ン ・ペ テ ロ と主 の愛 され た もう一 人 の

弟子 の ところへ と駆 けつ け，叫 び ま し

た。 「だれ かが ， 主 を墓 か ら取 り去 り

ま した。 どこへ置 い たの か， わか りま

せ ん。」(ヨ ハ ネ20：2)

彼 らも走 っ て墓 へ 向 かい ま したが ，

まさか と思 ってい た こ とは確 か に事 実

で した。 悲 しみ に打 ち ひ しが れつ つ ，

彼 らは 「自分 の家 に帰 って行 」 き まし

た(ヨ ハ ネ20：10)。

「しか し，マ リヤは墓 の外 に立 って

泣 いて いた。 そ して泣 きなが ら， 身 を

かがめ て墓 の中 をのぞ くと，
みつかい

白い衣 を着 たふ た りの御 使 が， イエ

スの死体 の おか れて いた場所 に， ひ と

りは頭 の方 に， ひ と りは足 の方 に，す

わっ てい るの を見 た。

す る と，彼 らはマ リヤ に， 『女 よ， な

ぜ 泣 いて いるの か』 と言 った。マ リヤ

は彼 らに言 った ， 『だれ かが ， わ た し

の主 を取 り去 りました。そ して ， どこ

に置 いたの か， わか らないの です。』

そ う言 っ て， う しろ をふ り向 くと，

そ こにイエ スが 立 ってお られ るの を見

た。 しか し，そ れが イエ スであ る こ と

に気が つか なか った。

イエ ス は女 に言 われ た，『女 よ， なぜ

泣い てい るのか 。だ れ を捜 してい るの

か。』 マ リヤ は， そ の人 が 園 の番 人 だ

と思 って言 った ， 『も しあ な たが ， あ

のか た を移 したので した ら， どこへ 置

い たのか ， どうぞ， お っ しゃって下 さ

い 。 わ た しが そ の か た を引 き取 り ま

す。』

イエ ス は彼 女 に 「マ リヤ よ』 と言 わ

れ た。マ リヤ はふ り返 って， イエ スに

むか って ヘ ブル語 で 『ラボニ』 と言 っ

た。 それ は，先 生 とい う意 味で あ る。

イエ ス は彼 女 に言 われた， 『わた しに

さわ っては いけ ない。 わた しは， まだ

父 の み も とに上 っ て い ない の だか ら。

ただ， わた しの兄 弟 た ちの所 に行 って，

「わた しは， わ た しの 父 また あ な たが

たの父 であ って， わた しの神 また あ な

たがた の神 であ られ るかた のみ も とへ

上 って行 く』 と，彼 らに伝 え な さい。」

(ヨハ ネ20：11-17)
いや

主 を心 か ら愛 し， 主か ら癒 しを受 け

た ことのあ るマ リヤ は，復 活 され た主

と まみ えた最 初 の 人 で した 。 その 後 ，
みすがた

主 は多 くの人 に御 姿 を現 され ま した

が ，パ ウロ は 「500人以 上 の兄 弟 た ち

に， 同時 に現 れ た」 と宣言 して います

(1コ リ ン ト15：6参 照)。

この よ うな経 過 の中 で，使徒 たち は

主 が，何 を教 え よう とされ てい たのか
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理解 で きるよ うにな りま した。 トマス

は主 の傷 跡 に触 れ ，言 い ま した。 「わ

が 主 よ，わが神 よ。」(ヨ ハ ネ20：28)

この記録 の真 実性 を疑 え る人が い る

で し ょうか。 歴史 上， これ以 上確 か な

出来事 は ほか にあ りませ ん。復 活 され

た主 を 目に し，主 に触 れ，主 と語 っ た
あかし

すべての人々の証が，そこにはあるの

です。主は，東西両半球の二つの大陸

を訪れ，最終的に天に昇るまで人々に

教えられました。人類史上，最も栄え

ある出来事が二つの神聖な書物により

証されています。しかし，信仰のない

批判者たちは，それらが単なる物語で

あると言い張ります。それにこたえて

わたしたちは，これらのほかに，この

最もすばらしい出来事の真実性につい

ての聖霊の力による証がある，と唱え

ています。何世紀にもわたり，数え切

れない人々が，復活した生ける主が実

在の御方であるという確信のために，

安 らかな生活や富，時にはその命まで

も犠牲にしてきました。

さらに，この神権時代の預言者の高

らかな証が続いています。その預言者

は驚くべき顕現の中で，全能の神とそ
み こえ

の復活された御子にまみえ，その御声

を聞きました。筆紙に尽くし難いこの
かぎ

示現は，すべての鍵，権威，権能，力，

また人々の証の中にある心の支えとな

る慰めとともに，末日聖徒イエス ・キ

リスト教会の土台となりました。

死ほど万人に共通したものはありま

せん。しかし，不死への確信ほど信仰

と希望をもたらす輝かしいものもあり

ません。死に伴う失望，愛する者を失

ったときの落胆は，あのイースターの

朝の御子の復活に対する確信によって

のみ和 らげられます。

不死が真実でなければ，人生に何の

意味があるでしょう。それがなければ

人生は，物質的なものばかりを追いか

けた挙げ句，まったく希望がなく見捨
ゆううつ

て られ た も同然の ，憂轡 な旅 と化 して

しまい ます。

「死 よ，お まえ の勝利 は， どこにあ

るのか。死 よ，お まえの とげ は，ど こに

あるの か。」(1コ リン ト15：55)

死 の苦 しみ は，永 遠 の命が もた らす

平 安 に飲 み込 まれ たので す。人類 史上 ，



これほど重大な結果をもたらした出来

事はありません。

全人類のために成し遂げられた，こ
あがな

の順 いのす ば らしさにつ いて深 く考 え

た末 に，預 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス は，

美 しく叙述 的 な言 葉 で次 の よ うに宣 言

しま した。

「山 々は喜 び呼 ば わ りな さい 。すべ

ての谷 よ，声 高 らか に叫 びな さい。 す

べ て の海 と乾 いた地 よ， あな たがた の

永 遠 の 王 の驚 異 を告 げ な さい 。川 よ，

小 川 よ，せせ らぎよ，喜 び を もって流

れ下 りな さい。森 と，野 のすべ ての 木

木 は， 主 をほめ たた え なさい。硬 い岩

よ，喜 び の涙 を流 しな さい。太 陽 と月

と夜 明 け の星 は ， と もに歌 い な さい 。

神 の子 らは皆 ，喜 び呼 ば わ りな さい 。

永 遠 の創 造物 は， とこ しえに いつ まで
み な

も神 の御 名 を たた えな さい。 さ らに ま

た， わた しは 申 します。栄光 と，救 い

と，誉 れ と，不死不 滅 と，永遠 の命 と，

また王 国 と公 国 と力 をわ た したちの 耳

に宣言 す る天か ら聞 こ える声 は，何 と

栄 えあ るこ とで し ょう。」(教 義 と聖約

128：23)

た と え死 の冷 酷 な手 に打 た れ て も，
くらやみ

そこには悲しみと暗闇のときに光を注

ぐ主 イエ ス ・キ リス ト，神 の御子 の勝

利 の姿 が あ ります。主 はた ぐい な い永

遠 の力 で死 に打 ち勝 たれ ま した。 キ リ

ス トは世 の蹟 い主です 。 わた した ち一

人一 人の ため にその命 をさ さげ られ ま

した。 しか し主 は再 び命 を取 り戻 し，

眠 っ て い る者 の初 穂 とな られ た の で

す。 キ リス トは王の王 と して， すべ て

の王 の上 に君臨 してお られ ます。 また，

全 能者 と してすべ て の統治 者の 上 に君

臨 してお られ ます。主 はわた した ちの

慰 め です。 霊が 肉体 を離 れ ると きにわ

た したち を取 り囲む ， この世の夜 の 闇

の とば りに対 す る真 の慰 め で あ りま

す。

栄 光 の王 ，汚 れの ない メ シヤ ，主 イ

ンマ ヌエ ルで あ られ る イエ ス ・キ リス

トは，い か なる人 も及 び もつか な い御

方です 。 わた した ちは どれほ ど深 い悲

しみ の と きにあって も， あの イース タ

ーの朝
，天使 が 語 った 「もうこ こには

お られな い。か ねて言 われ た とお りに，

よみ が え られ た の で あ る 」(マ タ イ

28：6)と い う言 葉の 中 に希 望 と平安

と確 信 を見 い だす こ とが で きます。パ

ゥ ロが語 った 「ア ダム にあって すべ て

の人 が死 んでい るの と同 じように， キ

リス トに あってす べ ての人が 生 か され

るの で ある」(1コ リ ン ト15：22)と

い う言 葉 の中か ら力 を得 るこ とが で き

るのです 。

主イエスの愛に

恵の深きに
つみびと

罪人のため

流されたる血に

ただ驚 く
まど

われ惑う

十字架にて
ふる

身は震う

ああ，わがため主は死にたもう

奇しきみ業
く

ああ，奇 す しき主 のみ業

(『賛 美歌』109番)

この御 方 は わた した ちの王 ， 教 師，

生 け るキ リス トであ り，御父 の右手 に

立 たれ る御方 です 。 キ リス トは生 きて

い らっ しゃい ます 。真実 ，生 きてい ら

っ しゃ ます。 栄光 に満 ちた， 驚嘆す べ

き生 ける神 の生 け る御子 です 。 この喜

びの 日，空 に なった墓 の奇跡 を祝 うこ

のイー ス ターの朝 に， わた した ちは こ
あかし

れ らの ことを厳粛 に証 します 。死 人の

中か らよみが え られ た御 方す な わち主

イエス ・キ リス トの御名 によっ て， ア

ーメ ン
。

総大会の部会で司会をするゴー ドン ・Bヒ ンクレー大管長
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●1996年4月7日(日)午 後の部会

子供のようになる

十二使徒定員会会員

ニール ・A・ マ ツクス ウエル

あかし

憺 μ肋 翫 され乙からさなければノ完全な証ば得られません(：エラヲ房2'6♪ 。

そしτしばしば幼ω子供がわたしたちを導ωτくれるのざす(イ ザヤ7ア'

6参 照り。

新
しく支持された七十人の方々を

心から歓迎 し，これから何年に

もわたって同じ業に携わる皆さんに友

の交わりをお約束します。

兄弟姉妹の皆さん，最初に，世俗主

義という現代のシナイの荒れ野を通 り

抜けるときのチャレンジを幾つか挙

げ，それから霊感された子供たちが与

えてくれる助けに焦点を当てたいと思

います。

わたしたちは皆，放任主義のもたら

す多くの苦々しい結果を目にしていま

す。ある洞察力の鋭い人がこう述べて

います。「神への信仰なしに道徳的に

生活しようという試みがもたらしたも

のは，わたしたちが思い描くような正

義や徳性ではなく，無秩序と混乱であ

った。

何か重大な間違いが世俗主義にはあ

った。これはまったく皮肉なことであ

る。世 俗主 義が つい に は自 らを一 種 の

宗教へ と変 えてい ったか らであ る。 …

…… 今 はその変 換 は完了 し
，政 府が

そ の 宗 教 の 教 会 とな っ た。」(ピ ー タ

ー ・マ リ ン"SecularismlsBhndFaith"

伽pe総Mag3加e「 世俗 主義 の盲 目の

信仰 」 「ハ ーパ ー ズ ・マ ガ ジ ン』1995

年9月 号 ，P.20)

神が 義 とされ た こ とを世 の 中が正 し

い とす る ことに置 き換 え よう とす れば

す る ほ ど， 人類 の 問題 を効果 的 に解 決

す る こ と はで き な くな ります 。C・

S・ ルイス がた とえた ように，洪 水の

ときに消 火器 を持 って走 り固る 人の よ

うです。 例 えば，暴 力 と犯罪 の被 害者

が増加 して い るのに，犯 罪者 の権 利 に

多 くの関心 が寄せ られてい ます。 ポ ル

ノ グラ フィー におぼ れる 人が増 える と

ともに，検 閲へ の激 しい抗議 が起 こっ

てい ます。 非嫡 出子 の増加 が家族 を破

壊 し，政府 の予算 を圧迫 してい ます が，

それ で もなお，純 潔 や貞節 があ ざけ ら

れて い ます 。 この よ うな傾 向 は，不協

和 音 の よ うに不快 で有 害 な結果 を生 み

出 します。 ロー マが焼 け落 ちる と きに，

遊 びほ うけて いた ネロで さえ， わず か

な 曲 を作 って い ま した。 兄弟姉 妹の皆

さん，わ た しは きっぱ りと言 い ますが ，

この まま放 置す るな ら， 自由放 任 を唱

えた人 は，最後 に， 自分 の招 いた恐 ろ

しい結果 にが くぜ ん とす る こ とで しょ

う。

皮 肉な こ とに，人 はか た くな になれ

ばな るほ ど， 悪 い行 い を優 しい言葉 で

表 す よ うにな ります 。 これ は世 俗主 義

に よる沈 静化 の一 つです 。例 え ば不 必
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要 な堕胎 は 「妊 娠 中絶」 よ りも 「柔 ら

か な表現」 と して 「生殖機 能 の保健処

置」 と呼 ばれ てい ます(ジ ョー ジ ・マ

ッケ ナ"OnAbortion：ALincohian

PosiUon".4ぬ 画cMbn㎡ か 「堕胎 につ

い て 一 リンカ ーニ ア ンの立場 」 『月刊

ア ト ラ ン テ ィ ッ ク 』1995年9月 ，

pp.52，54)。 「私生 児」 は さ らに受 け

入 れやす い ように 「非嫡 出子 」 あるい

は 「婚 外 子 」 に な りま した(ベ ン ・

J・ ワ ッテ ンバ ー グ， 嗣 ロesMa亡 亡er

M)s亡 『最 も価 値 あ るもの』p.173)。

教 会員 は福千 年 まで毒 麦 と小麦 の状

態 に置 か れるで し ょう。 中に は小 麦 の

ふ りを してい る毒 麦 がい て， もはや信

じて いな い教 会 の教 義 につ い て会員 た

ち に しき りに説教 しよう とします。 ま

た 自分 で は もはや献 金 してい ない教 会

基金 の使 い道 につ いて批判 します。 あ

るいは， もはや支持 して い ない教会 の

幹部 に恩 着せ が ま し く助 言 しよう とし

ます 。 人に批判 的 で 自分 に寛大 な彼 ら

は，教 会を去 って も，教 会へ の批判 は

や め ませ ん(Eηslgn『 エ ンサ イ ン』

1980年11月 号 ，p.14参 照)。 「大 き く

広 々 と した建 物」 の城壁 の上 の群衆 の

よ うに，鉄 の棒 につか ま って忍耐 強 く

進 む人 々 を指 さ してあ ざける ことに夢

中に なって い ます(1ニ ー フ ァイ8：

26-28，33)。 彼 らが絶 えず没 頭 して

い るの を見 て，あ る人 は こう思 い ます。

「あ ん なに大 きな建 物 の 中 にい る の だ

か ら， もっ とほか にで きるこ とはな い

の か し ら。 ボ ー リ ング場 で も造 る と

か。」 彼 らの あ ざけ りと大騒 ぎは ， 自

分 の立 場 に対 す る疑 い を覆 い 隠す 手

段 か もしれ ませ ん。 い ず れ に して も，

疎 ん じられ る のを承知 で ブ リガム ・ヤ

ングが 述べ た よ うに， この 「民 は人 々
ちょうしよう

の嘲笑 か ら逃 れる こ とはで きない」 の

です(1)∫SCOαrsesof研1gham}石0ロ η9

『ブ リガ ム ・ヤ ング説教 集 』 ジ ョン ・

A・ ウ イ ッツ ォー編，p.434)。

です か ら，兄弟 姉妹 の皆 さん， た と

え預言 されて いる とお り善い ことに対

して実 際 に怒 る人が い て も(2ニ ーフ

ァ イ28：20参 照)， 静か に善 を行 い続

け な けれ ば な りませ ん。 同 じよ うに，

信仰 を持 つ人 は，横柄 な批判 に対 して

柔和 さ と明快 な態 度で応 じなけれ ばな



りませ ん。 た とえ憤慨 した人 々 に取 り

巻か れて も， わた した ちは彼 らに，特

に落胆 した人 々 に， 手 を差 し伸 べ なけ

れ ばな りませ ん(教 義 と聖約81：5参

照)。 もしわ た した ちが 民 と しての 欠

点 を指摘 され た と きに は，改善 す る よ

う努 め ようで はあ りません か。

さらに， キ リス トの弟子 であ る喜 び

は， それ に伴 う重 荷 よ りもはるか に大

きな もの です。 わた した ち は， シナイ

の荒 れ野 を旅す る と き， 回復 とい うバ

ウンテ ィフルの ような オア シス で養 い

を得 ます。 この オ アシス に対す る第一

印象 の幾つ か は，永続 す る もの とい う

よ り，子供 じみ た もの になって い くか

も しれ ませ ん 。 回復 の喜 び に浸 る と，

わ た した ちは そ れ に心 を奪 わ れ ます 。

ポ ケ ッ トは福 音 の実 で い っ ぱ い に な

り，歓 喜 に満 た され ます6言 葉 で言 い

表 す こ とはで きませ ん。喜 びのあ ま り，

オア シス全体 を見 る だけで個 々 の木 を

見落 とす 人 や ， わ き上が る生 け る水 ，

す な わち回復 された福音 全体 を見 るだ

けで 個 々 の教 え を見 落 とす 人が いて

も，驚 くには当 た りませ ん。 また，初

めて福音 の光 を見 いだ す と き，思 わず

そ れ を誇張 して しまう人が いるか も し

れ ませ ん。 わた した ちはそ うした例 を

数 え切 れな いほ ど見 て きま した。 わた

した ちは 「感 じて い るこ との万分 の一

も言 い表せ ない」 のです(ア ルマ26：

16)。

これ らの オ ア シスに加 えて ，主 はわ

た した ちの旅 の た め に， 家族 や 隣…人 ，
しもべ

主 の僕 を含 め ， さ らに多 くの 「十分 な

備 え 」 を し て く だ さ い ま し た 。

(Teach加gs・f亡 加Pro加e亡 ノ・seph

Sm泌 「預言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミスの教

え』 ジ ョセ ブ ・フィー ルデ ィ ング ・ス

ミス編，p.220)。 これ らの人 々は ，わ

た した ちを強め ，教化 し，教 え， 慰め ，

霊的 に鼓舞 して くれ ます。 わ た したち

は 「愛 に よって結 び合 わ され」 て いる

ので す(コ ロサ イ2：2)。 ですか ら，

こう した人 との交 わ りに よ り，わ た し

た ち は さ らに 決意 を新 た に す る の で

す。

12年 ほ ど前 に， わた しは二 人の末 日

聖徒 の医者 とブ ラジル出 身の会 員 でな

い 医学 生 とと もに テニ ス を しま した。

そ れ 以 来何 の消 息 もな か っ た の で す

が ，先 月 ブ ラ ジル の ク リテ ィーバ で ，

あ の医学 生だ ったバ レンテ ィム ・ゴ ン

サ ルベス が再 びわ た しの横 に立 ち ま し

た。今 度 はテ ニス コー トでは な く，地

区大 会 で わ た しの通 訳 を したの です 。

彼 の天 性 の徳 と人 々の善 い働 きのお か

げで ，眼科 医 のバ レンテ ィム は今 ，会

員で あ るばか りか， ク リテ ィーバ の ス

テー ク会長 を務 めて い ます。 バ レンテ

ィム と奥 さん は，神殿 で結 び固 め を受

け，3人 のか わいい子供 に恵 まれて い

ます 。 そ れ はす ば ら しい再 会 で あ り，
み て

主 の御 手 の働 きに対す る わた しの感謝

の念 は さ らに深 ま りま した(教 義 と聖

約59：21参 照)。

霊 感 を受 けた子供 た ちは， しば しば

荒 れ野 の 中で道 を示 して くれ ます 。そ

れがで きる理 由 は，ベ ニヤ ミン王 の投

げか け た質 問 の答 えに あ ります 。 「な

ぜ な らば，仕 えた こと もな く，見 も知

らぬ他 人で ，心の 思 い と志 を異 に して

いる主 人 を， どの ように して人 は知 る

こ とが で きよ うか。」(モ ー サヤ5：13)

子供 た ちは よく 「心の 思い と志」 を

主 に向 けてい ます。 その ような子 供 は，

年 がい か な くて も，信仰 にあふれ てい

ます。教 会の 正規 の召 しを受 け るに は

若 す ぎますが ， 「善 い両 親」(1ニ ー フ

ァ イ1：1)に 恵 まれ た場 合 は特 に，

模範 を示 す者 として召 され てい るので

す。
み こと ば

聖典 に ある よ うに 「御言 葉が ， これ

まで何度 も幼 い子供 に与 え られて」 き

ま した(ア ル マ32：23)。 例 えば，復

活 され たイエ スか ら教 え を受 けた ニー

フ ァイ人 の子供 た ちは， 主が民 に明 ら

か に され た こ とよ りも 「大 い なる こと」

を大 人や 両親 に教 え ま した(3ニ ー フ

ァイ26：14)。

わ た しは恵 まれて ，今 はア リゾナ に

住 むパー カー兄 弟姉 妹 と数人 の養子 の

お子 さん との結 び 固め を行 い ま した。

何 年 か前 に，3歳 にな ったばか りの ネ

イ トが言 い ま した。 「マ マ， もう一 人，

女の 子が この家 に来 る よ。 髪 の毛 と 目

が黒 くて ，遠 くに住 んでい る子 だ よ。」

賢明 な母親 は尋 ね ま した。 「どう して

分 か るの?」

「イエ ス様 が言 っ たん だ。2階 か ら
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ね。」

「うちに は2階 は ないの よ」 と母 親

は言 い ま したが ，す ぐに子供 の言 葉の

重 要性 に気 づ きま した。苦労 と祈 りを

重 ね た末 に，1995年 秋 にパ ー カ ー家

族 は ソル トレー ク神殿 の結 び固め の部

屋 で， カザ フ共和 国生 まれ の黒髪 で ひ

とみの 黒い女 の子 と， この世 か ら永 遠

にわ たって結 び 固め られ ま した。霊 感

を受 けた子供 た ちは，両 親 に 「大 いな

る驚 くべ きこ と」 を告 げる のです(3

ニー一フ ァイ26：14)。

マ イケ ル ・バ ラム とロー リー ・バ ラ
せきつい

ム夫 妻 の息子 ベ ンジ ャ ミンは，脊椎破

裂 とい う病気 です 。ベ ンジャ ミンは両

親 や多 くの人 々 に祝 福 を もた らして き

ま した。 また霊 的 な感受性 が 強 く，い

つ も愛 と平 安 を周 囲 に与 え てい ます 。

17度 も手術 を受 けたの で，快 活 なベ ン

ジャ ミンは病 院や 医師 につい て何 で も

知 って い ます。 あ る と き，閉 口 した付

き添 い 人が大声 で 怒 りだ しま した。ベ

ンジ ャ ミンのせ い では な く， ス トレス

の ため で し ょう。 その とき，3歳 のベ

ンジ ャ ミンは，子供 の よ うに 「愛 にあ

ふ れ た 者 」 と な りな さい(モ ー サ ヤ

3：19)と い うベ ニヤ ミン王 の言葉 を

実践 しま した。 幼 いベ ンジ ャ ミンは手

を伸 ば し，い らだつ付 き添 い 人に優 し

く触 れ て言 い ま した。 「大 好 き。」 同 じ

ことが先 ご ろイス ラエ ル病 院 で もあ り

源



ま した。ベ ンジ ャ ミンは，必要 とはい

え痛 みの激 しい治療 を受 けて いた と き

に，医師 を安心 させ るた め に同 じ言葉

を口 に したので す。兄 弟姉妹 の皆 さん ，

わた したちが事 あ る ごとに，子 供 たち

は霊 的 に優 れ てい る と感 じるの は当然

の ことです。

ジ ョセ ブ ・ク ラー ク， ジ ャニス ・ク

ラー ク夫 妻 は，二 人の息 子 ジェ イ コブ

とア ン ドリュー に恵 まれ ま した。5年

前 ，父 親の ジ ョセ ブは突 然発作 を起 こ

し，手足 が動 か な くな りま した。 二人

の息子 さんは しば しば，動 かな い父親

の腕 の 中 であ や され た こ とで し ょう。

ジ ョセ ブは声 が 出せ な くなって も， い

つ もほほ えんで いた そ うです。診 断 に

よれ ば，治 る見 込み はあ りませ んで し

た。 しか し， ジ ョセ ブ と気 高 い姉 妹 と
しんせき

二人 の息子 さんは，家 族や 親戚 に支 え

られて，5年 間，立 派 に闘っ て きま し

た。 彼 らは神 のな さ るこ とを信 頼 して

い たので ， ヨブの よ うに 「神 に向か っ

て愚 か な こ と を」 言 い ませ ん で した

(ヨブ1：22)。

絶 えず 困難 な問題 があ った に もか か

わ らず ， ジ ョセ ブ とジャニス はベ ニヤ

ミン王 の言葉 の よ うに， 二人 に負 わ さ

れ る こ とに 「喜 ん で従 」 っ た の です

(モー サヤ3：19)。 最 近 ジ ョセブ は亡

くな りま したが ，彼が 息 を引 き取 った

その 日に， 父親 の愛 にあ ふれ た性 格 を

よ く知 ってい た9歳 の ジェ イ コブ は言

い ま した。 「ママ ， パパ は天 国で た く

さんの 友達 に囲 まれ てい る ね。」 数 日

後 に コ ンピュー ターの宿 題で 困 ってい

た7歳 のア ン ドリュー は，後 で母親 に

言 い ま した 。 「パ パ の こ とを考 え た ら

ね ，助 けて くれた んだ。」

ブラ ジルの4歳 の女 の子 マ ヤ ラ ・フ

ェルナ ンダ ・ドス ・サ ン トスは， 白血

病 で酸素 吸入 を受 けて い ます が，最 近

ブラ ジルの ク リテ ィーバ で ク ラウデ イ

オ ・コス タ長 老 とわ た しか ら祝福 を受

け ま した。祝福 の後，心 の優 しいマヤ
ほお

ラは，心配する母親の頬から涙をぬぐ

ってほほえみました。マヤラは生まれ

ながらに賢く，主に喜んで仕える両親

を含め 「慰めの要る者を慰める」方法

を知っていました(モ ーサヤ18：9)。

クレイグ・ズウィック長老とわたし

は，ブラジルのフォルタレザで貴重な

経験をしました。わたしたちは白血病

で死の床にある7歳 の少年に祝福を与

える機会に恵まれたのです。少年はジ
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エ レ ド ・ア ンモ ンといい， この名 前か

ら両 親や 家 族 の こ とが しの ば れ ます 。

伝 道部 長 とステ ー ク会 長が 一緒 で した

ので， ベ ッ ドの そば にわ た した ち4人

が立つ のが やっ とで，14歳 になる信仰

の篤 い姉が ジェ レ ドを腕 に抱 き抱 えま

した。腹 部 が 大 き く膨 れ てい ま した。

ステ ー ク会 長が 酸素 マス ク を持 ち上 げ

て，祝福 を受 けたいか どうか尋 ねる と，

ジェ レ ドは 「はい， お願 い します」 と

言い ました。彼 に祝福 を与 え，幕 のか

な たで働 くよ うに召 す のは， ま さに特
み たま

権 で した。 御霊 が強 く注 がれ ，涙 があ

ふれ ま した。 それ か ら もう一 度マ ス ク

を持 ち上 げ て， ほか にで きる ことが な

いか 尋ね ま した。 ジ ェ レ ドは穏 や か に

言 い ま した。 「「神 の子 です』(『賛美歌 』

189番)を 歌 っ て くだ さい。」わ た した

ちは泣 きなが ら，従 順 な ジェ レ ド ・ア

ンモ ンの最後の願い にこたえま した。そ

れか ら2時 間後 に彼は世を去 りました。

翌 日，飛 行場 へ行 く前 に，礼拝 堂 で

の告別 式 に参列 しま した。彼 の すば ら

しい両 親 は信 仰 に満 ちた人 で，取 り乱
けいけん みこころ

す こ とな く，敬 慶 な態度 で御心 に 「喜

ん で従 〔っ て〕」 い ま した(モ ー サ ヤ

3：19)。 ジェ レ ドを抱 いて いた姉 は，

伝 道 に行 く予定 です 。彼女 は幕 の こち

らで仕 え， ジェ レ ドは幕 の向 こ うで仕

え るのです 。

兄 弟 姉 妹 の皆 さん ， わ た した ち は

「子供 の よ うに」 な りな さい と告 げ ら

れ て い ます(モ ーサ ヤ3：19)。 そ の

よ うな徳 に よっ て，わ た したち はシナ

イの 荒れ 野 を越 え る と きに支 え られ ，

苦難 の ときに， 「静 まって， 〔主〕 こそ

神 で あ る こ と を知 」 るの で す(詩 編

46：10)。 従 順 に よっ て，静 ま るこ と

が 必要 です。奉 献 の過程 は言 葉 では表

せ ない か らで す。 「信 仰 が試 され てか
あかし

らで な けれ ば」，完 全 な証 は得 られ ま

せ ん(エ テル12：6)。 そ して しば し

ば幼 い子 供が わ た したち を導い て くれ

るの です(イ ザ ヤ11：6参 照)。
み わざ

わたしはこの御業が真実であること

を喜んで証します。また，ヒンクレー

大管長のすばらしい導 きを受けてい

る，このすべての驚くべき業が真実で
み な

あ るこ とを， イエス ・キ リス トの御名

に よ り証 します 。 アーメ ン。



ジ ョセブ

人として預

十二使徒定員会会員

ダ リン ・H・ オ ークス

　=
口 者として

ジョセフにぱ 手本としτ預言者となる方法を学ぶごとのざきる入物がひ
たまもの

まゼんざした。……天使たちと，彼に与えられた独自の露の賜物仁よっτ

学んだの砿

▼ の美 しい復活 祭 の 日曜 日，わ た

(一 ・ しは預 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミス を

話 題 に選び ，彼 の生涯 の中 で，比 較的

知 られ てい ない なが らも預言 者 として

の召 しを証 明す る事 柄 を強調 す る こと

に しま した。

ジ ョセ ブ ・ス ミス をは じめ とす る人

人 の手 にな る文章 を集 めて編 さん した

「教 会歴 史』(H醜 αγof酌eα ～αrch)と

初 めて 出会 ったの は， わた しが ブ リガ

ム ・ヤ ン グ大学 の学 生 の ころ で した。

そ して法律 学校 を卒 業後 ，全7巻 を精

読 しま した。 また ， イ リノ イ州 にあ る

記 録 の原 本 を個 人 的 に研 究 しま した。

イ リノイは，預 言者 ジ ョセ ブがそ の生

涯 の最後 の5年 問 を過 ご した所 です。

この ような方法 で知 った ジ ョセ ブの

人 間像 は，想像 してい た もの と随分 違

っ てい ま した。教 会 で育 った少年 時代 ，

わ た しは預 言者 ジ ョセ ブを年老 い て威

厳 のあ る，近寄 り難 い人物 と想 像 して

い ま した。 しか し， 読書 や研 究 を通 し

て知 った ジ ョセ ブ ・ス ミスは， 若 くて

感 情 豊か で，活 動的 な人物 で した。聖

徒 た ちが しば しば 「ジ ョセ ブ兄 弟」 と

呼 んだほ ど愛 さ.れ， 親 しみやす い開拓

者 で もあ りま した。 この研 究の おか げ

で， わた しは彼 が確 かに預 言者 として
あかし

召 された とい う証 を強め る ことがで き

ま した。何 とす ば ら しい人物 で しょう。

同時 に， わた しの 目には， 限 りあ る生

命 を持 つが ゆ え，罪 ，過 ち，そ して苦
かんなん

痛 や銀 難 に さ らされ る一人 の人 間 と し

ての彼 の姿 も見 えて きたのです 。

預 言 者 ジ ョセ ブの務 め 全体 を通 じ，

特徴 的な のは，比 較 的年 が若 か った こ

とと，わず か な学校 教育 しか受 けて い

なか った こ と， そ して知 識 の習得 と成

熟 が信 じ られ ないほ ど速 く達 成 され た

こ とです 。14歳 で 最初 の示現 を受 け ，

天使 モ ロ ナイが初 め て訪れ たの は17歳

の と きで した 。21歳 で金 版 を授 か り，

わずか23歳 の ときに 「モ ル モ ン書』 の

翻訳 を(通 算 して60日 足 らず で)終 え

て い ます 。 『教 義 と聖 約』 の啓 示 の 大

半 は，預 言者 が25歳 以下 の ときに受 け

た もの です。 大管長 会が 組織 され たの

が26歳 の ときで ， カー トラ ン ド神殿 が

奉献 され た と きは30歳 で した。 ミズー

リ州 で の拘 禁 か ら逃 れ， ノーブー に集

合 しつつ あ った聖徒 た ち を再 び指揮 す
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る ようにな ったの は，33歳 を過 ぎたば

か りの ころで した。 そ して38歳 半 で殉

教 した のです。

ジ ョセ ブ ・ス ミス は，人 並 み以上 に

この世 の難 難 を味 わっ た人で した。7

歳 かそ こ らで ，激痛 を伴 う手術 を経験

してい ます。麻 酔 な しで脚 部 か ら骨片

を削 り取 る手術 で した。 その後3年 間
まつ ば づえ

の大半を松葉杖を使って生活 しまし

た。また，家が貧しかったので，ほと

んど学校教育を受けられず，少年のと

きから家計を助けるために長時間の労

働を余儀なくされました。ジョセブと

愛するエマの間に生まれた子供のう

ち，最初の3人 は出生時に死亡しまし

た。後に生まれた子供の一人も出生時

に亡くなり，ほかの一人は幼児期に亡

くなっています。ジョセブとエマの9

人の実子の中で，成年に達したのはわ

ずか4人 でした。養子の双子の一人も

乳児期に死亡しています。

ジョセブは何度も身体的な暴力を受

けました。虚偽の告発にもしばしば悩

まされました。経済的にはほぼ慢性的
ひん

に困窮に瀕していました。神聖な召し

の重責を果たす努力の最中にあって

も，家族を養うために，時には農夫と

して，また時には商人として働かなけ

ればなりませんでした。この働きは，

預言者の召しを果たすときに彼を支え
たまもの

て くれ たす ば ら しい霊 の賜物 の助 けな

しで成 し遂 げな けれ ばな りませ んで し

た。そ れは， 主が 「世俗 の働 きにつ い

ては， あなた は力 を持 たない であ ろう。

これ はあな たの召 しで はな いか らであ

る」(教 義 と聖 約24：9)と 教 え られ

た とお りで した。

最初 の示 現 を受 けた後 の10代 の 自分

につい て， ジ ョセ ブは こ う書 き残 して

い ます 。 「わ た しは， … … しば しば多

くの愚 かな誤 りを犯 し，若者 としての
い

弱さと人問性の至らなさを示した。遺
かん

憾 なが ら， このた めに神 の 目にか なわ

ない様 々な誘 惑 に誘 い込 まれた 。」彼

はこの行 い には 「何 か大 きな罪 ，す な

わ ち憎 むべ き罪 」 は含 まれて いな いこ

とを急 いで付 け加 えて い ます。 それ は

「この よ うな罪 を犯 す性 質 な ど， 決 し

て 〔ジ ョセ ブ〕 にはなか った」 か らで

す(ジ ョセ ブ ・ス ミス ー歴 史1：28)。



ジョセブが自分の欠点に関して率直

だったことは，最初に記して世に出版

した啓示の一つが，主から彼の受けた
しっせき

打 ち のめ され るよ うな叱責 の言葉 だ っ

た とい う事実 か らも明 らかです 。22歳

の ジ ョセ ブがマ ーテ ィ ン ・ハ リスの懇

願 に負 け て 『モ ルモ ン書』 の翻訳 原稿

を貸 したた め に，最 初 の116ペ ー ジ を

紛失 して しま ったのです 。主 は 「見 よ，

あ なた は何 と しば しば神 の戒め と律法

に背 き， 人々 の説 き伏 せ に乗 って きた

こ とか」(教 義 と聖約3：6)と 言 明

されてい ます。 主 は ジ ョセ ブに，悔 い

改 め なけ れ ば 預 言 者 と して の役 割 を
はくだつ

剥奪 す る とまで言 われ ま した。 同 じ く

預 言者 に よって 出版 され た後 の4つ の

啓示 は， ジ ョセ ブに 「悔 い改 め てわた

しの前 を さ らに まっす ぐに歩」 む よう

に 命 じ(教 義 と聖 約5：21)， 彼 が

「罪 を犯 し」 た(教 義 と聖 約64：7。

90：1も 参 照)こ とに言及 して ，戒め

を守 らなか った こ とを叱責 して い ます

(教義 と聖約93：47参 照)。

預 言者 ジ ョセ ブに は，手本 と して主

の民 の預言者 そ して指 導者 となる方法

を学 べ る人物 が い ませ ん で した。天使

た ち と，彼 に与 え られ た独 自の霊 の
たまもの

賜物 に よって学 ん だのです 。彼 が頼 ら

なけ れ ばな らなか った 同僚 たち に も，

手本 に な る人物 は い ませ んで した。彼

らは悩 み なが らと もに学 んで い きま し

たが，預 言者 の進歩 の速 さには 目を見

張 る ものがあ りま した。

ジ ョセ ブが聖徒 たち に人間 の不完 全

さ につ いて警 告 した と きも， 自分 を彼

らの上 に置 くこ とは あ りませ んで し

た。聖徒 たち はそ ん な彼 を愛 したので

す。彼 は， ノー ブー に到 着 した ばか り

の聖徒 の一 団 に向 かい， 聖徒 た ちには，

すべ てが こ とご と くう ま く運 ばない と

きに不 満 を抱 く傾 向 があ る こ とを警告

してい ます 。 ジ ョセ ブ を知 る人 は こ う

書 き残 して い ます。 「ジ ョセ ブ は言 っ

た 。 「わ た しは ただ の人 で あ っ て， わ

た し に完 全 を期 待 す る こ とは で きな

い 。 も し，わ た しに完全 であ る ように

期待 す るの な ら， わた しも彼 らに完全

であ るこ とを期待 す べ きであ ろ う。 逆

に，彼 らが わた しの欠点 につ いて忍 耐

して くれ るな ら， わた しも同 じよ うに

彼 らの 欠 点 を忍 耐 し よ う と思 う。』」

(7ゐe翅pe弼 αfJ誌eρhS㎡ 甑 「ジ ョセ

ブ ・ス ミス 文書 』 日誌 ，1832-1842

年 ，デ イー ン ・C・ ジェ シー編，2：

489)

ジ ョセ ブ は 「生来 の陽気 な気質」(ジ

ョセ ブ ・ス ミス ー歴 史1：28)の 持 ち

主 で ，友 人 との交 涼 を楽 しみ ま した 。

「人 々 と よ く遊 び」， 「い つ も陽 気 で楽

しか った」 と， あ る知 人 は述 懐 して い

ます(レ ーチ ェル ・リッジウ ェイ ・グ

ラ ン ト"み)seρhSrロf亡瓦 出ePrqρhe亡"

YomgWomanlsJo㎜ 認 「預 言 者 一

ジ ョセ ブ ・ス ミス」 『ヤ ング ・ウー マ

ンズ ・ジャー ナル』16： 〔1905年12月 〕

551)。 ジ ョセ ブは小 さい子供が好 きで，

よ く子供 た ち と戯 れた もので した。 そ

れ は， ほかの教 会 の牧 師 た ちの仰 々 し

い態 度 に慣 れ た人 たち には あ きれ られ

るほ どで した。 この よ うな温 かみ のあ

る人間 的な資 質の ため ，中 には ジ ョセ

ブの預言 者 としての役割 を否 定す る人

たち もい ま したが ，彼 を知 る多 くの人

たち は それ ゆ え に彼 を愛 した ので す 。

「聖徒 た ち の彼 へ の愛 は ，筆 舌 に尽 く

せ ない ほ どだ っ た」(メ ア リー ・ア リ

ス ・キ ャノ ン ・ラ ンバ ー ト 「ヤ ング ・

ウ ーマ ンズ ・ジ ャー ナ ル』16：554)

とジ ョセ ブの知 人が記 した ように，愛

に満 ちた称 賛の 言葉が 数 え切 れない ほ

ど多 く記録 に残 されて い ます 。

人懐 っ こ く，親 しみ やす い振 る舞 い

をす る人物 で あ る一 方，預 言者 ジ ョセ

ブ ・ス ミス は責任 を果 たす こ とには断

固 とした態 度 で臨 み ま した。大 管長会

と十 二使徒 評議 会 の勧 告 を拒否 した男

性 に対す る宗紀 上 の処置 を審議 す る会

で ， ジ ョセ ブは この よ うに明 言 してい

ます 。 「聖徒 た ち は， わ た しが皆 と親

し く楽 し く陽 気 に接 す るか ら とい っ
むとんちゃく

て，周 りの状 況 に無頓着 だ と考 えない

でい ただ きたい。教 会 にあ って は， ど

んな た ぐい の罪 も許容 され る こ とは な

い し， わた しも見 過 ご しにす るこ とは

で きない。 なぜ な ら， わた しが教 会 を

率 い てい るか ぎ り，正 し く率 い るべ く

断 固 決 心 し て い る か ら で あ る 。」

(『教 会歴 史 』5：411)ま た ，別 な と

きに は この よ うに書 き残 して い ます 。

「わ た しはキ リス トと純 潔 の徳 を愛 し，

聖徒の道/1996年7月 号

82

清廉 潔 白な行動 と清 い道 を愛す る。 そ

して 偽 善 者 と聖 約 を破 る者 を忌 み 嫌

う。」(Persoηa1レ 匠ゴ亡∫ηgsof∫oseph

㎞ 肋 「ジョセブ ・ス ミス私書集 』〔1984〕

デ ィー ン ・C・ ジェ シー編 ，p.246)

ジ ョセ ブ ・ス ミス はその一 生 を未開

地 で過 ご しま した。 そ こは，男 たちが

自然 を相 手 に腕力 で勝 負 を挑 まなけ れ

ばな らない場所 で した。 そ して時 には，

互 い に勝 負 しなけれ ばな らない こと も

あ りま した。 ジ ョセ ブは立 派 な体 格 に

恵 まれ，強 く， 活動 的 な男 性で ，力試

しの棒 引 きの よ うな，勝敗 を競 うス ポ

ー ッ を好 み ま した(『 教 会 歴史 』5：

302参 照)。 教会 の記 録保 管所 に はジ ョ

セ ブが友 人や知 人 とした レス リングの

試合 に関す る回想録 が数多 く残 されて

い ます。 あ る安 息 日，彼 は ブ リガム ・

ヤ ング とともに， ノー ブーか ら馬車 で

1日 かか るイ リノイ州 ラム スで聖徒 た

ちに説教 を しま した。 月曜 日に ラムス

をたつ前 に， ジ ョセ ブは 「ラム スの乱

暴者 」 と言 われ てい た男 性 とレス リ ン

グの試合 を し，彼 を投 げ飛 ば してい ま

す(ウ イラー ド ・リチ ャーズ ，Jbs〔ミρh

S㎡ 助 ㎜ 認 『ジ ョセ ブ ・ス ミス 日誌 』

1843年3月13日 付 け， 末 日聖徒 イエ

ス ・キ リス ト教会 記録保 管所 蔵 ジ ョ

セ ブ ・ス ミス ・コ レク シ ョ ン参 照)。

現 在 の大会 ス ケジ ュール の中 に，地元

の会員 た ちが訪 問中 の幹部 をこの よ う

に して試す 機会 が ない こ とを うれ し く

思い ます。

未 開地 の多 くの指導 者 と同 じく， ジ

ョセブ ・ス ミスは 身体的 な対立 にひ る

む こ との ない ， ライオ ンの よ うな勇気

の持 ち主 で した。 かつ て彼 は二人 の男

に誘 拐 され， 撃鉄 を起 こ した銃 を頭 に

突 きつ け られ て，少 しで も動 い た ら撃

つ と何 度 も脅 され た こ とが あ りま し

た 。 しば ら くこの脅 しに耐 えて いた預

言者 で したが ，や が てこ う言 い返 しま

した。 「撃 つ な ら撃 つ が い い。 生 きる

のが嫌 に なるほ ど多 くの迫害 や抑圧 に

耐 えて い るのだ。 だか ら， 口先 だけ で

な く，撃 ってすべ て を終 わ らせ た ら ど

うだ。」(ノb㎜alofDおco鵬es「 説教

集 』2：167。 『教 会歴 史』5：440

も参照)

預 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミス は生涯 ，激



しい敵対行為や迫害を経験しました

が，その最中にあっても，天よりの召

しから逃れようと心を揺るがしたこと

は一度もありませんでした。ノーブー

で人々を前に説教したとき，彼はこの

ように明言しています。

「わたしに課せられた荷は非常に重

い。迫害者たちは息つく暇も与えない

ほどに攻撃してくる。わたしはこの責

任を果たす中，心は熱しているが肉体

は弱いことを知っている。わたしは，

この神権時代に神の偉大な業と王国の

土台を築き，散 らされたイスラエルに
みこころ あカし

関 して示 された神 の御心 を証 す る よう

天父 によっ て召 された のだが ， ほかの

人 々 や昔 の預 言 者 た ち と同 じよ うに ，

感 情 の 影 響 を受 け や す い 者 で あ る 。」

(『教会歴 史』5●516)

殉教 す る1か 月ほ ど前 の ある説教 で，

ジ ョセ ブは この よ うに 宣言 して い ま

す。 「わ た しは 自分 が完 全 だ と言 った

ことは一度 もない。 しか し， わた しが

説い た啓示 には，一語 た りと も誤 りは

ない 。」(The凧)rdsof/bseρh翫 ㎡加

「ジ ョセ ブ ・ス ミス語 録 』 ア ン ドリュ

ー ・F・ イハ ッ ト
， リ ン ドン ・W・ ク

ソク編 ，P369)

ジ ョセ ブ ・ス ミス市長 と市 議会 が ノ

ー ブー に で きた ばか りの反対 派 の新 聞

社 を閉鎖 した こ とは，反 モ ルモ ンの敵

対 心 をあお り，直接 殉教 に結 びつ くこ

とに な りま した。B・H・ ロバ ーツ長

老 を含 むモ ルモ ンの歴史 家 たち は， こ

の行 為 を残念 なが ら違法 で ある と認 め

て い ま した。 しか し，独 自の研 究 を続

け てい た若 き法 学 教 授 時 代 の わ た し

は，1844年 当時 の イ リノ イ州 法 に こ

の行 為 を合 法 とす る もの を発見 し， 喜

ん だ ものです。 この ような市 や州政 府

の行為 に対 して出版 の 自由 を保 証す る

ア メ リカ合 衆 国憲法 の改正 案 は，1868

年 まで採択 されてお らず ，実際 連邦 法

と して施 行 され た の は1931年 にな っ

てか らなのです(ダ リン ・H・ オー ク

ス"TheSuppresslonoftheNauvoo

ExpOSItく)r"σ 励LawRe～ ηew・ 「ノー

ブ ー エ ク ス ポ ジ ター 新 聞へ の 抑 圧 」

『ユ タ法律 評 論 』9'862参 照)。 先 人

の行 為 は， 当時 の法律 や戒 めや状況 に

照 ら して 判 断 され るべ き で あ っ て ，

我 々の 時代 のそれ を基 に判断 して はな

らない のです。

シカ ゴ大 学の学 生 の ころ，歴 史家 の

マ ー ビン ・S・ ヒル とわた しは， ジ ョ

セ ブ ・ス ミス な らびにハ イ ラム ・ス ミ

ス殺 害 の罪 で5人 の男 が イ リノイ州 で

裁判 にか け られた とい うあ ま り知 られ

て い ない 事 実 に興 味 を そ そ られ ま し

た。 わた した ちはそ れか ら10年 以上 も，

その 裁判 やそ れ にかか わった 人々 につ

い て， どん なさ さいな情報 で も収 集 し

よう と，全 国の 図書館 や古 文書保 管所

を くまな く当 た りま した。 ジ ョセ ブ ・

ス ミス を個 人的 に知 って いた イ リノイ

の市民 た ち，そ の 中で も彼 を憎 んで殺

人 を謀 議 した人 々や， 逆 に，暗殺 の罪

に問 われ た男 た ちの裁 判 をジ ョセ ブ ・

ス ミスへの愛 ゆ え に命 が けで傍聴 に訪

れた人 々の行 動 や言葉 を研 究 したので

す 。 こ う してわ た したちの発 見 した裁

判 記録 の原本 と長 期 間にわ た った裁判

の証言 の中 には，殺 害 され た人 々の不

教会本部ビルから見たテンプルスクウェア。前景左がソル トレーク神殿で，参入者入り口が右下に見える。神殿の後方左にあ

るのがアッセンブリーホール。上部中央の ドーム型の建物がタバナクル。

聖徒の道/1996年7月 号

83



灘

セセ

醜 轟1;鍔

名誉 な行 い を反映す るもの は一つ もあ

りませ んで した(ダ リ ン ・H・ オー ク

ス， マ ー ビ ン ・S・ ヒ ル，Oar亡hag・e

α)蝿加acア 『カーセー ジの陰謀 』参照)。

イ リノイ州 の裁判 記録 が手 に入 った

段 階 で，そ れ まで手がつ け られ てい な

か った もう一 つ の研 究分 野 ，す なわ ち

ジ ョセ ブ ・ス ミスの経 済活動 の研 究へ

の道 が開か れ ま した。 当時 シカゴの法

律 学校 の学生 だ った ジ ョセブ ・1・ ベ

ン トリー とわ た しは， ジ ョセ ブ ・ス ミ

ス の携 わ った商 業活動 を示 す多 くの 資

料 を発 見 しま した。 それ に関す る研 究

発表 の解説 に も書 きましたが， 当時 ア

メ リカで は全 国的 な経 済パ ニ ック と恐

慌 が終 わった ばか りで した。 イ リノイ
は

のような開拓途上の州の経済状況は破
たん

綻を来していました。同時代にイリノ

イに生きたエーブラハム ・リンカーン

の伝記作家たちが，そろってその10年

間の彼の財政的な困難について書き記

しているほどです。当時の商業活動は

困難を極め，債務不履行が多発 して，

裁判ざたは日常茶飯事でした。ジョセ

ブの敵対者たちは，おもに教会のため

に行った様々な土地譲渡行為を詐欺と

して起訴しました。10年近くもの長き

にわたり，次々と裁判が開かれ，詳細

にわたって起訴事実の審査が行われま

した。そして1852年 ，聖徒たちがイ

リノイを脱出して何年 もたってから

(したがってこのころには，預言者に

味方する政治的その他の理由はまった

くなかった)，連邦裁判官が預言者側

に詐欺 そ の他 の道徳 的不正 が まっ た く

なか っ た とい う判決 を下 して ， ようや

くこの裁 判の幕 が 閉 じたのです(ダ リ

ン ・H・ オー クス ，ジ ョセ ブ ・1・ ベ

ン トリー"JosephSmithandLegal

Process：IntheWakeoftheSteam-

boaf'ByULawRevfew「 ジ ョセ ブ ・

ス ミス と訴訟 一蒸気 船 の航跡 をた どっ

て」 『ブ リガム ・ヤ ング大 学法 律評 論』

p，735参照)。 この裁 決 は さて お き， こ

の裁判 の何 百ペ ー ジもの様 々 な申 し立

て と証 拠 を調 査 した者 として， わた し

自身 もここに預言 者が どの告 発 に も無

実で あ った ことを証 言 します。

100年 以上 もの歳 月 が過 ぎた今 ，初

期 のイ リノイ不動 産法 につ い て知 識 の

あ る弁 護士 の立場 で 当時 の訴訟 を振 り

返 ってみ る と， ジ ョセ ブやほ かの教 会

指導者 ，会 員 たちが今 話 した ような問

題 に適切 な法 的助言 を得 られ なか った

た めに，大 い に不利益 を被 った こ とが

よ く分か ります。 ブ リガム ・ヤ ングが

弁護 士 に好 意 を持 って いなか った こ と

は有 名 ですが ，不適切 な法的助 言 しか

得 られ なか った こ とが その原 因だ った

のか も しれ ませ ん。1846年 に 「イ リ

ノイの全 弁護 士 よ りは;6連 発銃 の方

が よほ どよい」(『教会 歴 史』7：386)

と言 った とい う彼 の言 葉 を思 い 出す度

に，苦 笑 を禁 じ得 ませ ん。

ジ ョセブ を最 も よ く知 り，教会 の指

導 的立 場 にあ って彼 に最 も近か った人

たち は，彼 を預言 者 として愛 し，支持

しま した。 兄ハ イ ラム はジ ョセブ と と

もに死 ぬ こ とを選 びま した。殺害 され

た と き一緒 に い た ジ ョ ン ・テ ー ラ ー

は ， こ う語 って い ます 。 「わ た しは神
あかし

と天使と人々の前で証する。彼は善良

で高潔な徳高い人物であり，……私的

にも公的にも人格に一点のやましさも
しもべ

な く，神 の僕 として生 き，死 んで いっ

た。」 伽e(珈d㎞ 如 ㎜ 『福 音 の王

国』p.355。 教義 と聖 約135：3も 参

照)ブ リガム ・ヤ ングは こう明言 して

い ます。 「この地 上 に生 を受 け て い る

人 の 中で わた し以上 に 〔ジ ョセ ブ〕の こ

とを知 って い る人 はい ない。 わ た しは

声 を大 に して こ う言 う。 イエ ス ・キ リ

ス トを除い て彼 ほ ど立 派 な人物 は存 在

しな かっ た し， これか らも存 在す るこ
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とはない で あ ろう。」(「説 教集 』9：332)

ほかの信 仰深 い末 日聖徒 と同様， わ

た しも預言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミスの証 と

そ の使 命 の上 に 自分 の 人生 を築 い て き

ま した。膨 大 な資料 を読 み，独 自の研

究 を重 ねた後 も，彼 の預 言者 と しての

召 しや， 主が彼 を通 して実現 され た福

音 と神権 の 回復 につい て， わた しの証

が揺 らいだ こ とは一度 もあ りませ んで

した。 わた しは ここ に，有 名 な1842年

の ウ ェ ン トワ ー ス書 簡 に あ る ジ ョセ

ブ ・ス ミス の証 を厳 か に支持 します 。

「……真 理 の旗 は立 て られた。 いか
み わざ

なる汚 れ た者の 手 も， この御業 の発展

を止 める こ とはで きない。 迫害 は威 を

振 るい，暴徒 は連合 し，軍 隊が集合 し，

中傷 の風 が 吹 き荒 れ るか も しれ な い。

しか し神 の真理 は大胆 かつ 気高 く，悠

然 と出で 立 ち， あ らゆ る大 陸 を貫 き，

あ らゆ る地 方 に至 り，あ らゆる国 々に

広 ま り， あ らゆ る者 の耳 に達 し，神 の

目的 は成 し遂 げ られ るで あ ろ う。か く

して，大 い なるエ ホバ は，御業 は成 っ

た と告 げ ら れ る こ と で あ ろ う。」

(㎞esaηd5由80刀s「 タイムズ ・ア ン

ド ・シー ズ ンズ』1842年3月1日 号 ，

709;EncyclopedfaofMormoηfsm

『モ ルモ ニズ ム 百科 事 典 』 ダニ エ ル ・

H・ ラ ドロー編 ，4：1754に 引用)。
み な

イエス ・キ リス トの御 名 に よって 申

し上 げます。 アー メ ン。

注

1.文 中 の 資 料 以 外 に も ，以 下 の 著 書 を

参 照 。 リチ ャー ド ・L・ ブ ッシ ュ マ

ン ，L/0εeρ んSrη1亡 わ θησ 亡わθ

βθ9'ρη1ηgsofMormoη1εm『 ジ ョ

セ フ ・ス ミ ス と モ ル モ ニ ズ ム の 発

祥 』;ト ル ー マ ン ・G・ マ ドセ ン ，

L/OSθρわSm1亡 わ 亡わθノ⊃roρわθ亡『預 言

者 ジ ョセ フ ・ス ミ ス 』;」OSθ ρわ

Sm'酌 「ジ ョセ フ ・ス ミス」 『モル モ

ニ ズ ム百 科 事 典 』 ダ ニ エル ・H・ ラ

ドロ ー編 ，3：1331-1339に 月又

録;デ ビ ッ ド ・ハ ー バ ー ト ・ドナ ル

ド，乙'ησoノη 『リン カー ン』p.54;

リ チ ャ ー ド ・カ イ ジ エ ル ， τわθ

Froρ 亡1θrYθ∂rsoん4わ θL'η σ01η

「エ ー ブ ・リ ン カ ー ン の 辺 境 時 代 』

pp.175-176。



改心と渕意
七十人

W・ マ ック ・ロー レンス

皆さんが右し今，真の改宗と決意からi5たらされる祝福を享受しτωなω

のざしたら，の仁このような変化を生じるために必要なヌテップを踏んざ

くださるよう，のからお勧めしま玩

弟姉 妹 よう こそ い らっ しゃい

兄 ました。神の生ける預言者の臨

席するすばらしい大会を通じて，預言

者をはじめ主に召された人々から，霊
あか し

感 あふれ る勧告 と証 ，教 え を受 け られ

る こ とは何 と大 きな特 権 で し ょうか。

これ らの 方 々 の言 葉 は 「主 の心 」 「主

の 思 い」 「主 の声 」 で あ り， 聖 文 に記

されて い るよ うに 「救 い を得 させ る神

の 力」(教 義 と聖 約68：4)で あ る こ

とを証 します。

この こ とを考 える と き，昔 ，十二 使

徒 定員会 のマ リオ ン ・G・ ロム ニー長

老 が，大 会 を閉 じる に当た って語 っ た

次 の よ う な 言 葉 が 思 い 出 され ます 。

「今大 会 で は多 くの真 理 と教 え を聞 く

こ とが で きま した。 それ らに従 えば神

の み も と に 帰 る こ と が で き ま す 。」

(Go漉reηceRρpord大 会報 告 』1954

年4月 ，pp.132-133)ロ ムニ ー長老

は， そ う宣 言 しま した。
み こと

今 大会 の よ うな集 ま りで，利1の御 言
ば

葉 を聞二 だけ では不十 分 であ る こ とに

留 意 して いた だ きたい と思 い ます。 神

の御言 葉 を生活 に反 映 させ ，約 束 され

た祝福 を受 け るに は，そ れ に廻2な け

れ ばな りませ ん。事実 ， 主は こ う宣 言

され ま した。 「あ なたが たは ，神 の 口

か ら出 る一 つ 一つ の言葉 に従 って生 き

な けれ ばな らない か らであ る。」(教 義

と聚約84：44， 下線 付加)

この 度の大 会 で榊 の御言 葉 を聞 いた

今 ，わ た した ち にはそれ に従 って生 活

す る責任 があ ります 。前 回の大 会 を閉

じるに 当た って， ゴー ドン ・B・ ヒン

ク レー大 管 長 は こ う言 い ま した。 「こ

の大 会 で学 んだ こ とを生 活の 中 に取 り

入 れ るな ら， わた しは もっ と善い 人間

になれ る と思 い ます。 そ して皆 さんに

も， このす ば ら しい大会 で 聞いた こと

を生活 の中 で実践 す るな ら， さらにす

ば らしい人 間に なる こ とがで きる と申

し上 げ たい と思 い ます。」(「信 仰 と証

が あ や なす織 物」 『聖徒 の道 』1996年

1月 号 ，P.99)

この勧告 に従 うこ とに よって， キ リ

ス トとその福 音へ の改心 を深 め る こと

が で き ます。 またそ うす るこ とで ，聖

約 と戒 め を守 り， 教会 での務 め にいそ

しもう とす る決意 がい っそ う強 め られ

ます。 思 うに これ こそ が，今 の責 任 を

含 め， 長年教 会 で指導 者の召 しを頂 い

て， わた しが 目に して きた お もなチ ャ

レンジの一 つ を解 決す る手 立て で はな

いで しょうか。

ステ ー ク会 長 に今の最 大 のチ ャ レ ン

ジあ るい は憂 慮 して い るこ とにつ い て
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尋 ね る と，異 口 同音 にこ うい う言葉 が

返 って きます。 「聖 徒 た ち に決意 を深

め，真 の改心 を して， 戒め を忠 実 に守

り，召 しを十分 に果 たす人 にな って も

らう こ とです 。」 わ た しは これ まで，

このチ ャ レンジにつ いて祈 りを込 めて

何 度 も熟 考 して きま した。確 か に末 口

聖徒 は，神 の御言 葉 を聞 く機 会 には恵

まれ てい ます。 しか し，残念 なが ら神

の御言葉 に従い それ を生か して い くこ

とは先送 りに しが ちです 。

「心 と，勢 力 と，思 い と，力 を尽 く

して」(教 義 と聖約4：2)主 に仕 え，

「主 の命 令 を熱 心 に守 」 りたい とい う

願 い や証 をわた した ちに もた らす の は

一体何 な ので しょうか(1ニ ー フ ァイ

4：34)。

わた しは ， この件 につい て思 い巡 ら

し祈 って いた とき， この 問題 は改 心 と

決意 の欠如 に端 を発 して い るとい う結

論 に達：しま した。つ ま りキ リス トと福

音，教 会へ の改心 ， さらには， 人に仕

え人 を強 める ため に受 け た，個 人の召

しと卑約へ の決 意の 欠如 です。 この点

につ いてペ テ ロへの キ リス トの 言葉 を

考 え てみ ま し ょう。 「あ なたが 立 ち直

っ た ときには， 兄弟 たち をカづ けて や

りな さ い。」(ル カ22：32)こ の よ う

に決 意 は改 心 した 人が迎 え る自然の結

果で あ り，事実 なの です。

約 束 され た祝福 を生 活 の中で完 全 に

享受 し，召 しをい っそ う効 果 的 に果 た

す ため には，真 に改 心 しな ければ な り

ませ ん。 も しほん とうに心 か ら改心 し

て いれ ば，だ れで も奈力 を尽 くして果

約や 戒 め を守 り，責 任 を果 た し， キ リ

ス トに従 うこ とで しょう。

真 に改心 したキ リス トに従 う者， つ

ま り弟子 または聖徒 と呼 ば れる に値 す

る人 は， 教会 で奉仕 す る姿勢 につ いて

も，聖約 と戒 め を守 るこ とにつ いて も

決 して うわべ だ けの 白己満足 に終 わ る

こ とはない はず です。 その よ うな人は

主 の訓戒 に心 か ら従 い 「自分 の義務 を

学 び … … ま っ た く勤 勉 に遂 行 す る」

(教義 と聖 約107：99)こ とで し ょう。

改心 す る とは ど うい う意味 で しょう

か 。ハ ロ ル ド ・B・ リー大 管長 は こう
じゅうぶん

言 って い ます 。 「改心 には ，什 分 の一

の領収書 や ，… …神殿推 薦状 を持 っ た



名前 だ けの会員 で ある こ と以上 の意 味

が な けれ ば な りませ ん。」真 に改 心 し

た人 とは 「単 に うわべ だけで な く内面

の弱 点 を改 善す る絶 ゆ まぬ努力 をす る

人 です。」(ChαrchNbws『 チ ャー チニ

ューズ』1974年5月25日 付 け，p.2)

真 に改心 し，確 固 とした決意 を して

いる人 は，教会 で の奉 仕 の務 め を果 た

す に当 たっ て， 「適 当 にこな して い く」

とい った態度 を と りませ ん。改 心 した

ホー ムテ ィーチ ャーは，担 当家 族 をち

ょっ とだけ訪 問 し， 定員会 の指 導者 に

ホー ムテ ィーチ ング 「完 了」 と報告 す

るこ とに満足 した りは しませ ん。改 心

した初 等 協会 の 教 師 は， 「適 当 に レ ッ
み

スンを教える」だけでは満足せず，御
たま

霊によって教え，自分に託された感受

性豊かな子供たちの生活にすばらしい

変化をもたらしたいと願うことでしょ

う。

真に改心した末日聖徒は，果たすよ

う期待されている割 り当てをこなすた

めに神殿に行くのではなく，亡 くなっ

た先祖，またはまったく見知 らぬ人，

つまり自分自身で儀式を受けられない

人々の身代わりとして，神聖な救いの

儀式を執 り行いたいという心からの願

いによって神殿に参入します。また統

計や報告上の目的で，割り当てを果た

すために人に奉仕するのではなく，キ

リストと天父への愛と献身の精神で奉

仕 します。

この点については，ある指導者訓練

集会で語られたヒンクレー大管長の勧

告について考えてみましょう。「統計

上の実績よりもはるかに大事な達成す

べき事柄があります。魁 は人

の霊性を高めることに心を砕 べき

で あ り， そ れが何 よ り大切 なの です 。

わ た したち には統 計 上の実績 を上げ る

こ とをいちば んに考 え る傾 向が あ りま

す。 実績 向上 を図 ろ うと して， プ レ ッ

シャーのL"圭1'ノ て を課 す る傾 向 が
み わざ

あ るので す。 しか し主研 に って

は プ レ ッシ ャー よ っ と 七 オ

瑠づ}が ま
れ は 盲 の 己 ・'・か

ら生 じる づ}で 。末 日聖徒 の心

に， 強い熱 意つ ま りこの御 業 の真実性
あかし

に対する確固とした証があるとき，彼

ら 〔彼らとはもちろん，すべての男性

と女性です〕は教会での務めを進んで
せいさん

果たすことでしょう。聖餐会に進んで

出席するでしょう。神権会にも出席す
じゅうぶん

るで し ょう。 また正 直 に什分 の一 とそ

の ほかの献 金 を納 め るで しょう。ホ ー

ム テ ィー チ ングを行 うで しょう。状況

タバナクル合唱団の団員たち。今回彼らは日曜日の二つの部会で歌声を披露した。

日曜日の最後の説教で，ヒンクレー大管長は 「この合唱団は教会の大切な宝の一

つです」と語った。
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が許 すか ぎ り頻 繁 に神 殿 に参入 す るで

し ょう。人 々に福 音 を分 か ち合 い たい

とい う強 い願 い が心 に 生 じる で し ょ

う。 ほか の兄弟姉 妹 を強 め励 ます よ う

に な るで し ょう。 〔言 い換 え れ ば，彼

らは さらに決意 を深 め るのです 〕 この

ように ・'・こ が に亦 ヒを た ら し

ま立 。」(1984年4月6日 ，地 区代 表 セ

ミナ ー，下線付 加)

兄 弟姉 妹 ，皆 さんが も し今 ，真 の改

心 と決 意 か ら もた らされ る祝福 を享受

して いな いので した ら，心 にこの よ う

な変化 を生 じるため に必要 なステ ップ

を踏 んで くだ さ るよ う，心 か らお勧 め

します 。恐 ら くわた しの この願 い は預

言 者 アルマ が民 に語 っ た ときの気 持 ち

と， 同 じなので は ないで し ょうか。 ア

ルマ の言 葉 で す 。 「さて見 よ，教 会 の
はらから

同胞 よ， わた しはあ なたが たに尋 ね る。

あ なたが た は霊 的 に神 か ら生 まれ てい

るか。 あ なたが たの顔 に神 の面 影 を受

け てい る か。 あ な たが た は心 の 中 に，

この大 きな変化 を経験 したか。」(ア ル

マ5：14)

この 「心 の中 の大 きな変化 」 こそが

改心 なの です。 ジ ョセ ブ ・フィー ルデ

ィ ング ・ス ミス大 管 長 は言 い ま した。
しもべ

「人は，主の僕の証にへ りくだって耳

を傾け従うとき，主の御霊によって心

を貫かれ真の改心をする。」(α1αrch

砒 ⑳η・andMbdemReveぬ ㎞ 『教会

歴史と近代の啓示』1：40)

わたしが最初にお話ししたことをこ

こで改めて強調したいと思います。今

大会やそのほかの集会で語られる神の

御言葉をただ聞≦.だけでは不十分で

す。それを効果的なものとし，約束さ

れた祝福を享受するには，それに従ね

なければなりません。スミス大管長が

述べたように 「主の僕の証に互を趣1

従わなければならない」のです。

わたしはへりくだって，皆さん一人
一人に，現在の自分の改心と決意の度

合いを吟味 してみるようお勧め しま

す。現在受けている召しに対し，自分

がどれだけ効果的に働いているか，自

問してみてください。どれだけ完全に

戒めを守り，預言者をはじめ，ステー

ク会長や監督など，神に召されたほか

の指導者たちの勧告に従っているか考



えて みて くだ さい。皆 さんは なすべ き

こ とを人 に言 わ れ て気づ く方 です か ，

それ とも率 先 して取 り組み ，成 し遂 げ

る決意 を してい るで しょうか、

アルマ の質 問 を振 り返 ってみ まし ょ

う。 「あな たが た は霊 的 に神 か ら生 ま

れ てい る か。」 アル マが 民へ の教 え を

閉 じるに 当た り， 自分 自身の改心 に ま
あかし

つわ る証 を述べ てい る こ とは注Flに 値

します 。 「見 よ， わ た しは ， 自分 が語

って きた これ らの こ とが真 実 であ る こ

とを知 っ てい る。あ なたが た は，わ た

しが どの ように して これ らの こ とが確

かで あ るのを知 った と思 うか。

見 よ， わ た しはあ な たが た に言 う。
み たま

これ らの こ とは，神 の聖 な る御 霊 に よ

っ て わ た しに 知 ら され て い る の で あ

る。 見 よ，わ た しは 自分 で これ らの こ

とを知 るこ とが で きる よう に，幾 日も

の 問，断 食 を⊥二て土丘2二⊆越 。 そ して ，

これ らの こ とが 真実 であ るの を， わた

しは今， 自分 自身で 知 ってい る。主 な

る神 が神 の聖 な る御霊 に よって これ ら

の こ とをわた しに明 らか に されたか ら

で ある。 わた しの 内にあ る啓示 の霊 に

よって知 らされた ので あ る。」(ア ルマ

5：45-46， 一「線イ↓力[1)

これ と同 じ啓示 の霊 ，す なわち改 心

の霊 は， 断食 と祈 り，従順 ，聖 文 の研

究 を通 して熱心 に求 め るすべ ての 人 に

注が れ ます(ア ルマ17：2-3参 照)。

今大 会 を機 に， イエス ・キ リス トの

福音 へ の改心 と決意 を， さ らに完全 な

もの に しよう とい う望 み を新 た にす る

こ とがで きます よ うに。使 徒 ヤ コブの
み こと ば

次 の 訓戒 に従 え ます よ うに。 「御 言 葉

を行 う人 にな りな さい。 … …た だ聞 く

だ けの者 となっ ては いけ ない。」(ヤ コ

ブの手紙1：22)

わ た しは心か らイエス ・キ リス トを

信 じてい ます 。聖文 に記 された キ リス

トの教 え を理解 し，そ れ に従 うこ とが

で きます ように。 これ は主 の聖 なる教

会 です。 預言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス を通

して，主 はこの最後 の神 権 時代 に，完

全 な福 音 を 回復 され ま した。 ゴー ド

ン ・B・ ヒ ンク レー大管 長 は真 の生 け

る預言者 です 、 これ らの証 を イエス ・
み な

キ リス トの 御 名 に よ っ て 申 し上 げ ま

す 。 アー メ ン。

七十人

ルロン ・G・ ク レーブ ン

誘 惑

誘惑ば まる乙金属を引きつける磁力のようなものさ凱 皆さ：んか背を向

けるなら，そのカぱ効力を多ξωま玩

弟姉 妹 の 皆 さ ん， 天 父 を愛 し，

兄 愛し合う聖徒たちとともに働

けるのは，すばらしい経験です。わた

したちは，聖徒たちが人生の試練に直
ま

面 した ときの・勇気 とチ ャ レ ンジを 目の

当た りに して きま した。

この数年 間 ，時折幹 部 の兄 弟た ちの

要 請 を受 け て，悔 い改 めた教 会員 たち

が神 殿 の祝福 を回復 す るた めの面接 を

行 って きま した。悔 い改 め た この すば

らしい 人た ちの祝福 を回復 させ る こと

は，い つで も霊的 に感動 させ られ る経

験 で す 。 そ ん な何 人 か の 人 た ち に ，

「一 体 あ な たの 人生 に どん な こ とが あ

って， 一時 的に教 会員 の資格 を失 うこ

とに なった のです か」 と質 問 してみ ま

した。 日にいっ ぱい涙 をた めて，彼 ら

は一一様 に こ う答 え ま した。 「祈 りや ，

定 期的 に教 会 に集 うこ とや ，教会 での

奉 仕，福 音 の勉強 な ど，福音 の基 本的

な原則 に従 わ なか ったか らです。 やが

て， わた しは誘惑 に負 け， 聖霊 の導 き

を失 って しまっ たの です 。」 わ た しに

とって， この よ うな悔 い改 めた 人た ち
ゆる

と会 い， ともに赦 しの奇跡 と，聖 徒た

ちや聖霊 と再 び結 ば れる喜 び を分 か ち

合 える こ とは， いつ も特別 な経験 に な

って い ます 。

誘 惑 はわ た したちの 地.Lの 経験 に必

要 な もの です。 主 は預 言者 ジ ョセ ブ ・

ス ミス を通 して誘 惑 の必要性 につ い て

こ う説 明 され ま した。 「悪魔 が 人 の子

らを誘 惑す る のは必要 で あ る。 そ うで

な ければ ，人 の子 らは 自 ら選択 し行動

す る者 とはな れない。 苦 い ことを経験

しなけれ ば，甘 い こ とを知 るこ とが で

きないか らで ある。」(教 義 と卑約29：

39)

『モ ルモ ン書』 の 中で， ニー フ ァイ

は誘 惑 に負 け る と どの よ うに なるか ，

こ う説 明 し て い ます 。 「悪 魔 の 誘 惑

〔は〕 … … 人の 子 らの 目を く らま し，

心 をかた くなに し，広 い道 に踏 み込 ま

せ て，彼 らが滅 び失 われ る よ うに仕 向

け る。」(1ニ ー フ ァイ12：17)

目を く らます とは， 自分 の行 動の結

果 を 自覚 しなか った り，無 視す るこ と

です 。心 をか た くな にす る とは，教 え

に 日を閉 じ，受 け入 れ よ うと しない こ

とです。 広い 道 に踏 み込 まされ る とい

うの は， この世 の快 楽 に心 を奪 わ れ，
み たま

生活 の 中で聖 な る御 霊 の影響力 を失 う

こ とです 。

ブ リガム ・ヤ ングは こ う言 ってい ま

す 。 「多 くの 人 は ，悪 魔が 人 の 肉体 と

霊 の両方 を支 配す る力 を持 ってい る と

考 え てい る。 は っ き り言 ってお く。 人

が悪 霊 に負 けて 肉体 が 内 にある霊 を支

配 しないか ぎ り，悪 魔 に は人 を征服 す
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る力 はな い。… …霊 は肉体 の影響 を受

け ， 肉体 は霊 に影 響 さ れ る か らで あ

る。」(Dfscoロ 聡esofB万 帥a」mybロng

『ブ リガ ム ・ヤ ング説 教 集 』 ジ ョン ・

A・ ウイ ッツ ォー編，pp.69-70)

誘 惑 は， まるで 金属 を引 きつ け る磁

力の ような もの です。 皆 さんが それ に

背 を向け るな ら，そ の力 は効 力 を失 い

ます。 同 じように， わた した ち も誘惑

に背 を向 けな ければ な りませ ん。 そ う

すれ ば，誘惑 はそ の力 を失い ます。

わた した ちの心 は，一 日中休 まず活

発 に活 動 してい ます。 思い が どの思考

経路 をた どるか を選ぶ の は，わ た した

ちです 。心 に この世的 な思 いが入 り込

むの を許せ ば，義 にか なわ ない行 動 を

取 って しまい ます 。人生 の 高速道 路 を

進ん でい く問 に， わた した ちの 肉体 の

感覚 は，心 をそ そのか し誘惑 す る広告

やポ ス ター ，雑 誌 ， ビデオ ，映画 な ど

に絶 え間 な く攻撃 され てい て， も し気

を許せ ば，末 日聖徒 にふ さわ し くない

イ メージ を心 に焼 きつ けて しまうので

す。

もし よこ しまな思 いが 浮 か んだ ら，

立ち止 ま り，理性 を働 かせ， 心 を コン

トロ ー ル して くだ さ い1心 の 目 に

「出口」と書かれた特大の表示が見え

るようにしてください。直ちに思いを

変えてください。その思考経路を断ち

切ってください。

皆さんの中に義にかなわない感情や

欲望がふくれ上がると，聖霊はノーの

信号を出してくださいます。聖霊に耳

を傾けてください。立ち止まり，考え，

心の中に 「進入禁止」の標識を思い浮

かべてください。義にかなわない感情

や邪悪な空想につながるそんな思いを

すぐに変えるか，消してしまってくだ

さい。心と肉体に悪い習慣として残る

場合があるからです。

義にかなわない行いを選ぶように，

あるいはそんな思いを抱 くように誘惑

されたときは，その道の行き着 く先を

眺めて，その行為の避けられない結果

を考えてみることです。立ち止まり，

考え，「停止」の標識を思い浮かべて

ください。心にブレーキをかけてくだ

さい。すぐに何か違うもの，心を高め

るものに考えを切 り換えてください。

誘惑を克服するには，思いをコント

ロールすることが必要です。悪い思い

を心の出口から追い出してください。

不義な思いという進入禁止の道に入ら
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ないでください。末日聖徒としてふさ

わしくない行為につながる思いを抑え

てください。誘惑に負ける必要はあり

ません。目が見るもの，耳が聞くもの，

口が話すもの，そして手が触れるもの

を選んでください。

誘惑に負けることが肉体と霊の双方

にとって抜き難い習慣になる場合があ

ります。この習慣に勝てなくなって，

とりこになることがあり，とりこにな

ると自由と内面の平安が失われてしま

います。

誘惑の勝利に身をゆだねるとき，彼

らは勧告，すなわち聖霊の勧告，預言

者の勧告，健全な教義の勧告，聖約に

伴う勧告，そして彼らを最も愛する人

たちの勧告に背いているのです。そし

て人の友情や愛，聖霊の導きから自ら

を切 り離してしまいます。

誘惑は，わたしたちに危険の可能性

を警告する情け深い方法であるとも言

えます。注意標識の役割を果たしてく

れるからです。誘惑は待ち受ける危険

をあらかじめ警告してくれます。誘惑

は，誤つた思いや行為から離れるよう

に注意を喚起してくれることもありま

す。

この地上での経験を積む永遠の存在

者として，わたしたちは誘惑から逃れ

られません。誘惑は，正しいことを行

おうとする内面の努力があることを意

味しています。絶えず官能的なこと，

この世的なことを考えている人は，内

なる霊的成長を経験できません。官能

的な思いが霊的成長を妨げるからで

す。

ジョージ ・Q・ キャノン副管長はこ

う言っています。「彼ら 〔人〕が誘惑

にさらされなければ，自分の力も弱さ

も，神の力も知 り得ない。もしサタン

に人類を誘惑する力がなかったなら，

人は善も悪も知ることのできない状態

にとどまる。幸福も不幸も知ることは

ない。彼らの力はすべて休止状態に陥

る。なぜなら，成長を促すものがない

からである。永遠の父である神のよう

になるために人を備えてくれる経験が

ないのである。」((畑pelT耐h「 福音

の真理』ジェレルド・L・ニュークィ

スト編，1：109)



福 音 の原則 に従 え ば，生活 の 中か ら

この世 的 な誘惑 は減 ります 。義 にか な

う選択 をす る度 に 自分 の霊 的 な力が増

します 。義 にか な う選択 の積 み重 ねが ，

内 なる霊 の強 さ と神 の よ うな人格 を築

いて くれ るので す。誘 惑が ない ところ

に教育 も人格 の 向上 もあ り得 ないの で

すか ら，誘 惑 はいつ か来 る もの と考 え

るべ きです 。

この世 の悪 の力 が増 強 してい る現実

を知 る と恐 ろ しい気 が します。 そ こで

わ た した ち は次 の よ うに 自問 し ます 。

「わ た した ち に何 が で きるだ ろ うか 。」

悪の力 か ら逃れ る道 はあ るので し ょう

か。 あ ります。

教 会員 は次 の方法 に よって誘惑 を克

服 す る こ とが で き ます 。(1)イ エ

ス ・キ リス トの福 音 の指導 原則 や教義

に従 順 に な り，(2)預 言者 を は じめ

とす る指導 者 たちの勧 告 に従 い，(3)

聖霊 の力 を常 に感 じられ る ような生活

を送 る ことです。

福 音の 原則 と聖約 を守れ る よ うに心

を訓練 して くだ さい。 個 人 と家族 の祈

りとい う高 速道路 を走 り， 預言者 の教

え と聖 文 を学ぶ とい う通 りを歩 き，教

会で の奉 仕 とい う道路 を外 れ ない よ う

に して くだ さい。 誤 った道 を 日々進 ん

で離 れ，永 遠の命 に続 く義 にか な った

道 を行 くよ うに しま しょ う。誘 惑 に対

す る最 強 の防御 は， イエ ス ・キ リス ト
あかし

に対す る活 気あ るい きい きと した証 で

す。 わた した ちはそ の証 に よって天 父

と結 ばれ てい ます。誘 惑 の克服 に対 し

て最 高 の模 範 を示 して くだ さ っ た の

は， 救 い主 御 自身で す 。 「独 り子 は 数

数の誘 惑 に遭 われたが ，そ れ らを少 し

も心 に留 め られ なか った 。」(教 義 と聖

糸IJ20：22)

兄 弟姉 妹 の皆 さん， この業 が真 実 で

あ る こ と を わ た しは 知 っ て い ま す 。

今 日預 言者 が この地上 に い るこ とを知

って い ます 。 イエ スが キ リス トで あ り，

神が 天 に生 きて お られ るこ とを知 って

い ます 。 わた した ちが従順 に義 にか な

って 天父 に近づ くと き，天 父 もわた し

た ちに近づ い て くだ さい ます。神 はわ

た したち を祝福 し，完 成 させ， 守 って

くだ さい ます 。 イ エ ス ・キ リス トの
み な

御 名 に よ り， ア ー メ ン。

どのようにして受けたか

また聞いたかを

思い起こす

中央初等協会第二副会長

スーザ ン ・L・ ワーナー

まωた種がなかな力寅を結ばな6に と右ありますが ωつかばそのような
みたま

子供たちr5……御霊に衡することを思ω出しτくれま玩

愛欝轡欝 灘窒
一緒 に ネバ ダの砂 漠 を車 で走 り抜 け

，

総大 会 に出席 したの を思 い 出 し ます 。

そ の ころの車 には クー ラーが付 いて い

ませ んで した ので，涼 しい夜 の うちに

車 を走 らせ た もので した。車 の前 に は，

ラジエー ターが 過熱 した場 合 の用 心 の

た めに， キ ャ ンプ用 の水袋 が くく り付

け てあ りま した。 まだ夜 も明 け切 らぬ
くらやみ

暗闇 の 中， この建 物 の外 に並 んで， シ

オ ンの賛美 歌 を歌 いなが ら大 きな ドァ

が 開 くの を待 ち ま した。視 界 を遮 る大

きな柱 や， 帽子 をか ぶ った婦 人の後 ろ

の席 に な らない ように人知 れず 願 った

もの です 。 まだ小 さか った わた しに は

よ く見 え ませ ん で したが，預 言者 が タ

バナ クル に入 って来 て，全員 が一 斉 に

立 ち上 が る ときの特 別 な気持 ち は覚 え
けいけん

てい ます 。 この ような敬 慶 な思 いや霊

的 な気持 ちは ， この建 物 に入 る度 に，

また総大 会 で指導 者 の方 々の話 を聞 く

度に よみが え って きます。 そ して， こ

れ までに受 けた教 え， 耳 に した話 を思

い出 します 。 また， 自分の確信 してい

る こ とや， 以 前に感 じた こ とを思 い出

す の です 。

だれ もが， この ような霊 的な気持 ち

に包 まれ たこ とがあ るはず です。幼 い

ときの霊 的 な気持 ち を覚 えてい る人 も

いる で し ょう。主 の真 の教 会 を見 いだ

した ときの温 か い気 持 ち を覚 えてい る

人 もいるで し ょう。 また ほ とん どの人

が ，父母 や 兄妹 の愛 を通 して霊 的な気
はらから

持ちを感じてきたはずです。同胞であ

る聖徒たちとともに神の王国で働くと

きに感じる愛や一体感を思い起こす人

もいるでしょう。教会に出席し，福音
あかし

を学び，証を分かち合った後の安息日

の夕べに感じる霊的な再生を思い出す

人もいるでしょう。また試練や悲しみ

のときに熱烈な思いを込めて心からの

祈 りをささげ，聖霊から慰めを受けた

ことを思い起こす人もいるでしょう。

心からの悔い改めに伴う悲 しみと喜
ゆる

び，赦 され 清め られ た とい う思 いが よ

みが えっ て くる人 もいるで し ょう。救
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い主がわたしたちを愛するがゆえに与
あがな たまもの

えて くだ さ った蹟 い とい う賜物へ の深

い感 謝の気 持 ち を思 い出す 人 もい るで

し ょう。

霊 的 な気持 ち を思 い出す とき， わた

したちの心 は天 父 と御 子 イエ ス ・キ リ

ス トに向 け られ ， 自分 が本 来 あるべ き

姿 を知 るこ とが で き ます。 また，現代

の預 言者 が最近全 世界 の人 々に宣言 し

た以 下の真 理 を思い 出す こ とが で き ま

す。 「人 は皆 ， 天の両 親 の大切 な息子 ，

娘 です。 したが って ，人 は皆，神 の属

性 と神 に なる 可 能性 と を備 え て い ま

す。」(「家 族 一 世 界 へ の 宣 言 」 『聖徒

の 道』1996年1月 号 ，p.114)霊 的 な

気持 ち を思 い 出す こ とに よ り， わ た し

たちは 自分 が何 者 なのか を再認 識す る

のです。

そ う考 え る と， 聖 文 の あ ち こち に

「記 憶 に と どめ， 覚 え てお き な さ い」

とい う教 えや勧 告， また戒 めが 記 され

てい るの も不思 議で は あ りませ ん。 こ

の ように何 度 も同 じことが繰 り返 し勧

め られ てい るの は， 過去 に経験 した霊

的な気持 ち を思 い 出す こ とと， 現在 の

信仰 の度合 い との 間に大切 なつ なが り

が あ るか らです 。主 は使徒 ヨハ ネ を通

じて ， 「だか ら，あ な たが ， どの よ う

に して受 け たか， また 聞いた か を思 い

起 こ」す ように(黙 示3：3)と い う

メ ッセー ジ を与 えて くだ さい ま した。

サ タンは，わ た した ちが 霊的 な経験

をなか なか思 い起 こ さない よ う望 んで

い ます。 また 自分が何 者 で あるか を教
み たま

えてくれた御霊のささやきを軽んじ，

忘れるよう望んでいます。サタンの悪

計の一つは，神の子らに自分が何者で

あるかについて誤った考えを吹き込

み，うそを信じ込ませることなのです。

ある小学校の校長から聞いた話によ

ると，今は子供たちでさえ神聖なもの

を汚すような言葉や行いを見たり聞い

たりしているとのことです。テレビ番

組やビデオ，流行歌などに触れるにつ

け，子供たちは様々な害悪にさらされ，

善悪を識別する感覚を鈍らされ，罪を

普通で何でもないことのように思い込

まされているのです。

わたしたちと同じように子供たちも，

人生には崇高な目的などなく，自分の

ことだけを考えて生活するのは当然で

好ましいことだという考えを，巧妙に

そして絶え間なく吹 き込まれていま

す。このような影響の下では子供たち

は，自分を愛 してくださっている天父
きよ

の存在，肉体は聖い宮であること，ま

た従順であるときに幸せな良い気持ち

を感じることなどを理解 しないままで

大人になってしまう可能性がありま

す。

これらの影響力に家族として抵抗す

るには，預言者の勧告に従い，愛の精

神を持ち，ともに聖文を学び，祈 りを

ささげ，互いの経験や証を分かち合う

ために家庭の夕べを定期的に開くこと

が大切です。

わたしたちが子供や青少年をよく教

えられるよう，教会の指導者は 『若人

のために』(34285300)と いう小冊

子や，「わたしの福音の標準」リス ト

を備えてくれました。このリス トは

『わたしの達成の日』(35317300)と

いう小冊子の裏表紙に記 されていま

す。家族でこれらのことについて話し

合い，気持ちを分かち合い，ともに学

ぶなら，教義に関する知識と霊的な思

いで満ちた貯水池を，大人も子供も含

め家族全員の内に築き，繰 り返し思い

起こせるでしょう。

『モルモン書』の中でエノスは自分

の思い起こしたことを次のように記録

しています。「わたしは森で獣を狩ろ

うとして出かけた。かつてわたしは，

父が永遠の命と聖徒たちの喜びについ

て語るのを度々聞いていたのだが，そ

の父の言葉が，そのときになってわた

しの心に深 くしみ込んできた。」(エノ

ス1：3)エ ノスには，思い起こすこ

とのできる感動と教義という蓄えが与

えられていたのです。そして父親につ

いて，感謝を込めてこう言っています。
くんとう

「父 は …… 主 の薫 陶 と訓 戒 に よ って教

えて くれ た。 ……神 の御 名 が ほめた た

え られ るよ うに。」(エ ノス1：1)

問題 のあ る若者 の更生 に力 を尽 くし

て いるあ る著名 な専 門家 に よれ ば， い

っ たん道 を踏み外 した若者 の うち，容

易 にそ して完全 に立 ち直 る ことがで き

るの は，標準 や霊 性 とい う基 盤 の築 か

れて い る.人た ちだそ うです。 こ うい う
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若者は霊的な思い出によって力づけら

れます。彼らにとって悔い改めは，懐

かしい故郷に帰るようなものなので

す。

子供たちは純真で素直で，何でも進

んで学び取ろうとする熱意を備えてこ

の世に生まれてきます。ですから，愛

の精神をもって簡単で分かりやすい福

音の真理を教え，御霊を感じる機会を

提供し，そのときの霊的な気持ちに自

分で気づいてそれを心にとどめられる

ように助けるのは，わたしたちに授け

られたすばらしい特権であり神聖な責

任なのです。天父は父祖アダムにこう

語 られました。「さて，わたしはあな

たに戒めを与える。あなたの子供たち

に次のことを率直に教えなさい。」(モ

ーセ6：58)

我が家では，朝早く聖文の勉強会を

開くよう努めてきました。しかし息子

が嫌がるのをなだめすかして起こすの

によく苦労しました。やっと起きて来

ても，頭をテーブルの上に伏せてしま

うのでした。何年か後に，伝道中の息

子から届いた手紙にはこう書いてあり

ました。「聖文について教えてくれて

ありがとう。伝えておきたいことがあ

ります。あのころいつも頭を伏せて眠

っているようなふりをしていたけど，

実は目をつぶったまま聞いていたんで

す。」

両親や教師の皆さん，子供たちに霊

的に豊かな思い出をたくさん作ってあ

げようとする努力は決して無駄にはな

りません。時には，まいた種がなかな

か実を結ばないこともありますが，い

つかはそのような子供たちも，受けた

り聞いたりした御霊に関する事柄を思

い出してくれます。そのような望みを

持つなら，慰めが得られるでしょう。

いつかきっと，昔学んだことや感じた

ことを思い出してくれるでしょう。自

分は天父の子供であり，天父が神聖な

目的をもって地上に送ってくださった

ことを思い起こしてくれるでしょう。

毎週，全世界の末日聖徒イエス ・キ

リス ト教会の会員は，ともに集い自分

が何者であるかを思い起こします。初

等協会の子供たちは各国のいろいろな

言葉で 「神の子です」を歌います。世



界各 地 で若 い女性 は 「わた した ちは天

父 の娘 です。 天父 は わた したち を愛 し

・・て 〔お られ〕 ます」 と繰 り返 しま

す。 若 い男性 は， ふ さわ しいア ロ ン神

権者 と して その務 め を果た し仕 える と

きに， 自分が神 の子 で あ るこ とを思い

起 こ します。 そ して わ た した ち も皆 ，
せいさん み な

聖餐 にあず か り進 んで御 子 の御 名 を受

け，いつ も御子 を覚 える こ とを証 明す

る とき， 同様 に思 い起 こす ので す。

息子 の一 人が 友達 と一緒 に登 校 して

いた ころの こ とで す 。 わた しは， 「い

って らっ しゃい」 と言 って手 を振 った

後 ，大 声 で こ う付 け加 え ま した。 「自

分 が何 者 なのか 忘 れ ない で ね。」 す る

と，息子 の友達 が歩 きなが ら 「君 のお

母 さん は どう して いつ もあ んなふ うに

言 うの。何 のこ とを言 って るの」 と尋

ね るのが 聞 こえて きま した。息 子 はす

ぐに 「「い い子 に してな さい 』 っ て意

味 だ よ」 と答 えてい ま した。 息子 の言

う とお りです 。 わた した ちは，善 い行

い を通 して 自分が何 者 であ るか を思 い

起 こ し， 自分 が何者 で あ るか を思 い起

こす と きに， 善い行 いが で きる よ うに

なるの です。

わた したち は，何 事 におい て も神 の

戒 め を守 る こ と(1ニ ー フ ァ イ15：

25参 照)， 聖文 を努 めて 丁寧 に調 べ る

こ とを忘 れ ない よ うに しなけれ ばな り

ませ ん(モ ーサ ヤ1'7参 照)。 また ，

親 か ら教 わ っ た言 葉(ア ルマ57：21

参 照)， 預 言 者 と使 徒 の勧 告(ユ ダ

1：17参 照)， 神 に背 くことの恐 ろ し

さ(2ニ ー フ ァイ9●39参 照)を 忘 れ

て は な りませ ん。神 は御 自分 の御名 を
あわ

信 じるす べ ての人 に憐 れみ をかけ られ

る こと(ア ル マ32.22参 照)， イエ ス

あがな

が わた した ちを蹟 うた めに来 られ たこ

と(ヒ ラマ ン5.9参 照)も 覚 え てお

く必 要が あ ります。

わ た しは世 界 中の子 供 たち と ともに
あか し

声 を合 わせ ，証 を込 め て以 下 の初 等協

会の歌 を歌 い ，わ た したちが受 け， 聞

い た こと，知 り，感 じたこ とを思い起

こ したい と思い ます。

「イエス様 の作 られた教 会 です

神 の子 供 として教 え学 ぶ

救 い主 を信 じて御 名 を貴 び

光 に従 い人 に真理 知 らす 」

(「イエス ・キ リス トの教 会」 『聖徒

の 道 』1990年2月 号 ， こ ど もの ペ ー

ジP35)

イエ ス ・キ リス トの御 名 に よ りお話

し します。 アー メ ン。
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主の食卓に着く

十二使徒定員会会員

M・ ラ ッセ」レ バ ラー ド

神ば預言者を通し乙 入類を苦しめる霊的な劒えを主の食卓からの豊かな
いや

恵み乙癒すと約束されました。

弟姉妹の皆さん，再びすばらし

兄 い大 会で した。 わた しは皆 さん

に お話 しす る とい う特権 を前 に して，
み たま

主 の御 霊が ともにあ る よう祈 ってい ま

す。

2月 にバ ラー ド姉 妹 とわ た しは，南

ア フ リカの ヨハ ネスブル クで 開かれ た

複合 ステ ー ク大 会 に出席 しま した。 そ

して，会 員た ちの信仰 と特 別 なス ピ リ

ッ トに感動 しま した。

ア フ リカ大 陸 を訪れ る と，以前 に受

け た東 アフ リカや西 ア フ リカで の責任

を思 い 出 します 。 わた しは1985年 に世

界 中の教会 員が 行 った特別 な断 食 につ

い て百 び考 え ま した。 そ れ によって約

600万 ドルが， 干 ばつ に襲 われ たエ チ

オ ピアの 人 々を苦 しみや飢 えか ら救：う

た め に用意 され ま した。 グ レ ン ・L・

ペ イス兄 弟 とわた しは，教 会員 の惜 し

み ない 献 金 の 成 果 を こ の 目で 見 ま し

た。 わ た した ちは大管 長会 か ら割 り当

て を受 け， 人 々の必 要 を調査 して この

特 別 な基 金 の最 も良い使 い道 を提案 す

るため にア フ リカへ 向か ったの です。

わた したち は不 毛 の国 の難民 キ ャ ン

プ を訪 れ ま した。 土地 は見 た こと もな

いほ ど荒れ果 てて い ま した。赤 十字 セ

ンター や仮設 病院 に は， ひん死 の病 人

たちが横 た わって い ま した。 その ひ ど

い苦 しみに， わ た した ちの心 は張 り裂

けそ うで した。簡易 ベ ッ ドに横 た わ っ

た病気 の母 親が 子 供 た ち に食べ させ ，

あやそ うと してい ました。多 くの子 供

は 目が くぼ み，手 足 はひ どい飢 えの た

め に小 枝 の よ う に細 くな って い ま し

た。 これは わた しの人生 で最 もつ らい

経験 の 一つ で した。わ た しが そ こで 目

に した 食糧 や 栄 養 へ の 切 な る願 い ほ

ど，わ た しの心 を深 く打 った もの は あ

りませ んで した。

兄弟姉妹 の皆 さん，エ チ オ ピアの人

人は食糧 不足 で 肉体 的 に飢 えてい ます

が ， はるか に多 くの世 の 人々が霊 的 に

飢 えて い ます 。悲 しい こ とに， ほ とん

どの人 は どこで真 の霊 的養 いが得 られ

るか知 りませ ん。 あち こち をさ まよ う，

哀 れ な難民 です。真 の霊 的 な光 と知 識

を求め る人 は，聖霊 の力 によ らなけれ

ばそ れ を 見つ け る こ とはで きませ ん。

御 霊 は人 に光 を与 え， 人生 の永遠 の 目

的 につ いて理 解 を与 え ます。 御霊 に よ

って，教 会 員 はイエス ・キ リス トの 同

復 さ れ た福 音 が 真 実 で あ る と知 りま

す 。で すか ら， わた した ちは天父 のす

べ ての子 供 た ちに，主 の食卓 に着 いて
み こと は

キリス トの御言葉を味わうように勧

め，霊的な知識を分かち合わなければ

なりません。

『モルモン書』の偉大な預言者ヤコ
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ブは こ う記 してい ます 。 「イス ラエ ル

の聖 者の み も とに来 て ，腐 るこ と も朽

ちる こ ともない もの を食べ て，豊 かな

もの によっ てあ なた 自身 を喜 ばせ な さ
はらから

い 。」1後にニ ー フ ァイ は 同胞 た ち に こ

う勧 めて い ます 。 「キ リス トの言 葉 を

よ く味わ 〔い な さい。〕 見 よ， キ リ ス

トの言葉 は あな たが た がなすべ きこ と

をす べて告 げるか らであ る。上

神 の選 ばれ た預言者 ゴー ドン ・B・

ヒ ンク レー大 管長 は，最 近次 の よ うに

語 りま した。

「この教 会 の 会 員 は男性 も女性 も，

少年 も少 女 も，一 人一 人が大切 な存在

です 。 わた した ちの大 きな責任 は，一

人.一人の 会員 が 『覚 え られ，神 の 善い

言葉 で養 われ』 るよ うにす るこ とです 。
み わさ

また一 人 一 人が 主 の御 業 と道 の中 で，

成長 と自己表現 と訓 練 の機会 を得 る…

… ようにす るこ とで す。 ……

この御業 は 人に関心 を向けて い ます。

.一人… 人が神 の息子 で あ り
，娘 なので

す。 教会 が達 成 して きた こ とを説 明す

る ときに， わた した ちは数字 を挙 げて

話 を しますが ， わた した ちの働 きはす

べ て個人 の成 長 に焦 点 を当 てた もので

なけれ ばな りませ ん。」3

末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 が ，

「人 の不死 不滅 と永 遠 の命 をもた らす」4

業 を助 け るとい う神 聖 な使命 を果 たす

には，す堂 会員 が福 音 とい う食物

に対 す る欲求 を引 き起 こす必 要が あ り

ます 。 わた した ちは満 た され る前 に，

「義 に飢 えか わ」 か なけ れ ばな りませ

ん。5霊的 な強 さ を人 に与 え たい と願 う

前 に， 自分 自身の 内 にその強 さを養 わ

なけれ ば な りませ ん。福 音 の真 理 ，特

に主 イエ ス ・キ リス トの神聖 な生 涯 と
あかし

使命 に対 す る個 人 の証 は，永遠 の 命 に

不可 欠 です。救 い主 はこ う言 われ ま し

た。 「永遠 の 命 とは， 唯一 の ， まこ と

の神 で い ます あ なた と， また，あ なた

がつ か わ された イエス ・キ リス トとを

知 る こ とで あ ります 。」6言い換 えれば，

永遠 の命 は， 天父 と聖 なる御子 に対 す

るわた した ち 自身 の個 人的 な知識 にか

か って いる のです。 単 に御二方 を知 る

だけで は十分 で あ りませ ん。 わた した
いかり

ちは自らをつなぎ止める錨 となるよう

な霊的な経験をしなければなりませ



ん。 そ う した経験 は，飢 え た人が食 物

を求 め る ように，激 し く一心 に求 め る

こ とに よって もた らされ ます。

もう一度 ヒンク レー大管 長 の言葉 か

ら引用 しま し ょう。
あかし

「強 く確 か な証 を得 るこ とは，教 会

員一 人一 人 に許 された特権 であ り，機

会 です 。 主 は こ う言 われ ま した。 『神

の み こ こ ろ を行 お う と思 う者 で あ れ

ば，だれ で も， わた しの語 って いる こ
おしえ

の教 が神 か らの ものか ，そ れ と も， わ

た し自身か ら出 た もの か， わか るであ

ろ う。』(ヨ ハネ7：17)

人 の た め に働 き，学 び ，祈 る な ら，
み わざ

この御業 へ の信 仰 に導 かれ ，やが て は

真 理 の知 識 に導 か れ る こ とで し ょう。

これが個 人 的に求 め るべ き もの であ る

こ とは，過去 にお い て も，将 来 にお い

て も常 に変 わる こ とが あ'りませ ん。」7

わた した ちは，人 々に霊 的な養 い を

与 え る ことを願 う前 に， 自分 自身 を強

化 しなけれ ば な りませ ん。 キ リス トの

善 い言葉 で 自らを養 い，主 の食卓 に着

いて それ を味わ い，証 を強 くす るの で

す。 そ う して初 めて ，わ た した ち はバ

ラ ンスの取 れた伝 道活 動 に宣教 師 と と

もに加 わ って，家 族 か ら始 めて 人 々を

霊 的 な食卓 に招 くとい う責 務 を負 うの

です。 主 は愛す る使徒 ペ テ ロに こう言

わ れ ま した。 「あ な たが 立 ち直 った と

きには，兄 弟 たち を力 づ けてや りな さ

い。」8また救 い 主 はペ テ ロに こ う尋 ね

てお られ ます。 「『ヨハ ネの子 シモ ン よ，

わ た し を愛 す るか。』ペ テ ロは 『わ た

しを愛 す るか』 とイエス が3度 も言 わ

れ たので ，心 をい ためて イエ ス に言 っ

た。 『主 よ， あ なた はす べ て を ご存 じ

です 。わ た しが あ なた を愛 してい る こ

とは ，お わ か りに な って い ます 。』 イ

エ ス は彼 に言 われ た， 『わた しの羊 を

養iいな さい。』」9

ペ テロ に与 え られ た救 い主 の戒 め に

従 う人 は， 自分 にゆだ ね られた人 々の

霊 的成長 と進歩 に注 意 を向 け るで し ょ

う。主 の羊 を養 うに は，一 人一人 が周

囲 の人 に もっ と関心 を持 つ必 要が あ り

ます。福 音 の ごちそ うを味 わ う ように

人 々 に勧 め る責任 は，宣 教 師の肩 だ け

にかか って い るので はあ りませ ん。 こ

の重大 な責任 は，教 会 員一 人一 人に あ

ります。なぜなら，「警告を受けた人

は皆，その隣人に警告しなければなら

ない」からです。10

現代の生ける預言者は，天父の子供

たちへの熱 く力強い愛を求めていま

す。そして，周囲の霊的な飢えに目を

向け，わたしたちの豊かな恵みを進ん

で分かち合うよう求めています。地上

のいかなる力も，一人の義にかなった

男性や女性，少年少女に勝る働きはで

きません。

家庭と家族は，個人の信仰と証を養

いはぐくむうえで重要な役割を果たし

ます。家族は社会の基本単位です。す

なわち，一人一人が信仰と強い証を築

く最高の場所は，愛に満ちて義にかな

った家庭の中なのです。天父と御子イ

エス ・キリストに対する愛は，家庭の

中で福音を教え実践するときに，大い

に高まります。永遠の命の真の原則が
ろうにゃく

老若を問わず人の心に植え付けられる

のは，聖文を読んで話し合うときであ

り，朝晩祈 りをささげるときであり，
けいけん

日常生活の中で神への敬慶な思いと従

順さを示すときなのです。いちばんお

いしい食事は家庭料理であるように，

福音の教えを学ぶいちばん良い場所は

家庭です。強固で忠実な家族は，強固

で忠実な教会員を生み出す最良の器で

す。最近，大管長会と十二使徒定員会

が発表した家族に関する世界への宣言

は，家族が神によって定められたもの

であることを明確にしています。この

宣言は，家族の崩壊によって古代や現

代の預言者たちが預言した災いが個人

や地域社会，国家に降りかかると警告

しています。

家族は，個人の霊的成長の基盤を築

き，養う場所です。そして教会は，そ

の家族を支え強化する足場です。教会

は福音の原則を教える点で家族に次 ぐ

ものですが，多くの霊的成長と学習の

場を提供しています。例えば，入念に
せいさん

計画された聖餐会は天父とその御子，

救い主イエス ・キリス トについて学
うたげ

び，礼拝する霊的な宴です。監督の皆

さん，もし聖餐会が霊的な栄養を与え

るごちそうに欠けているなら，ワー ド

評議会，特に姉妹たちから，聖餐会を

毎週もっと敬慶で霊的なものにする方
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法について，提案を受けてください。

評議会の助けを借りて，礼拝堂が神と
い けい

御子への畏敬の念をもって集う特別な

場所であることを会員に教えましょ
み たま

う。礼拝行事では，聖なる御霊の静か

で安 らかな導きがともにあって，霊的

な高まりと養いがわたしたちの生活の

中に流れ込むようにしましょう。

教える場所が家庭であれ，教会であ

れ，わたしたちは福音の永遠の目的を

明確に捕 らえていなければなりませ

ん。少し前のことですが，わたしは福

音のもたらす信仰と霊的な力を経験し
がん

ま した。癌 と闘 って いる18歳 の姉 妹か

ら祝福 を頼 まれ た と きの こ とで す。彼

女 は こう言 い ま した。 「バ ラー ド兄弟 ，

わた しは死 を恐 れ てい ませ ん。 もちろ

ん生 きて いた いです 。 まだ人生 でや り

たい ことがあ るか らです。 で もイエ ス
あがな

はわたしの救い主，腰い主です。この

数年の間に，いちばん親しい友になり

ました。わたしはイエスを信頼し，そ

の代理人であるあなたを信頼していま

す。主が望まれることが何であれ，備

えはできています。」

わたしたちは奇跡を願いましたが，

彼女の求めたように，すべてを天父に

ゆだねました。それから間もなく，彼

女は家族の見守る中，主の安らぎのう

ちに亡くなりました。

兄弟姉妹の皆さん，わたしたちは啓

示された原則と霊感された教義を家庭

の中で，また教会の集会の中で教えな

1



ければなりません。すべての両親と教
あかし

師は，証が新たにされて人生と永遠の

命に対する理解が深められるように，
み たま

御霊の力によって福音を教えるため，

十分な準備をしなければなりません。

大管長会と十二使徒定員会は，指導

者の人々に，神権定員会や補助組織，

ステーク，ワードの評議会で家庭と家

族の重要性を常に強調するよう求めて

います。家庭は，定期的に聖文を研究

し，祈りをささげて，家族全員が万事

において救い主に従うように努める場

所です。

指導者はまた，教会のすべての成人

会員が神殿の儀式を受けるにふさわし

くなるために努力すべきであることを

強調する必要があります。会員たちは

自分の先祖を探求し，彼らのために聖

なる神殿の儀i式を行うのです。

両親と指導者は，若い男性がメルキ

ゼデク神権を授かり，神殿の儀式を受

け，伝道に出る備えができるように，

可能なあらゆることを行う必要があり

ます。同様に，若い女性は，神聖な聖

約を交わしてそれを守り，神殿で儀式

を受けるために備える必要があ りま

す。主の宮で神聖な聖約を交わして守

ることは，主の食卓の最高のごちそう

です。この世におけるイエス ・キリス

トの福音の究極の霊的食事であり，永

遠の報いをもたらすものです。神殿の

儀式の資格を備え，聖約を守り，主の

宮で定期的に奉仕する人について，生

ける預言者はすばらしいビジョンを明

らかにしました。

ヒンクレー大管長はこう語っていま

す。「だれもがより善い人となれます。

わたしたちの間に，不貞はなくなりま

す。離婚も完全になくなるでしょう。

多くの心の痛みや苦悩を避けることが
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できます。家庭には，これまで以上に

平安と愛と幸せがもたらされます。涙

する妻と子供たちが少なくなります。

わたしたちの問には，これまで以上に

相手に対する感謝と尊敬の念が生まれ

ます。そして，主はわたしたちのこと

を喜ばれ，もっと祝福 してくださるこ

とでしょう。」11

神は預言者を通して，人類を苦しめ

る霊的な飢えを主の食卓からの豊かな
いや

恵み で癒す と約 束 され ま した。 わ た し

た ちに求 め られて い るこ とは，キ リス

トの み も とに来 て， 家族 を通 して ， ま

た教会 か らの助 け に よ り，すべ て の天

父の子 供 た ちが 現世 の大切 な旅 で霊 的

な成功 を収 め られ る ように， で きるか

ぎ りの こ とを行 うこ となの です。

主 はこ う言 われ ました。「見 よ， わた

しは戸 の外 に立 っ て， た た いて い る。

だれ で もわた しの声 を聞いて戸 をあけ

るな ら， わた しはそ の 中に はいっ て彼

と食 を共 に し，彼 も またわた しと食 を

共 にす る であ ろ う。」12

イエ スが キ リス トであ る ことを証 し

ます。 主 は生 きてお られ ，福 音 の喜 ば

しい食 卓 に着 くようすべ ての人 を招 い

てお られ ます。 ジ ョセ ブ ・ス ミス はこ

の末 の 日にイエ ス ・キ リス トの福 音 を

回復 した預 言者 です。 愛す る兄弟 姉妹

の皆 さんが祝福 され て，霊 的 な事 柄 を

求め る気持 ちが 高 まる よう， イエス ・
み な

キ リス トの御 名 に よって祈 ります 。 ア

ーメ ン
。
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「主よ，あなたの

すべての教会員を……

思い起こしてください」

大管長

ゴー ドン ・B・ ヒンクレー

あカはロ み わ ざ

これば贋6庄 の御業ざすと喜びめおとず物の福音ざ玩 わたしたちか宰せ

と喜びを得るための右のざ瓦

み たま

ばらしい大会でした。主の御霊

す が わた した ち とと もにあ りま し

た。 わ た した ち は数 多 くの知 恵 と霊 感

された言葉 を聞いて きま した、 そ して，
み わざ あかし

この神聖な御業への証は強められまし

た。大勢の方が，福音の原則にもっと

忠実に従おうと心の中で決意されたこ

とと思います。

多くの方々の話を通して，わたした

ちは確かに祝福を受けてきました。祈

りもわたしたちを奮起させるものであ

り，音楽もすばらしいものでした。わ

たしたちは献身的な音楽家の働きによ

り，非常に大きな祝福を受けています。

彼らは大会の霊的な雰囲気をとても高

めて くれて い ます 。 どの聖歌 隊 どの

コー ラス もす ば らしい で きで した。
き ょう

特 に ，今 日も歌 って くださ った この

タバ ナ クル合 唱 団 につ い てお話 し した

い と思 い ます。 わた しは ， ウィル フ ォ

ー ド ・W・ ウ ッ ドラフ とその副管 長 で

あ った ジ ョー ジ ・Q・ キ ャ ノ ン， ジ ョ

セ ブ ・F・ ス ミスが101年 前 の ，1895

年2月11日 付 けで書 いた1通 の手 紙 を

読 んだ こ とが あ ります 。 それ は当時 の

タバ ナ クル合 唱団 にあて て書 かれ た も

の です 。 ご紹介 しま しょう。

「この合 唱団が ， 国の 内外 で これ ま

で に得 て きた名声 を保 つ だ けで な く，

全地 にお いて 「神 の芸 術 』の最 高 の具

現者 とな り， また，高 潔 な感 情，歌 唱 ，

ハ ーモ ニー を通 して音楽 家や 詩人 に霊

感 を与 え，教 会のす べ ての合 唱団 と音

楽 組織 に とっ ての尊 敬 す べ き先 導者 ，

模範 指 導者 とな り， その光 が輝 きを

そ の ま まに世 を照 らし，人 々がそ の音

楽 に魅せ られる よ うにな るこ とを望 ん

で い ます 。」

この手紙 は さ らにこ う続 けて い ます。

「こ の合 唱 団 は シオ ンの御 業 を助 け る

大 きな力 です 。 また， そ うで なければ

な りませ ん。 音楽 とい うす ば ら しい領

域 で 卓越 した存 在 とな る こ とに よ り，

この合 唱団 は今 は真理 に耳 を傾 け よう

としない数 多 くの人 々の耳 を 開 き，彼

らの石 の よ うな心 を和 らげ，神聖 なも

のへ の愛 を人 々の心 に吹 き込 むこ とが
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で きるの です。 この ように して ，偏見

を…掃 し，無理解 を取 り除 き， い まだ

にわ た した ち を誤 解 して い る多 くの

人 々 に貴 い 天 の 光 を 注 ぐの で す 。」

(Messagesof出e所s亡Pre訂dencyof

Theα1ロrchof海sロsC㎞b亡of五a紘er

daγSa加 亡s『末 日聖徒 イエ ス ・キ リス

ト教 会大管 長会 メ ッセ ージ』 ジ ェーム

ズ ・R・ ク ラー ク編，3：267-268)

これが1世 紀 以上 にわ た って この合

唱 団 に課 せ られて きた責任 です 。年 月

と と も に構 成 員 は変 わ って き ま した

が ，そ の コー ラス の質 は高 まる一方 で

す。 この合唱 団 は教 会 の大切 な宝 の一

つ です、 またア メ リカに とって も大切

な宝 の一 つ だ と思 い ます 。全世 界 的に

見 て も傑 出 した合 唱 団 だ と思 い ます 。

タバ ナクル合 唱 団が， 国の 内外 で 高尚

で感動 的 な音 楽 を伝 える とい う， その

偉 大 な使 命 を果 た し続 け る ように願 っ

てい ます 。 わた しは全教 会 員に代 わ っ

て，献 身的 で才能 豊か な音楽 家 たち に

よ って構 成 され る この合 唱 団 の役 員，

指揮 者 ， オル ガニス ト，団 員の皆 さん

に感謝 の気持 ちをお伝 え します。 皆 さ

んは御 自分 の時 間 を惜 しみ な くさ さげ

てい らっ しゃい ます 。

こ こで 思 い切 ってお話 し した い こと

があ ります 。1か 月前 に わた しはマ イ

ク ・ウ ォ レス氏 か らイ ンタ ビューの 申

し出 を受 け ま した。彼 はCBSテ レビ

の 『60ミニ ッツ』 とい う番 組の シニ ア

リポー ターで， 敏腕 で名 を知 られて い

ます 。同番 組 はア メ リカ全 国 に放 送 さ

れ ，毎 週2，000万 人以、Eの視聴 者 が見

て いる といい ます。

も しわた しが 出演す る となれ ば， こ
ひ ぼう

の教 会 を批 判 した り，誹誘 す る人 々に

も出演の依 頼 があ るだ ろ うとい うこ と

は承 知 してい ました。 また， その番組

が わた した ちに とってすべ て肯 定的 な

内容 にな るとい う期 待 はで きない とも

思 って い ました。

しか し一 方 で， わた した ちの文化 や

メ ッセ ー ジの肯定 的 な部 分 を多 くの人

人 に知 って いた だ く良 い機 会に なる と

考 え ま した。 そ して， ただ何 も しない

で うず くまって いる よ りは， これ を好

機 と捕 らえ，た とえ激 しい風 を受 けて

も前 向 きに進 ん でみ よ うとの結論 を下



したの です。 それ は非常 に興 味深 い体

験 で した。番組 の ス タ ッフが何 時 間 に

もわた って， 目と 目を合 わせ ての一対

一 の イ ンタビュー
，問答形 式 ，公式 談

話 な どいろ いろ な設定 で，そ の模様 を

収録 しま した。 彼 らは教会 に批 判 的な

人々だ けで な く， ほか に活 発 な教会 員

たち に もイ ンタビュー しま した。 これ

らす べ てが15分 ほ どの 内容 にま とめ ら

れた ようです。

どの ような結果 にな るか は分 か りま

せ ん。 この地域 で は今晩 その放 送が行

われ ます ので ，結果 が分 か る と思 い ま

す。 良い結 果が 出れ ば うれ し く思 い ま

す。 も しそ うでな けれ ば， もう これ か

らは二度 とそ の ようなわ なに 自分の足

を踏 み 入 れ る よ うな こ とは しませ ん。

ソル トレー ク ・シテ ィー の地域 で は午

後6時 に，その ほか の多 くの地域 で は，

地元 時間 の午 後7時 に放 映 され ます 。

預 言者 の言 葉 に よれば， カー トラ ン

ド神殿 の奉 献 の祈 りは，啓 示 に よって

授 け られ た祈 りです が， その 中で預言

者 は主 に次 の ように請 い求 め ま した。

「お お ，主 よ，あ な た のすべ ての教 会

員 を……思 い起 こ して くだ さい 。そ れ
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に よって， あな たが人 手 に よらず に設

け られ た王 国が， 大 きな山 とな って全

地 に満 ち ます ように。 ・

また， あ なたの教 会が 暗黒 の荒 れ野

か ら出 て来 て，月 の よ うに美 し く，太

陽 の よ うに輝 き， 旗 を立て た軍勢 の よ

う に恐 ろ しい もの とな り 〔ます よ う

に。〕」(教 義 と聖約109：72-73)

わ た したち は このす ば ら しい祈 りに
ま

対する答えを目の当た りにしていま

す。国の内外で，教会のほんとうの姿

に対する認識がますます高まっていま

す。しかし，それでも教会を中傷した

り，教会に反対 したり，背教してこの
み わざ

御業に敵対的な声を上げている人々が

少なからずいます。そのような人々は

いつの時代にもいました。彼らはその

人生の中でこの教会に対する批判を口

にしますが，程なく忘れ去 られてしま

います。主の御業を行おうと努力する

かぎり，このような批判はこれからも

絶えずついてまわると思います。しか

し，心の正直な人は，何が善で何が悪

かを看破することでしょう。わたした

ちは，永遠の真理で飾った旗を掲げる

軍勢が行進するように，前進していき

ます。わたしたちには，真理と善のた

めに戦うという大義があります。わた

したちは 「十字架負い進み行 〔く〕」

(「賛美歌』155番)キ リス トの軍勢の

兵士です。

この御業においては，どこへ行って

も，大変な活力を目にします。この御

業が組織されている所には，必ず情熱
あがな

があります。これは腰い主の御業です。

福音，すなわち喜びのおとずれです。

わたしたちが幸せと喜びを得るための

ものです。

兄弟姉妹の皆さん。福音にいっそう

忠実な生活をし，これまで以上に熱心

に仕え，恐れることなく，情熱をもっ

て真理を守ろうという決意を強めて，

帰途に就こうではありませんか。わた
しもべ

しは主の僕として，皆さんに祝福を残

します。皆さんが信仰をもって歩むと

きに幸福を得られますように，わたし

たちすべてが愛し仕える御方すなわち
み な

イエ ス ・キ リス トの御 名 に よって，へ

り くだ りお祈 りいた します。 アー メ ン。



●1996年3月30日(土)中 央若い女性集会

生ける預言者を

支持する

中央若い女性会長

ジ ャネ ッ ト ・ヘ イルズ ・ベ ッカム

支痔するとば 信じτ61ることに対しτ何かを復 ことざすヨ

若
い女性 の皆 さんが ，若 い女性 の

年次 大会 に集 っ てい る ことを思

う と き， い つ も胸 が わ くわ く します。

こよい はその興 奮 が ささや きに変 わ り

ま した。神 の預 言者 が若 い女性 の皆 さ

んへ の特 別 なメ ッセー ジを伝 えて くだ

さる と，聖 霊 がわ た しに ささやい て く

だ さって い るのです。

この大会 のテ ーマ は，「生 け る預言 者

を支持 す る こ とに よ り， 証人 として立

つ」 です 。 「支持 す る」 とい う言 葉 に

つ いて考 え る とき， こう 自問 して みて

くだ さい 。 「生 け る預言 者 を支持 す る
あかし

こ とと，預 言者 が いる とい う証 を持 つ

こ と とは違 うの だ ろ うか 。」 支持 す る

とは，信 じて い るこ とに対 して何 か を

五iこ とです。 支持 す る とき，預言 者

につ い てのわ た したち の証が行 動 に変

わ るのです 。

わた しが生 け る預 言者 を信 じ始 め た

の は初等 協会 の ころ で した。 そ れが大

人 に なる まで続 きま した。預 言者 の実

在 につ い ての証 はあ りま した。 で も，

預 言者 を支持 す る とい うこ とにつ い て

は， あ ま り考 えた こ とがあ りませ んで

した。

1994年10月 の総大 会 で， デ ビ ッ ド ・

B・ ヘ イ ト長 老 は こ う話 し ま し た。

「わた した ちが教 会の 大管 長 を挙 手 に

よって支 持す ると き， それ は大管 長が
かぎ

神権 のす べ ての鍵 を持つ 方 であ る こと

を神 の御 前 で認 める だけで な く，預 言

者 を通 して与 え られ る指 示 や勧 告 に従

う とい う聖約 を神 と交 わす こ と も意味

し ます。 そ れ は神 聖 な聖約 です 。」(デ

ビ ッ ド ・B・ ヘ イ ト 「聖 会」 『聖徒 の

道 』1995年1月 号 ，pp.16-17)

わ た しは このヘ イ ト長老 の言 葉 につ

い て よ く思 い巡 ら して み ま した。 そ し

て ，手 を挙 げて神 とと もに預 言者 を支

持 す る， とい う神聖 な聖 約 を交 わす と

きに， 自分が どの ような約束 をす るの

だ ろ うか と考 え ま した。

そ して次 の年 の4月 ，教 会 員 はゴー

ドン ・B・ ヒ ン ク レー 大 管 長 を預 言

者 ， 聖 見 者 ， 啓 示 者 ， 末 日聖徒 イ エ

ス ・キ リス ト教 会 の大管 長 と して， ト

ー マ ス ・S・ モ ンソ ン
， ジェー ムズ ・

E・ フ ァウス ト副管 長 とともに支持 し

ま した。 その ときわた しは，若 い女性

の皆 さんが歴 史上初 め て単独 の グルー
ま

プとして支持を求められるのを目の当

たりにしたのですが，こう自分に問い

かけました。「若い女性の人たちは支

持するという意味を理解しているのだ
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ろ うか。」

ヒ ンク レー大 管長 は その大 会で こ う

語 りま した 。 「この支 持 の挙 手 は， 単

に手 を挙 げ る とい う形式 的 な行為 では

あ りませ ん。 指導 者 と して選 ばれ た人

人 を支 え，援 助す る とい う決 意の 表明
み わざ

です。」(「人のた めの御業 」 「聖徒 の道』

1995年7月 号 ，p.58)支 持 をす る とき，

それ はわた した ちの行動 に も影響 を与

え ます。 ヒ ンク レー大管 長 は教義 と聖

約 第107章22節 を引用 してい ます。 そ

こで は 「3人 の管 理大祭 司」 であ る大

管 長会 が 「教 会員 の信頼 と信 仰 と祈 り

に よって支持」 される とあ ります 。
き ょう

わた しは今 日の テーマ につ いて よ く

若 い女性 の皆 さん と話 し合 い ます。 そ

して ， 「いつ で も， どの ような こ とに

つ いて も， どの よ うな所 に いて も……

神 の証 人に なる」 とは どうい う意 味か

と尋 ね ます(モ ーサ ヤ18：9。 『成 長

す る わた し』p.6も 参照)。 わ た しは，

これは信 じてい る ことを態度 で示す こ

とだ と思 っ てい ます 。確 か に，主 の生

ける預言者 を，特 に，支 持す る こ との

意 味 をわ き ま えた うえ で 支持 す る と

き，わ た したち は神 の証 人 と して立 っ

て い るこ とにな ります。 そ して，預 言

者 の教 え と勧 告 に従 っ て生活 して い く

の です。 また， この神聖 な聖約 を交 わ

す とき，わ た した ちは ほん と うの意 味

で証 人 とな ります。

わ た しは子供 の ころ，預 言者 が いて

真理 を告 げて くれ る こ とを信 じて い ま

した。で も，預 言者 が わた し個 人 に語

りかけ て くれ てい る こ とは理解 で きま

せ んで した。結 婚 して まだ子供 が小 さ

い ころ，主 人 は2年 間空 軍で働 きま し

た。 わ た したち はニュ ー ヨー ク州 のロ

ングア イ ラ ン ドにある軍 の住 宅 に住 ん

で い ま した、 そ して，小 さな子 供 の面

倒 を見 なが ら，世界 中か ら来 た隣 人た

ち と話 をす る機 会 があ りま した。そ し

て ある 日，一 人の 隣…人 と自分 たち の信

じてい る ことにつ いて話 を してい た と

き，そ の隣人 が末 日聖徒 イエ ス ・キ リ

ス ト教 会 の特徴 につ い て尋ね て きま し

た。

わ た しは簡単 に回復 につ いて説 明 し，

イエ ス ・キ リス トの回復 され た教 会 に

は生 け る預 言者 が いる こ とを話 しま し



た。すると彼女は大変な興味を示 し，

預言者が何と言っているか知りたいと

言いました。そこで 『教義と聖約』や

現代の啓示について話すと，彼女は

「今はどんなことを言っているの」と

尋ねました。わたしは総大会のことや

毎月発行されている機関誌に預言者の

メッセージが掲載されていることを話

しました。すると，彼女はますます興

味を示しました。わたしはその月の号

のメッセージをまだ読んでいなかった

ので，恥ずかしい思いをしました。彼

女は最後にこう言いました。「生ける

預言者がいるのに，その預言者が何て

言ってるか分からないのね。」あのと

きのわたしは，支持することのほんと

うの意味を態度で示していなかったの

です。

支持するという言葉について考える

方法をもう一つ提案しましょう。バイ

オリンを弾くときのことですが，調弦

がきちんとできていると，一つの弦の

音がほかの弦の音と共鳴しますね。調

子の合った弦は単に奏でられた音を

「支持する」だけでなく，その音を拡

大して伝える役割も果たすのです。

わたしたち一人一人が預言者の声に

耳を傾け，そのメソセージにこたえる

とき， も し波長 が合 って いれ ば， わた

した ち は 自然 にそ のメ ッセー ジ を人 に

伝 える こ とにな ります。 人 々はわ た し

た ちの行 い を見 て ，預 言者 の メ ッセー

ジを感 じるの です。 この ように，預 言

者 の メ ソセ ージ はこ よいだ けで終 わ る

こ とはあ りませ ん。ほ んの始 ま りにす

ぎない のです 。そ の こ とを考 え る とわ

くわ くして きませ んか。 わ た したち は

預 言者 の メ ッセ ージ をわた した ち個 人

の生活 の 中だけ でな く，家庭 の 中や隣

人 との間で ， また学校 で，善 に 向か わ

せ る力 とす る こ とがで きます。

預 言者 が わた した ちに語 る と き，そ

れ は 天 の御 父 が語 られ る の と同 じで

す。 教 義 と聖 約 第1章38節 には こ う

あ ります。 「わ た し 自身の声 に よろ う
しもへ

と，わたしの僕たちの声によろうと，

それは同じである。」

通信衛星をはじめとする近代的な科

学技術の時代に住むわたしたちは幸運

です。預言者の姿を見 声を聞き，そ

のメソセージを何度も繰 り返し読める

からです。この祝福は遠い国に住む大

勢の若い女性にまだ達 していません。

ですから，こよいここに集って，若い

女性へのヒンクレー大管長のメッセー

ジを聞けるのは神聖なことなのです。

今 晩 ， ゴー ドン ・B・ ヒンク レー大

管長 の メ ッセ ー ジはわ た したち一 人一

人 に 向 け られ た もの です 。 若 い女性 ，

母親 ，そ して 指導者 で あ るわた した ち

も，大管 長 とモ ン ソン， フ ァウス ト両

副管 長 に一つ の メ ッセー ジをお伝 え し

た い と思 い ます。 わ た したち は皆 さん

を支持 して い ます 。 わた した ちは支持

す る こ との意 味 を知 って い ます 。わ た

した ちに与 えて くだ さ る指示 と勧 告 に

従 いた い と思 い ます。 わ た したち は皆

さん を信 頼 と信仰 と祈 りを もって支持

します 。来週 の総 大会で わた した ちは

若 い女性 と して ， ま た指導 者 と して，

手 を挙 げ て生 ける預 言者 を支持 します

が ， それが神 聖 な聖 約で あ る ことを知

って い ます 。 そ して，預 言者 の皆 さん

の勧告 と指 示 に従 うと きに 「神 聖 な聖

約 を交 わ し，神殿 の儀i式を受 け，昇 栄

の祝福 にあず かる」(『成 長す る わた し』

p6)備 えが よ くで きる よ うにな るの

です 。

わ た したちが 行 いに よ って聖約 の民

で あ る ことを示 し，生 け る預 言者 を支

持 す る こ とが で きます よ う に。 イエ
み な

ス ・キ リス トの御 名 に よ り祈 ります 。

アー メ ン。
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耳を傾けて聞く

中央若 い女性第一副会長

バ ージニア ・H・ ピアス

メッセージを何度右読み返しτくださω。主な預善者を遍 し乙 皆さんの

祈り仁こたえτ61らっしゃるの乙ななωざしょうか

たしは母親です。すべての母親

わ と同 じよ うに， 子供 か ら多 くの

教 訓 を学 んでい ます。 わ た しの個 人的

な お しゃべ りを お 許 しい た だ け る な

ら， そ う した教 訓 の一 つ をお話 し した

い と思 い ます。

わた した ちに は ゴル フの大 好 きな息

子 と義 理の 息子が お ります。 です か ら，

2，3年 前 に世界 的 に有名 なプ ロゴル

ファー と一 緒 に ゴルフの講 習会 に 出席

す る機 会が あ った と き，彼 らが どんな

に喜 んだか ご想像 になれ るで し ょう。

夏 の終 わ りの あ る午後 ， 息子 た ちは

ゴルフ クラブで い っぱい のか ばん を互

い にぶつ け合 い なが ら，突 然 わた した

ちの居 間 に入 っ て来 ま した。

その 日のハ イライ トとなっ た場 面 を

説明 しなが ら， ジ ェー ムズが言 い ま し

た。 「プ ロは ゆ っ くり と一 人…一人 の そ

ば に来て， 各 自の スイ ング を見て，忠

告 して くれた んだ。 ぼ くの ところへ 来

る と， こ う言 った んだ。 『基本 的 には，

君 のス イ ングは とて もい い よ。 じゃあ

今 度 は， 後 ろヘ ス イ ングす る と きに，

もう少 し右 へ大 き く振 ってか ら，勢 い

よ く左 へ振 って ご らん。 そ うだ。そ う

い うふ うに練 習 して ご らん。 そ して，

も しだれ かが違 うこ とを言 っ た ら， わ

た しにス イ ング を褒 め られた んだ と言

っ てや りな さい 。』 そ して ，彼 は次 の

人 の ところへ行 き， ぼ くは練習 を続 け

た んだ。」

「そ れで うま くで きたの。」 わた した

ち は尋 ね ま した。

「まだ だ よ。 で も，必ず うま くな る よ。」

彼 は 自信 あ りげに答 え ま した。

息 子 た ちが 部屋 を出て， 裏の ドアか

ら裏庭 へ 出て， さ らに練習 を し始め る

と， わた しは ち ょっ とば か りう らや ま

し くな りま した。

あの ように にだれか信 頼 で きる人が

い た ら， どん なにす ば ら しい こ とで し

ょ う。 わ た しの 生活 を見 て， 「基本 的

に， あ なたは立 派 に行 ってい ます。 で

も， わず か にこの点 だけ行 え ば，見違

え る ようにな ります よ」 と言 って くれ

る専 門家が いて くれ た ら。

皆 さんの 中 には，夜 更 けに友達 と一

緒 にパー テ ィーへ行 き，互 いの 欠点 を

言 い合 った こ との ある人が い るで しょ

う。 それ は， あ ま りお勧 めで きる もの

で はあ りませ ん。 そ んな経験 をす れば ，

た だ嫌 な気 持 ちに なるだ けです 。そ う

で はな く，ほ ん とうの専 門家か ら忠告

を受 けた いのです 。

す る と突然 ， アイ デアが 浮か んで き

ま した。総 大会 です 。そ の ような集会

やそ こで語 られる メ ッセ ー ジをわ た し

が楽 しみ に してい るの も もっ ともな ご
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とです 。 そ こに こそ ，わ た しの専 門家

がい るの です。預 言者 です 。 この方 々

は まず基 本 的 に わ た しの生 活 を評 価

し， そ して大 き く変化 で きる よ う，今

後 なす べ きことや，や め るべ きこ とに

つい て勧 告 して くれ るので す。預 言者

は経験 が あるだ けで な く， 聖霊 を通 し

て天 父か ら直接 ，わ た しに教 えて くだ

さい ます。 しか も， わた し自身 に当て

は ま り，必要 を満 た して くれ るの です。

主 とその代 弁者 であ る預言者 ， そ して

聖霊 とい う一致 され た御三 方 よ りも信

頼 で きる方 がほか にい るで しょうか 。

何 とい うす ば ら しい過 程 で し ょう。

中央若 い女性 会長 会 として， わた した

ちは一 人一 人の若 い女性 と指導者 にヒ

ンク レー大 管長 の言葉 に耳 を傾 け，各

自に当て は まるメ ッセー ジ を見つ けて

いた だ きたい と思 い ます。 そ して，そ

の メ ッセー ジ を実 行 に移 し，必ず 後 に

起 きる良い変 化 を経験 して い ただ きた

い と思 い ます 。

ある若 い女性 は この ように書 いてい

ます 。 「ヒ ンク レー大 管 長 は ある説 教

の中 で， ヨ シュア記第1章9節 を引用

しま した。 「強 く， また雄 々 し くあれ。

あな たが どこへ行 くに も，あ なたの神 ，

主 が共 にお られ る ゆえ，恐 れて はな ら

ない ，お ののい て はな らない。』 時 々，

わた しは友 達か ら別 人 になる よ う求め

られ る こ とがあ ります が， そ うはな り

た くあ りませ ん。 自分 自身 の ままでい

たい のです 。怖 いの は友達 を失 うこと

なので す。 失い た くはない のです 。預

言 者が この 聖句 を読 んだ と き， わた し

の感 じてい る こ とを知 って い るかの よ

うで した。 だれ かが わた しの祈 りにこ

たえ て くれ た よ うに思 い ま した。 これ

か らは いつ 友 達 との 問題 が 起 きて も，

わた しは どう行動 すべ きか ，そ して ど

う考 え るべ きか分 か ります。 わた しの

心 の 中 には決 して，決 して忘 れ る こと

がで きない大管長 の言 葉が 浮か んで く

るか らです。」

預 言者 の勧 告 を復 習 してみ ま しょう。

1.ヒ ンク レー 大管 長の言 葉 に耳 を

傾 け ，読 んで くだ さい。次 の よ うに言

うこ とは簡 単 です 。 「とて も良 い お話

で した。彼 はわ た しの好 きな話者 の…

人で す 。」 そ して ，家 へ 帰 ります。 し



か し今 まで どお りの 自分 で あ り，抱 え

る問題 もそ の ままです。 ヒ ンク レー大

管 長 は ，今 晩 ，最 後 に お話 し します。

また ，大管長 や ほか の中央 幹部 の方 々

も来 週の週 末 にお話 しします。 よ く注

意 して聞 いて くだ さい。 メ ッセ ー ジを

何 度 も読 み返 して くだ さい。主 は預言

者 を通 して，皆 さんの祈 りにこた えて

い らっ し ゃるの で は ない で し ょうか。

主 は預言 者 を通 して，皆 さんが 愛 され

てい て， 正 しい道 を歩 んで い る こ と，

す なわ ち基本 的 には皆 さんが 送 る生 活

はす ば らしい， とい うメ ッセー ジを送

ってい らっ しゃるので は ないで しょう

か。主 は預言 者 を通 して，練 習す る よ

う教 えた り，実践 す る よう警 告 した り

してい らっ しゃるの では ないで しょ う

か。

2.次 に， 聖霊 の助 け に よ り，個 人

的 なメ ッセー ジ，す なわ ち 自分 の生活

の 中で どこ を少 し直 せ ば よい のか見 つ

けて くだ さい。 先 ほ どわた しが 読 んだ

手紙 を書 いた若 い女 性 の ように， ま さ

に 自分 自身の ため に言 われた ように感

じる言 葉 や 考 え に出 会 う こ とで し ょ

う。そ の解釈 はあ なただ けの ものです 。

これが個 人 に与 え られ る啓示 の過程 で

す。 簡単 な こ とです 。で も無視 しては

な りませ ん。

3.メ ッセ ー ジを行 動 に移 して くだ

さ い 。 実 践 す る の で す 。 「そ して ，
みことば

御 言 を行 う人に な りな さい。 …… ただ

聞 くだ け の者 とな って はい け ない 。」

(ヤ コブの手 紙1：22)こ れ こそ啓 示

の 目的 で す。 も しわた したちが 聞 い て

も何 も行 わないなら，何 度 主がわた した

ちに語 られ ようと，意味 があ りませ ん。

あ るロー レル の姉妹 は，伝 道 に関す

るヒ ンク レー大 管長 の 言葉 に対 して，

自分 の 思 い を述べ た い と書 い て い ま

す。彼 女 自身 に とっての メ ッセ ー ジは，

友達 に対 して さらに良 い模 範 を示す こ

とで，宣教 師 にな る とい う もので した。

最 初 の う ちは ，難 し く思 えま した が ，

彼女 はあ き らめ ませ んで した。そ して

つ い に，彼女 は 自分の癖 を直 す こ とが

で きま した。

彼 女 は この ように書 い てい ます。 「わ

た したち は学校 か ら早 く帰 り，皆 で友

達の家 へ行 き， ビデ オ を見 ました。皆

は，17歳 未満 の青 少年 の場合 保護 者 の

同 伴 を必 要 とす る 成 人 映画 を見 たが

り， それ ほ ど悪 い こ とで は ない と言 い

ま した。 わ た しはいつ もいい子 で いる
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こ とに嫌 けが差 してい たの で，皆 と一

緒 に見 よう と思 い ま した。す る と，幸

運 に も一人 の男 の子が 反対 し，見 た く

ない と言い ました。 わた しは ほっ と し

ま した。 で も，今 度 は，13歳 未満 の子

供 の場 合保 護者 の同伴 を必 要 とす る映

画 を見 るこ とにな り，そ れ は恐 ら く前

の 映 画 と大 して変 わ りな い もの で し

た。皆 を説 得 してや め させ よ うとで き

るか ぎ り努 力 しま したが ， うま くい き

ませ んで した。 わ た しは家へ帰 るべ き

で したが ，そ う しませ んで した。 わた

しは後悔 しま した。 そ の晩 ，祈 りの中

で ，友達 に対 して さ らに良 い模 範 とな

る よう主 に約 束 しま した。 それ以 来 わ

た しは，そ れ まで使 ってい た よ くな い

言葉 を使 うの をやめ ま した。 また，学

校 を さぼ るの をや め ま した。 す る と，

何 人 かの友 達 も さぼるの をや め るよ う

に な りま した。 もっ と良 い映画 を見 る

ように提案 し，友達 がわ た しの見 た く

な い映画 を選 ぶ と きは，帰 るこ とに し

て い ます。」

あ きらめて はい け ませ ん。 うま くい

くまで 努 力 を続 け て くだ さい 。 主 の
みこころ

御心を行おうとするときには，主の助

けを受ける資格があるのです。助けを

祈 り求め，努力を続けてください。

4.自 分の生活や気持ちの変化に注

意を払ってください。神の御心に添っ

た生活を送ると，神に選ばれた預言者

たちが述べたように，よい気持ちがす

るようになります。

ヒンクレー大管長はわたしたちに

「もう少し改善するために，もう少し

努力する決意がで きます ように」

(「なすべき業あり」『聖徒の道』1995

年7月 号，p.95)と 言いました。わた

したちがこの勧告に従えますように，

また，正しい生活を送るために専門家

から励ましや指導を受けたいという熱

意をもって預言者のメッセージに従え

ますように，お祈りします。ある16歳

の若い女性はこのように述べていま

す。「ヒンクレー大管長の言葉をすべ

て心から信じています。大管長は神の

真の預言者です。」

彼女の言葉をそのまま借 りて，わ
み な

た し もイ エ ス ・キ リス トの御 名 に よ
あかし

り， 証 い た し ます 。 ア ー メ ン。



試練に

楽観的に取り組む

ユタ州プロボオークヒルズステ ーク，

オ ーク ヒルズ第9ワ ー ド所属

ア ン ・マ リー ・ローズ

入生の多 くの良ω事柄仁つω乙 前向き乙楽観的1こなろうと麹 ること

を学ひました。

生
け る 預 言 者 で あ る ゴー ドン ・

B・ ヒンク レー大管 長 を支持 す

る とは， そ の勧 告 の 言葉 に 耳 を傾 け，

そ の勧 告 に 従 う こ とで あ る と思 い ま

す。

昨年秋 の総 大 会で ヒ ンク レー大管 長

は ， 大 勢 の ヨー ロ ッパ の 聖 徒 た ち が

「熱 意 と喜 び を もっ て」(「この道 を歩

み 続 け ， 信 仰 を 保 つ 」 「聖 徒 の 道 』

1996年1月1ナ ，p.77)そ の 試練 に立 ち

向 かっ てい った話 を しま した。 そ して，

わた したち もそれ に倣 うよ う勧告 しま

した、、

そ れ はわた しに とっ て耳 の痛 いア ド

バ イスで した。 その と きの わ た しは元
れんびん

気が な く，意 気消 沈 し， 白己憐欄 に浸

って いたの です。

春か ら夏 にか けて の数か 月 間， わた

しはバ レー ボー ルの代表 チー ム に入る

た めに特訓 を続 け ま した。 ランニ ング，

ウエ ー トトレーニ ング，そ して終 わる

こ との ない技 術 練 習 を こな しま した。

すべ ての 時 間 を特 訓 に費 や しま した。

そ して， 努力 のか いあ って，代 表 チー

ムの メ ンバー に な る こ とが で き ま し

た。 「これで やっ と夢が か な う。」 そ う

思 って い ま した。

夢 が壊 れ始 めたの はそ れか らで した。

わた しよ り上手 な人が何 人か出 て きた

ため に， わた しはほ とん どベ ンチに座

って チー ム メー トを応 援す るこ ととな

った のです 。 もっ とプ レー したい とい
ざせつ

う思 い に駆 られ ，挫折 感 と闘 ってい ま

した。

人生 は ど う して こ う不公 平 なのだ ろ

う， と思 い ま した。 やが て， わた しの

態度 が悪 か ったた めに， チー ムの女 の

子た ち とうま くいか な くな り， 自分 白

身 に対 して も嫌 けが 差す ように な りま

した。

天 父 はわた しに これ だ け努 力 させ て，

や っ とこ こまで た ど り着 かせ てお きな

が ら， どう して最 後 にこん なにが っか

りす る 日に遭 わせ られ るの だろ う。 わ
く

たしは様々な選択について考えては苦
もん

悶 し，導 きを求 めて祈 っ た末，つ い に

チ ー ム を辞 め る決心 を しま した。 バ レ

ーボ ールか ら離 れて
，学業 や 自分の 人

生 に立ち返 る必 要が あ る と思 ったの で

す 。

それ で もや は り，落胆 や憤 りの気持
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ち は消 え ませ んで した、，ち ょう どそ ん

な とき，総 大 会が 開かれ たので す。 こ

の時 期 はわた しが1年 で いち ばん好 き
み たま

な時 期で す、、家 中 に御霊 があふ れ， ど

の部屋 に も大 会の放送 が流 れ ます。

ヒ ンク レー大 管長 は，す べ ての物事

を永 遠 の視野 で見 なけれ ば な らない と

勧 告 しま した。そ れ はわた しに必要 な

勧告 で した。 そ して わた しは 「この上

な く楽 天的 な精率刺(「 この道 を歩み続

け，信 仰 を保 つ」 『聖 徒 の道 』1996年

]月 号，p.77)と 熱 意 を持 つ ことに よ

って， あのバ レーボ ールの経験 を忘 れ

る決心 がで きま した。友 達 ，勉 強，家

族 な ど人生 の 多 くの 良い事柄 につ い て

も前 向 きで楽観 的 になろ うと決心 で き

ま した。勝敗 は考 えず， ただ楽 しむ た

め にバ レーボ ールが で きる ように な り

ま した。 それ まで わた しを圧 倒 して い
かっとう

た葛藤 も急 に消 え 去 り， 自分 のこ とが

もっ と好 きにな りま した。 聖文 ももっ

と読 む よ うにな り， もっ と祈 る ように

な りま した。 ほか の人の こと ももっ と

好 きに な り， 御霊が 再 びわた しの生活

に戻 っ て くるの を感 じま した。

自己憐 欄 を捨 て去 る よ うに教 え て く

れ た 生 け る預言 者 に感 謝 してい ます 。

大 管 長 は ア ルマ 書 第26章35節 を引 用

しま したが ，そ こに は こう説 かれ てい

ます 。 「世 界が 始 まって 以来 ， わ た し

た ちほ ど喜 んで よい， 立派 な理 由 を持

っ て い る者 は い な い。」 今 わ た しは ，

自分 には感 謝で きるこ とが た くさん あ

り，喜 んで よい理 由が た くさんあ るこ

とが分 か ります 。 イエ ス ・キ リス トの
み な

御 名 に よって お話 ししま した。 アー メ

ン。



祈 りは

こたえられました

ユタ州スプ リングビルステ ーク、

スプ リングビル 第7ワ ー ド所属

カースチン ・ボイヤ ー

毎碗寝る前仁聖文を誘むようになりました。そし乙 深く考え，祈り……

ました。……祈りがこたえられたことをばっきりと知りました。

灘 嚢議1

わ
た しが まだ幼 い ころ，母 の部屋

に入 る と，母が 本 を読み なが ら

泣 いて いた こ とが あ りま した。 それ ま

で母 がそ ん なふ うに泣 い てい るの を見

た こ とが なか ったの で，何 を読 んで い

るの か尋 ね ま した。母 は，神 の預 言者

スペ ンサ ー ・W・ キ ンボ ール とい う人

につ いての本 だ と答 えま した。そ して，

彼が生 涯行 った多 くのす ば ら しい こ と

につ いて話 して くれ ま した。 そ の と き

以来 ，預言 者 とい うのは， わ た しにと

って も信頼 し愛す るこ との で きる人 だ

と思 うように な りま した。母 が そ う感

じて い るの だか らきっ とそ うだ， と思

った のです。 です か ら，若 い女性 の指

導者 か らゴー ドン ・B・ ヒ ンク レー大

管長 の話の 中に メ ッセ ー ジを見つ け る

よ うに言 われ た と き， きっ と 自分 に当

て は まる メ ッセー ジが見 つか る と確信

しま した。

預言者 の話 を聞い た り読 ん だ り して

見 つ けた 自分 自身へ の メ ッセー ジ は，

「もっ と聖 文 を読 み ，聖 句 につ いて深

く考 え，祈 る必 要が あ る」 とい うこ と

で した。

こう して ，毎晩寝 る前 に聖文 を読 む

ように な りま した。そ して ，深 く考 え，

祈 り，聖文 が真 実か どうか天父 に尋 ね

ま した 。祈 り終 え てベ ッ ドに入 る と，

温 か い気持 ち に包 まれ，深 い感動 を覚

え ま した。祈 りが こたえ られ た ことを

は っ き りと知 りま した。そ れか らの1

週 間， 自分 が以前 に も増 して幸福 で親

切 になれ た ような気が しま した。 学校

で も前 よ り良い生徒 になれ ま した。勉

強時 間 を増 や し，習 った こ とを覚 え る

よ う努 め ま した。 いつ もは母 と口げ ん

か を してい ま したが， その週 は忍耐 強

く母 の 考 えを聞 き，理解 しよう としま

した。確 か にそ れは たやす い こ とで は

あ りませ ん で した。 しか し，そ れ まで

よ りず っ と 自分 に対 して良 い気持 ちを

感 じ られ ま した。 また，聖文 の勉 強 を

続 け る時間 を見つ け られ る ように，主

が助 けて くだ さってい る こ とに も気 づ

きま した。
あかし

わ た しの証 は強 め られ ま した。 自分

が これ まで よ りふ さわ し くなれ た， と

も感 じま した。 これ も，寝 る前 に聖文

を読 ん だおか げだ と思 い ます。

わ た しは生涯 ず っ とこの気持 ちを持

ち続 け てい きたい と思 い ます 。 これ ら

の多 くの祝 福 をい つ も受 け てい たい と

思い ます。 これ らの祝福 はすべ て ， ヒ

ンク レー大 管長 の言 葉 に耳 を傾 ける こ

とか ら得 られ ま した。聖 文 を読む こ と

で得 られ た この ようなす ば らしい変化

をこれか らも身 に受 け， イエ ス と天 父

に少 しで も近づ くこ とが で きた ら と思

い ます 。

世界 中の若 い女 性 の皆 さん ，皆 さん

一人 一人 にお勧 め します
。 預言 者 に耳

を傾 け， 自分の 改善 すべ き点 を見つ け

て くだ さい。 こ う して預言 者 の勧 告 に

従 う とき， 皆 さん は数 々の祝福 を受 け

られ るで しょう。 必ず うま くい き ます。

確 か に，実行 す るだ けの価値 が あ りま

す 。 さ さげる以上 に多 くを受 け られ る

か らです。 わた した ちは常 に天 父 に負

債 を負 って い ます 。預 言者 の言葉 に耳

を傾 ける と き，確 か に，天 父 と御 子 イ

エ ス ・キ リス トに近づ くこ とが で きま
み な

す 。 イエス ・キ リス トの御 名 によ りお

話 し しました。 アー メ ン。
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主は預言者を

与えてくださいました

ユタ州ミッ ドベ ール東ステーク，

ミ ッ ドベ ール東第3ワ ー ド所属

アン ・プ レスコッ ト

天父ばわた しを愛し，わたしに最i5良 ωものを得させたωと望ん～『ωらっ

しゃωま玩 そし乙 預言者を与えτくださωました。預善者ば，ωつの

日か天父のみ右とへ帰るためになすべきことを教えτくれるのさ銃

たしは前回の総大会で，何とか

わ 時 間 を作 っ て 説 教 を 聞 き に行

き，その 中か ら何 か を得 よ うと努 力 し

ま した。 ゴー ドン ・B・ ヒ ンク レー大

管長 の説教 を聞 きなが ら，大管 長 の霊

性 に とて も感動 しま した。大管 長 が わ

た した ち くらい の年 齢 だ った と きに正

しい選 び を し，そ れ に よって 自分 の信

じる こ とに忠 実 でい られた ， と話 した

こ とにつ い て よ く考 えてみ ま した。 ま

た，大管 長 の勧 告 を 聞 きなが ら，彼が

わた した ちや 自分 の召 しに対 して抱 い

てい る愛 と献 身 を感 じま した。笑 っ た

り冗談 を言 った りす る様子 か らは，主

に仕 える喜 びが うかが え ま した。

12月 ， そ して ク リス マスが 近づ くに

つ れ て， わた した ちに とって とて もつ

らい時 期 にな るだ ろ うと感 じてい ま し

た。 その4か 月前 ， 父が ，母 とわた し

を残 して亡 くなった のです 。 ち ょう ど

その こ ろ，わ た した ち は，ス テー ク大

会 に ヒンク レー大 管 長が前触 れ もな く

訪問 して くだ さる とい う幸 運 に恵 まれ
あかし

ま した。大 管長 は証 と愛 をわ た したち

に語 り， こ う言 い ま した。 「気 分 が め

い ってい る な ら，上 を向 いて ， しっか

りと自分 の足 で立 ち， ク リス マス の歌

を歌 っ て ， 前 向 きに な りま し ょ う。」

この短 い言葉 は， わた しに とって ほん

と うに大 きな意味が あ りま した。人 生

の このつ らい 時期 にあ って も，わ た し

が最 善 を尽 くす な ら何 もか も うま くい

く， と悟 っ たのです 。 ヒ ンク レー大 管

長の 言葉 は， わた しの心痛 を取 り去 っ

て は くれ ませ んで したが ， まず わた し

自身 が元気 になっ て，母が 幸せ に なれ

るよ う力 を尽 くさなけれ ばい けない ん

だ， と教 えて くれ ま した。

大 会の後 ，全 員 が起立 して，「感謝 を

神 に ささげ ん」(「賛 美歌 』11番)を 歌

い ま した。そ の と き，建物 に愛 の精神

と力 が満 ち るの を感 じま した。教 会 を

出て わた した ちの 車 が 信 号 で止 まる

と，驚 いた こ とにヒ ンク レー 大管長 を

乗せ た車 の横 に な りま した。興 奮 して

手 を振 るわ た したち にこた えて，大管

長 も手 を振 って くれ ま した。彼 の愛 が

伝 わ って きま した。触 れた り，話 を し

た りしたわ けで はあ りませ んが，大 管

長 か ら感 じた愛 は力強 く，忘 れ られな

い もの とな りました。

わた しに とって末 日の預 言 者が どん

なに大切 な存 在 であ るか を，皆 さん に

お伝 え したい と思 い ます。大 管長 は ま
み こえ

さに天父の御声です。わたしたちは聖

文からだけではなく，ヒンクレー大管

長が総大会や礼拝集会，また今晩のよ

うな集会で語る教えからも祈 りの答え

を得られます。天父はわたしを愛して

おられ，わたしに最も良いものを得さ

せたいと望んでいらっしゃいます。そ

して，預言者を与えてくださいました。

預言者は，いつの日か天父のみもとへ

帰るためになすべきことを教えてくれ
み な

るの です。 イエ ス ・キ リス トの御 名 に

よってお話 し しました。 アー メン。

中央若い女性集会終了後，話者の責任を果たした姉妹たちに賛辞を述べるゴー ド

ン ・B・ ヒンクレー大管長。
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い か り

現代に必要な永遠の錨

中央若い女性第二副会長

ポニー ・D・ パーキン

預言者を見るよ顔5大 切なことがありま跳 それば 預言音の持つわた し

たちへのメッセージを理解することさ玩 そし乙 そのメッセージを生活
あかし

に鯖 することこそが 預善者の召しの初聖さにつω乙の証を得る確実な

方法なの～就

「穐＼

，、

無

ワ よい， わた した ちは ，預 言 者で

Lあ る ゴー ドン ・B・ ヒ ンク レー

大 管長 の出席 を頂 いて お ります。 これ

は大管長 の わた した ちへ の愛 の表 れで

す 。 わた したち は大 管 長か ら力 を受 け

て，大管 長 の召 しが 神 か らの召 しであ
あか し

るとの証を得ることができます。生け

る預言者についての個人的な証は，永

遠に向けての貴重な財産であるばかり
こんにち いかり

でな く， 今 日の真理 の錨 で もあ るので

す。 わ た したちの預 言者 につ いて の こ

の証 は， 教会 にあ って は非 常 に重要 な

もので あ り， わた した ちが 大 い に強調

す る もの です。 また， わた したちが よ

く話 題 に し，証 会で よ く耳 に し，友 人

に尋 ね られて その証 が定 かで ない と不

宏 にな る もの です。 で も，その 証 を得

るこ とはわた した ちだ けに与 え られ た

責任 です。 それ をお与 えに なれ るの は

聖霊 だけ だか らです。

皆 さんは ヒ ンク レー大 管長 が生 け る

預言者 で あ るとの証が あ ります か。 で

は， この貴 重 な贈 り物 を得 る ための方

法 を見 つ けるお手伝 い をいた しま しょ

う。

若 い女性 の ころ，わ た しはあ る冬 の

日に ソル トレー クの 町 を訪 れ ま した 。

そ して教 会執 務 ビルの 前 に車 を止 め て

パ ー キ ングメー ター に5セ ン ト玉 を入

れ ると， ビルか ら一人 の男 の人が 出 て

来 ま した。黒 っぽい オーバ ー コー トを

着 て毛 の帽子 をかぶ っ てい ます 。で も，

彼 の身 に着 けて いた もの はそれ だけ で

はあ りませ んで した。 わた しは， その
み たま

人 か ら発 散 され る御 霊 に心 を動か され

ま した。 わ た しはその人 か ら目をそ ら

す ことが で きませ んで した。 階段 を下

り始 め たその 人 を見て， ふい にわ た し

はデ ビ ッ ド ・0・ マ ッケイ大 管長 だ と

気づ きま した。 大管 長 はわた しの そば

を通 る とき何 もお っ しゃい ませ ん で し

た。優 しくほほえ み，帽子 のつ ば に手

をかけ ただ けで した。で も，御 霊が 文

字 どお りわ た しの全 身 を 満 た し ま し

た。神 の預 言者 に会 った とい う実感 を

得 たのです 。

だれ もが預 言者 と顔 を合 わせ る機会

が得 られ る とは限 りませ ん。幸 い な こ

とに，そ れは必 ず しも必要 な こ とで は

あ りませ ん。 わた したち は皆 ， わた し

が遠 い昔 にあの 階段 の所 で受 けた と同

じ証 を受 ける こ とが で きるので す。預

言 者 を見 る よ りも大切 な こ とが あ りま

す 。そ れ は，預言 者 の持 つ わた した ち

へ のメ ッセ ー ジ を理解 す る こ とです 。
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そ して， その メ ッセー ジ を生 活 に応 用

す る こ とこそ が，預 言者 の召 しの神 聖

さにつ いての証 を得 る確 実 な方法 なの

です 。

ニ ュー メキ シ コ州 ファー ミン トンに

住 む ダイアナ ・レイ シー姉妹 とい う指

導者 は， 「成 長す るわ た し」 の プ ロ グ

ラム を自分の ワー ドの若 い女性 に とっ

て どう した ら もっ と楽 し く有 意義 な も

の にで きるだ ろ うか と思 い悩 んで い ま

した。 先が 見 えなか った のです。 で も，

総大会 で ヒンク レー大管 長の カ レブ と

ヨシュ アの話 を聞 いて，彼 女 は はっ と

しま した。 ほ かの10人 と ともに カナ ン

の地 に派 遣 され た カ レブ と ヨ シュ ァ

が， カナ ンの土 地 と人 につ い て報告 を

す る話 です 。帰 還後 ， ほか の10人 は皆

否定 的 な報 告 しか しませ んで したが ，

カ レブ と ヨシュァ は否定 的 なこ との奥

にあ る肯 定 的 な部分 に着 目して報告 し

ま した。残 念 なが ら今 の世 の 中 と同 じ

よ うに， 当時の民 も疑 い深 い人 の方 を

信 じま した。結 果 は， カ レブ と ヨシュ

アだ けが命 を長 らえて約束 の地 に入 れ

たの です。 ヒンク レー大管 長 は こう付

け加 えてい ます。
み わざ

「わた したちの周 りには ， この御業

の将来 に無 関心 な人， 冷淡 な人 ，限界

を口 にす る人，恐 れ を表す 人が非 常 に

多 くい ます。 … … 〔彼 らに〕 未来 への

ビジ ョンは 開け ませ ん。

古代 の 人は言 って い ます。 「ビジ ョン

が な ければ ，民 は滅 びる。』(欽 定 訳箴

言29：18)∫(『 聖徒 の 道』1996年1月

号 ，P.76)

レイ シー姉 妹 は預 言 に満 ちた このメ

ッセ ー ジ に心 を動 か され ， 「成長 す る

わ た し」 はそ の ビジ ョンを具体 化 した

もの だ と感 じま した。 こ う述べ て い ま

す。 「わ た しは変わ りま した。 そ して，

その結 果 は驚 くべ きもので した。 ……

自分 の態 度 を変 え， 「成長 す るわ た し」

へ の取 り組 み方 を変 え る と，若 い女性

の姉 妹 た ち の態 度 が変 わ っ て き ま し

た。 …… ヒ ンク レー大 管長 の話 を貫 く

精神 が わ た しの 生活 に祝福 を もた ら し

たの です。」

レイ シー姉妹 の 証が預 言者 に従 うこ

とに よっ て強め られ た こ とがお 分か り

いた だけ る と思 い ます 。彼 女 は ピアス



姉妹 が お話 しした4つ のス テ ップ を用

い ました。 まず ヒ ンク レー大 管長 のお

話 を聞 き，言 葉 を読 み ま した。次 に 自

分へ の メ ッセー ジは どれか を見つ け ま

した。 それか ら， その メ ッセー ジ を行

動 に移 しま した。 そ して最後 に， 自分

の生 活や 思い に変化 が起 きたの に気 づ

きま した。

キ ンボ ール大管 長 と同 じワー ドで育

った一人 の若 い女性 が い ます 。彼女 は

キ ンボー ル大管 長が 神か ら召 され た こ
あかし

と につ い て 熱 烈 な証 を持 って い ま し

た。 しか し，彼 女 の伝 道 中 にキ ンボー

ル大 管 長 は亡 くな りま した。 彼 女 は，

自分 の知 らない預 言 者 につい て証す る

ことにわ だか ま りを覚 え ました。 しか

しあ る晩 ，新 たに支持 されたベ ンソ ン

大 管長 の ため に祈 ってい る と， す ぐに
み たま

御霊が温かく胸に満ちるのを覚えまし

た。こうして彼女は新たな証を得たの

です。「主はわたしが何を知らなけれ

ば な らな いか を御 存 じで した。」 彼 女

はそ う語 ります。 「主 はわ た しが この

証 を人 々の改 宗 に向 けて分 かち合 うこ

と を知 っ てお られ た ので す 。」姉 妹 の

皆 さん，皆 さん に もこの こ とが起 こ り

ます 。

ヒ ンク レー大 管長 は， だれ もが 直接

の 証 を受 け る権 利 が あ る と言 い ま し

た。(「集 いの 時」 『聖徒 の道 』1996年

1月 号 ，p.4参 照)こ の証 を求 め るの

はち ょっ と怖 いです ね。答 えが受 け ら

れ るか ど うか心 配だ か らです。 それ に，

答 え を受 け た らそ の とお りに生 活 しな

けれ ば な らないか らです。

で も考 えてみ て くだ さい。生 け る預

言者 の証 は皆 さん に何 を もた らして く

れ るで しょうか。 日々の悩 み に どんな

助 け を与 えて くれ るで し ょうか 。生活

をどの よ うに変 え， 人生 に どんな祝福

をもた ら して くれるで し ょうか。

その 質問 に答 え られ るの は皆 さん と

聖霊 だ けです 。 ヒ ンク レー大管 長 につ

い て まだ証が得 られな けれ ば，ほか の

人 の証 に頼 りなが ら自分 自身 の証 を得

る ように しま し ょう。大管 長 のため に

祈 り，大 管長 の言葉 を研 究 し， 自分 に

当 ては まる メ ッセ ージ を見 つ け，そ れ

を実行 に移 して達 成感 を得 るの です 。

実行 して くだ さい ます か。今 ，大管

長 の言葉 を聞 いて， 皆 さんの人 生へ の

メ ッセ ー ジ を見 つ け て くだ さい ます

か。 そ う して くだ さ る こ とを希 望 し，

祈 ってい ます。 証 を します 。 わた した

ち は今 ，生 け る預 言 者 に導 かれ てい ま

す。 こ よい， わ た した ち一 人 一 人が ，

神 が預 言者 を通 してこの教会 を導い て

お られ， ゴー ドン ・B・ ヒ ンク レー大

管 長が 現代 の生 け る預 言者 であ る との

証 を求 め なが ら，あ るい は再 確認 しな

が らこの場 を去 る こ とが で きます よう
み な

に。 イエ ス ・キ リス トの御名 によ り祈

ります 。 アーメ ン。

中央 若 い女性 集会 に参 加 した4人 の姉 妹 た ち。 左 か ら ，バ ネ ッサ ・ザ テ ィー 二 ，ア ン ・プ レス コ ッ ト，カ ー スチ ン ・ボ イヤ ー ，

ア ン ・マ リー ・ロー ズ(敬 称 略)。 同大会 はソル トレー ク ・タバ ナ クル で5月30日 に開 か れた 。
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誠意を尽 くし，

忠誠を守る

大管長

ゴー ドン ・B・ ヒンク レー

教会に対し乙真実乙あっτくださ61。教会にしっかりとしがみつω乙雅れ
あらし

なωさくださω。そうすれば 皆さんがたとえ嵐のφを海に放 り出されと'

i5、海仁沈むことばありまゼん。

ばらしい光景です。この偉大な

す タバ ナ クルが輝 くばか りに美 し

い若 い女性 で埋 め尽 くされ てい ます 。

世界 各地 の教会 堂 で何 万 とい う若 い女

性 がわ た したち と・一緒 に集 ってい る と

思 い ます 。今 晩， この よ うに大勢 の女

性 た ちが集 まるた め に，心 配 りを して

くだ さった方 々 に感謝 の気 持 ち をお伝

え したい思 い ます 。す ば ら しい集会 で

した。音 楽， 開会 の祈 り， そ してお話 ，

すべ てが心 の高 ま りと霊 感 を与 えて く

れ ま した。今 晩 ここで 耳に した こ とを

しっか りと記憶 し，勧 告 された こ とを

実行す る な らば，皆 さんは もっ と幸 せ

にな るこ とが で きます。
み たま

これからお話しする問，主の御霊が

わたしを導いてくださるようにお祈り

します。この機会にわたしの気持ちを

皆さんにお伝えしたいと思います。こ

の大会に集まっている12歳 から18歳

の若い女性の皆さん，天父と，あなた

がたを知っているすべての人が，大き

な期待を寄せています。あなたがたは

この偉大な世代の一員であって，様々

なチャレンジが待ち受けている世の中

で立派に生きていくための準備をして

います。

皆さんは毎日のように難しい選択を

迫られていると思います。あなたがた

が抱えている問題は決して目新しいも

のではありませんが，昔よりも厳 しく

なっています。皆さんが出遭う誘惑は

魅力的でしかも心を動かされるものが

多いでしょう。真理の敵は，皆さんを

何とかして傷つけよう，信仰を失わせ

よう，何とかだまして楽しいけれども

死に至らせる道に誘い込もうとしてい

ます。それは皆さんがこの教会の将来

を築くことを真理の敵は知っているか

らです。

次のような賛美歌があります。わた

しは教会の若人が歌うこの曲が好きで

す。

「シオンの若者，真理を守り

攻め来る敵に会い，ひるまず逃げず

ああ
じゅんきょうしゃ

われら受けし信仰持ち，殉教者の持つ

真理を信じ

戒め守らん，手に心に霊にも」

(『賛美歌』163番)
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わ た しは今 晩皆 さん に，信仰 に対 し

て真 実 であ るこ と， 自分 と周 囲の 人々

に真 実 であ るこ と，両親 と，家 族 か ら

受 け 継 い で い る もの に真 実 で あ る こ

と， 教 会 と， 天 父 と， 御 子 ， 主 イエ

ス ・キ リス トに対 して真 実 であ る こと

につ い てお話 ししたい と思 い ます。

最初 に， 自分 に対 して真実 であ る こ

とにつ いてお 話 ししま し ょう。信仰 箇

条 第13節 で， わた した ちは正 直，真 実

で あ るべ きこ とを信 じる と言 ってい ま

す。

わ た した ちは真実 で ある こ との価 値

を信 じてい ます。 自分 に真実 で あ るこ

とは とて も大 切 です。 すべ ての 人は良

心 と呼 ばれ る もの を授 か って い ます 。

善 と悪 の違 い を知 ってい ます。何 が善

くて何 が悪 いか につ いて特 に指導 を受

ける必 要 はあ りませ ん。す で に知 って

いるか らです 。悪 い こ とをす る と きは，

それが 悪い ことだ と分 か って いるた め

に必 ず 後 悔 す る気 持 ち が わ い て きま

す 。正 しい ことをす る と きも， それが

正 しい こ とをはっ き りと知 っ てい るた

め，幸 せ な気 持 ち を感 じます。 どの よ

うな ときで も， どの ような場 所 に あっ

て もわた した ちは正 しい選 択が で きま

す。 自分 に対 して真実 で あ るとは，常

に正 しい こ とを選 んで模範 的 な生活 を

送 る とい う意味 で ある こ とが お分 か り

いた だけ るで し ょう。

自分 に真 実 で あ るとい う ことは，正

直で あ る とい う ことです。 学校 に あっ

て も正 直 であ る とい うこ とです 。 だ ま

した り， うそ をつ いた りす るこ とはで

きませ ん。 ここで，皆 さんが命 に かか

わ る ような手術 を受 け なけれ ばな らな

い と仮 定 してみ ま しょう。 カ ンニ ング

を して大学 の 医学部 を卒業 した外科 医

か ら手術 を して も らい たい と思い ます

か。 もちろん， 嫌 ですね。 わ た したち

は将 来 の仕 事 に役立 つ よ うに学 校へ行

っ て勉 強 し，準備 をす るので す。勉 強

す る機 会 を得 てい る人 は，そ こか ら自

分 に とって役 に立つ ものをつ か まなけ

れ ばな りませ ん。主 は わた した ち教 会

員 に対 して，学 問 を して学 びな さい と

お っ しゃって い ます。霊 的 な知識 とこ

の世 の知識 の両 方 を追求 す る ように教

える聖文 を持つ 宗教 は，わ た したちの



教会以外にないと思います。

進学する機会があればそれを求めて

ください。それは将来きっと役に立ち

ます。人生での競争はますます激しく

なっています。専門家の話によると，

普通の人は男女とも，人生で新しい仕

事に出会 う機会が5回 あるそうです。

世の中は変化しています。したがって

わたしたちは，変化する世の中に取り

残されない自分を作っておくことがと

ても大切です。この変化する世の中に

は良い面もあります。人類の歴史を通

じて現在ほど，女性に多 くの機会が与

えられている時代はありません。皆さ

んの第一の目標は幸せな結婚をして，

主の宮で結び固めを受け，立派な家族

を築 くことだと思います。これらの理

想を実現するために，教育があればも

っと良い準備ができます。

毎日の生活で正直であってください。

末日聖徒である皆さんは万引きや盗み

をすることはできません。昔から，正

直は最良の方策だと言われています。

石の板に主が指でお書きになった言葉

はこれです。「あなたは盗んではなら

ない。・・…あなたはむさぼってはなら

ない。」(出エジプ ト20：15，17)

道徳にかなった生活をするという意

味でも，自分に対して真実でなければ

なりません。教会員であるわたしたち

は異性とのふしだらな交際をすること

はできません。主はこれを戒めとして

与えられました。「絶えず徳であなた

の思いを飾るようにしなさい。」(教義

と聖約121●45)主 はふしだらなこと

を考えるだけでもいけないとおっしゃ

っています。どうしてでしょう。悪い

ことを考えると悪い行いをしてしまう

からです。主は続けて，徳をもって思

いを飾るなら，わたしたちは自信をも
み まべ

って 神 の 御 前 に立 て る と言 われ ま し

た。 この こ と を考 えて くだ さい 。 聖

霊 が い つ も皆 さん の 隣 にい て くだ さ

り， わ た した ちの 支 配 は永 遠 の 支 配

と な る， と主 は 言 わ れ ま した(教 義

と聖 約121：45-46参 照)。 何 と壮 大 な

約 束 で し ょ う。 この祝 福 は 道徳 にか

なっ た 生 活 をす る 人 だ け に 与 え られ

ます 。

わた した ちは 自分 自身 を不 道徳 な罪

で汚す わ けに はい きませ ん。 特 に皆 さ

んの よ うな若 い人 は いつ も誘 惑 に さ ら

され てい ます 。 テ レビであ り，雑誌 で

あ り，書 物 で さえ も， こ う した誘惑 を

は らんでい る こ とが あ ります 。簡単 に

手 に入 る ビデオ もそ うです。 これ らの

もの に近 づか な いで くだ さい。皆 さん

が傷 つ くだ けです。 道徳 的 な律 法 につ

い て言 えば，皆 さん は 自分が どう しな

け れば な らないか を知 ってい る はず で

す。 も し周 りか らプ レ ッシャー を受 け

る よ う な状 態 に入 り込 ん で し まっ た

ら，そ う した 自分 を責め な けれ ばな り

ませ ん。 立 ち止 まるの が遅 す ぎ る と，

引 き返せ な くな ります。皆 さん はそ こ

で立 ち止 まる決心 を した こ とを永遠 に

感謝 す るはず です。

理想 とす る自分 に真 実 であ って くだ

さい。 この理想 とす るあな たはす ば ら

しく良 いあ なた なのです 。 シェー クス

ピア は こ う言 って い ます 。 「お のれ に

誠実 なれ， とい うこ とだ。 さすれ ばか

な らず，夜 が昼 につ ぐごと くに じゃな，

他人 に対 して も誠 実 な らざるを得 ん。」

(『ハ ム レ ッ ト』 第1幕 第3場 ，筑摩書

房 『シ ェイ クス ピア全 集 』三 神 勲訳 ，

6.228)

皆 さんの年 ごろの女性 で 自尊心 が持

てず に苦 しんで い る人 が大 勢 い ます 。

どの ような形で あ れ不 道徳 な行 い をす
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ると，大人になるどころか，自分の価

値を下げてしまうのです。これは恐ら

く，皆さんが考えているのと逆だと思

います。自分自身に対して真実であれ

ば，自分を尊敬する気持ちが高まるの

です。皆さんは神の娘であることを自

覚してください。自分の良いところを

見つけてください。周りには皆さんの

ことを良く思わない人もいるかもしれ

ません。それはその人たちが皆さんを

知らないだけです。皆さんに落ち度が

あるわけではありません。神の娘とし

て堂々と歩いてください。

有害な薬物に手を出してはいけませ

ん。これは法律で禁じられています。

触っても，試してもいけません。皆さ

ん一人一人にお願いします。これは毒

物ですから近づかないでください。皆

さんは若いのです。すばらしい将来が

待っています。皆さんの人生には輝け

る約束が与えられています。ほとんど

の人はいつか結婚して，子供をもうけ

たいと考えていることでしょう。法律

を破って有害な薬物に手を出すと，皆

さんだけでなく，皆さんの子供にまで

も悲惨な障害が出る場合があります。

率直に言いましょう。これらのものを

もて あそ んでい る と，必ず後 悔す る時

が 来 ます。有 害 な薬物 に近づ か ない よ

うに 自分 に厳 しく して くだ さい。そ の

ように した 自分 を喜 び とす る時 が必 ず

来 ます 。

自分 に対 して真 実で あって くだ さい。

友 達や 同僚 に誠 実 で あ って くだ さい。

彼 らの持 って い る良い もの を探 し， そ

れ を尊重 し励 まして くだ さい。 友達 の

うわ さ話 を した り，傷つ け る ような言

葉 を吐 いた りして はい け ませ ん。 その

よ うな言 葉 は必ず 自分 に返 って来 るか

らで す。 「あ なた は隣 人 につ い て， 偽

証 して は な らない」(出 エ ジ プ ト20：

16)と エ ホバ は命 じて い らっ しゃ い

ます。

助 け合 っ て くだ さい。 助 け を必 要 と

しない人 はい ませ ん。励 ま しも必 要 で

す。 わた した ちに はいつ も変 わ らず そ

ば にいて くれ る友達 が必要 です 。皆 さ

ん一 人一 人が その よ うな友達 にな って

くだ さい。

わ た しは最 近 ，障害 を持 っ た女 の子

につ い ての話 を読 み ま した。 ジ ェニー

とい うその子 はいつ も一 人で した。 ジ

ェニー はそ れほ ど魅 力 的な女 の子 では

あ りませ ん で した。ある 日， ジェニー
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は ク ラス の人 た ち に言 い ま した。 「わ

た し，友達 が欲 しい の。お 弁当 を一緒

に食べ て くれ る人が欲 しいの。 だれ か

友達 にな って くれ な いか し ら。」 一 人

の少 女 が 立 ち 上 が っ て ， 「い いわ よ。

わ た しが な って あ げ るわ」 と言 う と，

別 の少女 も同 じよ うに言 い ま した。 こ

う して二 人 はジ ェニー と一緒 にお弁 当

を食 べ る ように な りま した。 二人 は ジ

ェニー を励 ま し，助 け ま した。 二人 は，

障害 を持 ってい るため に閉 じ込 め られ

ていた暗 い世界 か ら， ジ ェニー を新 し

い生 活 に引 っ張 り出 したのです 。 また，

この二 人 は友 達 に思 いや りを示 して い

る間 に， 自分 た ちの生 活 に もそ れ まで

には なか った新 しい喜 び を見 いだ した

ので す(ビ ク ター ・W・ ハ リス"The

M丘acleofJenni"鎗wEra「 ジェニ

ー の奇跡 」 『ニ ュ ーエ ラ』1996年3月

号，pp。12-14参 照)。

両 親 と，皆 さんが家 族 か ら受 け継 い

で い る もの に真 実 で あ って くだ さい。

残念 なこ とで すが ， 自分 の子供 に愛 情

の か け ら も示 さ ない よ う な親 が い ま

す。 けれ どもそ う した ケー スは ご くま

れ です。 皆 さん の母 親 と父 親ほ ど，皆

さんの幸 せ と将来 に 関心 を持 ってい る

人 は いない で し ょう。皆 さんの親 は1

世代 前 の人 です。 もちろ んその とお り

で すが ，彼 らも皆 さん と同 じ世代 の時

が あ ったの です。 皆 さん の問題 は皆 さ

んの親 がかつ て経 験 した 問題 と基 本 的

に は変 わ りませ ん。 時々皆 さん を縛 り

つ ける よ うな こ とを言 う とした ら， そ

れ は行 く手 に危 険が待 ち構 えてい る こ

とを知 ってい るか らです 。親 の話 に耳

を傾 けて くだ さい。 親が皆 さん に して

ほ しい と思 うこ とを，皆 さん は必ず し

も気 に入 らないか もしれ ませ ん。 しか

し親 に従 え ば，皆 さん は もっ と幸福 に

な ります 。皆 さん の母親 は最 良 の友 で

す。 これ を決 して忘 れ ないで くだ さい。

彼女 は皆 さんに命 を与 え ま した。皆 さ

んを気遣 い， いた わ り，病気 の と きは

看病 し，そ して皆 さんが必要 とす るす

べ て に心 を配 って きま した。今 す ぐに，

お 母 さん と話 して くだ さい。 心 を開 い

て二人 だ けで話 して みて くだ さい。 お

母 さんは皆 さんの話 を決 して他 人 に漏

らした りは しませ ん。 母親 は愛 す る者



を守るというすばらしい知恵を持って

いることが分かるでしょう。

皆さんの多くは教会の開拓者の子孫

です。開拓者は大変な苦労をしました。

自分たちの信仰を守るために大きな代

償を払いました。先祖の人たちと先祖

が愛した教会にいつも真実であってく

ださい。この教会は真実です。今晩，

わたしから聞いたこの言葉を忘れない

でください。ほかの教会もたくさんの

良いことをしますが，この教会はイエ
み な

ス ・キ リス トの御名 を持 つ主 イエ ス ・

キ リス トの 「まこ との生 ける教会」 で

す(教 義 と聖 約1：30参 照)。 教会 に

対 して真 実で あ って くだ さい。 教会 に

しっか り と しが みつ い て 離 れ な いで

くだ さい。 そ うす れ ば，皆 さんが た と
あらし

え嵐の中を海に放 り出されても，海に

沈むことはありません。教会は皆さん

の生活を導く光となり，皆さんの未来

を築く土台となるでしょう。この教会

は決して正しい道から外れないことを
あかし

わたしは厳粛に証します。わたしたち
み て

の教会は神の御手の中にありますか

ら，たとえ教会の指導者が間違った方

向へ導こうとしても，神がそういう人

たちを取 り除いてくださいます。主は
み わざ

主 の御 業 を回復 され ま した。 これは最

後 の回復 であ っ て， 「決 して再 び滅 ぼ

され る こ とも， ほか の民 に渡 され る こ

と もな い」 の です(教 義 と聖 約138：

44;ダ ニエル2：44-45も 参 照)。

セ ミナ リーの年齢 に達 して い る人 は，

全 員 セ ミナ リーに 出席 してい る と思 い

ます 。セ ミナ リー は，皆 さんが 幸せ に

な るた め の教 えを学 ぶ所 です 。 また，

皆 さん と同 じ信 仰 を持 つ仲 間 と交 わ る

す ば らしい機 会 です。

教 会 の指導 者 に助 言 と指 示 を求め て

くだ さい。 わ た したちが望 む の はただ

一つ です
。 そ れは，皆 さんが幸 せ にな

り， 皆 さんの 人生が チ ャ レンジ とチ ャ

レ ンジ を克服 した満足 で あふ れた もの

とな り，皆 さん を滅 ぼそ うと待 ち構 え

て い る悪 の落 と し穴 を避 け て生 活 し，

や が て は真 理 のか が り火 を 高 く掲 げ，

そ れ を皆 さんの次 の世代 に渡 す よ うな

人 にな ってほ しい とい うこ とで す。

・この福 音 の真 理 は永 遠 です。 物 の考

え方や， 習慣 ，文化 は時 とと もに変 わ

ります。これらすべては変化 しますが，

福音の原則はこれまでまったく変わり

ませんでしたし，これからも決して変

わることはありません。

末日聖徒イエス ・キリスト教会の会

員である皆さんはほんとうに幸運な人

です。教会にはかけがえのないすばら

しい友達がいます。有能で信仰の篤い

教師がいます。奉仕する機会がありま

す。一例を挙げてみましょう。死者の

ためにバプテスマを受ける以上の奉仕

がほかにあるでしょうか。皆さんは主

の聖なる宮へ行って，皆さんの奉仕が

ないと進歩できない世界にいる人たち

のために，バプテスマを受ける機会が

与えられています。亡くなったある人

は，地上にいる間大きな力と影響力を

持った女性だったかもしれません。け

れども，バプテスマの儀式を受けない

と，彼女は永遠の進歩が止まってしま

うのです。皆さんは彼女を自由にする

機会を与えられているのです。これほ

ど無私のすばらしい奉仕がほかにある

でしょうか。皆 さんは少 しの努力で，

不死不滅と永遠の命の道を前進できる
かぎ

ように扉の鍵を開ける人になれるので

す。世界のどこを探しても，皆さんに

この機会を与えてくれる組織はほかに

ありません。神殿は最も無私の奉仕を

する手段を，わたしたちに与えていま

す。死者のためにバプテスマを受けて

も，この世では何の感謝の言葉を受け

ることもないでしょう。けれども，ま

ったく知らない他人のために，大切な

ことをしたという満足感が得 られま

す。教会に対して真実であってくださ

いo

わ た した ちの永 遠 の父 と，天 父の愛

す る御 子 ，主 イエ ス ・キ リス トに対 し

て真 実で あ って くだ さい。

自分 が何者 か を決 して忘 れ ないで く

だ さい。皆 さん はほん とうに間違 いな

く天 父 の子 供 です。 天父 は皆 さん の永

遠 の父親 です。 そ して皆 さんを愛 して

い らっ しゃいます。 皆 さん は祈 りに よ

って天父 のみ もとへ 行 くことがで きま

す。 天父 は皆 ざんを招 いて い らっ しゃ

い ます。皆 さんはそ れ を知 っ てい ます 。

す ば ら しい こ とで す。天 父 はあ らゆ る

ものの うち最 も偉 大 な御 方 であ り，宇
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宙の創造主であり，統治者です。その

ような御方が皆さんの祈りを聞いてく

ださるのです。

天父は御自分の息子と娘が幸福にな

ることを望んでいらっしゃいます。罪

は決して幸福を生じることはありませ
みこころ

ん。天父の御心に背いていながら幸福

になることはできません。不従順が幸

福をもたらすことはありません。幸福

になる方法は天父の計画の中にありま

す。そして天父の愛する御子，主イエ

ス ・キリス トに従うことによってそれ

は見いだせます。

さて，それに関連したことをお話し

しましょう。ある習慣についてです。

実際にそれは習慣になっているのです

が，若い女性を含む，中学や高校の若
み な

人 の会話 で，神 の御 名 をみ だ りに口に

す る習慣 です 。エ ホバ は石 の板 にこ う

記 され ま した。 「あ なた は， あ なた の

神 ，.主の名 を，み だ りに唱 えて はな ら

ない。主 は， み名 をみ だ りに唱 える も

の を， 罰 し ない で は置 か ない で あ ろ

う。」(出 エ ジ プ ト20：7)

わた しが 小学 校1年 生 か2年 生 の こ

ろの経験 をお 話 しします 。 ある 日，学

校 か ら帰 って，教科 書 をテ ーブ ルの上

に投 げ出 し，1日 の授業 か ら解 放 され

た ことを言 い表す の に主の御 名 を意 味

もな く口 に して しまい ま した。

そ れが母 の耳 に入 りま した。母 は シ

ョック を受 け ま した。 わた しの手 を引

っ張 っ て風 呂場 へ 連 れ て行 きま した。

そ して タオル と石 けん を手 に取 る と，

口 を開け る ように命 じ，石 けん でわ た

しの ロの 中を洗 い始 めた のです。泣 き

なが ら抵 抗 しま した が，許 して くれ ま

せ ん。 随分 時 間がた った よ うに思 え る

こ ろ終 わ る と，母 は こ う言 い ま した。

「二度 とそ ん な言 葉 を 口 に して はい け

ませ ん。」

石 けん の 味 は ひ どい もの で したが ，

母 か ら怒 られ た こ とは もっ とこた えま

した。決 して忘 れ る ことので きない経

験 で した。 そ れ以来 ，わ た しは主の名

をみ だ りに口 に した ことはな い と思 い

ます 。

数年前 に，ス ペ ンサー ・W・ キ ンボ

、一 ル大管 長が手 術 を受 けた と きの こ と

です 。手術 が終 わ って，車 いす で集 中



治療室に運ばれました。車いすを押し
み

ていた人 がつ まつ いた ときに，主 の御
な

名 を口 に して の ろいの言葉 を吐 きま し

た。 キ ンボー ル大管 長 はほ とん ど意識

の ない状態 で したが ，弱 々 しい声 で こ

う言 い ま した。 「す み ませ ん 。す み ま

せ ん。 あなたが の の しった名前 は わた

しの主の お名前 なの です。」

一瞬 凍 りつ くような沈黙 が流 れ ま し

た。 そ してそ の青年 は小 さ な声 で 「申

し訳 あ りませ ん」 と言 ったの です。主

の御 名 をみだ りに口に した こ とをわび

ま した(Teach加gsofSpeηcerレ 区

㎞ba〃 「スペ ンサ ー ・W・ キ ンボー

ルの教 え』p，198参 照)。

言葉 につ いて お話 しして お きた いの

です が，若 い女性 であ る皆 さんは， ど

の よ うな形 で あっ て も汚 い， 薄っぺ ら

な話 し方 を しな い よ うに お願 い しま

す。 至 る所 で この よ うな話 し方 をす る

人が 増 えてい ますが ， どう してあの よ

うな言葉 を使 う必要 があ るの で し ょう

か。低 俗 な言葉 を使 わ ない と自分 の考

え を表 せ な い こ とを宣 伝 す る だ け で

す。 どうかや めて くだ さい。汚 い言葉

や主 の御名 を汚 す言葉 を使 わ ないで く

だ さい。

永遠 の御父 と御 父が愛 す る御子 に対

して真 実 であ って くだ さい。 た とえだ

れ も助 け られ ない状態 に陥 っ て も，主

が 必 ず そ こに い て助 け て くだ さ い ま

す。 「す べ て重 荷 を負 うて苦 労 して い

る者 は， わた しの も とに きな さい。 あ

なたが た を休 ませ てあ げ よ う」(マ タ

イ11：28)と 主 は 言 わ れ ま した。 す

べ ての人 は重荷 を負 って い ます。 そ の

重荷 を主 に助 け てい た だ きま し ょう。

「わ た しの くび きを負 〔い な さい。〕 …

… わた しの くび きは負 いや す く
，わ た

しの 荷 は 軽 い か らで あ る」(マ タ イ

11：29-30)と も主 は言 わ れ た か ら

です。 主 はいつ で も， どの ような重荷

で も背 負お うと，わ た した ち一人 一人

を助 け るため に待 ってい らっ しゃい ま

す。主 はわた した ちを心 か ら愛 して い

らっ しゃるので ，ゲ ツセマ ネで血 の汗

を流 され た後，邪 悪 な人 々に捕 らえ ら

れ るま まに され ， ゴル ゴタまで十 字架
くぎ

を背負って歩かされて，十字架に釘で

打ち付けられたときの想像を絶する苦

痛を受け，十字架にかけられ，そして

わたしたち一人一人のために亡くなら

れたのです。

主は，この世に生まれてまったく罪

を犯 さなかった唯一の完全な御方で
あがな

す。主は人類の救い主であり，順い主
しょくさい

です 。主 の犠 牲 のお かげ で，主 の順 罪

に よって ，すべ ての 人は よみが え りの

ときに復活 し， それ か らは不 死不 滅 と

永 遠 の命 の道 を前 進す る とい うすば ら

しい機 会 を得 て いるの です。

主 はわた した ちをみ もとへ 来 る よう

に招 い て ， こ う言 われ ま した 。 「求 め

よ， そ うす れば ，与 え られ るであ ろ う。

捜 せ ，そ うす れ ば，見 いだす であ ろ う。

門 をたた け，そ うす れば， あけ て も ら

え るであ ろ う。」(マ タイ7：7)

主 の御 名 に よって御父 に祈 っ て くだ

さい。 ほ ん とうの ところ， だれ も一人

で は何 もで きないの です。 わた した ち

に は助 けが必 要 です。 その助 け は祈 り

の答 え と して与 え られる もので なけ れ

ば な りませ ん。

わた しは若 い女性 の皆 さんが祈 っ て

い るこ とを知 ってい ます。 これ は とて

もす ば ら しい こ とです。 わた しは皆 さ

んが福音 に従 って生活 しよ うと努力 し

てい る こ とを知 って い ます。 正直 で清

い生活 を しよう としてい るこ と， ほか

の人 に奉 仕 と親切 と愛 を表 す生活 を し

よ うと努 力 して いる こ とを知 っ てい ま

す 。繰 り返 して 申 し上 げ ます 。皆 さん

が わ た した ちの ため にお祈 りを して く

だ さってい る ことを わた しは知 ってい

ます。 わた した ち も皆 さん のた めにお

祈 りしてい る ことを知 って くだ さい。

皆 さん は とて も大切 な人です 。 この

御 業 は皆 さん次第 で もっ と強め られ ま

す 。皆 さ んが道 徳 的 な罪 を犯 した り，

何 か ほかの罪 を犯 した りす る とそ のた

め に教会 は弱 くなるの です。皆 さんが

真 実で あ り，忠 実 であ るな らば，教 会

は もっ ともっ と強 くな ります。 教会 は

皆 さん 一 人 一 人 にか か っ て い るの で

す。

さて，最 後 に もう一つ だ け付 け加 え

て お きます。 道徳 的 な罪 を犯 して しま

って も， すべ て を失 った とは考 えない

で くだ さい。 主が皆 さんに手 を差 し伸

べ て助 けて くだ さい ます 。 ほか に も教
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会には喜んで助けてくれる人が大勢い

ます。まず，すべての罪から離れてく

ださい。皆さんが置かれている状況に

ついて祈り，できれば両親に話し，そ

して監督に話してください。監督は皆

さんの話に耳を傾け，秘密を守ってく

れます。皆さんを助けてくれます。わ

たしたちはいつでも皆さんを助けよう

と待っています。

悔い改めは福音の第一の原則の一つ
ゆる

です。神は赦しをお与えになります。

ですから希望があるのです。皆さんの

人生はこれからです。過去の人生が罪

によって傷つけられたとしても，これ

からの人生を幸せでいっぱいにするこ

とができます。問題を抱えている人々

に救いの手を差 し伸べ，助けるのが，
み わざ

主 の御業 で あ り，福 音 の 目的 なの です。

預 言者 イザ ヤ は次 の ように宣言 して

い ます 。

「あ なたが た は身 を洗 っ て，清 くな

り， わた しの 目の前か らあ なたが たの

悪 い行 い を除 き，悪 を行 う ことをやめ

主 は言 われ る， さあ ，わ れわれ は互

に論 じよう。 た といあ なた がた の罪 は
ひ

緋 の よ うで あっ て も，雪 の ように 白 く
くれない

なるの だ。紅 の よ うに赤 くて も， 羊の

毛 の よ うに なるの だ。」(イ ザ ヤ1：16，

18)

今が ， ま さに今 が その 時で す。 過去

の すべ ての罪 を悔 い改 めて， 赦 しを求

め ，背筋 を少 し伸 ば した ら， 自信 と信

仰 を もって前進 す るので す。

最後 には，生 活 のすべ ての場 面 で大

い に楽 しみ， 喜 んで くだ さい。人生 は

楽 しむべ き もので あ って， ただ耐 えて

い くもので はあ りませ ん。

皆 さん に祝 福 を与 え ます。 わた した

ちが皆 さん を愛 してい る こ とをど うか

知 って くだ さい。 わた した ちが皆 さん

を信 頼 して い る こ と を知 っ て くだ さ

い。福 音 に従 って生 活 し，信仰 に対 し

て真 実 であ り，教 会 に しっか りと しが

みつ い て離 れず ，両 親 を敬 い ，主 を愛

し，神 の子 供 ら し く歩 ん で くだ さい。

以上 を皆 さん が実行 し，深 い幸福 を味

わ って くだ さる よ うに，心 か らの愛 と

ともに， イエ ス ・キ リス トの御 名 に よ

りお祈 りします。 アーメ ン。



チ ャーチニューズ

総大会で召された新しい七十人

ダラス ・N・

アー チボル ド長老

メ リル ・J・

ベ イ トマン長老

デ ィー ター ・F・

ウー ク トドルフ長老

第
166回 年 次総 大 会 ，4月6日 土

曜 日午後 の部 会で ，七 十 人定員

会会 員 に召 され た12人 の神 権者 が支持

を受 けた。

メ リル ・J・ ベイ トマ ン長老 の七十

人 第一定 員会会 員へ の召 しは ，ブ リガ

ム ・ヤ ング大学 学長へ の就 任 と同時 に

昨年11月 に発 表 され てい たが， この 度

の大 会で 支持 を受 けた。 その ほか第 一

定員 会 に召 された長老 は ， これ まで七

十 人第二 定員会 で働 いて きた ダ ラス ・

N・ アー チボ ル ド長老 な らび にデ ィー

ター ・F・ ウー ク ト ドル フ長 老 で あ

る。 さ らにブ ルース ・C・ ヘ ー フェ ン

長老 も七十 人第一 定員会 に召 され た。

土曜 日に新 た に支持 され た七 十人 第

二定 員会 の会員 は，L・ エ ドワー ド ・

ブラウ ン長老， シェル ドン ・F・ チ ャ

イル ド長老 ， クエ ンテ ィ ン ・L・ ク ッ

ク長 老， ウ ィ リア ム ・ロル フ ・カー長

老 ，デニ ス ・E・ シモ ンズ長老 ， ジェ

ラル ド ・L・ テー ラー長老 ， フ ランシ

ス コ ・J・ ビー ナ ス長 老 ， リチ ャ ー

ド ・B・ ワ ース リ ン長老 であ る。(ヘ

ー フェ ン長老や その ほか新 し く召 され

た幹 部 に 関 して は次 の略 歴 紹 介 を参

照 。)

ベ イ トマ ン長老(59歳)は ，1992年

6月 に七 十 人 第二 定 員 会 会 員 に召 さ

れ，1994年4月 に管 理 監 督 に召 され

た。1995年11月 に七十 人第 一定員 会会

員 に召 され ，ブ リガム ・ヤ ング大 学 の

学 長 に指 名 され た。 就 任 は1996年1

月で ある。

ア ーチ ボル ド長老(57歳)は1992年

6月 に七 十 人第 二 定 員 会 会 員 に召 さ

れ，現在 ブラ ジル地域会 長 会会 長 を務

めて いる。 ウー ク トドル フ長老(55歳)

は1994年4月 よ り七 十 人 第 二 定員 会

会 員 と して働 い てい て，現在 は ヨー ロ

ッパ西地 域会 長会 の第 二副 会長 を務 め

てい る。 □
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七十人

ブルース ・C・ ヘーフ ェン長老

家繋 、鴇函灘 難
一 ス ・C・ ヘ ー フェ ン長 老 は

，今 の世

は教 会 の声 を聞 く必 要が あ る， と確 信

してい ます。

ユ タ大学 で法 学博士 号 を取得 し， ブ

リガム ・ヤ ング大学 のJ・ ルーベ ン ・

クラー ク法律 学校 で学部 長 を務 めたヘ

ー フ ェ ン長老 は
，過 去25年 間，家族 法

と教 育 につ いて教 え， また執 筆 して き

ま した。 長老 は この よ うに述 べ てい ま
こんにち

す。「今日，家族生活に関する福音の

見解が，世界中の法廷や教室，家庭で

非常に強く求められていますg」

ヘーフェン長老の信念は，宗教家，

教育者，経営者としての豊富な経験を

通じて培われました。これまで監督会

やステーク会長会で働き，地区代表を

務めました。1973年 にはブリガム ・

ヤング大学付属の法律学校設立に貢献

し，最初の教授会の一員となりました。

1978年 から1985年 まで，リックス ・

カレッジの学長を務めましたが，その

間も各学期ごとに一クラスを教えてい

ました。1989年 にブリガム ・ヤング

大学の副総長となり，大学の管理者と

して第二の地位に就き，霊的 ・教育的

な使命を重視するようになった最近の

ブリガム ・ヤング大学の方針を定める

うえで中心的な役割を果たしました。

この間，常に教育者であり研究者で

あった長老は，両方の分野で宗教的な

知識と経験をいっそう生かしてきまし
しよくざい

た。例 えば，順罪 の実 生活へ の応 用 と

い う ようなテ ーマ につい て研 究 して き

たの です。

1940年10月30日 に生 まれたヘ ー フェ

ン長老(55歳)は ，ユ タ州セ ン トジ ョ

ー ジで育 ち ま した 。1960年 にデ ィキ

シー ・カ レ ッジ を卒 業 した後 ，西 ドイ

ッ伝 道部 で伝道 し，その後 ブ リガム ・

ヤ ング大学 へ通 い ま した。 宗教 の クラ

ス に出席 していた とき， マ リー ・カー

チ ナー とい うク ラスメ ー トと知 り合 い

ま した。 土 人 は1964年6月2日 にセ

ン トジ ョー ジ神 殿 で結婚 し，現在 ，7

人 の子供 と10人 の孫 がい ます(一 人 は

死去)。

ヘ ー フェ ン長老 はこの よ うに述べ て

い ます 。 「お もに二 つ の テー マが ， わ

た しの職 業 と教 会 での奉仕 の 両方 に通

じる態度 を形成 して きま した。一つ は

家族 関係 ，特 に子供 の教育 と結婚 です。

も う一 つ は救 い主 の使 命 と順 罪 です 。

最近 ，教 会が家 族 と個 人が キ リス トの

も とへ 来 るよ うに強調 して いる こ とを

考 え る と， この二 つの テーマ を追求 し

てい こ うとい う決 意 は，新 しい召 しを

通 して ， さ らに強 ま ってい くことで し

ょう。」□

七十人

L・ エ ドワー ド ・ブラウン長老

・エ ド ワ ー ド ・ブ ラ ウ ン 長 老 は

L 1937年6月18日 にア イダ ホ州 プ

レス トンで生 まれ ま した。 長老 は，14

歳 の ある 日の夕方 に， 家族 で住 んでい

た アイ ダホ州 ドゥー ボイス で父親 と一

緒 に貨 車 に石 炭 を積 み込 ん で い ま し

た。父 親 は手 を休 め ，エ ドワー ドの方

を向い て こ う言 い ま した。 「帰 らな く

て は， とい う気 がす るん だ。」 家 に戻

る とす ぐに，父 親 はスー ツに着替 えて

待 ち ました。 しば ら くす る と電話 が 鳴

り，母 親が 悲惨 な交通 事故 に巻 き込 ま
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れて いた こ とを知 らされ たの です。

「そ の晩新 聞配達 を しなが ら，雪 の

中で ひ ざまず き，母 の命 が助 か る よう

天 父 に懇 願 した のを覚 えて います」 と，

ブ ラウ ン長老 は当時 を思 い起 こ して語

ります 。母 親 は 障害 が残 った もの の ，

一 命 は取 り留 め ま した
。そ の と きか ら

とい うもの，天 父 に助 け を求め る こと

は，生活 の一 部 とな りま した。

後 年 ，成長 して， 当時北部 極東伝 道

部の 一部 であ った韓 国で伝 道 中，天父

へ の愛 は さ らに深 ま りま した。1960

年8月3日 ， ロ ー ガ ン神 殿 で キ ャ ロ

ル ・ユー ワー と結婚 しま した。 その後

夫妻 は5人 の子供 と ともに韓 国へ戻 り

ま した。34歳 に なったエ ドワー ドはそ

こで伝 道部 長 として働 い たので す。帰

国後 に生 まれ た子供 を含 めて， 夫妻 は

8人 の子供 に恵 まれ ま した。

福 音 を教 え るこ とは， ブラ ウ ン長老

の経歴 の 中心 とな りました。ユ タ州立

大学 を卒 業後 ，教 会 教 育部 に就職 し，

カ ンザス大 学 で修士号 と博 士号 を取得

し ました。 教 会教 育部 で33年 間働 き，

初 めはセ ミナ リー教 師お よび イ ンス テ

ィテユー トデ ィレク ター を，そ の後 は

ア イ ダホ州東部 の地域 デ ィレク ター を1

務 め ま した。 「愛 す る青 少 年 た ちが聖

文 を熱心 に学 ぶ姿が 見 られ る時代 に教

師 と して働 け る こ と を感 謝 して い ま

す。」

アイ ダホ州 ポカテ ロ に住 んで いた こ

ろ，ブ ラ ウン長老 は アラメ ダ第一 ワー

ドの監督 ，お よび ア イダホ ・ポ カテロ

大学 ス テー クのス テー ク会長 を務 め ま

した。 また公民 と して， ポカテ ロ市 長 ，

市会 議員 ，お よび ア イダホ州下 院議 員

を3期 務 め ま した。

1995年 ，ブ ラウ ン長老 は北 ア メ リカ

北 西地 域 の 地域 幹 部 に召 され ま した。

長 老 は こ う説 明 して い ます 。 「その召

しに よって受 けた 訓練 に感謝 してい ま

す 。救 い主 を愛 して います。 主 はわた

した ちの希望 で あ り，世 界 中の人 々の

希望 なのです 。」 □

*



七十人

シ ェル ドン・F・チ ャイル ド長老

エ ル ドン ・チ ャイ ル ド長老 は熱

シ 心 に働 くこ との価 値 を年 若 くし

て学 び ま した 。1938年5月8日 に生

まれ た彼 は，幼 少時代 をユ タ州 の グ レ

ー トソル トレー ク湖近 くの小 さな町 シ

ラキュー ス近郊 に家族 が所 有す る，20

エ ー カー の農場 を手伝 い なが ら過 ご し

た ので す。 シ ェル ドンが8歳 の と き，

両親 か ら子 牛 を1頭 育 て る ように言 わ

れ ま した。 その子 牛 を売 った と き， シ
じゅうぶん

エル ドンは什分 の一 のお金 を細心 の注

意 を払 って数 え，監督 に持 って行 きま

した。 しか しも う一度 数 え直す と，実

際 に払 うべ き金額 よ りも多 くを持 って

来 ている こ とに気づ きま した。 しか し，

とにか くその金額 を払 うこ とに しま し

た。 その 当時か ら，主 に 関す る事 柄 に

は決 して物惜 しみす る ことがあ りませ

んで した。 そ して生涯 を通 して その姿

勢 は変 わ ってい ませ ん。

シ ェル ドンはユ タ州 立大学 とユ タ大

学 に在 籍 し，1957年 に ジ ョー ン ・ハ

ー ク とソル トレー ク神殿 で結 婚 しま し

た。 そ して兄 の ビ ル と とも にR.C.

ウ ィ リー とい う店 で働 きま した。 当時

は店員 が二 人だ けの店 で したが， 数年

後 に ビル とシ ェル ドンは7店 舗 を抱 え

る家具 チ ェー ン店 を経 営す る に至 りま

した。

事 業 で忙 しい 日々 を送 って いて も，

チ ャイル ド兄弟 は教 会 の召 しを優 先 さ

せて きま した。 シラキュー ス第ニ ワー

ドで は長老 定員会 会長 と して， そ して

後 には監 督 して働 きま した。 そ の後ユ

タ州 シ ラキュー スス テー クのス テー ク

会長 を務 め ま した。 この期 間 に夫妻 は，

教 会 で の様 々 な経験 を積 む と同時 に ，

地域 の奉仕 活動 に も従 事 しま した。 ま

た，6人 の 子供 を育 て るこ とに も力 を

尽 くしま した。 チ ャイル ド長老 は，最

大 の喜 び は家族 に よって もた らされ る

と語 ってい ます。

これ まで の教会 での奉 仕 で強 く印象

に残 って いる こ との一 つ は，ニ ュー ヨ

ー ク州 ニ ュー ヨー ク伝 道部 の部長 に召

され た ことです。 ユ タに戻 ってか らは，

職場 に近 くな る ように ソル トレー ク ・

シテ ィー に移 り住 み， ユ タに戻 って 間

もな く，ユ タ北部 地域 の地域 幹部 と し

ての召 しを受 け ま した。

最 近 ，七 十 人 第 二定 員 会 に召 され ，

チ ャイル ド長老 は この ように述べ ま し

た。 「わた しは主 を愛 し， イエ ス ・キ
あかし

リス トの福音 に強い証 が あ ります 。主

がわ た しに望 まれて いる こ とを行 い た

い と思 って い ます。」 □

七十人

クエ ンテ ィン ・L・ ク ック長老

D思裕糖熱 臭蟹 盤
りませ んで した 」 と クエ ンテ ィ ン ・

L・ ク ック長 老 は語 ります。仕 事仲 間

か ら 「決 意 と先見 の人」 と称せ られ る

ク ック長 老 は 「棒 の一方 の端 をつ か ん

だ ら，他 方の端 もつかん だこ とに なる」

と信 じてい ます。 人生 の早い 時期 に福

音 とい う鉄の棒 を しっか りとつか んだ
あかし

彼 は， そ れ 以 来 ， 証 に よ って 人 生 の

様 々な決断 を して きました。

クエ ンテ ィ ンは1940年9月8日 ，ユ

タ州 ロ ー ガ ンで バ ー ニ ス ・ク ッ ク，

J・ バ ーノ ン ・ク ック夫 妻の3人 の子

供 の一 人 として生 まれ ました。 「両 親は

二 人 と もわた しの 人生 に良い影 響 を与
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えて くれ ま した。母 か らは完全 な模範

を通 して ， また父か らはかけが えの な

い ア ドバ イス を通 して影響 を受 けて き

ました」 とク ック長老 は語 ります。

クエ ンテ ィンが15歳 の とき， 医学学

校 に進 む か伝 道 に出 るか で迷 ってい た

兄 の力 に なろ う と して，二 人で よ く話

し合 い ま した。「わた したちは論 じ合 い

ま した。伝 道 に出 るのは単 なる善い行

い にす ぎないの だ ろ うか ，それ とも福

音 は真 実 なの だか らほん とうになすべ

きこ とな のだ ろ うか ， と。 結局兄 は伝

道 に 出る決 心 を しま した。 そ してそ の

結 論 に至 る まで の思考 過程 は， わた し

の人生で大 きな転 機 とな りました。」

1960年 か ら1962年 にか けて， クエ ン

テ ィ ンは イギ リスで の伝 道 を終 え ま し

た。長老 は伝 道 の経験 が 「その後 の人

生 の基礎 とな りました」 と語 ってい ま

す。 やが て1962年11月30日 ，高校時代

か らの最 愛 の人 メ ア リー ・ギ ャデ ィー

とロー ガ ン神殿 で結婚 しま した。1963

年 にユ タ州立大 学 を卒 業 し，1966年 に

ス タ ンフォー ド法律 学 校 を卒業 しま し

た。

カ リフ ォル ニア州 ヒルズバ ラに在住

し，3人 の子 供 たち， キ ャス リ ン， ラ

リー， ジ ョセ ブを持 つ ク ック夫妻 は家

族 ，教会 ，仕事 ，地域社 会 のそ れぞれ

の面で忙 しい毎 日を送 って い ます 。仕

事 で は， 企業弁 護士 として27年 間， ま

たカ リフ ォルニ ア ・ヘ ルス ケア ・シス

テムの会 長 として3年 間情熱 を傾 け て

きま した。地域社 会への貢献 として は，

市民 弁護士 と して14年 間 にわた りボ ラ

ンテ ィアで働 きま した。教会 に あって

は，サ ンフラ ンシス コステ ー クの会長

を15年 間務 め， さらに北 アメ リカ西部

地 区の地 区代 表，後 に地域 幹 部の召 し

を熱心 に果た して きました。

「自分 には常 に証が あ った ， と感 じ

て い ます 。」 ク ック長 老 は語 ります 。

「わた しの人生 にお いて，棒の片方 の端

をつ か む ことは， もう一 方 の端 をつか

む とい う決意 を も意味 して い ま した。」

ク ッ ク長 老 は 人 生 の 早 い 時 期 に イ エ

ス ・キ リス トの福音 を しっか りとつか

ん だおか げで ， これ までに多 くの 良 き

業 を成 し遂 げて きま した。そ して ， こ

れか らも七 十 人第二 定員会 におい てい



まいしん

っそう奉仕に逼進しようという決意を

固めています。□

七十人

ウィ リアム ・ロル フ ・カー長老

たに七十人第二定員会の一員と

新 して召 された ウィ リアム ・ロル

フ ・カー長 老 は， ご く自然 に奉仕 に携

わ って きた人 です。教 会 や地域社 会へ

の奉仕 は，そ うい った奉仕 に非 常 に熱

心 だった両 親 か ら学 んだ もの だ と彼 は

語 ります。 また 自分 の 子供 たち に も，

奉 仕へ の 望み を受 け継 いでほ しい と願

ってい ます。

「わた しは も とも と熱 中 しゃ す い人

間 です」 と語 る カー長老 も，新 た に受

けた召 しの大 きさ とチ ャ レ ンジを思 う

と 「圧 倒 され て し ま う」 と言 い ます。

「わた しが 幹 部 の兄 弟 た ち に対 して抱

い て い る尊 敬 の 念 に圧 倒 され てい ま

す 。 また， これか らほん と うに多 くを

学 ば なけれ ば な らない こと も承知 して

い ます 。」

これ までユ タ州立 大学 ， ウ ェーバ ー

州 立 単科 大 学(現 在 は 総合 大 学)， ユ

タ大学 ，デ ィクシー単科 大 学(学 長 を

務 めた)， お よ びブ リガム ・ヤ ン グ大

学で教 育職 ，お よび管 理職 に就 い てい

ま した。1993年 に伝 道 部 長 に召 され

た と きはユ タ州 の高等 教 育理事 を務 め

て い ま した。7月 まで テキサ ス州 ダ ラ

ス伝 道部 の部長 の任 にあ りま した。

1935年6月29日 ，ユ タ州 トリモ ン ト

ンで生 まれ たロル フ ・カー は農場 で育

ちま した。ユ タ州立 大学 で農 学の学 位

を取 った彼 は一生 農業 に従事 す るつ も

りで したが ，軍役 を終 えた後 ，ユ タ州

立 大学 の学生 活動 コー デ ィネー ター と

して の仕事 を勧 め られ， それ を選 びま

した。後 に結婚 ・家族 関係 学 で修 士号

を，教 育学 で博士 号 を取 得 しま した。

イギ リス伝 道部 で伝 道 した後 ，ユ タ

州立 大学 で ジャニ ール ・レイボー ル ド

と出 会 い ， 二 人 は1960年9月15日 ，

ロー ガ ン神 殿 で結婚 しま した。現在6

人 の子供 がい ます。

カー長老 は これ までス テー ク会長 と

して， また監督 会 や中央 日曜 学校管 理

会 の一 員 と して召 しを果 た して きまし

た。1960年 代 に2年 間 ， 末 日聖 徒 学

生協 会 の設立 を援 助す る仕事 に携 わ っ

た こと もあ ります。

これ までの 人生 で受 けて きた数 々の

奉 仕 の機 会 を振 り返 っ て， カー 長 老

は こ う語 ります。 「わた しに救 い 主の

愛 と，福 音 に対 す る揺 ら ぐこ との な
あかし

い証 を もた ら して くれた数 々の経 験 に

感謝 して い ます 。 これか らわた しにで

きる ことが あ る とす れ ば， これ らの経

験 はその基 盤 となるで し ょう。」 □

七十人

デニス ・E・ シモンズ長老

七
十 人 第二定 員会 会員 に召 され た

デ ニス ・E・ シモ ンズ長 老 は，

次 の よ うに述 べ ま した 。 「主 はあ らゆ

る重 要 な機 会 をわた しに与 え くだ さい
あかし

ま した。福 音 を通 して受 けた訓練 と証

が ， あ らゆ る専 門職 ， 意 味 あ る活 動 ，

そ して人 生 にお ける良 き ことす べて に

影響 を与 えて くれた のです 。」

1934年6月27日 ，ユ タ州 ビーバ ー ダ

ムの 自宅 で生 まれ た シモ ンズ長 老 は，

1953年10月15日 にキ ャロ リ ン ・ソー

プ とロー ガ ン神 殿 で結婚 しま した。 ユ

タ州立大 学 で音楽教 育 の学士号 を取 得
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した後 ， カ リフォル ニア州 リバ ーモ ア

近 郊 の空軍基 地 で合衆 国空 軍の体育 教

官 と して2年 間働 きま した。そ の後 ユ

タ州 トリモ ン トンで2年 間，学校 で教

え， そ して家 族 とと もに ネバ ダ州 ラス

ベ ガスに移 り， シモ ンズ長 老 はネバ ダ

州 核実験 施 設で 契約業 者 として働 きま

した。1965年 に 家族 とと もに ワシ ン

トンD℃.に 移 り，シモ ンズ長 老 は ジ ョ

ー ジ・ワシ ン トン大学 で 法律 学 位 を取

得， ネバ ダ州上 院議 員の秘 書 を務 め ま

した。

弁護士 として働 くため に ラス ベ ガス

に戻 る とす ぐに， シモ ンズ長老 は監督

に召 され ま した 。1977年 に はス テ ー

ク会 長 に召 され， 同時 に，所属 す る ワ

ー ドで は福 音 の教義 クラス を教 え
，バ

レー ボ ー ル の コー チ も務 め ま した 。

1986年 に シモ ンズ夫 妻 はワ シ ン トンD.

C.に 戻 り， シモ ンズ長老 は新 た に組織

され た ワシ ン トンD℃.北 伝 道部 の初代

部 長 を務 め ました。 シモ ンズ長老 は こ

の よ うに語 りま した 。 「わ た した ちの

伝 道 の経験 は人生 の 中で最 もす ば ら し

い経験 で した。」

シモ ンズ長 老 は声 楽 を楽 しみ ，青 少

年 や ステ ー クの聖 歌 隊 を幾つ も指 導 し

て きま した。夫妻 には6人 の子供 と8

人 の孫 が い ます。

七十 人 に召 された と きは， シモ ンズ

長老 は地域 幹部 の任 にあ りま した。 シ

モ ンズ 長 老 は次 の よ うに述 べ て い ま

す 。 「イエ ス が キ リス トで あ る と知 っ

て い ます 。主 はわ た したち を知 り，気

にかけ て くだ さってい ます。 ヒンク レ

ー大 管長 が
，神 か ら召 された 地上 にお

ける主 の代理 人で あ るこ とを，確か に

証 します 。」[]

*



七十人

ジ ェラル ド ・L・ テー ラー長老

メ
キ シコの チ ワワ にあ る末 日聖徒

の入植 者 の集落 コロニ ァ ・デ ュ

ブ ラ ンで育 った ジェラル ド ・L・ テー

ラー長 老 は， この ように述べ てい ます。

「農業 や 牧畜 に携 わ って い た わた した

ち は， 主 に頼 る必 要 が あ った の です 。
かんがい

灌概用 の深 い井戸 が なか ったので ，人

工湖 が頼 りで した、 雨が 降 らな い と，

水 が あ りませ ん。 家族 や ワー ドの 人 々

が断食 し， その結 果す ば ら しい祝福 を

受け た ことが何 度 もあ りま した。」
そう そ ふ

テー ラー 長 老 の 曾 祖 父 は ， ブ リ ガ

ム ・ヤ ングに従い ，荷 車 で ソル トレー

ク盆地へ 行 きま した。 また祖 父 はメキ

シコに コロニア ・フア レス を作 るこ と

に協力 しま した。 テー ラー長老 は1937

年3月22日 ， コロニ ア ・デ ュブ ラ ンで

生 まれ ，大学へ 行 った ときと伝 道へ 出

た とき以外 は，生涯 そ こで暮 らして き

ま した。母 親 は彼が3歳 の と きに亡 く

な り，後 に父 親は ，夫 に先 立 たれ て9

人 の子 供 を育 て て い る女性 と再婚 し，

合計15人 の子 供 を育 て ま した。 テー ラ

ー長 老 は この よ う に述 べ て い ます
。

「わた しは祝福 され て二 人 の母 親 が い

ま した。 また ，た くさん の兄弟姉 妹 の

信頼 と信仰 と愛 に よって励 まされ ま し

た。」

テー ラー長 老 はブ リガ ム ・ヤ ング大

学 を休 学 して アルゼ ンチ ンへ 伝道 に出

ま した。そ して ，牧畜 学 で学 位 を修 め

て ブ リガム ・ヤ ング大 学 を卒 業す る数

か 月前 に， 後 に夫 人 とな る シャロ ン ・

ウ ィ リス に会 い ま した 。1963年7月

5口 にマ ン タイ神殿 で結 婚 し，現 在6

人の子 供 と4人 の孫が い ます 。肉牛 の

牧 畜 と りん ご栽培 で生計 を立 てて きま

した。

教 会 では， 支部 長， ス テー ク伝 道部

長 ， ステ ー ク幹 部書記 ， ステー ク会長

を経 験 しま した。1986年 ， チ リのサ

ンテ ィア ゴ南 伝 道部 を管理 す る よう召

され ま した。 メキ シコへ戻 る と，監 督，

そ して後 に地 区代 表 に召 され ま した。

七 十 人に召 され る前 は地 域幹 部 を務 め

てい ま した。

テー ラー長老 はこの よ うに述 べ てい

ます 。 「わ た しは受 け継 ぎに感 謝 して

い ます。 コロニ ーの人 々 は，犠 牲 と従

川頁が ど うい うものか をわた しに示 して

くれ，心 か ら支持 して くれ ま した。 教

会 は わた しの人生 のすべ て です。福 音

に感謝 してい ます。」[]

七十人

フランシスコ ・J・ビー ナス長老

七
十 人 第二定員 会 会員 に召 され た

フ ラ ンシス コ ・J・ ビー ナス長

老 は ，奉 仕 こそ 天父 を知 り，神 の子供

たち を愛 す る こ との核心 で あ る と，次

の ように述べ てい ます。

「わた しと妻 が人 生 で学 んだすべ て

の重要 な事柄 は，奉 仕 を通 して得 られ
あかし

た ものです。 実際 ，わ た したちの 証の

主 要 な部 分 は主へ の奉仕 を通 して得 ら

れ ま した。」

ビーナ ス長老 は， ほか の人 の必要 を

満 たす ときにその ような証 を分 か ち合

う多 くの機会 を与 えて くれ た福 音 に感

謝 して い ます。 彼 は地域幹 部， 地 区代

表3回 ， ス テー ク会 長，監 督， ア ルゼ

ンチ ン伝道 部の 部長 を務め ました。

フラ ン シス コは1946年12月28日 に

スペ イ ンの セ ビ リアで 生 まれ ま した。

1993年 か らはスペ イ ンの教会 教育 部部
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長 を務 め て い ます。1948年 に両 親が

ウル グ アイに移住 してい た ビーナ ス長

老 に とって，そ の仕事 はいわ ば里 帰 り

の よ うなもので した。 移住 した両 親 は

2年 後 ， まだ ウル グ ア イの モ ンテ ビデ

オに落 ち着 く前 に， 当時専任 宣教 師で

現 在 は十二使 徒定 員会 会員 の リチ ャー

ド ・G・ ス コ ッ ト長 老 か らバ プテ スマ

を受 け ました。

モ ンテ ビデ オで成 長す る 問，バ スケ

ッ トボールが 好 きにな り， その後 ，監

督 を務 めなが ら， 全国 プ ロ ・バ スケ ッ

トリー グで活 躍 しま した。体 育学 を専

攻 し， しば らくバ スケ ッ トボー ルの コ

ー チ を務 め ま した。

モ ンテ ビデ オの イ ンステ ィテ ユー ト

指 導 主 事 と して 教 会 教 育 部 で 働 く前

は，ベ イヤー社 の生産 価格 主任 を務 め，

次 に ウル グアイの教 会財 務部 で働 きま

した。そ の後 ， ウル グアイの教 会教 育

部地 区指導 主事 に な りま した。

1966年12月30日 ， モ ンテ ビデ オで

ク リス テ ィーナ ・ガ ミナ ラと結 婚 し，

1974年 に ソ ル トレー ク神 殿 で 結 び 固

め られ ま した。仕 事 や教 会の責任 で 多

くの時 間 を取 られ る こ とが あ るので ，

ビーナ ス長 老 と姉 妹 は3人 の子供 たち

とで きるか ぎ り家 族 の時 問 を取 る よ う

特 別 な努力 を してい ます 。

長老 はこの ように述べ てい ます。「こ

れ までの召 しはすべ て，この新 しい責任

を果 たすた め に備 えるの に役 立 って き

ま した。しか し，特 に中央幹 部 の力 と教

えに感謝 しています 彼 らは神の 人で曳 」

□

ノ



七十人

リチ ャー ド・B・ワース リン長老

チ ャ ー ド ・B・ ワ ー ス リ ン長 老

リ は ， これ まで30年 近 くに わた っ

て人 々の行動 や意識 の調 査 に当 たって

き ま した。 そ して，世 の中 の問題 の解

決 策 はイエ ス ・キ リス トの福 音 にあ る

とい う確信 を強め て きま した。

「コンサ ルテ ィ ング業 と ビジネス の

ため の市 場動 向調査 を通 して，大 勢 の

人が様 々 な事 柄 に混乱 や絶 望， 落胆 を

感 じてい る， とい う ことが よ く分 か り

ます 。」 ワー ス リ ン ・ワー ル ドワイ ド

社 の会 長兼 専務取 締役 で あ るワース リ

ン長 老 は ，そ う語 ります 。 「人 々に真

の平安 をもた らす 唯一 の方法 は，福 音

の原 則 を受 け入 れ て実 践 す る こ とで

す 。」

十 二 使 徒 定 員 会 会 員 の ジ ョセ ブ ・

B・ ワー ス リ ン長 老 の弟 であ るワー ス

リ ン長 老 は これ まで 二つ のス テー クの

会長会 で働 き，高等 評議員 や監 督の召

しを受 け，最近 は地 区代表 と して責任

を果 た して きま した。

長老 は1931年3月15日 ， ソル トレー

ク ・シテ ィー で 生 まれ ，1951年 か ら

1953年 にか けて ス イス とオー ス トリア

で伝 道 しま した。 その後 合衆 国軍 で軍

務 に就 いた後 ，ユ タ大学 で経 済学学 士

号 を取得 後， 経済学 と統 計学 の修士 号

を取 得 しま した。 後 にカ リフ ォル ニ ア

大 学バ ー ク レー校 で経済 学博 士号 を取

得 しま した。

1956年11月23日 ， ワー ス リン長 老 は

ジ ェラ リー ・メイ ・チ ャン ドラー とソ

ル トレー ク神 殿 で結婚 しま した。 長老

は， 自分 と8人 の子供 た ちに対す るワ

ー ス リ ン姉 妹 の献 身 的 な働 きに よ っ

て，家 族 は大 きな祝福 を受 け て きた と

語 ってい ます。.

1969年 ， リチ ャー ド ・ワー ス リンは

ロサ ンゼル スで 自分 の リサー チ会社 を

設立 しま した。そ れ以前 の彼 は， その

実 績 を 当時 の カ リ フ ォルニ ア州 知事 ，

ロナル ド ・レー ガ ンに認 め られ ，1972

年 の再 選 をかけ ての州知事 選 にお いて

世論 調査 ス タッフに なる よ う依頼 され

た こ と もあ り ま した。 そ の 後 も1980

年 と1984年 の大 統 領 選 の選 挙 運 動 の

戦 略 を立て る よ う依 頼 され ま した。 ワ

ース リン家族 は
，家族 ともっ と一 緒 に

過 ご した り，好 きな野外活 動 やス キー，

乗 馬 な どを楽 しん だ りす る こ と を願

い ，14年 間の ワ シ ン トンD.C.で の生

活 に ピ リオ ドを打 っ て，1995年 ユ タ

に戻 って来 ました。

ワ ース リ ン長老 は ， これ か ら 自分 の

証 を分か ち合 え る機 会が さ らに増 える

の を楽 しみ に して い ます。 彼 は，若 い

ころス イスで伝 道 して いた と き， イエ

ス ・キ リス トの福音 の真理 が それ に従

って生 きる人 々の心 に平安 と喜 び を も

た らす様 子 を 目に しま した。 「そ の よ

うな経験 をす る と，福 音 を分 か ち合 う
こんにち

のは容易 にな ります。福音 は今 日の人々

に何 よ りも必要 とされている，真の喜び

と平安 のメッセー ジなのです。」 □

成長を続ける

教会員数

教会員数(人)

教
会 の会 員 数 は1995年 も増加 の

一 途 をた ど っ た
。 昨 年 度末 の

末 日聖 徒 の 数 は934万898人 で あ り，

1991年12月 に発表 された会 員数812万

人 か らさ らに増 加 した。 総大会 で発 表

年度

8，120，000

され た統 計記 録 に よる と，バ プ テスマ

を受 け た人 の うち30万4，330人 が改 宗

者 で あ り， それ 以外 は8歳 に なる記録

上の子供 のバ プ テスマ 数で ある。□

1991

1992 8，406895

1993 8β96，224

1994 9，024，569

1995 9β40，898
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ローカルニューズ

ユース番組｢60ミ ニ ッツ｣で

預言者が見せた機知 と知恵
月7日,ニ ュ ー ス 番 組｢60ミ ニ

4 ッ ッ｣(本 誌1996年4月 号 の ロ

ー カルペ ー ジ
,pp.1-3参 照)が 全

米 で放 映 された。 日曜 日の夕 べ に して

は珍 し く大勢 の末 日聖徒 が テ レビの前
くぎ

に釘付 け となった。CBS放 送の 人気

番 組 で 採 り上 げ た テ ー マ が｢モ ル モ

ン｣,そ れ もゴ ー ドン･B･ヒ ンク レ

ー大 管長 の特集 で あっ た ことか らす れ

ば,当 然 の こ とと言 え よう。

ニュー ス番 組｢60ミ ニ ッツ｣の うち

の14分30秒 を,ベ テ ラ ン･ジ ャー ナ

リス ト,マ イ ク･ウ ォ レス氏 は預言者

との会 見,末 日聖 徒 の実業家 ビル･マ

リオ ッ ト兄 弟,合 衆 国上 院議 員 オ リ

ン･ハ ッチ兄弟,プ ロ フ ッ トボール選

手 のス ティー ブ･ヤ ング兄弟 な どとの

談話 に費 や した。 さ らに ウ ォレス氏 は

ブ リガム･ヤ ング大学 の学生 たち とモ

ルモ ンの信条 と価 値観 につ いて話 し合

ってい る。

イ ン タビュー は教 会 の肯定 的 な面 を

中心 に展 開 され,意 見 を異 にす る人 々

の紹 介 はわずか に と どめ られた。

ウ ォ レス氏 は冒頭,教 会 を紹 介す る

に当 た って次 の よ うに述べ た。｢モ ル

モ ンの教 えは宗教 とい う よ りも,む し

ろ生活 その もの と言 えるで しょう。 道

徳 的に退廃 した時代 にあ って,彼 らは

高潔 とい う美 徳 を信 じて い ます 。｣

したたか な イ ンタ ビューで有 名 な ウ

オ レス氏 は,ヒ ンク レー大管 長 との会

見 の ほ とん どを,家 族 の永遠性,知 恵

の言 葉,道 徳,教 会 の財 政 と発 展,宣

教 師活動,神 権 と教 会 の管理体 制 に関

す る質 問に 当てた。

ヒンク レー大 管長 はこれ らの質 問 に

簡潔 かつ 率直 に,時 にはユ ーモ ァを交

えて応対 した。 ウ ォレス氏 は辛 らつ と

も思 え る ような質 問 をす る際 も,預 言

者 と教 会 に敬意 を払 っ てい た。 ヒ ンク

レー 大 管 長 は い す か ら身 を乗 り出 し

て,先 の 総大 会 で 自 ら語 っ た よ うに

｢目 と 目を合 わせ て｣ウ ォ レス氏 の 質

問 に答 え た。

ウ ォレス氏 は会見 の最後 に,天 にお

瞬､､一

』 幽 騨騨㌧

竃 騰 繍 繍織繋輸 騰.

慌

け る家 族 の永続性 につ いて預 言者 と話

し合 っ て い る。｢わ た したち はそ れ を

確信 してい ます｣と ヒンク レー大管 長

が語 る と,

｢そ う言 われ て も,信 じな い人 は大

勢 い ます よ｣と ウ ォレス氏 は応酬 した。

｢しか し,あ なた も確 信 で き ます｣

と預言 者 は答 えた。

｢わた しも考 え た こ とは あ ります が,

まだ納 得 で きませ ん｣と ウォ レス氏 。

｢も う少 し時間 をか けて みて いた だ

け ますか｣と ヒンク レー大管 長が ユ ー

モ アを交 えて話 す と,周 囲 の人 々に笑

みが戻 った。(α1αrchN碗s｢チ ャー

チ ニュー ズ』1996年4月13日 付 け)

テンプルス クウェア内の訪 問者 セン ターでマ イク･

B･ヒ ンクレー大管長

馬
､r鋸

凝､
2幽 撫

　 　　　　ヨ

ウ ォ レス 氏 を 案 内 す る ゴ ー ドン･

新伝道部長の紹介

△ 年6月 で任期を終える5人 の伝

フ 道部長に代わり,撒 会は新

たに4人 の伝道部長を発表した。

任 期 を終 え るの は,リ チ ャー ド･

M･オ ース テ ィン伝 道部 長(仙 台伝 道

部),熊 沢 幸雄 伝 道 部長(東 京 北伝 道

部)1,グ レ ン･N･ロ ウ伝 道 部 長(東

京 南伝 道 部),恩 田豊 伝 道 部 長(岡 山

伝 道 部),カ ール･T･ポ ー プ伝 道 部

長(沖 縄伝 道 部)で あ る。

な お,福 岡伝 道部 と沖縄 伝 道 部 は,

7月1日 を もっ て合 併 され,｢福 岡伝

道部｣と い う名称 の下 に本 部が福 岡に

置か れ る。□
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ア大学付 属 のヘー ステ ィングズ･カ レ

ッジ法 科 大 学 で 法 学 博 士 号 を取 得 し

た。 ア リゾナ州 フ ェニ ックスで,ウ ォ

ー レス･ロ ー ラル･シ ャム ウェイ,ジ

ナ･オ ーエ ンズ･シ ャム ウ ェイ夫妻 の

間 に生 まれ た。

ル アナ･シ ョウ姉妹 と結婚 し,6人

の子供 に恵 まれ てい る。 ルアナ姉 妹 は

扶 助協 会教 師の任 にあっ た。 これ まで

セ ミナ リー教 師,ス カ ウ ト進歩 委員会

委員 長,託 児教 師,扶 助協 会教 師,ロ

ー レル指導 者 な どを務め て きた。 ブ リ

あかし

家族の証

結婚 して20年 目の改宗
祈りと断食を繰り返す妻の姿に

あ び こ

我孫子ステーク松戸ワー ド 加藤靖郎

年 前 に 妻 が 教 会 員 に な る と言

20 い出したころを思い出します。

わたしはこれに驚き,怒 り狂って思い

とどまらせようとしました。なぜこの

ような新興宗教に心を……と思い悩み

ました。そして親族からも批判的な意

見が寄せられたものです。

当時のわたしは,遠 洋漁船に漁網と

か漁労機械などを販売する仕事の関係

で,日 曜祭日もない朝駆け夜駆けの多

忙な日々を送っていました。企業は,

そして産業は永遠なりと信 じ,前 進あ

るのみの毎日でした。営業所長をして

いたわたしは,対 外的にも,社 内的に

も,酒,た ばこ,コ ーヒー,そ してマ

ージャンのつきあいは対人関係を円滑

にする不可欠なありがたい具と考えて

いました。

無信仰を是としての生活

忙殺 され る毎 日のわた しの最 大の 楽

しみは,日 曜 日に家 族そ ろ っての シ ョ

ッ ピング,ド ラ イブ な どで した。小 学

校一 年生 の娘,玲 子 と幼稚 園児 の息子,

研介 はか わい か ったです し,妻 の立 て

て くれ るお抹茶,そ して コー ヒーの香

りもたま らな く好 きで した。

これ ら平凡 な楽 しみ を取 り上 げて し

まう宗教は,悪 魔ではないかと思った

ものです。わたしの心境はまったく穏

やかでなく,妻 がバプテスマを受けて

からしばらくは口も利かなかったこと
ゆい が

を思い出します。独立独歩,唯 我独尊

とうぬぼれ,無 信仰を是として生きて

いたわたしですが,今 思えばこのころ

から迷いながらの求道の旅が始まって

いたような気がします。

頑固ではあるがあきらめも早いわた

しは,日 曜日は家族の教会への送迎を

常とし,家 庭菜園をこよなく愛する面

もありました。妻がバプテスマを受け

てから3年 後には,娘 と息子も仙台市

上杉の教会でバプテスマを受けまし

た。このときには,わ たしも礼拝堂の

壇上に座って子供たちの将来を見守っ

ていました。わたしの思いは,子 供た

ちがこの教会の教えをよく守って生活

していくことができるのであれば,健

康で幸福な人生が得られるであろうと
あん ど

いう安堵感でした。

子供たちはわたしの転勤に伴い,小

学校を3回,中 学校を2回,高 校は娘

が釧路から名古屋へ,息 子は名古屋か

らデイビスハイスクールへ1年 間の留

学を経て札幌へと,異 常なほど転校を

繰り返しました。そして大学は,わ た

しが札幌勤務であった関係からか,二

聖徒の道/1996年7月 号

122

ガ ム･ヤ ング大 学 で英語 学の学 士号 を

取 得 。ユ タ州 ロー ガ ンで,ア ル ビ ン･

ジェプ セ ン･シ ョウ,ハ ンナ･レ オー

ネ･ホ ル ト･シ ョウ夫妻 の 問 に生 まれ

た。 □

人 とも北海道大学に落ち着 きました

が,こ の間,わ たしの単身赴任で母子

家庭とすることもありました。子供た

ちが非行に走ることもなく,無 事に成

長してくれたのは,こ の教会の真実の

教えがあったからであり,妻 の熱心な

祈 りがあったからだと思います。

重大な転機を迎えての決断

さてわたしは札幌勤務の後も仙台勤

務,東 京本社勤務と単身赴任を続けた

わけですが,2年 前に28年間勤続した

この会社を退職し,退 社仲問5人 で神

田に会社を設立しました。妻にもパー

ト事務員として多 くの協力をしてもら

っていましたが,1年 後の資金事情は

厳しく,社 員に対する給料の支払いに

も事欠き,彼 女に引退してもらわざる

を得ない状況となりました。

ついには退職金も使い果たし,素 っ

裸に近い状態となっていました。妻に

は退職金で何のプレゼントもしていま

せんでした。まことにまことに申し訳

なく,こ のとき,わ たしに決意,決 断

を促 したのは,妻 が長いこと忍耐強く,

しかも柔和に待ち続けてくれていたバ

プテスマでした。

かなり前ですが,わ たしが教会員に

なるように陰で祈 りと断食を繰 り返す

妻の姿を見て,わ たしが50歳になった

らバプテスマを受けるから,と 慰め事

を言ったことがあります。

｢人が,な すべき善を知りながら行

わなければ,そ れは彼にとって罪であ

る｣(ヤ コブの手紙4:17)と ありま
あ

すが,人 が過去の悪しき習慣を捨て,

新たな善なる道を生きようと決断する

には何か重大な転機が必要なのだろう

と思います。わたしはバプテスマを受

けてから明らかに変わりつつある自分

を見詰めています。
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を受けさせたいと願っていました。し

かし主人の反対で思うようにいかず,

子供たちとともに毎日朝晩,ま た食事

の度ごとに心からお祈りしました。さ

らにわたしは,毎 週断食と祈りを繰 り

返し,約2年 後,や っと許可を得られ

て子供たちは二人そろってバプテスマ

を受けました。

その後もわたしは引き続き,主 人の

改宗のために毎週断食と祈 りを10年以

上続けました。両親そろってモルモン

の家庭の中で子供たちを育てたかった

からです。でも,わ たし一人でも子供

を育てるうえで福音は大きな力になっ

てくれました。また,子 供たちに対す

る主の助けにはとてもうれしいものが

ありました。

例えば,わ たしたち家族は,主 人の

転勤でほとんど2年 ごとに引っ越し,

子供たちは転校を繰 り返してまいりま

したが,そ のときのいちばんの心配は

友人関係でした。学校から笑顔で帰っ

てくるまで心配で心配で,洗 濯をして

いても祈 り,掃 除をしていても祈 り,

祈りっぱなしでした。先に書きました

断食に加えてですので,週 に2度 も3

度も断食をした時期 もあ りましたが,

おかげさまで,主 の温かなご加護によ

り,息 子,娘 ともに良き友人に恵まれ,

すべてに恵まれて無事大学生になり,

娘は神殿結婚し,近 々二人目の孫が生

まれます。

主人の改宗に当たっての神殿長,ス

テーク会長,監 督の力強 く確かな助け,

忍耐強く霊的な宣教師のレッスン,そ

のほか書き切れないほどの多 くの会員

の皆様の模範に心より感謝いたしま

す。

神殿で奉仕できる喜び

今わたしは東京神殿で毎日働かせて

いただいております。思えば,昔,主

人が教会員でないがゆえに神殿に入れ

ず,入 れずとも,仙 台の地にいたとき

も,北 海道の地にいたときも,実 家の

名古屋へ帰るときには必ず神殿に立ち

寄 り,小 さな子供たちとともに東京神

殿の姿を眺め,壁 に手を触れては心を
きよ

聖め,参 入の夢を込めて去ったことを

思い出します。

今その神殿に毎 日いることができま

すことを,ほ んとうに幸せに思います。

主の目と心が常にある神殿で主人とと

もに働き続けること,こ れが今後のわ

たしの希望です。

主の力は偉大であり,何 でも御存じ

であり,す べてがわたしたちのために

なるよう整え,昇 栄に向けて導いてく
あかし

ださいますことを心より証申し上げま

す。その愛する主のために少しでもお

役に立ちたく生涯,神 殿にて働きたい

と思うのです。(か とう･く にご ワ

ー ド若い女性会長)

｢いかなる成功も

家庭の失敗を償うことはできない｣

家族の信仰に励まされての改宗
くれ は

富山地方部呉羽支部 伊藤福男

わ
た しと末 日聖徒 イエス･キ リス

ト教 会 との 出会 い は,27年 前 に

妻 と知 り合 った ときです 。彼 女 は熱 心

な教 会員 で,交 際 中 に この教 会 につい

てい ろいろ話 して くれ ま した。

子 供 の ころか ら親 しい カ トリ ックの

家族 の影 響や,大 学が ミ ッシ ョン系で

あった こ とか ら,わ た しも宇宙 の存在,

人間の存 在,善 悪 の判 断 な どを支 配す

る偉 大 な御方 の存 在(創 造 主,神)を

認 め てはい ま した。 しか し｢現 代 の預

言 者 ジ ョセ ブ･ス ミス が 神 様 とま み

え,キ リス トの教会 を回復 した｣と か,

また｢生 ける預言 者が今 も神 様 か ら啓

示 を受 けて,わ た したち を導 い て くだ

さる｣と いうカトリックやプロテスタ

ントの一般的なキリスト教の概念では

考えられない教義に,一 種の特異な感

じを受けたというのがこの教会に対す

る印象でした。

彼女との交際を通じて,モ ルモンの

生活態度や社会生活の規範には共感を

覚えるものもあり,信 仰の自由を守れ

ばいい家庭が持てるだろうと思い,3

年の交際を経て結婚しました。

妻の信仰の模範

結婚後の22年 間を振 り返ってみる

と,わ たしの転勤で福岡6年,大 阪4

年,仙 台10年,大 阪3年 と各地 を移動

し,こ の 間4人 の子供 に恵 まれ ま した。

妻 は どこへ 行 って も,ま ず 教会 の所 在

を確 認 し,子 供 た ちを連れ て教 会 に集

って い ま した。 子供 が幼 い ころ は自転

車 の前 に一 人,後 ろに一人,背 中 に一

人 を背 負 って教 会へ 集 ってい たの が 思

い出 され ます。

当初 の信 仰 の 自由を守 る とい う約 束

があ った とはい え,彼 女が 日曜 日ご と

に子供 た ち を連 れ て教 会 に行 くこ とに

抵 抗 を感 じる こ と も度 々 あ りま した。

しか し,彼 女 の信 仰 を見 てい る と,な

ぜ か助 け てや りたい とい う気持 ちにな

り,寒 い 日や天気 の悪 い 日は,車 で送

り迎 え した こ とも度 々 あ りま した。 日

曜 日に,一 人静 か に家 で過 ごす の もい

い ものです が,ほ ん とうの ところ寂 し

く感 じる こ ともあ りま した。

家族 を教会 へ 送 って行 っ た り,た ま

に彼女 の勧 めで 教会 に集 っ た り してい

る間 に,教 会員 の ご家 族 に親 し くして

いた だ くように な り,彼 らの 良い模範

に接 する機 会 も多 くな りま した。 また

幾 度 とな く宣教 師 の レ ッス ンを受 ける

機会 を持 ち ま したが,仕 事 が営 業 であ
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伝道の奇跡
一人 でもわ た しのも とに導 くな ら

東京東ステーク鎌ケ谷ワー ド 岡本由起

たしが伝道に出て3か 月ほどし

わ てか ら,京 都 で一人 のお 母 さん

に 出会 い ま した。 ボラ ンテ ィアで子 供

の ための英 会話 ク ラス を教 えてい た と

き,そ こに出席 して いた 当時4歳 の娘

さんが きっか けで した。娘 さん は とて

もか わい らし く,わ た し と同僚 は家 に

遊 びに行 くように な り,や が て とて も

親 しくな りま した。

しば ら く して,お 母 さん の 方 か ら

｢英語 だ けで な くイ エ ス様 につ いて も

娘 に教 えてあ げて くだ さい｣と 頼 まれ,

それ か ら レッス ンが 始 ま り,お 母 さん

も一 緒 に参 加 す る よう にな りま した。

レ ッス ンが進 むにつ れて お母 さん の方

が福 音 に関心 を持 ち始め,お 祈 りもす
み たま

るよ うにな り,そ して御霊 の導 きに よ

り,『 モ ルモ ン書 』 が真 実 で あ る こ と

が はっ き りと分 か る よ うに な りま し

た。 また ジ ョセ ブ･ス ミスが神 様 にお

会 い した ことにつ いて も特 別 な経験 に
あかし

よ り証 を得 る よ うにな りま した。

ところが この家庭 には一つ の問題 が

あ って,お 母 さん はその ことにつ いて

いつ も心 を悩 ませ てい ま した。 娘 さん

がぜ んそ くだ ったか らです 。何 か 月か

に1度 は入 院 しな けれ ばな らない ほ ど

ひ どい もので したの で,お 母 さん は娘

さんの病気 が少 しで も良 くなる よ うに

いつ も祈 って い ま した。 ところが12月

にな って か ら娘 さんの 病状 は悪化 し,

また入 院す る こ とになった のです 。

お 母 さんの要 請で わた した ち姉妹 宣

教 師 は長 老 た ち と一 緒 に病 院へ行 き,
いや

長老たちが娘さんに癒しの祝福を施し

ました。そのとき,部 屋中に御霊が満

ちて,そ れからすばらしい奇跡が起き

たのです。それまでせきがひどくて眠

られなかった娘さんがその日からぐっ

すり眠られるようになったのです。そし

て点滴が取払 間もなく退院できました。

お医者さんは｢い つもはこんなに早

く良くならないのに,今 回はどうした

ことだろう｣と,と ても驚いていまし

ま

た。 そ の奇 跡 を 目の当 た りに したお母

さんは,｢こ の教会 だ1こ の福 音 は真

実 だ1｣と 強 く確信 す る よ うに な り,

それ か ら2か 月後 にバ プテ スマ を受 け

ま した。

｢彼女の選んだ教会なら

間違いない｣

祝福はそれだけにとどまりませんで

した。お母さんの日ごろ親しくしてい

た友達が自分も教会に入 りたいと申し

出て来たのです。その友達は,昔 から

そのお母さんのことを尊敬していて,

何か困ったことがあるといつも相談

し,その生き方を手本にしていたのです。

｢彼女の選んだ教会なら間違いない。

この教会に入ってわたしも幸福になり

たい｣と 思い,わ たしたちのレッスン

を受けるようになり,そ れからしばら

くしてバプテスマを受けました。続い

てご主人,息 子さん,娘 さんがバプテ

スマを受けました。それだけではなく,

彼女は宣教師とよく連絡を取 り,宣 教

師の教えている求道者を助け励まし続

けました。
一人の男性が

,彼 女の強い証によっ

て心を動かされてバプテスマを受け,

二人の女性は,彼 女とワー ドの兄弟姉

妹たちの強い助けと励ましによってバ

プテスマを受けました。

会員伝道の最もすばらしい点は,専

任宣教師と違って転任がないことだと

思います。求道者や友達と時間をかけ

てゆっくり交わることができます。も

う一つは,ど のようなところでも身近

に模範を示すことができる点だと思い

ます。

現在はモラルが低下し,ま じめであ

ることが時々ばかにされるようなこと

もあります。また物質的に恵まれてい

ても,心 が飢え渇いている人がたくさ

んいます。わたしたちは,家 族の愛,
ゆる

正 し く生 きるこ と,互 いに赦 し合 うこ
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とを通して,一 人一人が周りの人に良

い模範を示すことが大切ではないかと

思います。

教義と聖約第18章15節 にあるように

｢あなたがたはこの民に悔い改めを叫

ぶことに生涯力を尽くし,一 人でもわ

たしのもとに導くならば,わ たしの父

の王国で彼とともに受けるあなたがた

の喜びはいかに大きいことか｣と の聖

句が,ほ んとうであると証いたします。

この教会は真実です。この福音によ

ってわたしたちは幸せになり,人 生の

目的がさらによく分かるようになりま

す。わたしたちの信仰に努力が伴うと

きに神様の祝

福がた くさん

得 られること

を証 します。

(おかもと･ゆ

き ワー ド初等

協会教師)

役員の異動

1996年4月12日 から1996年5月13日 ま

でに管理本部会員統計記録課に通知の

あった役員の異動(敬 称略)

●仙台伝道部盛岡地方部
た か や し きち ゅうす け

新地方部長:高 屋敷忠助
と ま こ ま い

●札幌西ステーク苫小牧支部

新支部長:阿 部賢一
い しの ま き

●仙台ステーク石巻支部
かみ や

新支部長:紙 谷 豊
●東京東ステーク小岩ワード

ひ ろ ゆ き

新監督:関 口啓之
●東京東ステーク千葉ワード

新監督:鈴 木清和
●横浜ステーク横須賀支部

じょ うせ ん

新支部長:浄 泉正則
●名古屋ステーク瀬戸支部

新支部長:大 野 誠

○神戸ステーク北六甲支部

新支部長:長 沼雅仁
●岡山ステーク福山支部

新支部長:赤 木英夫

●福岡伝道部鹿児島地方部宮崎支部
ゆ き む ら

新支部長:幸 村秀敏
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